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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　迷宮国の裏側









　地球で不慮の事故により死亡した者の魂は、『迷宮国』で二度目の生を得る。

　探索者のそれぞれに見込みがあるかどうかを、私の持っている権限では、『転生案内』の段階で見定めることはできない。

　ただ、転生するまでの経歴を見れば、その人がどこまで新たに与えられた命を有効に使えるか、長く粘ることができるかは感じ取れる。

　私が自分の目で、転生者を観察することを趣味にしているのはそのためだ。本来なら必要のない案内を自ら担う理由は、ただ待つだけでは飽き飽きしてしまうから──そして、もうひとつ。

　アリヒト＝アトベ。彼のような興味深い転生者を見み出いだして、その探索者人生の顚てん末まつを見届けることは、純粋に趣深い。

　彼が七番区に上がるという報告が入ったとき、私は自分の目が間違っていなかったことを確かめて、素直に嬉うれしいと思った。同時に、あまりに順調すぎてはいけないとも思う。いくら有望な新人でも、初級者向けの区で満足してしまい、探索をやめてしまっては元も子もない。

　優秀な探索者は、一人でも多い方がいい。幸い、アリヒト──親しみを込めて、アリヒトくんと呼ぶ──のもとには、とても有望で、粒ぞろいの仲間ばかりが集まっている。

　器用さが売りで、中衛を担うに適しているローグであり、種族的にも亜人として人間にはないアドバンテージを持っているテレジア。彼女については、仲間に加わる経緯を踏まえると、アリヒトくんにとっては最も重要なメンバーと言っていい。

　自分でもリーダーを担える資質を持っているが、副リーダーの立場としてもその能力を発揮することができる、優秀なヴァルキリー、五十嵐いがらし鏡きよう花か。彼女はアリヒトくんを転生前に手足のように使っていたということもあって、気に食わない点はあるけれど、これから彼のパーティに貢献するなら大目に見てあげてもいい。

　転生前の世界においてはその資質は広く認められることはないけれど、迷宮国においては邪気払いの巫女みこの力を最大限に活いかすことができる、白しろ宮みや珠す洲ず菜な。

　幸運という目には見えない天分に恵まれ、それを活かす職業であるギャンブラーを選択することができた仁に藤とう美み咲さき。

　リスクのある呪剣を装備してはいるが、剣士としての才能を迷宮国で開花させ、アリヒトくんの技能との相性の良さからパーティのエースアタッカーを担っているエリーティア＝セントレイル。

　シルバーハウンドのシオン、商人のマドカ、高い前衛の資質を持ちつつ、志望する者の少ない解体屋を職業に選んだメリッサ──ギルドでも優秀な担当者のルイーザを引き当てたことといい、アリヒトくんは本当に恵まれている。

　そして、何よりも見落としてはならないのは、彼らが本当の意味で『選ばれた』探索者であるということ──『聖せい櫃ひつの鍵かぎ』を手にした探索者は、誰もがそうとは知らず、迷宮国の裏側を見るための権利と、義務を与えられている。

　もうすぐ、ここに彼らが来る。八番区から七番区に繫つながる通路に。

　彼らに何を言うかは決まっていた。

　それは祝福でもあり、無邪気な呪いの言葉でもあった。








第一章　新たな区の始まり










一　攻略者と停滞者






　迷宮国に転生したときも案内してくれた、紫色の髪の女性。俺たちは彼女とともに、八番区から七番区に通じているという、真っ暗な長い通路を歩き続けている。

　ライセンスに表示される周辺地図を見ると、俺たちが転生してから一週間足らずを過ごした八番区は、ちょうどピザを八等分にしたときの一切れのような形をしている。いや、ドーナツ型というべきか──迷宮国の中心部分には、国を区切るための隔壁の交錯する場所だからということなのか、地図に情報が表示されない領域がある。そこには『ギルド管理区域』と書かれていた。

　俺たちが知りえないことがまだあるのは仕方ないとして、通路を歩いていて感じたことがある。これは、迷宮に続く階段を降りる途中で、転移するときの感覚にも似ている──。

「……何か気がついた、っていう顔ですね。隠していてもいいんですが、あなたには不信感を抱かれたくないので、ここで説明しておきましょう」

「いや、何もそこまで……ちょっと違和感があったってだけですから」

「そうですか？　それは残念です。私はアリヒトくんたちがここまで来たことを本当に嬉しく思っているので、色々と説明してあげてもいいと思っているんですよ」

　愛らしい容姿で、人を食ったようなことを言う──たとえとして適切なのかは分からないが、まるで道化師を装っているかのようだ。

「ずっと真っ暗だったのに急に光が見えたから、これって転移してるんじゃないかしらって、エリーさんに聞いてたんだけど……えっ、な、なに……？」

　五十嵐さんが言うと、案内人の女性が先に言われたというような、いかにも悔しそうな顔をする。

「はぁぁ、胸が大きい人ってどうして無神経なんでしょうね。大きい部分を維持するために、細やかな神経にまでエネルギーが回ってないんですね、きっと」

「なっ……私たちも転生した時に後あと部べくんと同じように案内してもらったのに、どうして彼には優しくて、私たちには冷たいの……？」

「『たち』じゃなくてあなたに冷たいんです。私、あなたの転生前の経歴を知っているんですよ？　アリヒトくんが優秀だからって、あなたは彼を常にプロジェクトの中心に置いて頼り切っていたんですよね。私だったらもっとアリヒトくんのペースを大事にして……」

「あ、あのですね……いや。あのな、俺たちのパーティをかき乱すようなことは控えてくれ。五十嵐さんはもう謝ってくれたんだ。俺は気にしてないよ」

　敬語を使っていると全く言うことを聞いてくれなさそうなので、俺は普段あまりしないことだが、少し強めに意見を言った。

　機嫌を損ねるかと思ったが、彼女は楽しそうにしたまま、俺の顔を覗のぞきこむ──特に警戒していたわけではないが、急に距離を詰められると「やられた」という気分になる。

「アリヒトくんは優しいんですね。その優しさを、この迷宮国でも失わないでほしいなと、案内した身としては切に願います」

「や、優しいってことはないが……少し大げさじゃないか」

「大げさではないです。優しいということは、他人と争わず、隣人を守る気持ちがあるということです。でも、この迷宮国ではそういう人が全てではありません。人の数が増えれば、考え方が合わない人と出会うこともある……それでも私は、アリヒトくんにはそのままでいてもらえたらなと思っているわけです」

　彼女はそう言って前方──七番区の方向を見やる。その方向から感じられる気配は、八番区とは全く密度が異なるものだった。

「さて、雑談もほどほどにしておきましょうか。七番区の案内はルイーザに任せます」

「あっ……は、はい……承りました」

「そんなに緊張しないで、ルイーザ。私は『他の人達』と比べたら、ずいぶんと探索者寄りでいられてるんだから」

　彼女よりは年上に見えるルイーザさんを、呼び捨てにする──そしてルイーザさんも、彼女の前では口を開くことすら躊躇ためらっているように見える。

「あ、あのー……出しゃばっちゃいけないと思うんですけど、やっぱり気になるので聞いちゃいますね」

「あなたは、いったい……私たちをここに案内して、今もこうして七番区まで付き添ってくれて。どうして、そんなことをしてくれるんですか？」

「……アリヒトのことを親しそうに呼ぶけど、彼のことを気に入ってるの？」

　年下組のミサキ、スズナ、エリーティアが次々と尋ねると、案内人の彼女は、被っている帽子の位置をきゅっと直して言った。

「それは、あなたがたパーティ全員に言えることですよ。私たちは、頭角を現したパーティに最大の敬意を払います。これからも駆け上がってくださいね、ルーキーさんたち」

「その前に、一ついいか。名前は聞かせてくれないのか？　俺たちのことは知ってるみたいだが、こちらはまだ君のことを良く知らない。それくらい、教えてくれてもいいんじゃないか」

「ふふ……アリヒトくんは、女の人を口説くのは苦手みたいですね。そんな理詰めじゃ、私の心は動かせないですよ」

　名前を聞き出すことすら難度が高い──しかしそう言われると、さらに気になってくるのが人情というものだ。

「では、『ユカリ』と呼んでもらうことにしましょうか。本名ではありませんが、一応少しは考えてつけた仮名です。どうですか？」

「どうですかと言われても、どうして仮名を使う必要が……ま、まあ分かった。本当の名前が分かるまでは、『ユカリ』と呼ばせてもらうよ」

　意外に日本的な名前が出てきたが、全くイメージに合わないということもない。あまり食い下がっても仕方がないので、その名前を覚えておくことにする。

「私の名前なんて、今は気にしなくてもいいんです。七番区も最速で通過してくれたら、期待に応えてくれたアリヒトくんにご褒美をあげますよ」

「そいつは楽しみだな……ってことにしておくよ。見送りには礼を言う」

「はい、どういたしまして。あなたのそういう律儀なところは好きです」

「なっ……」

　最後まで思わせぶりなことばかり言って、『ユカリ』と自称する女性は、八番区へと戻っていく──やはり転移しているのか、気配が突然消えてしまった。

「…………」

　テレジアはユカリのことが気になるのか、後ろを振り返って見ている。しかし俺が肩をそっと叩たたくと、ようやく前を向いた。

「何だったのかしら……後部くんが凄すごいっていうことを知ってて、迷宮国の公的組織の人たちが期待をかけてるっていうこと？」

「公的組織……迷宮国のシステム側がわというか、管理する側の人たちがいるってことですか。ルイーザさん、そういう組織ってあるんですか？　政府というか」

「政府という呼称ではありませんが、迷宮国全体を王家の代わりに取りまとめている機関は存在します。この隔壁の監視をしている『管理部』は、ギルドを指導する上位組織なんです。ですので、あの方も、この迷宮国の管理を行っている一人ということになります」

　そんな人物がなぜ、転生者の案内役などをやって、俺たちを気にかけるのか。

　案内役が務まるのは、迷宮国の管理をしている人間くらいしかいないということだろうか。いずれにせよ、俺たちがまだ新人ルーキー扱いされているうちは、管理部についてユカリが話してくれることはなさそうだ。

「皆さん、これから七番区の上位ギルドにご案内します」

「上位……七番区には、複数のギルドがあるんですか？」

「はい。七番区は、他の区と比べても特に人口が多い区ですから。一万人ほどの探索者がいます」

「一万人……八番区と比べて探索者が三倍なら、ギルドも三つくらいあるってことになるのかしら」

　五十嵐さんが言うと、ルイーザさんは頷うなずく──五十嵐さんの言う通り、幾つかのギルドがあって、俺たちはその中でも上位のギルドで世話になるということらしい。

「補足しておきますと、一万人は、今も上位の区に上がるため、迷宮の探索を続けている方々の人数です。その他に、四万二千人の方々が、この七番区に留まっています……一定期間探索をしないと探索者の貢献度は下がりますが、少し貢献度を上げ、もう一度下がることの繰り返しになっている人が多くいるのです。彼らは迷宮国全体の人口としては数えられますが、『七番区の序列』には組み込まれていません」

　つまりアクティブな探索者一万人の中で、俺たちは二百九十四位ということだ。しかし七番区には、貢献度が上がったり下がったりを繰り返している四万二千人がいて、彼らは序列から除外されてしまっている。

「四万二千……そんなに、六番区に上がることが難しいってことですか？」

「はい。七番区の迷宮では、魔物たちもさらに強力になります。場合によっては一つの迷宮も攻略できず、八番区と七番区を往復したり、探索以外のことで生計を立てる必要も出てきます。それを繰り返していれば、序列は停滞し、七番区で一位になって次の区に行くこともできなくなります」

　八番区に戻って生計を立てないといけないようでは、七番区での序列を上げることは難しい。そして支援者になるという割り切りもできなければ、上の区を目指すこともせず、ただ生活のために迷宮に潜るだけになってしまう。命あっての物種なのだから、それは仕方のないことだ。

　俺たちも、最初の魔物との戦い次第で、この区が厳しい試練となるのかどうかが決まるだろう。もし苦戦したとしても、その壁を超えなくてはならない──何としてでも、上の区に進まなければならないのだから。

「アリヒト、私は一度五番区まで上がっているから、魔物を見つけたときは先陣を切らせて。まず私が攻めているうちにあなたが敵を分析してくれれば、きっと行き詰まることはないわ」

「ありがとう、エリーティア。俺たちも、いずれレベルが追いつくようにしないとな」





◆◇◆






　八番区でも、安全に暮らしていくことはできる。しかし、七番区で宿舎を借りると、八番区の宿舎は借りられなくなるらしい──家を購入すれば複数の区に拠点を持てるが、俺たちのように黒い箱を開けでもしなければ、一般的な七番区の探索者は家など買えない。

　七番区の市街は、八番区と比べると集合住宅が高層化しており、密集して建てられていた。上位ギルドに向かう通りは人でごった返しており、探索に関係なさそうな娯楽の店が山ほどあった──通り過ぎた細い路地の入り口を見やると、いかがわしそうな店の看板が出ていたが、俺はそれが何の店か分かっても、迂う闊かつなことは言えなかった。

「わー、何かキラキラした看板がいっぱいあるー。お兄ちゃん、あれってエッチなお店ですか？」

「い、いや、俺には何のことだか……可能性はあると思うが、エ、エッチとかそういうのとも限らないというかだな……」

「その……何というか、管理部が許可を出しているお店で、男性向けも、女性向けも、色々とあるみたいです。私も七番区には一度研修で来ただけなので、実情は分からないのですが」

　ルイーザさんは少し顔を赤くしつつも、落ち着いて説明してくれる。歓楽街は市街の中心から離した方がいいと思うのだが、それすらできないほど人口密度が高いということか。

　今歩いているところは、序列争いから脱落した人々が住んでいる地区らしく、人は多いが探索者らしい格好をしていない人たちが多い。通りに席が出ている酒場で、昼間から酒を飲んでいるような人たちもいた。

「七番区には、十三の迷宮があります。この迷宮の多さのおかげで、これだけの人口を支える食料などが、迷宮からの産物でまかなえています。やはり極端に人口が多いので、他の区から食料を買うこともあるのですが」

「十三……迷宮が混むってことはないですか？　さすがに迷宮の内部が広いと言っても、あまりに人が多すぎる」

「はい、そのために、下位ギルドでは迷宮の整理券を配っています。下位ギルドが十三のうち六つの迷宮に入るための整理券を出していまして、総計で一日千人までしか迷宮に入ることができません」

　つまり、下位ギルドの人々はヘタをすると、望んだときになかなか迷宮に潜れないということになる。それで探索に失敗したらレベルも上げられず、負のループに陥ってしまう。

　いや──それでも死ぬ危険を冒すよりはいいということなのか。俺たちにはテレジアを人間に戻すことと、エリーティアの仲間を助けるという目的があるが、どうしても達成したい目的がない人たちは、危険を冒してまで『序列を上げるための探索』にこだわる理由がない。探索者となることが全ての転生者に強制されていても、探索の内容は自分で選ぶことができる。

「『攻略者』と『停滞者』。探索者は、そんなふうに区別されているわ。八番区はまだ、攻略者の比率が多い方なのよ。でも七番区からは、ただ魔物と戦う覚悟があるというだけでは進めなくなる」

　エリーティアの言葉に、俺はふと振り返り、下位ギルドを中心にして人がひしめいていた通りを見やった。

　死んだ魚の目をしているとは言わないが、誰も潑はつ剌らつとしてはいなかった。強い関心を迷宮の攻略に向けることなく、違うものに向けていた。

　彼らは彼らで、迷宮国での暮らしに価値を見つけた。俺もいつかどこかで折れて、生活を安定させることを考える日が来るのか──そう考えかけたとき。五十嵐さんが、周囲に聞こえないように気を配りながら言った。

「私たちは飛び級をしたから、上位のギルドから始められるんでしょう？　それなら、その環境を最大限に活かして頑張らなきゃ。きっと上う手まくいくわよ」

「そうですね……諦あきらめた人数が想像以上に多くて、驚きましたが。俺たちは、そうなるわけにはいかないですからね」

「アリヒトさん、不安なときは私たちに悩みを打ち明けてください。私はアリヒトさんにどんなことでもしてあげたいし、もし元気になるのなら、アリアドネさんの言っていたようなことも……」

「ス、スズちゃんらめぇ！　お兄ちゃんがその気になったら、スズちゃんが大変なことに……っ、ああテレジアさんまで！　おのれー！」

「おのれと言われてもな……俺がそんなことをすると思うか？」

　その点においては信頼されていると思うので、自信を持って言ったのだが──なぜか、みんな複雑そうにしている。

「……その、パーティの方々とは、これから一生と言っていいほど、一つ屋根の下で暮らすことになると思うのですが。アトベ様は、男性として、その……お、お辛かったりはしないんでしょうか？」

「……辛くないと言えば噓うそになりますが、俺は仮にもこのパーティのリーダーですから」

「男の人である以前に、リーダーなの……？　後部くん、凄い決意ね……わ、分かったわ。私も女性である以前に、ヴァルキリーとして頑張るわね」

　ぐっと拳こぶしを握って励ましてくれる五十嵐さん。こうして俺たちパーティの間に、長く破られることがないはずの、鋼鉄の協定が結ばれたのだった。不純異性交遊禁止条約とでも言うのだろうか。

（まあ、俺しかはっきり条約に調印してないわけだが……女性には、俺が心配されてるような『辛さ』はないだろうからな……ないのか？　若い女性だと多少は……）

「…………」

　愚にもつかないことを考えていると、テレジアが俺のことを見ている──それを見て、俺よりも早く、五十嵐さんが何を伝えたいのかを察してくれた。

「テレジアさんは特例で大丈夫よ。後部くんは一緒にお風ふ呂ろに入っても変なことを考えたりしない、無害な生き物だから」

「さすがキョウカお姉さんは、お兄ちゃんの気持ちが良くわかってるんですねー」

「っ……そ、そういうわけじゃ……後部くんは真ま面じ目めだから、きっとそうだろうって思っただけよ」

　正直を言って、女性と風呂に入って何も感じない男はそれはそれで問題だと思うのだが、今は何か言うとヤブヘビになってしまいそうだ。

「無害という言い方よりは、信頼できる男性だと言ったほうが良いですね。アトベ様の前でなら、お酒を過ごしてしまっても心配ありませんし」

　ルイーザさんに訂正されるが、どのみち無害扱いであることは間違いない。これからも信頼度を落とさないよう、こまめに支援を──ではなくて、清廉潔白な言動を心がけたいものだ。
















　そんなことより、七番区をどのように攻略していくかだ。

　中位ギルドのある通りに差し掛かると、武具屋で話をする者、迷宮に持ち込む食料を買っている者、高価なポーションを薬売り相手に値切っている者と、熱心な探索者らしい人々の姿が見られるようになった。

　さらに進むと、七番区の東端にある上位ギルドが見えてきた。まずはここで、俺たちと序列の近い探索者たちの様子を見させてもらい、雰囲気を把握したいところだ。





二　新たな出会い






　七番区の上位ギルドには複数の棟がある。探索者の数に対して一つの建物で対応することは難しいので、混雑を避けるための措置だった。

　俺たちが利用することになる建物は『緑の館』と呼ばれており、その名の通り屋根が緑に塗られている。三階建てで、それぞれの階層にギルドの担当官と探索者がミーティングを行う部屋があるのだが、俺たちは一階を利用できた。序列千位台は二階で、二千位台は三階に上がらなくてはならないらしい──といっても、探索者たちからの要望に応えて、各階に転移できるそうだが。

「一階で受け付けをしてもらえるなら、移動の手間が少なくて助かるわね」

「お兄ちゃんがいつも、一人で報告をしてくれてましたからね。少しでも早く帰ってきてくれたほうが、私たちも嬉うれしいですよね～」

「……ん？　ミサキが茶化してこないのは珍しいな」

「あー、何ですかもう、私がいつもいい加減なことばかり言ってると思ってますね？」

「おおむねそういうイメージを抱いてるけど、違うのか」

「そんなこと言ってー……あ、照れ隠しですか？　照れ隠しですね？　お兄ちゃんったら、素直じゃないんですから」

　新しい区に来たからテンションが高いのか──しかしこれだけ無邪気になついてこられると、正直を言えば悪い気はしない。

「私がお休みさせてもらう間に、スズちゃんのことよろしくお願いしますね。それと、今のうちに構ってもらえると嬉しいかなって」

「パーティが九人以上で組めると良かったのにね。エリーさん、何か駄目な理由ってあるの？」

「『同じパーティの人』に効果のある技能は、最大で八人までしか効果がないのよ。ただ一緒に行動することはできても、九人目以降に対しては、アリヒトの技能は『パーティ外の相手』を指定して使えるものじゃないと、効果がないと思うわ」

　九人目以降に対して、パーティ外の誰かを指定して支援をかけられる『アザーアシスト』を常に使うのは、魔力の消耗が激しすぎる。俺の支援がかからないメンバーがいると危険も大きくなるし、基本は一パーティ、八人までで迷宮に入るべきだろう。メンバーが増え、第二パーティのメンバーも揃そろえば、それに限ったことではないが。

「……しかし、そうか。複数のパーティで潜るっていうことも考えられるわけですね。ルイーザさん、そういう例は八番区でもありましたか？」

　俺はルイーザさんに意見を求める。彼女は新しい職場で緊張しているようだったが、声をかけると嬉しそうに微笑ほほえむ。

「はい、『ジャガーノート』のように強力な魔物を倒すためでなく、平生から複数パーティで協力している方々もいらっしゃいます。大規模なものは『同盟』であったり、『旅団』と呼ばれたりして、探索者の互助組織として存在しています」

　エリーティアも元は『白びやく夜や旅りよ団だん』に所属していた。俺たちも今後、どこかの組織に入ることがあるのだろうかと考える。

　それとも、俺が自分で立ち上げるか──現在の仲間が俺を入れて九名で、場合によってはさらに増えるということも考えられる。

「七番区からは、探索のリスクを下げるために、共同で迷宮に向かうパーティもいらっしゃいます。常に一緒に行動するわけではありませんが、同じ迷宮に協力できるパーティがいるというだけで、全く状況が変わってきますから」

「格上のパーティは見返りを求めてくることもあるけど、同格のパーティなら、そういったことは無しで組むことができると思うわ。上の区に行くほど、どうしても利害が重視されるようになって、対等な関係で組むことは難しくなるけれど……」

　エリーティアが仲間を助けるために他のパーティの力を借りられなかったのは、そういうことなのだろう──所属する旅団のメンバーですら救助を出さない状況で、他のパーティが危険を承知で救助に向かってくれるということは考えにくい。

　協力できるパーティがいるというのは、確かに心強い。『北極星ポーラスター』が俺たちに追いついてこられるかは分からないが、他のパーティと知り合ったとして、友好な関係を築くことができたら、それは有り難い話だ。

（他のパーティから情報を得るってことが、これまではほとんどできていなかった。可能なら、話術に長たけたメンバーが加わってくれると……）

　そう考えて、ふとルイーザさんを見る。『受付嬢』の彼女なら、話術に優れているのではないかと思い当たったからだ。

「あ、あの……ア、アトベ様、新しい職場も目の前ですし、真剣なお話でしたら、お仕事が終わってから改めて……」

「あ……い、いや、すみません。そんなに俺、真に迫った目をしてましたか」

「後部くん、ちょっと前からたまに目が鋭くなるのよね。何かの技能のせい？」

「『鷹たかの眼め』って技能がありまして、それの影響はあるかもしれませんが……いや、普段からギラギラしてたら怖いですよね。気をつけます」

　黒一点というのか分からないが、女性陣とパーティを組む上で何より心配すべきは、とにかく信頼を得ることだ。いくらルイーザさんの技能が気になるからといって、がっついてはいけない。

「……私はアトベ様方の専属担当なので、もし何かお申し付けでしたら、ご遠慮なさることはありませんよ？」

「せ、専属……ああ、でもそうですね。八番区から一緒に上がってきてますからね」

「はい、今後もそうさせていただければと思っています。有望な新人パーティということで、ギルドからも優先許可が下りていますので」

　優先許可というと、俺たちの担当業務を第一にしてくれるということか。それはとてもありがたい──七番区のように人口が多いと、順番待ちの時間が辛そうだからだ。

「じゃあ、遠慮なく専属として頼らせてもらいます。まだ新人ですが、俺も探索者にとっての時間の大切さは分かっているつもりなので」

「はい、おまかせください。専属になると宿舎も同じところを利用できますので、私も一人用のお部屋が空いていれば、同じところに住めるんですよ」

「へえ、それはいいですね。場合によっては夜でもミーティングができるじゃないですか」

「は、はい……アトベ様はご多忙が続くと思いますので、いつでもお呼び出しいただければ。ライセンスにも、私の連絡先を追加いたしますね」

　ライセンスの機能の中で最も便利なものが、この連絡機能だろう。ただ誰でも使えるわけではなく、専用の技能が必要だ。

「私の職業である『受付嬢』には、『連絡』系の技能がいくつかあります。登録したパーティとしか連絡が取れないので、今までは特定のパーティを登録することはなかったのですが、専属になった今なら支障はありません」

「ありがとうございます。ルイーザさんにいつでも相談ができるのは嬉しいですね」

「は、はい……私こそ……その、お仕事のご相談ということでなくても……」

　ごにょごにょ、と小さな声でルイーザさんが何か言うが、よく聞き取れなかった。受付嬢と探索者として、今後ともよろしくということだろうか。

「キョウカお姉さん、『連絡』ってどこまでできるんですか？　チャットみたいなこともできちゃうようだと、二人だけの秘密の繫つながりが……ってことになりません？」

「そ、それは……後部くんはあくまで相談って言ってるし、仕事上必要なことを連絡するだけだから大丈夫よ」

「大丈夫な顔をしていないみたいだけど……キョウカ、気になることがあったら言った方がいいと思うわ」

「エ、エリーさんこそ気になるって顔してるじゃない……」

「アリヒトさんと連絡……私も、アリアドネさんの力をお借りしたら……」

　みんな内緒話をしているが、たぶん電話のように使える『連絡』を便利だと感じているのだろう。

　しかし、女性に連絡先を聞かれる日が来るとは──と、あくまで仕事上必要なことなので、勘違いをしてはいけない。





◆◇◆






『緑の館』に入り、ルイーザさんが部屋を手配してくる間、俺たちはロビーで待つことにした。

「八番区と比べると、強そうな装備をしてる人が多いわね……ああいう槍やりって、どこかで買えたりするのかしら」

「店売りの装備は八番区よりは質がいいけど、宝箱に入っているものや、迷宮で手に入る材料で加工したものにはかなわないわ。もし壊れたときに買い替えるのは、いいと思うけど……あっ、でも、『シルバー』の装備が入荷しているなら買ってもいいと思うわ。硬度はそれほど高くないけど、霊体系の敵に対処できるから」

　経験者のエリーティアの話を、みんな真剣な顔で聞いている。素材の話が出たので、ふと気になることが出てきた。

「セイバーチケットは『クリスダイト』って金属でできてるそうだが、これは武具に使える金属なのか？　いや、チケットを鋳溶いとかしたりはしないけど」

「加工できる炉を持っている工房は限られているけど、私が装備している『ハイミスリル』より良い素材と言われてるわ。鉱石のかたまりの一部にだけ含まれていたりするけど、産出量が少ないからすごく貴重なの。武具に使うのはもったいないから、上の区ではもっと普及している材料が使われてるわね。『グロウゴールド』や、『ヘブンスチル』……これらはやっぱり貴重だけど」

　金より上の価値がある金属がいくつもある──そのうち俺も、ハイミスリル以上のスリングショットや防具なんかを装備してみたいものだ。

「後部くん、見て……あっちにいる大人数の人たち、どうやら『組織』を作ってる人たちみたい」

「どうやら、そうみたいですね……二十四人、三パーティくらいですか」

　そのうちの一人、グレーの髪をした若い男性が、ロビーの掲示板の前にいた女性たちに声をかける。

「カエデ、まだ他で仲間を探すなんて言っているのか？　うちの同盟に入れば、順番に六番区に引き上げてもらえるって言ってるじゃないか」

「せやから言うてるやろ、うちらは組める相手なら自分で探すって。あんたらが大勢で、あの迷宮の一層を縄張りにしてるから困ってるんやないか」

（あの、背中に太た刀ちを背負ってる女性……それと、もう二人が日本人だ。七番区に入ってからあまり見てなかったが……）

「ちょっと、やめなよカエデ。ごめんなさい、私たちは自分たちで組める人を募集すると決めたので……」

　カエデと呼ばれた女性──硬質な空気を出しているので大人びて見えたが、ミサキやスズナと同じ年頃のようだ。黒髪をポニーテールにしていて、太刀装備もあいまって、いかにも剣道少女というような印象を受ける。

　彼女とグレー髪の男が口論になってしまいそうなところを、ショートカットの少女が仲裁する。彼女は道着のような装備をしていて、手甲を着けているので、どうやら格闘家のような職業らしい。

「俺たちの同盟に入って、あの迷宮の一層で湧き潰つぶしをするのが一番効率良く貢献度を稼げる。あとは昇格試験さえ通れば、ロランドさんのパーティが上に行って序列が空く。その繰り返しで……」

　湧き潰しというと、魔物が湧くたびに袋ふくろ叩だたきにするというイメージだろうか──確かに先手が打てれば安定はするだろうが、効率化に徹しすぎているという印象はある。

「そういうやり方もあるんでしょうけど、私たちはあなたたちに見返りを支払ったりすることはできませんから」

　そう言ってやんわりと仲裁する三人目の女性は、小麦色に日焼けしていて、何と言っていいのか──ビキニアーマーを普通に装備しているが、防御力は大丈夫なのだろうか。見るからに、元競泳選手かビーチバレー選手という装いだ。

　四人目は日本人ではなく、青みがかった銀髪が印象的な少女だった。背中に革のケースを背負っている──特徴的な形状だが、棍こん棒ぼうの一種だろうか。

「うちのボスはそういう人だから、仕方がないだろ。別にいいじゃないか、たまに飲みに付き合うくらいで六番区に上がれるのなら」

「はっ……話にならへん。リーダーの陰に隠れて、あんたがどれだけ節操なく七番区の女の子に手ぇ出してるか、知らへんと思ってるんか？」

「ま、待って、カエデ。ここで揉もめ事ごとを起こすのはやばいよ」

「イブキ……でも悔しいやんか、こんな。迷宮は誰かに占拠されていいもんやあらへんのに」

「占拠じゃない、これも立派な戦略さ。探索者が序列を一つでも上げようとするのは当たり前のことだろ？　ただ俺たちは効率を重視してるだけだ、何も悪いことをしちゃいない。ただ、他の探索者にとって、『ちょっと狩りにくい環境』になってるかもしれないがね」

「っ……うちらや他の人を狩り場から締め出しといて、何言うてるんや！　あそこの『蟹かに』を狩れたらみんな死ぬ思いせんでも生きていけるのに、あんたらはっ……！」

「そんなことで怒るのは、君らが弱いからだよ。弱い連中は見返りを払ってでも、長いものに巻かれるべきだ。俺が何か間違ったことを言ってるかい？」

「……この……っ」

「悪いようにはしない。君らが探索者としてやっていきたいのなら、一時的に『同盟』へ参加してくれるだけでも構わない。ただ、これまで断った分だけの『見返り』は考えてもらうことになるかもしれないな」

　この時点で俺は、割って入ることを考えた──だが、イブキと呼ばれた少女の言っている通り、揉め事は簡単には起こせない。

「後部くん……今は抑えて」

「五十嵐さん……」

　五十嵐さんは右手で、左の二の腕をきつく摑つかんでいる──その痛みで、自分を抑えているかのように。俺と同じように、彼女も怒っているのだ。

「まあいい、俺たち同盟は『落陽の浜辺』にあと二週間は潜り続ける。あそこで湧く魔物を『俺たちが偶然』独占したとしても、何の問題もないんだからな……はははははっ……！」

「っ……！」

　なんとなく話は分かった──あのカエデという少女のパーティは、上位ギルドに上がってきたばかりで、難度が高い迷宮には潜れない。

　上位ギルドに所属する探索者が行ける迷宮の中で、最も効率良く貢献度などが稼げるところを、グレー髪の男が所属する『同盟』というやつが占拠している。

　同盟に入るための見返りは、同盟の飲み会に出席すること。しかし、カエデはそれを拒否している──分からなくはない話だ。

　あのグレー髪の男が、カエデたちに便宜を図るために求めるものは、彼女たち自身。彼はそれを態度であからさまに示し、隠してすらいない。

「今度は、気が変わったらそっちから来てくれよ。俺の機嫌を上手く取れたら、ロランドさんに紹介してやらなくもないぜ……はははははっ……！」

　初めから、今回カエデたちを勧誘できるとは思っていなかったのだろう。『同盟』とやらの組織力を借りて、あのグレー髪は彼女たちを思いのままにしようとしている。

「……許せない。あんな人たちの組織が、七番区のトップにいるなんて……」

　五十嵐さんは我がことのように怒っている──他の皆も。俺も勿もち論ろん、気持ちは同じだ。

　最上位の連中を排除するなどとは考えていないが、そのやり方には大いに疑問がある。

　ならば、どうするか──まずは、俺たちがどの迷宮に行くかを決める必要がある。『同盟』と同じ迷宮でなくていいのなら、彼らのことは考えなくていいし、どうしても『同盟』とかち合うならば、どのように貢献度を稼ぎ、迷宮を攻略するか対策を練らなくてはならない。

　カエデたち四人が躓つまずいているとして、俺たちが助けられる状況にあるのか。地盤を固めてからでなければ、有効な提案はできない。

「……カエデ、どうする？」

「あいつらに媚こびるなんてごめんやで、うちは。そんなことするくらいなら、八番区に戻って時間がかかっても腕を磨くわ」

「でも……八番区の魔物だと、経験値は少ないし、探索の合間の休息期間に下がる量も大きくなる。ずっとトントンじゃ、いつまでも強くなれないよ」

「イブキ、ほなら何か？　あいつらの好きなようにされても我慢するんか？　うちは絶対嫌や、認めてもない男に触られたら舌した嚙かむわ。そうやろ、リョーコ姉さん」

「そうなると決まったわけじゃ……と言いたいけど。ロランドは七番区に居座っているうちに、かなり悪名が広がっているから……彼のところでお酒を飲まされたら、私みたいなおばさんは狙われないけど、あなたたちは……」

「リョーコはまだ二十八歳です。おばさんというには早くありませんか」

「アンナ、ありがとう。確かに探索者をしてると、今まで食べなかったものを食べたりしてるせいか、お肌の張りとかは転生する前より良くなった気がするのよね……」

「はあ……リョーコ姉さん、お肌は大事やけど、とりあえずこれからどうするか決めへんと」

「そうだよねえ……うーん……あっ」

　イブキと呼ばれたショートヘアの少女が、同じロビーにいる俺たちの姿に気づく。

「……あの人ら、新人さんやろか？　それにしてはごつい武器持ってはる男の人もおるなぁ……」

「う、うん。たぶん……まだ、このギルドに来たばかりみたいだね」

「これは……チャンスじゃない？　女の子が多いパーティだし……後ろに一人だけ男の人がいるけど、おとなしそう……いえ、真面目そうだし。イブキちゃんもそう思うでしょう？」

「えっ……そそ、そんなことないですっ。ただ、さっきの人みたいなちゃらちゃらした感じじゃなくて、何ていうか……影があるスーツの男の人って……」

「まさか……イブキ、ツボにはまってしもたん？　現実の男の人で妄想してええのは中学生までやからね？」

「ち、違っ……そういうわけじゃなくて、男の人全員を信用しないっていうんじゃ、『同盟』の人たちに対抗するために、仲間を増やすことだってできないし……」

「交渉、してみますか？　私はおおむね賛成です。グレイのような男性にお願いするのは嫌ですから」

　グレー髪のグレイ、そのままじゃないかと思いつつも、さっきの男の名前は判明した。いずれ一泡吹かせてやりたいと思いはするが、そのために探索するわけではない。

　掲示板の近くに行こうとすると、カエデたち四人がこちらに歩いてくる。先頭に立つカエデの真剣な眼差しは、これから始まる話が彼女たちにとってとても重要なものであると示していた──それは、俺たちにとっても同じになりそうだが。





三　共闘作戦






　彼女たち四人のリーダーは一番年上のリョーコという人か、それとも目の前までやってきたカエデという少女なのか。考えているうちにルイーザさんも戻ってくるが、彼女は俺とカエデがまさに話を始めようとしているところだと察して、俺の後ろにいるエリーティアたちの方に歩いていった。

　彼女は背中に太刀のようなものを背負っているが、その柄の形は日本刀とは明らかに異なる。この形状は見たことがある──そのスポーツ少女然とした、黒髪を後ろで一つにまとめた容姿も相まって、彼女の職業について推論が浮かんでくる。

（剣術家……それとも剣道家か？　和風剣士とか、そういうのもあるのかな）

「あ、あの……え、ええっと……う、うちは、うちは……」

「あちゃー……カエデ、右手と右足が一緒に出てるからやばいと思ったら。めちゃ緊張してるじゃん。あたしも人のことは言えないけど」

「カエデちゃん、しっかり落ち着いてお願いしましょう。前だって、『蟹』や『魚』が湧くところを独占されて、陸地にいる『蜘蛛クモ』や『蟷螂カマキリ』に襲われたし……私たちだけじゃ、これからの攻略は限界がきているわ」

「あの迷宮の構造が理不尽なだけです。なぜ『落陽の浜辺』なのに浜辺が狭く、それ以外の場所では『蟹』より強い魔物が出るのですか」

　その『落陽の浜辺』という迷宮で魚介系の魔物が多いのであれば、そのうち食卓に上がるかもしれない。八番区でも魚介系にはハズレが無かったが、海の幸というわけではなかったので、また違う味が楽しめそうだ──と、まだそんなことを考えるには早い。

「初めまして、俺はアリヒト＝アトベと言う者です。今日から七番区に上がってきました」

「えっ……きょ、今日から？　うち……ちゃう、私たち、七番区に来てから半年くらい頑張って、やっと上位まで上がってきたんやけど……」

「それでも凄すごく早いって言われていたのに、上には上がいるんですね。あの、この子はカエデで、私はイブキって言います」

「な、なんや、うちが代表して話そうとしてんのに。別に緊張なんてしてへんで、真ま面じ目めそうなお兄さんやなと思ってただけや」

　迷宮国で手に入る服を利用し、レザー防具の下はスーツのような服装にしているから、堅い印象を与えるのだろうか。

「すみません、お見苦しいところを見せてしまって。まだ来たばかりなのに、揉め事を見せてしまいましたね」

「い、いえ……探索者同士、常に競争はあるでしょうから」

　リョーコという女性が目の前に来る──ボアコートのような毛皮の外がい套とうを羽織っているのだが、やはりビキニアーマーだ。町中は寒くはないので平気なのだろうが、それが彼女の用いる装備なのだとしても、直視はしづらい。

「ごめんなさいね、いい年をしてこんな装備でうろうろして。でもこの装備、私の職業で使えるものだと意外に性能が高くて、手放せないのよ。水耐性はかなり高いし、水中での動きを加速させる効果とかもついていて……」

「そ、そうなんですか……」

「そういう装備をしなきゃいけない人もいるからって、じーっと見すぎよ」

「っ……五十嵐さん、それは誤解です。俺はむしろ、じーっと見ないようにですね……」

　さすがにビキニの女性だからといって、ドギマギしすぎていたか。振り返ると皆の視線が痛い──やはり俺は先頭に立つより、後衛が合っている。

　四人は五十嵐さんの姿を見て、何か驚いたような顔をしている。そのうちに、アンナと呼ばれていた少女が口を開いた。

「とても綺き麗れいで、強力そうな装備をされていますね。カエデもそろそろ鎧よろいが欲しいと言っていましたが、こういった系統のものですか」

「せや。めっちゃかっこええわ……いいなぁ、うち、まだレザーとかの装備なんですよ。お姉さんみたいな鎧を着れば、さっきのチャラ男なんかに侮られへんのに」

　箱から運良く出てきたので、他のパーティにとっての武具の価値を理解できていなかったが、やはり五十嵐さんのレディアーマーは貴重なもののようだ──と、雑談はコミュニケーションには必要だが、それよりも大事な話がある。

「すみません、立ち聞きになってしまいますが、さっきの話は聞かせてもらいました。さっきの男性が所属してるグループが、狩り場を独占してるんですね」

「そ、そうなんです。それで、あたしたちも他の探索者さんたちとグループを作ろうと思ってて、それでその、みなさんもまだ上位ギルドに来たばかりなら、あたしたちと……っ」

　イブキが前のめり気味にまくしたてる。短めの髪で道着を身につけた姿はボーイッシュなのだが、男性に慣れていないのか、顔を赤くして慌てる様子が初々しい。

「俺たちも、良い狩り場があるならまずそこを見てみたいと思ってます。でも独占されているなら、まずは他の迷宮に潜ってみた方が良さそうですね。こういう言い方もなんですが、独占はルールに反しているかといえば、そうでもないとは思うので」

「は、はい……でも、独占されてるのは、上位ギルドに入った人たちの登竜門みたいな扱いをされてる場所なんです。ギルドでもお勧めされてるのに、実際行ってみたら何もできへんって、理不尽やんかって……」

　勝ち気に見えるカエデだが、攻略を阻まれていることでかなり気落ちしていたのか、しゅんと肩を落としてしまう。リョーコさんがカエデの肩を抱いて慰めると、彼女は赤くなった目をこすって気丈に笑った。

「……よし、決めた。ロランドのグループと敵対するってわけじゃないですが、迷宮に入る分には自由でしょう。その蟹以外の、同じ階層に出る魔物を狩ってみませんか」

「えっ……あ、あかん、めっちゃ強くてびっくりするくらいやから。レベルをあとひとつかふたつは上げへんと、怪け我がするだけやと思います」

「私たちは魔物に追いかけられて、帰還の巻物を使ったのよ。中位ギルドにいたころに迷宮で遭遇した魔物とは、比べ物にならない迫力だったわ」

　稼ぎやすい魔物と、危険な魔物が同じ階層にいる──そうなると、やはり他の迷宮に潜るしかない。レベルを上げ、装備を整えなくては、その『危険な魔物』を討伐して稼ぎやすい魔物のいる場所を様子見するにも危険が伴う。

　可能なら、中位ギルドでも行ける迷宮で小手調べをするというのもありだろう。何しろ俺たちは、まだ七番区に来たばかりだ。

「じゃあ、他の迷宮でまず腕を磨くのが良さそうですね。今まではどちらの迷宮に潜られてたんですか？」

「私たちは、私の武器に必要な素材があって、それを取るために『羊』探しをしていました」

「羊……？」

「『牧羊神の寝床』っていう迷宮があって、そこの二層に出るらしい魔物のことです。中位ギルドから紹介されて行けるんですけど、やっぱりみんな迷宮の奥まで潜るのは怖いから、一層にたまってるんです。うちらも二層の入り口で、危なくなったら引き返すことを繰り返してました」

「じゃあ、そこに協力して潜ってみますか。『落陽の浜辺』で占拠されてるところ以外は、かなり強い敵が出る。それより安全なところで、二パーティで潜る感覚を摑つかんでみたい。その後で、ロランドたちの独占にどう対抗するかを考えましょう」

「っ……そ、それって……」

　目を見開くカエデ。俺は隣にいる五十嵐さんと、他のみんなの意志を順に確認する。

「ルイーザ、飛び級をしたら難しい迷宮に潜らないといけないってことはないわよね？」

「はい、勿論です。『落陽の浜辺』は星三つの迷宮なので、エリーティアさんとカエデ様方は潜る資格を持っていますが、アトベ様方は星三つの迷宮に入る資格はまだ取得できていないので、七番区で貢献度を規定値まで加算していただく必要があります」

　確か、星三つの探索者になるための資格は七番区のギルドで貢献度が一万になることだとエリーティアが言っていた。累計貢献度は一万を超えているが、七番区だけで一万稼がなくてはならない。

「そういうことなら、やっぱり俺たちは『牧羊神の寝床』か、手頃そうな迷宮に潜る必要がありますね」

「……うちらと組んだら、さっきの人たちと敵対することになるかもしれません。それでも、組んでくれるんですか？」

「時間が経たてば、彼らは順番に六番区に上がっていくとは思う。けど、俺たちもここで足踏みをしていたくはないので」

　五番区で迷宮に取り残されているエリーティアの友人を救助する──さらには、テレジアを亜人から元に戻すため、四番区の大神殿を目指す。

　ロランドたちの同盟に振り回されて、足止めを食らうことは避けたい。これだけ多数の探索者が争奪戦をしている『蟹』は昇格するための有効な稼ぎになるのだろうが、それだけに拘泥せず、他の迷宮を攻略することも視野に入れていく。

「ありがとうございます、アリヒトさん。うちら四人、ほとんど器用な技とかは持ってなくて、攻撃一辺倒です。それでも良かったら、協力させて欲しいんやけど……」

「こちらこそよろしく。迷宮に向かう前に、一度ミーティングをさせてもらってもいいですか」

「はい、もちろん。うちはカエデ＝アキヤマです、あんじょうよろしゅう」

　カエデが握手を求めてくる。その手を握り返すと、彼女はとても嬉うれしそうに笑った。





◆◇◆






　ルイーザさんは赴任の挨あい拶さつを終えてから、俺たちをミーティング部べ屋やに連れていってくれた。

　総勢十二名と一匹、シオンは水の入った皿を出してもらい、舐なめるようにして飲んでいる。イブキとアンナは犬派だとのことで、その姿を見てほっこりとしていた。

「あの、カエデちゃんたちって私たちと同学年くらいだったりします？」

「うんうん、せやろなってイブキとも言ってたんや。うちが剣道部で、この子が空手部な。リョーコ姉さんが水泳のインストラクターで、アンナはテニス選手やねん」

「うふふ、何だか娘が沢山増えたみたいな気分ね」

「あ、あの……私も同じ年代なので、せめて娘じゃなくて、妹って言ってもらえると、安心できるというか……」

「そうなの？　キョウカちゃんも、他の子たちと同じくらいだと思ってた。ふふ、それならお姉さん仲間ね」

　リョーコさんは二十八歳だというが、それでも俺よりは一つ下なのである。それでこの圧倒的な色気は、人生経験の違いだろうか。

　今のところ、何の問題もなく和やかに交流できている。しかし亜人のテレジアは、慣れるまで時間がかかってしまわないだろうか──というのも杞き憂ゆうだった。

「ミスター・アリヒトのパーティは、多彩なメンバーが揃そろっていますね。リザードマンの方と親しくなれるなんて、素晴らしいです。私たちが昔傭よう兵へいで雇った人とは、ほとんど意思の疎通ができませんでしたから」

「命令は聞いてくれるんやけどな、申し訳なくなってしまって。テレジアさんはなんや、うちらが雇ってた人とは全然違うなあ。男の人やってんけど、たまに獲物を見るような目で見てきてたから、亜人の人は『隷属印』がなかったら、従わせてる人に怒ってるもんやと思ってたわ」

「そうなんですか……俺は、テレジアとの連携が最初から上手くいったので、パーティに加わってもらうことにしたんです。彼女はいい子ですよ」

「…………」

　もし亜人に身構える気持ちがあるならそれを和らげたいと思って言ったのだが、俺の隣に座っているテレジアが目に見えて赤くなっていく。その変化にみんなも気が付き、照れ笑いしていた。

「アリヒトさん、恥ずかしいこと真顔で言うからびっくりするなぁ。なかなかできることやないよ」

「恥ずかしいなんてことないよ、あたしは凄いことだと思う……あっ、そういえば、思ってたんですけど。あたしたち年下だし、これから協力するんですから、敬語じゃなくていいですよ。大人の男の人が敬語ってあたしはいいなと思うんですけど、かしこまっちゃいますから」

「そういうことなら、お言葉に甘えさせてもらうよ。カエデとイブキは特に仲がいいみたいだけど、転生する前から知り合いだったとか？」
















「同じ時期に転生したので、最初の迷宮に入る時に、広場であたしが声をかけたんです。カエデはこう見えて人見知りなので、最初は大変でした」

「何言うてんねん、イブキの方がおどおどしてたやんか。すごいパンチ持ってるのに、子鹿みたいにおとなしいんやから」

「この子たちとは、『午ご睡すいの湿しつ地ち』という迷宮で合流したんです。それまでは、私とアンナが一緒に行動していて……」

「リョーコには感謝しています。彼女がいなかったら、私はこうして生きてはいません」

　それぞれの探索者に、ここまでに至る背景がある──それは当然のことだが、こうして聞いていると感じるものがあるというか、自分たちのこれまでが自然に思い出されてくる。

「色々あったわよね、これまで。後部くんには感謝してもしきれないっていうか……」

「はいはい、二人の世界を作ろうとしちゃだめですよー。まだ会ったばかりの人たちの前でいちゃいちゃしたら、不信感がうなぎのぼりですよ。リア充爆発しろ！　みたいな」

「うふふ、若いっていいわね。見ているだけで私も若い頃のことを思い出しちゃう」

「で、ですから……後部くんは、二十九歳ですから。リョーコさんより年上なんですよ」

「えっ……？　や、やだ、そんな……まだ新卒くらいの年かと思ってた」

　どうやらリョーコさんの守備範囲は年上のようだ──と、そっちの分析をしている場合ではない。

「では、みなさんのお顔合わせの途中ですが、迷宮に入る手続きを始めさせていただきますね。『牧羊神の寝床』に入ってからは、貢献度はパーティごとに計算されます。共闘することによる加算もありますが、そちらは帰還後に説明させていただきますね」

　このタイミングで話に入ってくるルイーザさんは、もしやリョーコさんを牽けん制せいしているのでは──と若干思うが、それは自意識が過剰だろうか。

　共闘するパーティは、ライセンスに表示される。俺はライセンスを所持していないテレジアに画面を見せつつ、カエデたちのレベルなどを確認させてもらった。





　◆共闘中のパーティ１◆

　パーティ名：フォーシーズンズ

　１：カエデ　剣道家　レベル５

　２：イブキ　空手家　レベル５

　３：アンナ　テニス選手　レベル４

　４：リョーコ　水泳インストラクター　レベル５










第二章　七番区最初の迷宮










一　事前情報






　秋あき山やま楓かえで、春日かすが伊い吹ぶき、アンナ＝ウィンタース、夏なつ目め涼りよう子こ。『フォーシーズンズ』というパーティ名の由来は、彼女たちの名字から来ているそうだ。

「最初、うちとイブキが組んでしばらく一緒にやってる時には、気付かへんかってん。アンナとリョーコ姉さんの二人と合流したら、あれ、すごい偶然やん！　ってなって」

「アリヒトさんたちのパーティは、まだ名前をつけてないんですね。ライセンスには出てないですから」

　イブキは特に気にすることなく、ライセンスを見せようとする。彼女たちのライセンスにも、共闘中のパーティとして俺たちが表示されているようだ。そうすると、俺の職業の表示が変なことになったりはしていないだろうか。

　しかしイブキは特に反応していない。『後衛』と書いて受理された人が俺以外にいるとは思えないが、あまり他人の職業を気にするものでもないのだろうか。

「アリヒト君は……これってどんな職業なの？　ライセンスが文字化けしてるみたい」

「え……俺の職業ってどんな感じで出てます？」





　◆共闘中のパーティ１◆

　パーティ名：未登録

　１：アリヒト　〇□－×　レベル５






（また違う表示だ……表示が安定しないな。やっぱりイレギュラーな職業なのか）

　どうやら『後衛』は、他人のライセンスで見てもまともに表示されないらしい。迷宮国で探索者の職を選定する存在が何なのかは分からないが、俺はその存在の想定から外れた希望を出したということか──それは考えすぎか。

「アリヒトお兄ちゃんは、みんなを後ろから見守る職業なんです。とっても頼れるリーダーなので、それが職業みたいなものっていうか、そんな感じです。うちのキョウカお姉さんがリーダーって認めてて、陰でめっちゃ褒めてるくらいですからすごいんですよ」

「ま、まあそれはそうなんだけど、人の前であまり言われると恥ずかしいから。後部くんのことはとても信頼してるっていうだけにしておいてね」

「あっ……え、えっと、もしかしてそういうことなんかな？」

「やっぱりお付き合いをされてるんですよね、お二人は。なんていうか、そういう空気が出てる感じがしますし」

「そうじゃなくて、元々同じ会社で働いてたのよ。それで、偶然同じ事故に巻き込まれちゃって。色々あって、私が後部くんのパーティに入れてもらったの」

　落ち着いて説明する五十嵐さん──腕を組み、俺の方をちらちらと見てくるが、俺としてはそれで特に問題はないです、と念を送る他はない。元々彼女が厳しい上司だった云々は、話すとしても今でなくていいだろう。

　占拠されている『落陽の浜辺』の狩り場を使えるようにする、あるいは他の攻略経路を確保するためにも、まずは共闘の感覚を早く摑みたいところだ──と考えていると、アンナが俺のことをじっと見ていた。彼女はかなり小柄なので、下から覗のぞき込まれているような感覚だ。

「後ろから見守るとは、支援職ということでしょうか？」

「ああ、そう思ってくれていい。ところでテニス選手って、かなり珍しい職業だと思うんだけど……テニスのサーブとかスマッシュで戦うのか？」

「はい、基本はラケットで球を撃ちます。良いラケットを手に入れようとすると、素材が貴重なのでとても大変です。最初に手に入れたウッドラケットを使っていますが、ガットに使う素材があまり良いものじゃないので、全力で打てないです」

「サーブはかなり時速が出るっていうから、良い道具が揃えばかなり戦力が向上すると思うわ。他の三人も、スポーツ系の職業が揃っているけど……剣道家は、剣を使う技能を覚えるの？」

　エリーティアが質問すると、カエデは背中に背負っている武器を袋から出して見せた。

「これは……木製の剣？」

「せや。鉄でできてる剣も装備はできるけどな、ほんとは竹刀が一番振りやすいから、何とか作れたらええんやけどな。こう見えても迷宮で見つけた『＋』のついた木刀やから、簡単に折れたりはせえへんよ」

　技能によってダメージを増やせるなら、必ずしも斬れ味が鋭い剣である必要はないということか。うちにはサイコロを武器にしているミサキがいるので、殺傷力がなければ役に立たないとは全く思わない。

　そして武器すら持っていない水泳インストラクターのリョーコさん──迷宮国ならば魔法も存在するので、水にちなんだ特殊能力が使えたりするのだろうか。

「私は水がないと技能が使えないから、常に水筒を持ち歩いてるわ。迷宮に水場があれば、一番いいんだけど……」

「本当は、『落陽の浜辺』はリョーコ姉の力を一番活いかせる場所のはずなんや。姉さんは泳ぎもちょー速いで。うちらが全力で走るのより、リョーコ姉が泳ぐ方が速いくらいや」

　迷宮国のスイマーは、ただのアスリートではない──水中戦の方が強かったりするのだとしたら、何というかワクワクする話だ。いや、水すい棲せいの魔物にあえて水中で戦いを挑むというのはできる限り避けたい状況だが。

「『フォーシーズンズ』の皆さんは、水場のある迷宮を攻略してこられたんですね」

「水の迷宮は八番区と七番区の両方にあるし、『牧羊神の寝床』は草原だけど、水場も点々とあるよ。リョーコ姉と知り合ってからは、水のあるところを選んで攻略してきたから。他の人にできないことで貢献度を稼げたから、ここまで上がってこれたっていうこともあるし……」

　イブキはスズナに対して丁寧に説明する。せっかくなので、彼女の職業についても聞いておきたい──武器を使う探索者が主流である中で、徒と手しゆ空くう拳けんは珍しい。

「イブキは空手でこれまで戦ってきたんだよな。その……何というか、どんなふうに戦うんだ？」

「あはは、素手で魔物を攻撃するのって勇気がいりますよね。でも迷宮国に来ると普通の格闘技じゃなくなるので、ボクサーの人はパンチを魔力で飛ばせたりしますし、あたしも同じようなことができます。だから、これまで何とか戦えてますよ」

「ビームみたいなのが出たりするんですか!?　はぁ～、いいですねえロマンがあって。私もせっかく転生したので撃ちたかったですよ、ビーム」

　よく格闘ゲームで飛び道具を持っているキャラがいるが、格闘技を極めたらもしかしたら出せるんじゃないか、と想像したことは、多くの人があるのではないだろうか。

　実際にオーラというか、魔力を飛び道具にできる格闘家がいる──俺はイブキを、自然と尊敬の目で見てしまう。

「あ、あのっ、えっと……そんなすごいのじゃないですから」

「何言うてるんや、イブキの『波動突き』は必殺の大技やないか。何度も助けられてるわ、うちら」

「だ、だからそれは……敵の防御をある程度無視できるから、頼れる技っていうだけでしょ」

　話を聞けば聞くほど、彼女たちは個性を活かしながらこれまで戦ってきたのだということがよく分かる。

「お兄ちゃん、ちょっと思ったんですけど、私が少しの間フォーシーズンズさんに入れてもらったら、みんなで一緒に探索できないですか？」

「ミサキ、休憩するんじゃなかったのか？　疲れてるなら無理しなくてもいいぞ」

「やっぱり私の技能って、ここぞという時に無いと困りません？」

「まあ、それはそうだが……大丈夫か？」

『アザーアシスト』があるので、別パーティでもミサキに『支援防御』をかけることはできる。だが、彼女から目を離すのは少し心配だ。

「大丈夫ですよ、ついていくだけでお邪魔はしないので。『フォーシーズンズ』のみなさん、入れてもらってもいいですか？」

　ミサキはいつもの気の抜けた口調を正し、背筋を伸ばしてお願いする。するとカエデたち四人は二つ返事で快諾してくれた。

「二つのパーティで探索すれば、魔物に後ろを取られることもそうそうないでしょうし、後衛にいてもらえば大丈夫だと思うわ」

「うちとイブキは絶対敵を通さへんようにするから、いけそうやなって時だけ援護してな」

「はい、気をつけて手伝います！　お兄ちゃん、余裕があったら私のこともカバーしてね！」

「まあ、できなくはないけどな。俺より前に立つようにするんだぞ」

『アザーアシスト』でカエデたちを支援することも考慮に入れておく。俺の技能はとにかく後ろに立っていないと発動できないので、俺自身の立ち位置にも気をつけておかなければ。





◆◇◆






　ルイーザさんに頼んで紹介状を書いてもらい、俺たちは中位ギルド経由で『牧羊神の寝床』という迷宮に向かった。

　七番区の中央から、南側に下ったところに、迷宮の入り口前広場がある。中位ギルドから案内されて入れる迷宮の中では人気があるそうで、広場は食事の屋台が出ており、パンや肉の焼ける香ばしい匂いがしていた。

　軽く屋台で腹ごしらえを済ませ、携帯食料と水を買う。

　マドカは商人の必ひつ須す技能だという『インベントリー１』を持っており、重量や大きさを問わず、『五十個までの道具』を、背負っている革のリュックに格納できるそうだ。重量のある水も、マドカに持ってもらうと持ち運びが負担にならない。

「凄すごい技能だな……マドカが露店で武具を売ってたとき、全部格納して持ち歩いてたのか」

「はい、五十個近い商品があればほとんどのお客さんに対応する武器防具を並べられるので、毎日少しずつ品揃えを変えて露店を出していました」

「……倒した魔物は、『解体屋』の技能で運べる。解体屋も『貯蔵庫』の技能を持っていて、商人と同じようなことができる。生きているものは送れない、悪用される可能性があるかららしい。魔物を牧場に送る場合は、専用の道具を使う」

　どちらも非常に便利な技能だと思うが、それで技能が一つ埋まるという難点はある。しかしマドカとメリッサはそれらを迷わず取っている──彼女たちの職にとって、必須の技能ということだ。

　そのおかげで、探索における利便性が飛躍的に増した。今まで持ちきれないものは倉庫に送って、使うときに取り出すしかなかったが、ポーションなどはマドカに預けておけば迅速に取り出せる。

「アリヒトさん、事前に一層の魔物について説明してもええかな？」

「それは有り難いな……でも、いいのか？　貴重な情報なのに」

「うちらは組もうって申し出を受けてもらってるんやから、これくらいしても全然気持ちがおさまらへん。遠慮せず聞いて」

　カエデはそう言って、持っている鞄から手帳を取り出した。そして開くと、魔物らしき絵が描いてあり、どのような敵かもメモされている。

（これは……モグラ？　ヘルメットをかぶってるように見えるが……）

「あんまり絵は気にせんといて、上手やないから恥ずかしいわ」

「いや、凄いじゃないか。実際にこういう姿をしてるっていうのが伝わってくるよ」

「そ、そうかなぁ……」

　勝ち気そうに見えるカエデだが、絵のことを褒められると、照れる仕草はあどけない。

　──と、そんなやりとりをしていると、スズナがこちらをじっと見ていて、朗らかに微笑ほほえむ。いつもと同じ明るい笑顔だが、なぜ俺は迫力を感じてしまうのだろう。





二　牧羊神の寝床　一層






　続けて、カエデの手帳のページをめくる。そこには、カブトムシらしきものが描かれていた。

「これは『フェイクビートル』です。この魔物は大きいカブトムシみたいなやつで、正面から近づくと飛んで逃げてまうから、まだうちらは倒せてないです。繁殖期に入ると栄養をたくわえなあかんとかで、無差別に襲ってくるっていう話は聞いたんやけど」

「おそろしや……そんな魔物、全員スズちゃんの矢で遠くからやっつけちゃいましょう」

「アリヒトさんのスリングでも、遠くから攻撃することはできそうですね。でも、あえて戦う必要がないのなら、そっとしておいてあげた方がいいんでしょうか……」

　遠くから見ただけだからか、こちらの絵は詳しく書き込まれていない。『飛んで逃げるので形が分からなかった』と注意書きがされている──カエデの字だと思うが、形と大きさが整った文字で、彼女の几き帳ちよう面めんさを感じさせた。

「私たちは、二層の入り口まで行っていますが……二層まで行くと、羊型の魔物が出てきます。実は、ラケットに使う素材というのは、羊の魔物の腸なんです」

「そうなのか……なるほど、『ガット』に使うわけか」

「えっと……みなさんは、特殊な攻撃ってどういうものが使えます？　初めて会う敵には動きを遅くしたり、眠らせたりした方がいいって言われるんですけど、私たちはあまり得意じゃなくて。属性攻撃も、リョーコ姉しかできないですし」

「魔石を利用して、幾つか特殊攻撃ができるように準備してる。敵の攻撃を『スタン』でキャンセルさせたり、混乱させたり、毒にさせたり……それについては、俺に任せてくれていい」

　おお、と『フォーシーズンズ』の面々が感嘆する。俺たちは魔石の類を多く見つけているが、運が悪いとなかなか手に入らないのかもしれない。

　魔石は箱から出てくることが多いが──と考えて、俺はようやく思い出す。黒い箱を開けたときの収穫が大きすぎて、赤い箱が二つ、フィアートレントの落とした木製の箱も、まだ開けていない。

「どうしたの？　後部くん。やっちゃった、みたいな顔して」

「いや、ちょっと抜けてました。このタスクはとりあえず保留して、帰還次第消化します」

「あ、なんかできる男っていう感じでかっこいいですねー。明日から本気出す、みたいなこと言ってるだけですけどね。きゃー！」

「ミサキは一時的とはいえ別のパーティに入れてもらうんだから、もうちょっと気を引きしめておいた方がだな……」

「……なんかええなあ、ああいうふうに髪くしゃってされるの」

「いいわね、青春っていう感じで。私、あんなことしてもらったことあったかしら……ちょっと記憶に無いわね……」

　注意するつもりでしたのだが、なぜか『フォーシーズンズ』の面々は顔を赤らめてこちらを見ていた。ミサキの調子に引きずられて、俺も女性に対して馴なれ馴れしい行動を取ってしまっただろうか──猛省しなくては。

「…………」

「……テレジア？」

　テレジアは俺をじっと見たあと、蜥蜴トカゲの帽子に手を当てる。帽子があるので、頭を撫なでることができない──いや、彼女がそうして欲しがっているかは分からないが。

「あ、せや。アリヒトさんたち、今回は日帰りでええんかな？　七番区からは、複数日迷宮に潜るパーティも多いんやけど」

「そうだな、とりあえずは」

「もしキャンプ道具が必要になったら、私のインベントリーで運べます。お兄さん、覚えておいてくださいね」

　何かの理由があって泊りがけで潜るとしたら、着替えなど色々生活上の問題が生じてくるわけだが──女性陣はある程度覚悟しているようなので、必要とあれば特に反対する人はいなさそうだ。

「着替えだけは最低限必要ですよね～……キョウカお姉さんもそう思いません？」

「わ、私に言われても……あまり香水でごまかしたりはしたくないし、水浴びくらいはできるといいわね」

「……良かった、そういうことを普通に考える人達が仲間で。たまにいるでしょう、お風ふ呂ろに何日も入らなくても大丈夫っていう人たち」

　エリーティアは潔癖症ぎみなのだろうか。しかし迷宮の中で水浴びするような機会がなかなか来るとは思えないが。携帯用更衣カーテンなどというものがあるなら、キャンパー系探索者にとっては垂すい涎ぜんの的になりそうだ。





◆◇◆






『牧羊神の寝床』の入り口は、岩屋のような形状をしていた。向こう側がやけに明るく、岩屋をくぐっていくうちに転移したのか、あたりの空気が変わる。

『曙あけぼのの野原』の一層はとにかく高低差の少ない平原が広がっているという印象だったが、この迷宮は丘のような起伏があり、太陽が眩まぶしく、空が目が覚めるほどに青い。そして、草だけでなく紫色の花が群生しているところがある。

「何か、富良野のラベンダー畑みたいな雰囲気ですね」

「あ、私もそう思ってた。子供の頃に一度行っただけだから、うろ覚えなんだけど」

　風ふう光こう明めい媚びという表現が迷宮に対し適切なのかは分からないが、これも探索者を続けていく上での醍だい醐ご味みだろうか、と今さらに考える。『呼び声の森』は不気味な雰囲気だったので、こういった明るい迷宮はありがたい。

「アリヒトさん、どうします？　まず魔物と戦ってみますか。といっても、気を抜ける魔物じゃありませんが」

　全員が平原に出たところで、イブキが尋ねてくる。俺はテレジアの索敵範囲に魔物が入っていないことを確認してから答えた。

「とりあえず二層に向けて進みつつ、敵に遭遇したら応戦しよう」

「せやったら、経験のあるうちらが先行しますね」

「アリヒトお兄ちゃん、それじゃ行ってきますね……あっ、シオンちゃん？　だめだよー、シオンちゃんはお兄ちゃんの班だから、ついてきちゃ」

　ミサキが他のパーティで先行することが、『護ご衛えい犬けん』であるシオンにとっては気になるようだ。確かに、シオンがミサキについていてくれた方が安心できる。

「シオン、もしミサキが狙われたら、無理のない範囲で『カバーリング』してやってくれるか」

　シオンはバウ、と返事をしてから先行し、ミサキの護衛につく。パーティメンバーが他のパーティと行動していても、俺の場合仲間の後ろに位置していられれば、咄とつ嗟さの場合でも支援できる。

　最後衛にいる俺の前にはスズナ、マドカ、メリッサの三人がいる。マドカは『刺さす股また』という、敵を倒すというより制圧するための武器を使うことができるが、攻撃専用の技能はまだないので、無理をせず戦闘が始まったら『隠れる』という技能を使って隠れていてもらうことにした。

　しばらく進んでいると、スズナがこちらを振り返って微笑んでくる。探索に集中したほうがいい、とリーダーとしては言うべきなのかもしれないが、あまり堅いことを言うこともないか、と思い直す。

「どうした？　今日は朝から機嫌がいいみたいだな」

「はい、おかげさまで。アリヒトさん、すごく景け色しきがきれいですね」

「ああ、確かにな。魔物が出なければ、普通に散策してみたいくらい……」

「っ……！」

『索敵拡張１』を発動させているテレジアが、いち早く反応する。索敵範囲が少し拡張されるだけなのかと思っていたが、先行しているカエデたちが気づくよりも早かった。

「っ……なに、これ……地面が揺れてる……！」

　五十嵐さんがたたらを踏みそうになり、危険を感じて『ブリンクステップ』を発動する。エリーティアも『ソニックレイド』をいつでも発動できるように身構えていた。

「──みんな、『気合を入れるぞ』！　敵は地面の下だ、気をつけろ！」

『支援高揚１』で仲間の士気を上げておく。ボコボコと地面を盛り上がらせながら、何かがこちらへと迫ってくる。

「──あかん、敵が連動して二匹目も来てる！」

「何っ……!?」





　◆遭遇した魔物◆

　グランドモールＡ：レベル５　ドロップ：？？？

　グランドモールＢ：レベル５　ドロップ：？？？






　地を揺るがす鳴動が、もう一つ重なる──そして。前方では一体目がカエデたちに、そして右方から交差するように地面が盛り上がり、二匹目が俺たちのパーティに攻撃を仕掛けてきた。

「──グルォォォォォオオオ！」

「くっ……！」

「エリーティア、『支援する』！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『エリーティア』

　・『グランドモールＢ』の攻撃が『エリーティア』に命中　ノーダメージ

　・『グランドモールＢ』が『マッドブラスト』による追撃　→『エリーティア』に命中






「痛つっ……！」

　貫通された──『支援防御１』で軽減できるダメージを、敵が超えてきた──あるいは、二段目の攻撃には支援防御が働かなかったのだ。

　土のつぶてマツドブラスト──これが11ダメージ以上の攻撃か、それとも支援防御が働かずにダメージが通ったのかで、大きく状況は変わってくる。

　エリーティアの体力にまだ余裕はあるが、一ひと桁けたのダメージでも擦り傷や打撲という形で、目に見える怪け我がを負ってしまう。

（どんな攻撃でも馬鹿にならない……直撃はなんとしても避ける。いや、最初から『攻撃を封じる』方がいいか……！）

「このっ……逃げるなっ！」

　エリーティアは反撃しようとするが、モグラがニヤリと凶悪な笑みを浮かべたように見えた──奴やつはそのまま地中に逃げ、再び潜ってしまう。彼女がこうも翻ほん弄ろうされるということは、彼女は上の区に上がるまで、この魔物と戦わず、他の迷宮を攻略したということか。動きを知っているのと知らないのとでは、敵の脅威は大きく変わってくる。

　前方では、カエデが果敢に、縦横無尽に地中を潜る敵を引きつけていた。

（エリーティアがダメージを受けるような相手を引きつけるなんて、大丈夫なのか……いや、『フォーシーズンズ』はこのモグラと戦ったことがある。攻略法がわかってるってことだ）

「みんな下がって、うちがチャンスを作るから！　──やぁぁっ！」

「──グルォォォォッ！」

　土を突き破って飛び出しつつ、人間より一回り大きい、まるで熊のようなモグラが爪を振るう──しかし命中すると思った瞬間、カエデは木刀を構えたまま、残像を残して後ろに移動した。





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』が『後の先』を発動　→『グランドモールＡ』に先行

　・『カエデ』が『掛け声』を発動　→『グランドモールＡ』を威圧

　・『カエデ』が『引き小手』を発動　→『グランドモールＡ』に命中

　・『グランドモールＡ』の攻撃力が低下






「グォォォォォッ……!!」

　──バシン、と青天を貫くような打突音がした。とてもモグラとは思えない猛獣のような声を響かせ、グランドモールは大きくのけぞる。

「──代わるよ、カエデ！」

「あかん、間に合わへんっ……！」





　◆現在の状況◆




　・『イブキ』が『瓦かわら割り』を発動

　・『グランドモールＡ』が『地面潜行』を発動　→攻撃無効化






「ああっ、もうちょっとだったのに……っ！」

「下がって、イブキ！　次のチャンスを狙うわよ！」

　連続で攻撃を入れるには敵の回避が速く、タイミングが難しい──ミサキは邪魔をしないように、シオンと共に敵の攻撃を警戒している。

「えっと、えっと……ええいっ、少しでもプラスになれば……！」





　◆現在の状況◆




　・『ミサキ』が『ダイストリック』を発動

　・『ミサキ』が『ラッキーセブン１』を発動　→成功

　・『グランドモールＡ』の素早さが低下






「……ちょっと敵が遅くなった気がしませんか？」

「これなら、次に出てきたときはいけそうやな……っ、アンナ、次はあんたも頼むで！」

「了解ですっ……！」

　──縦横無尽に潜りながら移動を続ける魔物。向こうのメンバーを『支援』することも視野に入れようとしたとき、一段階集中力が引き上がる。





　◆現在の状況◆




　・アリヒトが『鷹たかの眼め』を発動　→状況把握能力が向上






（よし、この状態なら、向こうのパーティの好機にも支援できる……だが、まずはこっちだな……！）

「来い、デミハーピィ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『ヒミコ』『アスカ』『ヤヨイ』を召喚

　・『ヒミコ』が『眠りの歌』を発動

　・『アスカ』『ヤヨイ』が『輪唱』を発動

　・『グランドモールＡ』が睡眠に抵抗

　・『グランドモールＢ』が睡眠

　・『眠りの歌』の効果が『輪唱』によって継続






「わっ……な、なんや、アリヒトさんが魔物を呼んだんか……!?」

「大丈夫、そのデミハーピィは仲間だ！　気にせず戦ってくれ！」

　上空に飛び上がり、旋回しながら歌い始めたデミハーピィたちだが、グランドモールを二体とも眠らせることはできなかった。

「──沈めっ！」

「……!!」

「行くわよっ！」

「お願いします、アリヒトさんっ！」

　俺たちに攻撃を仕掛けようとしていた地中の魔物が、眠りに落ちて動きを止めている──ここで総攻撃をかけて落とすしかないと、何も言わずとも皆が理解していた。

（ここで試すのもリスクはあるが……『支援攻撃２』で、どこまで行けるか……！）

　決まったダメージを付加する『支援攻撃１』──今までも助けられたが、今回は新たに習得した『支援攻撃２』を使う。これを使えば俺の攻撃技を、そのまま仲間の攻撃に付加することができる。

　魔石を使った特殊攻撃を付加したら、どうなるか。試してみるだけの価値はある。

「みんな、『支援する』！」

　全員の攻撃に対し、追撃を重ねる光景をイメージしながら、俺はスリングを引く──支援に使う攻撃方法も、俺の意志で選ぶことができた。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

　・『エリーティア』が『ダブルスラッシュ』を発動

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

　・『テレジア』が『ウィンドスラッシュ』を発動

　・『スズナ』が『皆かい中ちゆう』を発動　→２本連続で必中






（この連撃で『支援連携』を使ったら、凄すごいことになりそうだ……やっぱり欲しい技能だな……！）

　そんなことを想像する俺だが──それ以前に、『支援攻撃２』が発動する光景は、俺の想像を絶したものだった。

　──仲間の攻撃に追従して、俺が全力で放った『フォースシュート・スタン』がすかさず追撃をかける。まるでそれは、ミサキが言っていたビームが何もないところから生じて、仲間の攻撃に重ねられているような光景だった。





　◆現在の状況◆




　・『グランドモールＢ』に合計７回攻撃が命中　→『支援攻撃２』が７回発生

　・『グランドモールＢ』にスタンが４回発生　→硬直時間延長






「グォォォォォ……ォォ……！」

　左方からエリーティアが二段斬りつけて抜けていき、さらに五十嵐さんが正面から二発槍を突つきこみ、右方からテレジアがウィンドスラッシュを入れて駆け抜け、スズナの矢が二発連続で突き立つ。魔物の睡眠が解除されて咆ほう哮こうを上げるが、スタンが入ったグランドモールは無防備な状態をさらす。

　エリーティアが止めを刺すために切り返そうとする──おそらく『ブロッサムブレード』で確実に止めを刺しに行く。しかしそれでは最初の戦闘だというのに、魔力の消費が大きくなりすぎる。

「──メリッサ！」

　俺の近くにいたはずのメリッサが、大きく踏み出していた──包丁を振りかぶったまま、モグラに向かって一気に踏み込んでいく。

「今ならいける……『兜かぶと』を壊す……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『メリッサ』が『包丁捌さばき』を発動　→部位破壊確率が上昇

　・『メリッサ』が『兜割り』を発動　→『グランドモールＢ』の部位破壊

　・『グランドモールＢ』の弱点が露出

　・『フォースシュート・スタン』による追撃　弱点攻撃

　・『グランドモール』を１体討伐






「グォ……ォォォ……ッ」

　巨大な包丁が叩たたきつけられ、グランドモールの頭部を覆うヘルメット状の部分が砕ける──そこにすかさず、俺の支援攻撃が命中する。

『解体屋』は戦闘において、魔物の特定の部位を狙うことに長たけているということらしい。レベル３の彼女が持つものとしては、『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』という武器が相当強いということも、成功した理由の一つだろう。

　そしてもう一匹──ミサキの技能で速度の低下したもう一匹のモグラが、今度はシオンに狙いをつけて地中から襲いかかろうとする。しかし、シオンはその時を狙いすまして身構えていた。

「──グガォォォォッ！」

（今度は違う状態異常で……『混乱』でどうだ……！）





　◆現在の状況◆




　・『グランドモールＡ』の攻撃

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・ヒュプノス』

　・『シオン』が『テールカウンター』を発動　→『グランドモールＡ』に命中

　・『支援攻撃２』の効果により『グランドモールＡ』が混乱






「グガ……ガ……」

　シオンが宙返りするようにして繰り出した尻しつ尾ぽの攻撃を受け、地上に引きずり出されたモグラは、今までと違う動きを見せる──『混乱』が効いたのだ。

「──みんな、シオンちゃんが作ってくれたチャンスを活かすよ！」

「「「はいっ！」」」

　イブキの気合いの一声を受けて、四人は機を逸さずに連撃を繰り出す──まずはカエデの打ち込みからだ。

「やぁぁぁーーーーっ！」

「──いきますよっ！」





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』が『気剣体』を発動

　・『カエデ』が『グランドモールＡ』を攻撃　クリティカル

　・『リョーコ』が『アクアボール』を生成

　・『アンナ』が『アクア・フラットサーブ』を発動　→『グランドモールＡ』に命中






「ガルルォォォォッ……!!」

　カエデの木刀による打突が完全に入ったあと、アンナはリョーコさんが水筒の水で作り出した水球をトスし、サーブを放つ。唸うなりを上げてボールがモグラに着弾した途端に、水柱が発生した──彼女たちはこんな合体技を持っていたのだ。

「あとは私が……っ！」

「──あかん、イブキ！」





　◆現在の状況◆




　・『グランドモールＡ』が緊急回避行動

　・『グランドモールＡ』が『地団駄』を発動






「くっ……！」

　このまま一気に畳み掛ければ倒せる、そう思った瞬間だった。モグラが突然暴れ始めるが、攻撃を仕掛けたイブキは止まることができない。

「ガァォォォォォッ！」

「──神様っ……！」

『アザーアシスト』をかけ、イブキを『支援防御』で守らなければ──そう考えた瞬間だった。

　──攻撃こそ最大の防御であると提案する。マスター、私を使って『支援攻撃２』を試みてほしい。

　背中に背負っているムラクモが、俺に呼びかけてきた──迷うよりも先に、俺はムラクモを抜き放っていた。

「──イブキ、『支援する』！」

「っ……くらえええええっ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

　・『イブキ』が『波動突き』を発動

　・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ガードブレード：天地刃』






　モグラが地面を揺らしてこちらの攻撃を遅らせたにもかかわらず、先に仕掛けていたイブキは、一瞬速くモグラに打撃を叩き込こんだ──そして。

　俺が刀を振り下ろすと同時に、モグラの足元の地面が『割れた』。

　モグラの頭上から叩き降ろすように発生した斬撃が、地面までもえぐり取った──しかし衝撃が貫通しただけで、モグラのヘルメット状に変化した頭部は割れていないようだった。





　◆現在の状況◆




　・『グランドモールＡ』に命中

　・『ガードブレード：天地刃』による追撃　→『グランドモールＡ』に命中

　・『グランドモール』を１体討伐





















　ズズン、と地響きを立ててグランドモールが仰向けに倒れる。

「やった……うちら、やったんか……？」

「あ、あたし、やられるかもしれないって思ったのに……なんでこんな、地面が割れたりして……」

「……ミスター・アリヒトの声がして、イブキの攻撃と同時に、何かが起こって……つまり、これは彼が……？」

「す、凄いわね……こんな職業の人がいたなんて。よくわからない職業だなんて、私なんて失礼なことを……」

　前にもグランドモールを討伐しているはずだが、『フォーシーズンズ』の四人は全員無傷で倒せたことに安あん堵どしているようだった。

　そして、俺たちも。エリーティアが受けた擦り傷は、俺の『支援回復１』が働いてきれいに完治した──彼女は剣を収めると、俺に向けて微笑ほほえむ。

「アリヒトはどんな武器でも支援ができるのね……スリングの時もそうだけど、そんな刀まで使いこなして……」

「──後部くんっ……！」

『支援攻撃２』を使うと、俺は攻撃技能一回分の魔力を消耗してパーティ全員に追撃を乗せられる。それが分かったのは良かったが──『天地刃』は一度発動しただけで消耗がかなり大きく、魔力を削られて意識が持っていかれそうになる。

「っ……」

「あ、ああ……悪い、テレジア。いつも心配かけるな……」

「…………」

　テレジアが咄とつ嗟さに駆けつけ、倒れかけたところを支えてくれる。退避していたマドカも駆け寄ってきて、俺の状態をライセンスで確認して目を見開き、青いポーションを出してくれた。

「お兄さんっ、こんなに魔力が減ったら、身体からだがいくらあっても持ちません……っ」

「すまない、今後は気をつける……この刀は切り札にしたほうが良さそうだな」

　ムラクモが自分を使うようにと提案してくれたのはいいが、彼女も消耗のことは計算に入れていなかったようで、おとなしくなっている。貴重なものだが背に腹は替えられず、俺はマドカに貰もらった青いポーションを飲んだ──半分ほど飲んだだけで、魔力が完全に回復する。

（俺の魔力最大値は『機知の林りん檎ご』を食べた分を入れて、60くらいになっているだろう。つまり、『アザーアシスト』『フォースシュート』は一回で５、『天地刃』は魔力バーの減り具合から見て、20ほど消費したってことになるか……）

『支援攻撃２』を使う場合は、技の内容次第で消耗が激しくなる。『支援攻撃１』がいかに便利なのかと思うが、状態異常を付加したことで戦況が有利になることもあり、使い分けが肝心ということになりそうだ。

「あっ……こ、これ、木箱が落ちてる！　アリヒトさん、箱、箱が落ちてますよ！」

「久しぶりね、箱が出てくるなんて……けれどこれは、アリヒト君たちに取得権があるわね。私たち、とても助けられたし」

「ああいや、せっかくなので持っていってください。もし俺たちが欲しい装備が入っていたら、その時は交渉させてもらえますか」

　彼女たちが倒したモグラのほうが箱を持っていたので、当然持っていってもらっていいと思ったのだが──なぜか四人とも、信じられないものを見る目で俺を見ている。

「は、箱ですよ？　箱から出て来る装備とか、魔石とかを使わへんと、装備って基本的に良くならへんやないですか。他の人達、みんな目の色変えて飛びつきますよ？」

「あはは……あたしたちもそうだよね。でも、今回魔物を倒せたのはアリヒトさんたちのおかげだし」

「私たちのほうこそ、もし欲しいものがあったら交渉させてください。今回の収穫はあなたたちのものです、ミスター・アリヒト」

　ギャンブラーのミサキがいると、箱が出やすくなる──というのは、極秘にしておいたほうがよさそうだ。それほど箱が貴重ということだと、ミサキの能力が知れ渡ってしまったら、他のパーティから引き抜き攻勢を浴びてしまう。

「収穫の分配については、持って帰ってから考えるとするか。俺たちも全部を独占したいわけじゃないので、そこは相談しながら決めていきましょう」

「ありがとうございます。ああ、本当に恥ずかしいわ。私、アトベさんのこと、見かけだけで判断しておとなしそうだとかって……」

　最初は俺のことを「アリヒト君」と呼んでいたリョーコさんだが、俺のほうが年上ということを踏まえてだろうか、呼び方が敬称に変わる。今回の戦闘で見直してもらえたということなら、素直に嬉うれしく思うところだ。

「すごい男らしい声が後ろからするもんやから、心強かったわ。ありがとな、アリヒト兄さん」

「あ、あたしも、ありがとうございましたっ……アリヒト先生！」

「……ミスター・アリヒトに対して、いろんな呼び方をするのが流は行やりなのですか？」

　なぜ先生なのかと思うが、イブキを支援して地面を割ったからだろうか。ムラクモの威力が高いのであって、俺の攻撃力は高くないのだが、どうも勘違いされている気がする──しかし秘神がらみの情報を簡単に明かすこともできないので、訂正ができない。

　それを言うなら秘神の加護であり、俺たちの切り札とも言える『ガードブレード』を見せてよかったのかとも思いはするが──『グランドモール』を仕留めきれずにイブキが反撃されていた場合を考えれば、背に腹は替えられない。

「あ、あのっ……先生がモグラを倒すときに、私を助けてくれたあの技……あれは先生の、奥義みたいなものだと思うので、人には絶対言いません。先生の教えは絶対に守ります！」

「ま、まあ……そうしてもらえると、こっちとしても助かる。でも先生っていうのはやっぱり、少し照れるな」

「す、すみません……でも、助けてもらって、本当に尊敬しているので……」

　何か他にも先生と呼ぶ理由はありそうな気はするが、乙女の事情というやつに深入りしてはいけない。

　ともあれ、倉庫の鍵かぎを箱に当てて転送する。モグラ自体の素材は、これもカエデたちと話した結果、メリッサの貯蔵庫に送ってもらうことになった。

「一体は部位破壊されてなくてまるまる無事だから、いい素材がとれると思う。壊した部分は素材にならないから、今後は気をつける」

「メリッサさん、すごい度胸だったわね。私とエリーさんがもう一度仕掛ける前に、どすーん！　って包丁を振り下ろして……」

「ええ、びっくりしたわ。レベル３でこんなに攻撃力があるなんて」

「この包丁のおかげ。父さんが、母さんを助けるために準備したものだから」

　メリッサの母親は亜人で、彼女も呪いを解くために他のパーティで探索を続けているという。あるいはライカートン氏が、自身で奥さんを救うために、探索用の武器を準備していたのかもしれない。

　その意志はメリッサに引き継がれた。テレジアも、メリッサの母親も、できるだけ早く元の彼女たちに戻れればと願わずにはいられない。

　デミハーピィたちの魔力も無尽蔵ではないので、牧場に戻って休んでもらう。『フェイクビートル』のほうが彼女たちよりレベルが高いので、もし空で襲われたら危険だということもある。

「……と言ってるうちに、出てきたぞ。あれが『フェイクビートル』か？」

「あっ……向こうに『グランドモール』もおる。戦いになったら、さっきみたいにこっちに来てしまわへんやろか」

「じゃあ、手分けして戦うか……ミサキ、一いつ旦たんこっちに戻ってきてくれるか」

「はーい！　私、ちょっとだけお役に立てた感はありますよ！」

「ほんとに助かったわ、ミサキさん。またよかったらうちらと一緒に戦おな」

　年が近いこともあり、順調に友情が育まれているようだ。ミサキは感謝されて照れ照れとしつつ、こちらに戻ってきた。

「後部くん、私には『群ぐん狼ろうの構かまえ』があるから、今度はシオンちゃんと一緒に行ってきてもいい？」

　ヴァルキリーの技能である『群狼の構え』は、パーティにシオンがいると五十嵐さんの能力が上がる。可能なら、同じパーティに入っていた方がいい。

「はい、くれぐれも気をつけてください。俺も可能な限り支援します。『みんな、頑張って行こう』」

「「「はいっ」」」

　大きな声を出しすぎると魔物に気付かれるので、俺たちは二パーティ合同で円陣を組み、適度な大きさで声を合わせた。同時に支援高揚を発動し、士気を確実に溜ためていく。

　二層で羊の魔物と戦うまで、士気解放は温存しておきたい──今のところは順調なので、気を抜かずに進みたいところだ。





三　背反なるもの






『グランドモール』二体を倒したあと、ボコボコに地面が盛り上がった平原を、俺たちは慎重に進んでいく。

　右前方の丘の上に、グランドモールが一体いる。正面の上空に、一体の魔物が飛んでいる──『鷹たかの眼め』の効果で距離感は正確に摑つかめているのだが、明らかに俺の知っている『甲虫ビートル』の大きさではない。

「ヘラクレスオオカブトって、何センチくらいあるんだったか……」

「え、えっと……十五センチくらいだったでしょうか……？」

　思わずぼやいてしまったが、スズナは律儀に答える。ミサキとエリーティアにも聞こえていて、はるか空中を飛ぶ魔物を見ながらそれぞれに言う。

「ヘラクレスっていうくらいだから、三十センチくらいじゃなかったですか？」

「……確か、最大で二十センチ近かったと思うけど。あの魔物は、今は豆粒みたいな大きさに見えるけど、近くまで来たら……私達よりかなり大きいかも……」

　今までも自分たち以上の巨大な魔物と戦ってきたわけだが、『フェイクビートル』は俺の知っているカブトムシと色こそ異なるが、全体的な形はよく似ている。気になるのは、後ろ側にも角のようなものが生えていることだ。

（……偽物フエイクってことか？　カブトムシのようで、カブトムシでない。観察してるだけじゃ何も始まらないか）

「…………」

　テレジアが、右から回り込んでグランドモールに接近しているフォーシーズンズと五十嵐さん、シオンを見やる。五十嵐さんは前衛のカエデ、イブキと相談したのか、今は中衛の位置にいた。そして何をするかと思うと、『囮おとり人形』を生成し、『デコイ』でグランドモールの注意を引きつけ、総攻撃するという作戦に出た。

「──ガォォォォッ!!」

「──かかった！　今がチャンスよ！」

「いくで、イブキッ……やぁぁぁぁぁーーーーっ！」

「はぁぁぁぁっ！」

「みんな、俺からも『支援する』！」

　別働隊のパーティ全員に対して『支援攻撃２』を発動し、有効だと分かっている『混乱』の状態異常を付加する。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

　・『キョウカ』が『囮人形』を発動

　・『キョウカ』が『デコイ』を発動　→対象：『囮人形』

　・『グランドモール』が『囮人形』を攻撃

　・『カエデ』が『すり足』を発動

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ヒュプノスシュート』

　・『カエデ』が『燕えん飛ひ』を発動　→『グランドモール』に命中

　・『イブキ』が『三日月蹴げり』を発動　→『グランドモール』に命中

　・『支援攻撃２』が２回発生　→『グランドモール』が混乱






　状態異常さえ入れてしまえば、戦局は有利に運ぶ。混乱したまま『地団駄』を発動されることを見越して、アンナとリョーコさんの二人が遠距離攻撃でダメージを稼ぎ、混乱したモグラの反撃を避けて、シオンが『テールカウンター』を叩たたき込こむ──これなら、危なげなく勝つことができそうだ。

「スズナ、こちらも仕掛けるぞ。この距離でもいけそうか？」

「やってみます。八百万の神よ、我が矢を日輪の光とともに導きたまえ……」

　普通に矢を放っても届きそうにないほどの高度と距離。しかし『皆中』という技能の説明通りなら、距離に関係なく『必ず二本まで』命中させられる。

　そしてせっかくの初撃を無駄にしないよう、『支援攻撃２』を乗せる。『天地刃』は消耗が大きすぎて安易に使えないが、もし必要になったときのために、心構えはしておかなくては──そう考えたところで、アリアドネが呼びかけてくる。

　──星せい機き剣けんを人間が振るう場合、熟練度が低いと再使用まで時間がかかる。『ガードアーム』に関しては使用回数に制限はないが、発動のたびに魔力を消費する。また、パーティの合計レベルが20に達しているので『ガードヴァリアント』という上位技能を使用することもできる。これに関しては、『盾』のパーツとその装備者がパーティにいなければ、真価を発揮することはできない。

（『ガードヴァリアント』か。それは覚えておかないとな……今は『ガードアーム』と『ガードブレード』だけで、十分すぎるくらいだ）

　時間さえあれば、星せい機き剣けんでの攻撃に関しても訓練したいところだ。普段は魔力なしでも攻撃できるスリングを使い、ここぞという時のために剣の腕を磨く──『後衛』がその技能の性質ゆえに、近距離遠距離を問わず武器を装備できるというのが、非常に便利だということに気付かされた。

　今はまず、目の前の魔物に対処することだ──フォーシーズンズもモグラを倒せば合流してくれるだろうが、その前に倒せれば言うことはない。

　スズナが深く息を吸って止め、矢を番つがえる。弦がきりりと音を立てて、張りつめた空気の中、彼女が矢を放つ瞬間に目を見開いた。

「──『当たって』！」

「『支援する』！」

　スズナの『皆中』を使えば、二本連続で必中となる。つまり、スズナが矢を放つたびに『支援攻撃２』を発動させれば、二種の状態異常を付加できる可能性があるということだ。

（消耗は大きいが……敵がどれくらい強いか分からない以上は、初めから打てる手を尽くさないとな……！）





　◆現在の状況◆




　・『スズナ』が『皆中』を発動　→２本連続で必中

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ヒュプノスシュート』

　・『スズナ』が『？範囲外の魔物』を攻撃　→命中　ノーダメージ

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ポイズンシュート』

　・『スズナ』が『？範囲外の魔物』を攻撃　→命中

　・『支援攻撃２』が発生　→『？範囲外の魔物』が毒化






『鷹の眼』でなければ何が起きたかも分からない距離で、スズナの矢が正確に『フェイクビートル』に命中する。

（『混乱』はどうやら入らなかったか……だが、二段目の『毒』は入った……！）

　どれくらい体力を削れるものなのか分からないが、少しでも足しになればと期待する。もしくは、これだけ距離があるのなら、弱るまで遠くで待つということも──

「──来るっ……！」

「……！」

　何かが、違う。

　それが何かも分からないが、俺は──『鷹の眼』で見た敵の大きさと姿を、カエデたちに確認しておくべきだったと、全身を走る悪寒と共に後悔する。





　◆遭遇した魔物◆

　★背反の甲蟲：レベル６　敵対　ドロップ：？？？







　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『スクリューダイブ』を発動






　遠距離から攻撃を命中させられた、そのアドバンテージを感じる間もなく、俺達はまるで彗すい星せいのようなスピードで突撃してくる巨大な甲虫に面食らう。

「な、なに……あんなのっ、うちら、この階層で見たこと……っ」

「に、逃げなきゃっ……アリヒト先生たちっ、そんなの相手にしたら死んじゃうからっ！」

　予想された『フェイクビートル』と違う、『★』のついた名前の魔物──名前つき。

　俺たちは『名前つき』と遭遇することに良くも悪くも慣れてしまっているが『フォーシーズンズ』にとってはそうではなかった。

　急降下してきた敵が、そのままの勢いで地面に衝突し、爆風が巻き起こる──それを目にした『フォーシーズンズ』の恐れ慄く様子で分かる、彼女たちは明確に『死』を意識してしまっている。





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』『イブキ』『アンナ』『リョーコ』が恐怖状態






「み、みんな……逃げるのよ！　アトベさんたちも、早くっ！」

「ミスター・アリヒト、この敵はだめです！　深追いしては危険ですっ！」

　転生して多くの魔物と戦ってきても、『恐ろしい』という感情が消えるわけではない。むしろ、この反応が当然だ──あの突撃をまともに受ければただでは済まない。

（ブレイブミストで、彼女たちの恐怖状態を解除する……いや、その前に。奴やつの攻撃を一度凌しのぐ……それで、『フォーシーズンズ』の皆を勇気づけられれば……しかし、誰が……）

「いやぁっ、もう一回来るっ……みんな逃げてっ……！」

「あ、足が、動かない……っ」

「カエデちゃん、イブキちゃんっ……！」

　恐怖で判断力を失った彼女たちをあざ笑うように、もう一度巨大な甲虫は高く舞い上がる──高速で半透明の羽根をはためかせ、見る間に高度を上げる。





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『スクリューダイブ』を発動　→対象：『テレジア』






「──テレジア、逃げてっ！　あいつが狙っているのは……っ！」

「……っ！」

　ドクン、と心臓が脈打つ。

　本能が訴えかける、判断を間違えれば、仲間を失うという警告。

（やらせるかよ……っ！）

　目の前が赤くなるような感覚と共に、俺は息をする間もなく、脳の回路が焼き切れそうな速度で判断し、叫ぶ。

「──アリアドネ、『支援を要請する』！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アリアドネ』に一時支援要請　→対象：『テレジア』

　・『アリアドネ』が『ガードアーム』を発動　ノーダメージ






　空から襲い来る甲虫の軌道に、俺の要請に応じて現れた機械の腕が割り込む──その瞬間の破裂するような衝撃音に耳をつんざかれながら、俺は確かに見た。敵が軌道をずらされ、狙いをつけていたテレジアとは離れた場所に突っ込んでいくのを。

「くっ……！」

　地面にクレーターができるほどの衝撃。俺はみんなへの爆風を『支援防御』で防ぐが、自分の身を守ることができない──しかし。

「……っ」

　俺の前に立ってタージェを構え、テレジアが庇かばってくれている。敵の狙いがそれたとき、テレジアは何よりも、俺を守ることを優先してくれた。





　◆現在の状況◆




　・『スクリューダイブ』により『突風』が発生

　・『アリヒト』が『支援防御１』を発動

　・『エリーティア』『テレジア』『スズナ』『ミサキ』『メリッサ』はノーダメージ






「……なんや、今の……」

「アリヒト先生が、叫んで……敵が、狙いをはずした……？」

「……偶然じゃ……それとも、アトベさんが……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすフォーシーズンズの面々。何が起きたのかを分かっていないのだろう──それなら。

「もし奴に狙われても、俺が守ります。慎重に立ち回れば勝機は見えるはずだ……だから恐れずに、俺たちと一緒に戦ってください！」

「……ミスター・アリヒト……あなたたちは、どうしてそこまで……」





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』『イブキ』『アンナ』『リョーコ』の恐怖状態が回復






　最初の危機を、どうやら乗り切れたようだ──だが、まだ敵の攻撃を外せると分かっただけで、戦いは始まったばかりだ。

　敵は巨大な角で地面に突つき立っている──その足まで鈍く輝く甲殻に覆われ、鋭い鉤かぎ爪づめがついている。重武装の兜虫カブトムシにしか見えないその魔物は、腕の可動範囲をギリギリまで使って地面に爪を突き立て、自らの身体からだを引き抜いた。

　兜虫は勢い良く回転し、体勢を立て直す。猛々しい角を生やした、銀色の甲虫──その甲殻は、金属質の輝きを放っている。

「あ、あんなに大きな穴が……ひぇぇ……っ」

「こんなに強力な魔物と、通常時に遭遇するとは思えない……もしそんなことがあったら、きっと犠牲者が出ていたわ」

　驚くミサキの横で、後退したエリーティアが言う。その横顔からは血の気が引いていたが、すぐに彼女は気を取り直し、『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』を抜き放つ。

　おそらくこの魔物は『フェイクビートル』の『名前つき』だ。ライセンスで確認しても、想定していたものとは違う名前が表示されている。『範囲外の魔物』と出ていた時点で、もっと警戒を強めるべきだった。

「…………」

「……テレジア」

　俺の考えていることを見ただけで察したのか、テレジアが小さく首を振る。そして彼女は胸に手を当てる──俺の指示に従うと、そういうことだ。

「庇ってくれてありがとう、テレジア。本当に助かった……しかしこんな怪物と、いきなり二戦目で出くわすとはな」

「アリヒトに支援してもらってダメージを与えられるかどうか試してみるか、本来の目的の相手ではないから回避するか……」

「このまま放置すると、後から迷宮に来た連中が戦うことになる。敵を戦闘態勢にしておいて逃げるっていうのは、ちょっと寝覚めが良くないな」

「……マドカは隠れて。私も、足手まといかもしれないけど、昆虫系の敵には『部位破壊』が役に立つことがある。何とか、狙っていきたい」

　グランドモールの体力を向こうのパーティが削りきるまで、先程からライセンスで確認していたが、あと数十秒といったところだ。

（敵が向こうに関心を向けないよう、持たせる──そして、挟撃する。それでやってみるか……）

「あ、あの。アリヒトさん、何か、魔物の様子が……」

「ん……？」

　スズナに言われて見てみると、魔物の表皮の全体が紫色がかっていて、角の根本にある眼めも紫色になっている。





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』に毒ダメージが発生

　・『★背反の甲蟲』に対して毒属性特攻　→最大体力の１割ダメージ






　角と比べて発達していない顎あごから、鳴き声のような弱々しい音が聞こえる──俺はその姿を見て、ひとつの推論を立てる。

「……重装甲だが、その代わりに体力の上限が低いのか？」

「あ……」

「エリーさん、何か心当たりが？」

「……今まで、敵を毒で倒す場面がなかったけど。防御がとても硬い魔物は、実は毒が弱点ということがあって、一度毒を当てたら時間を稼げば倒せることがあるらしいわ。そういう理由で、長時間継続する毒薬は、ルーンより高値で取引されることもあるのよ」

　毒でじわじわと体力を削る──俺も敢あえて取ろうとは思わない作戦だが、これほどの巨体と重装甲の甲虫を相手に、確かにまともにぶつかる必要はないのかもしれない。

「そうと決まれば……みんな、殿しんがりは俺に任せてくれ」

「毒は重複しないから、今の毒で削りきれるのなら、そうするべきでしょうね。私が『ソニックレイド』をかけて挑発するから、みんなは先に逃げて」

「え、えっと……お兄ちゃんの前にいればいいんですよね？」

「そうだ。もし狙われたときは、さっきみたいにアリアドネの力を借りて防御する……ここからは根気の勝負だ。みんな、行くぞ！」

「「「はいっ！」」」

　意志が統一されると同時に、エリーティアだけが敵に向かって残像を残すほどの速さで駆けていく。

「──切り裂く……！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『エリーティア』が『スラッシュリッパー』を発動

　・『★背反の甲蟲』が『プロテクトシェル』を発動

　・『★背反の甲蟲』が『エリーティア』の攻撃を無効化






　──いつかは、そんな敵も現れると思っていた。見た目通りの装甲でエリーティアの剣を防ぎ、特殊技能で固定ダメージすら防いでしまう。

「っ……また、物理が効かないなんて……っ！」

「大丈夫だ、毒で削ればいい！　引け、エリーティア！」

「了解……っ」

「──キシャァァァァァ！」

　エリーティアは甲虫の攻撃をかわして飛び退り、技能で加速して俺の横に並び、目配せをするとさらに先へ行く。

　ゆうに三メートルを超える甲虫が、低空飛行で追いかけてくる──だが、ここで俺の武器と技能が役に立つ。

「止まってもらうぞ……！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『殿でん軍ぐんの将しよう』を発動　→パーティの人数分ステータスが上昇

　・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動　→『★背反の甲蟲』に命中

　・『★背反の甲蟲』がスタン






　まるで弾丸を発射するような音と共に、黒いスリングから放たれた魔力弾が甲蟲の顔面に着弾する。

『殿軍の将』で強化された魔力弾は、それでも甲蟲の装甲に当たっただけで弾かれたように見えたが、『眼がん力りき石せき』によって付加されたスタン効果は、わずかでもダメージが通れば発動するようだった──甲蟲の翅はねの動きが止まり、その場に落下して平原の土を削りながら止まる。

（これを繰り返す……いや、そう甘くはないか……！）





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』の反撃行動　→『アンチマジックシェル』を発動

　・『★背反の甲蟲』の装甲に『魔力反射』属性付加

　・『★背反の甲蟲』に毒ダメージが発生






「えっ、えっ……お兄ちゃん、一体何がっ……」

「──今の奴には魔法が効かなくなった！　とにかく逃げて毒で削るぞ！」

「はい、アリヒトさんっ……！」

「っ……！」

　隠れているマドカに標的が向くことがないのは幸いだった──そして、他のパーティがこの迷宮に潜ってこないことも。もし居合わせて標的がそれたらと思うとぞっとしない。

　──そして俺は、逃げながら振り返り、遠くなった丘の上で、槍やりを振りかざす五十嵐さんと、合わせて仕掛けるシオンの姿を目にする。

（──『支援する』！）

「行くわよ、シオンちゃん！」

「ワォォンッ！」

「──リョーコさん！」

「ええ……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』『支援攻撃１』を発動

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動　二段命中

　・『シオン』が『ウルフズラッシュ』を発動　四段命中

　・『グランドモール』に合計六段命中　支援ダメージ66

　・『リョーコ』が『アクアボール』を生成

　・『アンナ』が『アクア・スカッドサーブ』を発動　→『グランドモール』に命中　死角攻撃　支援ダメージ11

　・『グランドモール』を１体討伐






　五十嵐さんとシオンの協力攻撃を全段受け、さらに裏に回っていたアンナとリョーコさんが連携して水のボールを放つ──前とは違う、直線軌道の強烈な打球を後頭部に受けたモグラは、そのまま前のめりに倒れこんだ。

　別行動のパーティを要所で支援するという試みは、一定の成果を出すことができた──後は、俺たちが役割を果たすだけだ。

『背反の甲蟲』に付加した毒が、十秒ごとに最大体力の一割を削っている。一分四十秒弱逃げ切れば倒せる計算だ──しかしあと一息というところで、甲蟲の動きに異変が生じた。





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『高速代謝』を発動

　・『★背反の甲蟲』の状態異常が解除

　・『★背反の甲蟲』の形態変化






「毒が、消された……！」

「──キシャァァァァァッ!!」

　甲蟲の全身が燃えるように赤くなり、装甲のあちこちが砕ける──いや、速度を極限まで高めるために、自らの意志で無駄を削そぎ落としたのだ。





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』の攻撃力と敏びん捷しよう性が上昇　防御力が低下　絶命まで１００秒






（おそらく、もう少しで倒せるところだった……それが、一気にまた１００秒まで延長されるなんて……！）

　俺たちを道連れにするという執念──変化した甲蟲の姿に、俺は少なからず戦せん慄りつを覚える。迷宮国の魔物は、やはり全く楽をさせてくれない。

「──アリヒトさんっ！」

「くっ……！」





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『ブラストホーン』を発動

　・『アリヒト』が回避　衝撃による追加ダメージ






『殿軍の将』で能力が向上していなければ、直撃していた──スズナの警告と共に瞬時に反応するが、スーツの腕の部分が裂け、痛みが走る。

　角を振動させて発生した音を、攻撃に使ったのか。俺の前を誰も逃げていなかったのは幸いだった──草原が、視認することのできない衝撃で一直線に薙なぎ払はらわれている。

（次もかわせるかは分からない……仲間が勘で警告してくれるにも限界がある。どうする……どんな手が……！）

「……っ！」

「──テレジア！」

　テレジアが投とう擲てき用の短刀ダークを放つ──ダブルスロー。俺は反射的に支援を試みて、『支援攻撃１』を選択する。





　◆現在の状況◆




　・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動

　・『★背反の甲蟲』が『角払い』を発動　→投擲攻撃を１回無効化

　・『★背反の甲蟲』に一段命中　ノーダメージ　支援ダメージ11






「──ギッ……！」

　敵はなぜか腕を使わず、角だけを振るって、テレジアの短刀を弾き返す。そしてタイミングをずらして飛来した二本目を受け、固定ダメージを受けてわずかにひるんだ。

（なんだ……この違和感は。腕の装甲は残っている、なのに奴やつは、角で防いだ。あの角の硬度が高いからか……いや……何かある。必ず、何かが……）

　──その時俺は、この戦いの始まりを思い返していた。

　スズナに対し、『支援攻撃２』を発動して初撃を入れたときに何が起きていたか。

　二回目に放った矢が命中し、毒が付加された。だが──攻撃が入ったというのに、刺さったはずの『矢』、それが抜けたとしても『矢傷』が見当たらない。

『背反の甲蟲』という名前。発達していながら、防御に使われることのない腕。

　それが、『瞬時に反応することができない』からだとしたら。それはなぜか──。

（スズナの矢が命中した位置が、奴の正面──俺達がずっと、『奴の後ろ側』だと思っていた部分こそが、正面なんだ……！）

　スズナの矢が命中し、俺の『支援攻撃２』が入った部分は、こちらから見えない奴の背後にある。

　そこに攻撃を浴びせることができれば、奴は沈む──今の奴の動きがどれほど速いかは分からないが、弱点が分かったのならば、狙う価値はある。

「エリーティア、スズナの矢が当たった場所は奴の後ろにあるはずだ」

　狙えるか──そう言う前に、エリーティアの目に宿る輝きが増した。

「……誰かに引きつけてもらわなければならない。そんなリスクは負わせられないわ」

「そうだな……だから俺も、エリーティアの判断に任せる。このまま、俺の技能でダメージを入れていくこともできるからな。奴の角は、二段目以降の攻撃を受けられない」

「それもいい考えね。けれど、追い詰められたあいつは何をするか分からない。少しでも早く倒さないと……そうね」

　エリーティアは微笑ほほえむ。悲壮でも、絶望したわけでもない──しなやかで力強く、見ているこちらが勇気づけられるような、そんな表情だった。

「私が奴を引きつける。アリヒト……大変だろうけど、最後まで倒れないでね」

「ああ。この戦いが終わったら、一いつ旦たん引き上げることにはなるかもしれないが……初の共闘を、勝って終わらせないとな」

　七番区において規格外と言えるレベル９の剣士は、レベル６の『名前つき』が解放した全力を凌りよう駕ができるのか。

　俺は最後の詰めを誤らないよう、深く息を吸い込む。テレジアが、スズナが、そして逃げるだけでやっとだったミサキも、震える手でダイスを握る。

　もう一方のパーティが、こちらへと駆けてくる──『背反の甲蟲』の後ろから。残された時間を惜しむように動き出した奴の前へと、エリーティアは緋ひ色いろの剣を携え、金色の髪を翻して駆けていった。





四　裏の裏






「──行くぞ、鈍なまくら！」

　金色の疾風──素のままで駆ける速度ですら相当なものだというのに、エリーティアは勇ましいというか、彼女の容姿に似つかわしくない猛々しい声を出し、技能を発動してさらに加速する。

（エリーティアの性格なんだろうが、戦いになると人が変わるな……闘争心が剝むき出だしになるというか。頼もしいことこの上ない……！）

「エリーティア、『支援する』！　みんな、『気合いを入れるぞ』！」

「「「はいっ！」」」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

　・『エリーティア』が『ソニックレイド』を発動

　・『アリヒト』が『支援高揚１』を発動　→パーティの士気が11上昇






（この戦闘では士気１００には達しない。だが、仕留めるしかない！）

　──そのとき、装甲を外した『背反の甲蟲』が、全身から血のように赤い蒸気を吹き出す。

　辺りの環境に影響を与える類のものではない。それはまさに、生命そのものを削る内燃機関のようにも見えた。
















「──キシャァァァァァァッ！！！」





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『背水の陣』を発動　→体力が減少、攻撃力と速度が上昇

　・『★背反の甲蟲』が『レイザーホーン』を発動






　速い──俺の『鷹たかの眼め』でも追いかけるのがやっとで、敵の攻撃を認識しきれない。

　しかし『ソニックレイド』を発動したエリーティアは、敵の攻撃をギリギリまで引きつけ、空振りさせる。残像が、甲蟲が振り下ろした角で頭から断ち割られたかのように見えて、パーティのみんなが一瞬息を飲む──だが、俺だけがエリーティアが回避したこと、反撃に打って出たことを理解する。

「──エリー、奴はもう数十秒しかもたない！　可能な限り『止める』ぞ！」

　エリーティアは敵の側面に回るが、凄すさまじい反応で追撃される。『ソニックレイド』の効果が切れる一瞬前に飛び退き、すかさず連続で『ソニックレイド』を発動させ、常人なら隙として認識することもできない刹せつ那なに反撃を繰り出す。

「止まれええええええええっ！」





　◆現在の状況◆




　・『エリーティア』が『ブロッサムブレード』を発動

　・『★背反の甲蟲』に一段目が命中　スタンに抵抗

　・『★背反の甲蟲』に二段目が命中　スタンに抵抗

　・『★背反の甲蟲』に三段目が命中　スタンに抵抗






「ギ……ギギ……」

　スタンが入らない──今の奴には、状態異常が通じないのか。十二段のうち一度でも成功すれば、敵の後ろから接近している別パーティが、完全な形で弱点を突つくことができるのに。

「……私は……肝心なところで、いつも……っ」

　エリーティアの焦りと落胆が伝わってくる。彼女の精神的な脆もろさは今までにも感じていた──しかし、何も引け目に思うことも、諦あきらめることもない。

　俺たちパーティは全員で戦っている。いつもそうやって、窮地を切り抜けてきた。

「エリーさん、援護します！　──『当たって』！」

「『ダイストリック』からの、『ラッキーセブン』！　イカサマ上等ーっ！」

「っ……！」

『背反の甲蟲』が『ブロッサムブレード』を弾き、反撃に転じようとする前に。遠距離攻撃を持つ三人が、一斉に総攻撃をかける──持てる限りのスキルを使って。

（──『支援する』！）





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『スズナ』が『皆中』を発動　→２本連続で必中

　・『ミサキ』が『ダイストリック』を発動

　・『ミサキ』が『ラッキーセブン１』を発動　→成功

　・『★背反の甲蟲』の状態異常耐性が低下

　・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動　スモールダークを２本投擲

　・パーティの投擲攻撃が四段命中　ノーダメージ　支援ダメージ44

　・『ブロッサムブレード』の六段目が命中　→『★背反の甲蟲』がスタン






　ミサキがサイコロを振った途端、甲蟲の周囲を覆うオーラのようなものが薄れたように見えた──支援攻撃のダメージが奴の体勢を崩し、直後にスタンが入って、地面に突っ伏すようにして止まる。

「やった……！」

「──メリッサ！」

「獲とる……その角……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『メリッサ』が『包丁捌さばき』を発動　→部位破壊確率が上昇

　・『メリッサ』が『切り落とし』を発動　→『★背反の甲蟲』が素材をドロップ






「ギシャァァァァァ……！！！」

　メリッサが巨大な包丁を両手で振り抜くと、光り輝いていたカブトムシの角の部分が見事に切り取られ、宙を舞う──そして、その鋭利さを物語るように深々と地面に突き刺さる。

　同時に、フォーシーズンズと五十嵐さんたちが攻撃できる間合いにまで到達する。

　──しかし俺は、ただ『敵の急所が裏にある』というだけで終わらず、ほとんど勘のみで、五十嵐さんに一つの指示をする。

「──五十嵐さん、一度フェイントをかけてください！」

「フェイント……ええ、分かったわ！」

「えっ、な、なんや……？」

「カエデ、アリヒト先生の指示に任せて！　きっと間違いないからっ！」

　イブキの声に応えて、切り込もうとしていたカエデが攻撃のタイミングを遅らせる。そして五十嵐さんがすかさず『囮おとり人形』の技能を発動した。

「地より生まれし泥の人ひと形がたよ。ひとたび我が魔力を宿し、立ち上がり、魔の目を引きつける尖せん兵ぺいとなれ！」

　囮人形を発動するための人ひと形がたが、五十嵐さんの魔力を吸って人間と同じ大きさにまで大きくなる。そして、甲蟲に近づいた瞬間だった。





　◆現在の状況◆




　・『★背反の甲蟲』が『裏切りのギロチン』を発動　→囮人形を破壊






「きゃぁっ……！」

　五十嵐さんが驚いて悲鳴をあげる──やはり、念には念を入れておいて良かった。泥人形が、『背反の甲蟲』の背面から飛び出した巨大なハサミで両断されたのだ。

『背反の甲蟲』は、カブトムシの面が『背中』だ。本当の正面はどうなっているか──甲殻の中に収めてハサミを隠していたが、本当はクワガタのような魔物だったのだ。

「え、えげつなっ……何やのあれ……！」

「び、びっくりしたなぁ……勘弁してよもう……っ」

「カブトムシに見えたのは、罠わな……本当は……」

「クワガタ……なの？　すごく大きなハサミね……」

　フォーシーズンズの面々も戦々恐々としている──それはそうだ。人間があのハサミで挟まれたら、怪け我がどころでは済まない。おそらくは両断されて即死だろう。

　だが、ハサミを閉じてすぐには開くことができないらしい。装甲を軽くして防御力を犠牲にした『背反の甲蟲』は、為なす術もなく、五十嵐さんとシオン、そしてフォーシーズンズの集中砲火を浴びた。

「──シオンちゃん、みんな、行くわよ！」

「ワォォーンッ！」

「「「「了解っ！」」」」





　◆現在の状況◆




　・『キョウカ』が『ブリンクステップ』を発動

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動　→二段命中　支援ダメージ22

　・『シオン』が『ウルフズラッシュ』を発動　→四段命中　支援ダメージ44

　・『カエデ』が『二段突き』を発動　→二段命中　支援ダメージ22

　・『イブキ』が『天てん鷲しゆう脚きやく』を発動　→二段命中　弱点攻撃　怯ひるみ　支援ダメージ22

　・『アンナ』が『ジャンプスマッシュ』を発動　→命中　クリティカル　支援ダメージ11

　・『リョーコ』が『アクアドルフィン』を発動

　・『★背反の甲蟲』を１体討伐






　五十嵐さんは念のために『ブリンクステップ』を使い、切り込み役を務める──槍やりの威力こそ高くはないが、続けてシオンが爪攻撃のラッシュを見舞い、カエデが木刀の突きを打ち込み、跳躍したイブキがクワガタの頭部を踏みつける。

　アンナは敵が怯んだと見ると、小柄な身体からだをめいっぱいに使って跳躍し、ラケットをクワガタの頭に叩たたき込こむ──最後にはリョーコさんが、持っていた水の量より明らかに大きな水でできたイルカを召喚し、突進させる。

「……ギ……ギ……」

　甲蟲は最後まで戦意を失わず、ようやくハサミを開いて誰かを道連れにしようとする──だが、その前に力尽き、動きを止めた。

「……やったの……？」

「……わぁぁっ！　凄すごい、めっちゃ凄い！　こんな強い『名前つき』を倒せるやなんて、信じられへん！」

　カエデは最初呆然としていたが、ライセンスを見て討伐されたという表示を確認すると、やっと喜びが実感できたようだった。

　エリーティアは向こうのパーティを見ていたが、こちらを振り返って歩いてくる。

「……何とか役目を果たせたわね。最初は、どうなるかと思ったけど」

「よくやってくれた。その……すまないな、戦闘中だからって、咄とつ嗟さに『エリー』なんて呼んだりして」

「っ……そ、そんなこと、私は別に……気にしてなんて……」

「他の人にもそう呼ばれてるし」と聞こえるかどうかという声で言うエリーティア。その顔はかなり赤くなっている。

「……別に、アリヒトならそう呼んでも気にしないわ。子供の頃の愛称だから、あまり呼ばれるのは恥ずかしいけど」

「そ、そうなのか……じゃあ、基本はやっぱりエリーティアと呼ぶべきだな」

「何をお堅いこと言ってるんですか、もー。エリーさんがそれでいいって言ってるんですから、積極的に呼んでいくべきですよ。ね、スズちゃん」

「ミ、ミサキちゃん……そんなふうに囃はやし立てたら、エリーさんが困ってるから」

「い、いいの。ありがとう、スズナ。でも、呼ぶこと自体は……別に、アリヒトの自由というか……な、何？」

　五十嵐さんならここで反射的に謝ってしまうところだが、エリーティアの場合はまた違う。意地を張ってもどこかしおらしいというか、どこか儚はかなげなところがあった。

　それは彼女が、スズナに出会うまで孤独だったからなのかもしれない。もし強がりすぎて俺の機嫌を損ねたらとか、そういうことを気にしてしまっているのだ。

　俺に必要なのは、リーダーとして、年長者としての落ち着きだろう。エリーティアがより自然に、気兼ねなく接してくれるように努力しなくては。

「じゃあ、俺の自由で。エリーと呼ぶこともある、と思っておいてくれるか」

「い、いいけど……」

「いつもじゃないの？」と呟つぶやくエリーティア。それが聞こえたのか、ミサキとスズナが顔を見合わせて笑う──スズナは遠慮がちだったが。

「気楽に人をからかってくれるわね、あなたって人は。ミサキ、後でギルドの裏に来なさい」

「ひぃっ……しゃ、舎弟になるので許してください！　でも上司はお兄ちゃんなんだからね！」

「三人でまたお話しませんか？　エリーさんとは、またゆっくりお話ししたいですし……アリヒトさんのことで」

「お、俺の話……？　いや、愚痴とかならオープンにぶつけてくれた方がありがたい。待遇の改善とか、パーティの方針とか、遠慮なく言ってもらって……」

「……ふふっ。何でもないわ、こっちの話よ。ふたりとも、ドロップ品を集めましょう。マドカとメリッサにだけ任せるのは悪いから」

「はい、エリーさん」

「何かいいもの落ちてないかなー。むむっ、これは犯人の足跡！」

　そんなものは無いが、地面に這いつくばってまでドロップ品を探すのは、年頃の女の子として、はしたなくはないだろうか。お兄さんとしては若干赤面せざるをえない。

　視線の向けどころに困っていると、五十嵐さんとシオンがやってきた。シオンはとても良い仕事をしたので、頭と背中を撫なでてやる──フサフサの尻しつ尾ぽをパタパタと振って、喜んでくれているようだ。

「後部くんって、そういう方面にいちおう反応するのに、普段からすごく落ち着いてるっていうか……い、いえ、それでいいんだけど、ちょっと不思議というか……」

「ま、まあ俺もそろそろ落ち着く歳としですし……って、みんなの前で言うことでもないですね」

「……むしろ私より、みんなが『枯れてる』んじゃないかって心配しちゃってるんだけど？」

「そ、それはちょっと酷ひどくないですか。女性が多いので、そうあるべきではありますけど、実際枯れてるかどうかっていうのはまた別の話で……」

「…………」

　五十嵐さんだけでなく、テレジアも俺を見ている──まさか心配されているのか。俺が枯れているほうがみんなは安心だと思うのだが、その認識は改めなくてはならないのだろうか。

「アリヒト兄さん、こっち来て！　また箱が出てる、今度は赤いやつ！」

　カエデが嬉うれしそうに俺を呼ぶ。さすがに黒箱はいきなり出なかった──これだけの敵なら出るかもしれない、と少し期待したのだが。箱自体が貴重なのに、名前つきを倒すとほぼ確実に出るので、感覚が麻ま痺ひしてしまっている。

　考えうるとしたら、『牧羊神の寝床』という迷宮の名前に関係がある、羊の魔物。その名前つきと遭遇することができれば、あるいは──それは運が大いに絡むことになるか。

（やっぱりミサキは固定メンバーなんだよな……もっとしっかり守れるようにしないと。今は、テレジアがカバーしてくれてるけどな）

　ミサキの運がないと、探索効率は大きく落ちる。良い防具がつけられないからと諦あきらめていないで、プラスのついた防具を装備させてやりたい。それは他のメンバーにも言えることではあるが。

「先生、お疲れさまです！　初めて協力したのに、こんなに上手くいったのは、全部アリヒト先生のおかげです！」

「キョウカとシオンも、私たちを引っ張ってくれました。ミスター・アリヒトのパーティには、優秀なメンバーが揃そろっていますね」

　イブキとアンナも興奮気味で、頰が紅潮している。七番区の上位ギルドまで上がってきたパーティだが、素顔は年齢相応なのだと感じた。

　その後ろからやってきたリョーコさんは──何か、今までと比べてさらに態度が変わっている。元からおっとりしている彼女だが、さらにたおやかというか、遠慮がちというか。

「みんなそれぞれ、良い攻撃技能を持ってるんですね。リョーコさんも凄かったですよ、魔法使いみたいで」

「あ、あの……私、イルカのショーを手伝ったことがあって。それで、イルカに関係のある技能を覚えられたと思うんですけど……アトベさん、見ていてくれたんですか？」

「はい、もちろん。最後の一撃は、リョーコさんでしたね。格好良かったですよ」

「っ……そ、それは、その……ね、ねえ。イブキとアンナもとってもいい子で、アトベさんとぜひ、少しでもお疲れ様をしたいと言って……そうよね？」

「え？　そんな話別に……あっ……」

「し、していました。まだ目的の羊の魔物には会えていませんが、大物を倒したので、一度町に戻った方が良いのではないかと……そこで、心ばかりですが、懇親会など……いかがでしょうか？」

　イブキとアンナの反応を見るに、そんな話はしていなかったようだが、リョーコさんは満足そうに微笑ほほえみ、頰に手を当てて顔をつやつやさせている。

「ま、まあ……一度戻るっていうのは考えてました。おそらく、射程外で手が出せない『名前つき』に、俺たちは例外的に攻撃が届いてしまった。本来なら交戦することはまずない相手を、無理やり釣ってしまったんです。消耗も大きいし、一度戻って出直しましょう。一層の敵の調査はできたし、次回は二層まで消耗せずに行けると思います」

「分かりました。では、ドロップ品の分配はアトベさんたちにお願いしますね」

「はい、後でリストを作るので、欲しいものがあったら言ってください。要望が重複したらそこは交渉で……」

「何言うてるのん、アリヒト兄さん。うちらでは倒せへん相手を倒したんやから、全部兄さんたちのおかげやんか。これで収穫も分けてもらったら、うちら兄さんにずっと頭が上がらへんよ」

　そこまで言ってくれるのなら、遠慮なくこちらのパーティ強化に素材を使いたいと思う。

　戦った手応えでは、グランドモールの頭殻や爪、毛皮もそうだが、『背反の甲蟲』は全身が優秀な素材の塊のように思える。

　メリッサは包丁を抱きしめてふるふると震えていた。そして刃に舌を這はわせ、恍こう惚こつとした顔で包丁を構える──解体をしようとしているだけなのに、この艶つやっぽさは何なのだろう。

「……はっ。ここで解体をするところだった。持って帰ってからにするべき……？」

「ここである程度解体して、貯蔵庫に送ることはできるか？」

「できる。倒した直後に解体すると『活け締め』という技能を使うことになって、肉や素材の鮮度が保たれる。『名前つき』は美お味いしいから、料理してみたらすごいかもしれない」

「そ、そうか……可能な範囲で頼む」

　今まで魔物食をそこまで究めようという意識はなかったが、特殊な効果を持つ肉があったりするならば、好き嫌いせず食べてみなければとは思う。

「……後部くん、わ、私も食べるの？」

「い、いえ、強制はしませんが。場合によってはみんなで食べることもありそうですね」

「…………」

　テレジアはお腹なかを押さえる──くー、とちょうどお腹の虫が鳴く。彼女はトカゲ系以外ならば好き嫌いをしないようなので、今回の素材も美味しく食べてしまいそうだ。しまいそうだ、というとゲテモノを食べさせようとしているようだが、そこは俺も同じ船に乗り、未知の味覚の海原へと漕こぎ出したい。

「アリヒトお兄さん、ドロップ品の収集が終わりました！」

「ああ、お疲れ様。ごめんなマドカ、戦闘させてやれなくて……レベル上げをどうするか考えないとな」

「大丈夫やで、支援職の人は『隠れる』とかの技能を使ってても、少しは経験値が入るねんから。全部の技能がそういうわけじゃないんやけど、一部の技能は、『戦闘参加判定』っていうのに入るんやって」

「本当か？　じゃあ、マドカもレベルが上がってるんじゃないか」

「あっ……は、はいっ、ライセンスに、レベル３になったと出てます！」

　皆に確認してもらうと、マドカ、メリッサのレベルが上がっている──他のメンバーのレベルアップは、次の探索までお預けだ。

「よし、一いつ旦たん引き上げよう。ギルドで報告して、ドロップ品の確認をして……『落陽の浜辺』の動向も調べてみるか」

「はい。みんなも異議はないみたいね。フォーシーズンズの人たちも」

　些さ細さいなことだが、五十嵐さんが『ええ』ではなく、『はい』と返事をした──そして、俺を補佐するように立ち振る舞う。

「……本当はどっちでも良かったのよね。後部くんと、私と……」

「え……五十嵐さん、何か言いました？」

「な、なんでもないっ……それじゃ、シオンちゃんと索敵を担当するわね。テレジアさんは後部くんについて、後ろのほうを警戒して」

　五十嵐さんはシオンとともに、引き上げる一行を先導していく。

『俺と一緒に仕事をできれば、立場は問題ではなかった』というようなことを言おうとしてくれたんだとしたら──それは俺が自意識過剰なことを考えてるみたいだし、照れくさくて落ち着かなくなる。

「…………」

　テレジアは俺の様子を気にしてくれたのか、背中をさすってくれる。その気遣いが心にしみるが、甘えてばかりいてもいけない。

　いい年をしてまごついているのも何なので、五十嵐さんにはちゃんと言っておこうと思った。彼女が『フォーシーズンズ』に参加している間、どんなふうに感じたのか──俺のパーティにとって、五十嵐さんの存在がどれくらい大きいと思ったのかを。








第三章　七番区の支援者たち










一　処世術






　迷宮から一旦脱出してきた俺たちは、出たところにある広場で一息つく。帰り道では魔物に遭遇せず、ここまで戦わずに来られた。

「おっ、なんだあいつら。ちょっと前に入ったばかりなのに、もう出てきやがった」

「女ばかりぞろぞろ連れてやがって、ハーレムでも作ってんのか？」

「腰抜け男め、俺ならもっと上う手まくやれるぜ。探索だけじゃなくて夜の方もな」

　モヒカン（迷宮国にもあったらしい）頭の中年冒険者と、射手か何からしい長髪の男が、俺たち一行を見て聞こえよがしのヤジを飛ばし、下品な冗談を言ってガハハと笑う。

（典型的な先輩探索者的なやつか……いるところにはいるんだな）

　八番区にも、初心者を指導する名目で探索に連れて行くようなのはいたが、そこまで悪質では無かったように思う。ジャガーノートと戦った時に、横から宝を奪おうとしたような輩やからもいたが──考えてみれば、それなりに悪人というか、友好的でない相手は目にしてきてはいる。

「……あいつら、死にたいの？」

「ちょっ、エリーさん、それは沸点が低すぎるっていうかですね……っ」

「わ、分かってるわよ。でも、あいつらがアリヒトのことを悪く言ったから……」

「エリーさんが言うとドキッとするわね、あの人たちなら相手にならないでしょうから。私も何とか言ってやりたいけど……」

「ああいや、俺は気にしてないですよ。彼らは、俺達が出てくるまでの経緯を知らないだけですから……ん？」

　少し後ろにいたテレジアの気配が、ふっと消えている。まさか──と思った次の瞬間には。

「…………」

「う、うわっ……なんだこの女、いつの間に……っ」

「ぐっ……て、てめえ、ここで手出したら、守備隊が黙ってねえぞ……っ」

　気配を感じさせずに移動したテレジアが、俺に「腰抜け」と言ったモヒカン男の首元に、投とう擲てき用の短刀ダークを突きつけていた。

「こいつ、亜人か……人間もどきが、人間様に逆らってんじゃねえ！」

　スゥ、と全身の血が冷める。

　自分のことを言われるのは良いが、仲間のことを言われるのだけは我慢がならない。

　一瞬の間に、テレジアがこちらを見る──彼女の考えていることは、言葉がなくとも伝わる。

「生意気なんだよ、てめぇっ！」

「……っ！」

　長髪の男がテレジアに殴り掛かる──それをテレジアは、瞬時に反応してタージェで受けた。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』『支援防御１』を発動　→対象：『テレジア』

　・『ウェルズ』が『テレジア』を攻撃　→ノーダメージ

　・『ウェルズ』のカルマが上昇

　・『テレジア』の攻撃が『ウェルズ』に命中　支援ダメージ11






「ぐほぉぉぉぉ……っ！」

　テレジアが繰り出したのは、ただの蹴けり──しかし、同時に乗せられた固定ダメージ11の衝撃は相当なものらしく、長髪の男はたたらを踏んで膝ひざから崩れ落ちた。近接戦闘系の職業でないからか、防御が相当に脆もろいようだ。

　カルマの上昇は無い──先に手を出した方に反撃するなら、正当防衛と判断されるということだ。七番区に上がってきたということは男のレベルは３か４以上なので、今の攻撃が命に関わることはないだろう。だが、彼の怒りが収まるわけもない。

「て、てめぇっ……」

「──そこまでだ！」

　テレジアを援護しようと仲間たちが動こうとしたときだった──広場に、凛りんとした女性の声が響き渡る。

「ギ……ギルドセイバー……お、おお、俺達は何も……っ」

　──現れたのは、思ってもみないことに。ギルドセイバーの本部に戻って、当分会うことはできないと思っていたセラフィナさんだった。

　今日は単独行動をしているのか、部下は連れていない。しかしギルドセイバーの腕章を身につけており、彼女がいるだけで広場の空気が引き締まり、緊張が走る。

「ライセンスの記録を見せてもらおう……この男、ウェルズが先に彼女に攻撃を仕掛けたとあるが」

「ち、違う、この亜人が短刀で俺を脅して……」

「先にうちらを悪く言ったのもあんたらで、殴りかかってきたのもそっちやんか。迷宮から一緒に出てきただけで、ハーレムとかどうとか言われる筋合いないで」

「ぐっ……こ、小娘は黙ってやがれ！　男の前だからって無駄に色気づきやがって、この……ヒェッ!?」

　カエデに怒鳴りつけた男を見て、セラフィナさんが怒気を強める。俺も怒っているが、彼女の怒気の強さはレベルの高さもあって、思わずたじろいでしまうほどだった。

「このまま引き下がれば見逃してやろう。さもなくば、貴様の根性を私なりのやり方で叩たたき直してやることになるが……」

「か、かか、勘弁してくれ……いえ、勘弁してください……っ」

　セラフィナさんに詰め寄られ、胸ぐらを摑つかまれた男は、情けなくも腰砕けになり、その場に座り込んで失神してしまう。そんな男たちを見て、彼女はふぅ、と肩をすくめた。

「なぜ、迷宮の外でいざこざを起こすのか……最低限しか迷宮に入らない者たちが、絶えず探索している者たちを悪く言うなど、言語道断ではないか」

『絶えず探索している』──それは事実で、俺も立て続けに潜り過ぎていると思ってはいたが、それは他の探索者にとっても普通では考えられないことのようで、周囲の驚きが伝わってくる。

「アトベ殿、申し訳ありません。このような力づくのやり方は、貴殿の好まれる方法ではないと思うのですが……」
















「いえ、そんなことありません。今はたとえ罰則があるとしても、黙っていられないところだったので……俺は腕っぷしは強くないので、テレジアに助けられたんですが」

「…………」

　テレジアはこれで良かったのか、というように俺を見る。そんな心配をする必要はない、と俺は笑う。彼女にはいつも感謝してばかりだ。

「不ふ甲が斐いない主人でごめんな。本当は、俺が自分でぶん殴ってやりたかったよ」

「…………」

　テレジアはゆっくり首を振る。そして、自分の腕を曲げて見せる──力こぶなんて目に見えて膨らまないのに、私の方が力がある、と言ってくれているようだ。

「アトベ殿をそこまで怒らせるようなことをしたのですか？　ならば、やはり私が根性を叩き直して……」

「い、いえ、もう十分だと思います。こんなふうに気絶したら、なかなか立ち直れないと思いますし、俺もある程度気は晴れましたから」

　テレジアを侮辱されたことは許せないが、公衆の面前で情けない姿で気絶して、なかなか治療もしてもらえないというのはきついだろう。カルマも上がっているし。

　セラフィナさんはライセンスを取り出し、操作し始める──何を調べているのだろうか、と見ていると、彼女は苦い顔をした。

「この者たちは、以前にもいざこざを起こしています。七番区の歓楽街のほとんどで、入場禁止になっており……そのようなことは、アトベ殿のお耳にお入れするような情報ではありませんが。パーティが瓦が解かいし、迷宮に潜れなくなり、貯蓄を浪費して日々を送っているようですね」

　長く組んだ仲間がもし欠けてしまえば、パーティのバランスが崩れて立て直せなくなることもありうる。

　俺は絶対に、同じ轍てつは踏みたくない──このパーティの一人一人が、無くてはならない役割を持っている。それだけじゃない、性格の致命的な不一致もなく、全員の仲が良いというのは得難いことだ。

「アトベ殿、そのようなお顔をされずとも大丈夫です。まだ七番区であれば、まっとうな探索者に戻る道もあるでしょう。ギルドには教育施設もありますし、探索者の再生は活発に行われています」

「ギルドはそんなことまで……本当に、迷宮国でのあらゆることに関わってるんですね」

「そうすることが我らの義務ということです。元の国王が失権した以上は、ギルドがこの国における政府の役割を担う必要がありますので」

　国王の失権──『迷宮国』という国にはもともと建国した一族がいたが、今は一番区から追放され、ギルドの指導者と神殿長が最高権力者となっているとルイーザさんが言っていた。

「しかしギルドは、あくまで迷宮探索の成就、超高難度迷宮に入ることのできる探索者の育成を究極の目的としています。通常の国家は迷宮ではなく、国を囲う壁の外に目を向けるものでしょうから、その点においては異質と言えるでしょう」

「それは……迷宮国以外に、別の国があるっていうことですか？」

「……失礼しました。それについては、いずれ知るべき機会が来るかもしれません。ギルドセイバーの立場では、お話しできることとそうでないことがありますので」

　気にはなるが、無理に聞くことはできない。いずれ分かる謎もあるのだと思って、着実に探索者として実績を積んでいけばいいことだ。

「では、私は部下に命じて彼らを連行します」

「あ……すみませんセラフィナさん、ギルドセイバーの本部っていうのは、もっと上の区にあると思ってたんですが」

「はい、本部は五番区にあります。七番区の支部で要請を受け、一時的に留まることになりました。人口が多い区は、常に人手が不足していますので……」

　人手不足のために、セラフィナさんが一人で巡回をしているとは──そうなると、またパーティに参加してもらうというのは難しいだろうか。

「……アトベ殿、『牧羊神の寝床』に入られたのですね。空を飛ぶ甲蟲の魔物がいて、私も新人の頃に苦戦したものです」

　俺たちがいた場所から近い迷宮ということで、セラフィナさんは見当がついたようだった。彼女も『フェイクビートル』と戦ったのだろうか──苦戦したというのは本当らしく、珍しく苦笑いをしている。

「それがですね、うちのスズちゃんがものすごく高いところを飛んでる『名前つき』に矢を当てちゃいまして。もう大騒ぎでしたよ」

　一つ間違えば怪け我がではすまないというのに、ミサキの言い方では緊張感のかけらもない。セラフィナさんにも笑われてしまうだろうか──と思っていると。

「名前、つき……あの、超高度を飛ぶ甲蟲の……？」

「あ、い、いや、本当に運が良いのか悪いのか、結果的には良かったというべきなんでしょうけど。『背反の甲蟲』ってやつがいて、全員で協力して何とか倒せました」

「……何という。あの、何人も犠牲者を出した魔物を……アトベ殿、『背反の甲蟲』は賞金首です。担当官に報告したら、さぞ驚かれることでしょう」

「毎回驚かせていると思うわ。ルイーザは探索から帰ってきたアリヒトの顔を見ると、最初は身構えるもの」

　エリーティアが笑っている──いつもクールなので、笑顔が貴重に感じる。スズナもそれを見て嬉うれしそうに微笑んでいた。

「ありがとうございます、慎重に報告するようにします」

「それが良いでしょう。私も非常に驚いています……前回の件もそうですが、貴方がたは何かの運命に導かれているかのようですね」

　その運命を導いているのが、俺たちのパーティの幸運担当、ミサキであるというのは何とも言えない──いや、彼女が居てくれることで物もの凄すごく助かっているのだが。

「運命っていい響きですよねー、ドラマチックで。あ、録画したドラマのこと思い出しちゃった……うちの弟、すぐ上書き録画して消しちゃうんですよね」

「またそういう話を……そんなこと言ったら、みんなしんみりするだろ」

「あはは……アリヒト先生、優しいんですね。あたしたち、もうさんざん前世を懐かしむことはしたので、だいぶ整理できてますよ」

「イブキはちょっと前まで、お好み焼きかタコ焼きが食べたいとか言うてたけどな」

「ちょ、ちょっと……そういうこと先生に言わないでよ、恥ずかしいから」

　そう、異世界でも食事は美味しいのだが、やはり日本食が恋しいという気持ちは常にどこかにある。俺の場合は蕎麦そばが食べたい──駅の立ち食い蕎麦で、温かいつゆにコロッケを沈めてから頰張る最初の一口がたまらない。

「食事については、お望みの店をギルドで案内してもらうことも可能です。七番区には、食材の産地こそ迷宮などですが、フランス料理や中華料理を出す店があります。よろしければ、一度行ってみてはいかがですか」

　知っている料理の名前が出て、俺も少なからず反応した──だが、もっと反応が大きいのは仲間たちの方だった。

「フ、フランス料理……ううん、中華も捨てがたい……ラーメンとか、チャーハンとか、シュウマイとか……あぁっ、どうすれば……っ」

「アリヒトさんは、どちらがお好みですか？」

　悩むミサキの肩をぽんぽんと叩いてなだめ、スズナは俺の意見を求めてくる。

「ちょうど今、蕎麦のことを考えてたんだ。蕎麦とは全然違うけど、ラーメンとかの麵めん類るいがありそうだから、中華がいいかな」

「パスタはあったけど、それ以外の麵類も選択肢が増えると嬉しいわね」

　五十嵐さんの言う通り、ラーメンにしても焼きそばにしても、日本で慣れ親しんだものに少しでも近い味なら、ホームシックのような気分も少しは癒えるのではないだろうか。

「マドカとメリッサもそれでいいか？　他に食べたいものがあったら言ってくれ」

「はい、大丈夫です。食べられないものはトマトくらいなので」

「私も、魔物食が食べられる店ならどこでもいい。本当は、今日獲とった獲物を調理してもらいたいけど……また今度にしておく」

　今日倒した魔物の素材はメリッサの貯蔵庫に送られている。しかし、あの全身装甲をまとった魔物に食べるところなどあるのだろうか──蟹も外骨格をまとっているわけで、甲虫も意外に美味だったりするのだろうか。口に入れるには勇気が必要そうだ。





◆◇◆






　俺たちは上位ギルドの『緑の館』に戻ってきた。時刻は昼下がりで、この時間帯はギルドに用がある人も少ないのか、探索者の姿は少ない。

「アリヒト兄さん、いつも全員で報告してるん？　うちらは、リョーコ姉さんが代表でやってくれてるんやけど」

「私たちも、後部くんがいつも報告してくれてるわ。でも今日は合同で探索したから、代表二人で行った方が良さそうね」

「そうですね。五十嵐さん、皆と一緒に待っていてもらえますか」

「ええ、その辺りにいるから終わったら呼んでね……それと。二人と一緒だからって、あまり浮かれないようにね」

「っ……は、はい、重々承知しておりますので、それに関しましては……」

「も、もう……ちょっと念を押しただけでしょう。昔みたいな態度に戻らないで。ドキッとするじゃない」

　かなりソフトに二の腕を押される。何だろうこの、高校生くらいでもなかなかやらないような、もどかしいスキンシップは。

　皆が五十嵐さんについていき、最後まで残ったテレジアが、ぺたぺたと歩いてこちらにやってくる──いや、足音はしないのだが。

「…………」

「……ど、どうした？　テレジア」

　五十嵐さんの行為が気になったのか、テレジアは彼女が触れたところに自分も触れる。そして、手触りを確かめるようにする──非常に照れるのだが、俺は一体何をされているのだろう。

「…………」

「……あ、ああ。五十嵐さんは何となくやっただけで、深い意味はないと……テレジア？」

　テレジアは急に走り出して、五十嵐さんたちを追いかけていく──急に恥ずかしくなったのか、遠くから見ても微妙に赤くなっているのが分かる。

「うわー……何やろ、めっちゃ甘酸っぱい。うちの顔が熱うなってしまうわ」

「何も言っていないのに、彼女の言いたいことが分かる気がします……切ないですね」

「え、えっ……せ、切ないとかそういうことなの？　先生のこと尊敬してるから、何となく触りたいとかじゃなくて？」

　カエデ、アンナ、イブキがひそひそと話している──その横で、リョーコさんは何か考えている様子だったが、自分の中で割り切りができたようで、俺に近づいてきた。

「私たちはリーダー同士ですから。一緒に行動することに、何か遠慮をしたりすることは無いと思うんですが……アトベさんはどう思われますか？」

　ボアコートの下に水着を装備している、大人の魅力に満ち満ちた女性にそんなことを言われたら、逆に何もないところからも雑念が生じてきてしまう。

　肩にかかるくらいのゆるくウェーブのかかった髪に、大きな瞳ひとみはどこか猫のようで──と、改めて容姿を確認している場合ではない。美人だということは、初対面で分かっているのだから。

「そ、そうですね……俺達はリーダー同士ですから。リョーコさんの言う通りです」

「あかん、アリヒト兄さんがリョーコ姉さんの色香にやられてしもた……うちらみたいな子供やと全然気にしてへんのに」

「水着で小麦肌だもん、男の人ってどうしてそういうのに弱いのかなー」

「水着は誰でも着られますので、リョーコに対抗することはできます。七番区の店にも売っていたと思いますが……」

『フォーシーズンズ』の三人も話しながら外に出ていく──何か水着とか言ってたが、俺が女性の水着に弱いとかそんなふうに思われたのだろうか。耐性がないことは認めるが、俺に浮ついた考えなど全く……と考えて。

（……待てよ。あれだけカエデたちに誤解されるということは……ルイーザさんのところにリョーコさんと一緒に行ったら、どうなってしまうんだ）

「あ、あの……どうされましたか？　何か、難しい顔をされていますが」

「え、えーと、ちょっと気になることがあってですね……ずっと聞きたかったんですが、リョーコさんが着てるボアコートって、結構レアな装備なんじゃないですか」

「は、はい。表面撥はつ水すい加工をするために、八番区の『午ご睡すいの湿しつ地ち』にいる、カエルの魔物を倒さないといけなくて……何とか倒すことはできたんですが、私、元々カエルは触れないくらい苦手なんです。それでも、良い装備なので外せないんですが」

「それは大変でしたね。防水性のある素材が取れる魔物といえば、俺たちも『ゲイズハウンド』というやつと戦ったんですが、見た目は犬っぽいのに、一つ目でこちらをスタンさせる力を持ってて……」

「一つ目……そんな魔物が？　アトベさん、詳しく聞かせてください」

　その小麦肌からは活動的な印象を受けるのだが、普段のリョーコさんはおっとりとしていて、話していると何とも癒されるものがある。年が一つしか違わないというのもあるのだろうか。

「……ア、ト、ベ、さ、ま？」

　その時俺は、『ギクッ』という漫画的な反応が、現実にも起こりうるものだと知った。

　これまた漫画のように、オイルが切れて錆さびたブリキの人形と化した俺は、ダラダラと冷や汗をかきながら振り返る──そこには、いつものように資料の入った革表紙のファイルを持ち、微笑ほほえんでいるルイーザさんがいた。

「ル、ルイーザさん。良かった、今日の探索報告をしたくて来たところなんですよ」

「っ……な、なるほど、そういうことでしたか。私はてっきり、新しい女の人と仲良くされているのかと……報告でしたら問題ありません、すぐにでも始められます」

「えっ……アトベさん、あの、ギルドではいつも凄すごい数の順番待ちがあって、数時間は待つことになると思うんですが……」

「ルイーザさんは八番区から一緒に上がってきてくれて、俺たちの専属としてついてもらっているんです」

「ええ、この段階で専属担当が付くというのは特例になりますが、アトベ様たちは八番区で目覚ましい成果を上げられているので、許可が下りたということになります」

　リョーコさんはかなり驚いていたが、一緒に戦ったことで俺たちの実力については理解しているということか、すぐに納得してくれた。

「なるほど……事情を説明していただいて、ありがとうございます。改めてご挨あい拶さつします、アトベさんの『担当職員』の方。初めまして、今日『彼と一緒に』探索をさせていただきました、リョーコ＝ナツメと申します」

「こ、こちらこそ初めまして……私はアトベ様が『迷宮国に来たばかりのときから』担当をさせていただいている、ルイーザ＝ファルメルです。アトベ様とは『もう何度も二人で』探索後の報告を行っています」

　あえてそんな言い方をしなくても、とルイーザさんに突っ込んだら、俺は一体どうなるのだろうか──どちらを立てても角が立つ、ならばたとえ優柔不断と言われようと、俺は『両方立てる』ことを選ぶ。

「リョーコさんたちとは、同じ目的を持つパーティ同士協力させてもらって、今日は凄く助けられました」

「そ、そんな……私達こそ、アトベさんたちに助けられてばかりで……」

「ルイーザさん、七番区に来たばかりで色々立て込んでると思いますが、早速探索結果の報告をさせてもらってもいいですか。いい報告なので、少しでも早くルイーザさんに話したくてですね……」

「は、はい……勿もち論ろんです、そのためにお待ちしていたのですから……」

　何とかセーフのようだ──二人が険悪になってしまうといけないので、仲を取り持っておきたい。

「では、ご案内いたします。アトベ様、ナツメ様、こちらへどうぞ」

　優秀なギルド職員の顔に戻ったルイーザさんは、姿勢良く歩いていく──今日もギルド職員の制服がよく似合っている。ギルド職員の制服がタイトスカートであることには、誰かの意志が働いているのだろうか。

「アトベさんは、最初から上位ギルドに来られたんですよね。失礼ですが、序列は……」

「二百九十四位です。八番区でうまく貢献度を稼ぐことができたので……」

「えっ……？」

　リョーコさんが立ち止まる。そうだ、俺たちの序列について詳しいことはまだ話していなかった。

　フォーシーズンズは何位だろう。上位ギルドに上がってきたばかりということは、二千位台ということになるだろうか。

「……あ、あの。ルイーザさん、アトベさんはどうやってそんな凄い序列の上げ方を……見ているだけでは全然分からない、凄い戦い方をされますし……」

「それは、私とアトベ様の秘密です。ナツメ様たちにもお教えできるかどうかは、今後次第ということになるでしょうか」

「は、はい……アトベさんに信頼していただけるように、あの子たちと一緒に頑張ります。これからも、よろしくお願いします……！」

　リョーコさんに握手を求められ、手を握られる──そして、ルイーザさんがなぜか眼め鏡がねを外して微笑みかけてくる。

　しかし俺は、ある程度確信していたのだった。五十嵐さんとルイーザさんが酒の席を通して親しくなったように、リョーコさんともきっと打ち解けられる。

　俺の転生してからの処世術は、なせばなる、なるようになる──恐れていては始まらない。

「……アトベ様、今日は宿舎にご案内したあと、お夕食をご一緒してもよろしいですか？」

「あ、あの……それでしたら、私たちもご一緒させていただいて……あの子たちもお友達が増えて喜んでいましたし、私もルイーザさんや、皆さんとお話ししたいですから」

　夕食会の人数が空前の大人数に膨らんでいく。中華の店はこの人数で予約できるのだろうかと、俺は忘年会の幹事をしたときのことを思い出しながらぼんやりと考えていた。





二　九つの星　装備新調






　リョーコさんと一緒に、ルイーザさんに案内されて『緑の館』一階の奥に向かう。廊下の左右に扉が並んでおり、手前の方はただの木製の扉だが、奥の三つだけが違う材質で作られていて、黒っぽい色をしている。

　俺のスリングと同じ黒こく檀たんだろうか。初級鑑定の巻物で材質も分かりそうだが、それよりも、扉に埋め込まれている石が、見覚えのある形をしていることが気になる。

（これは……何かの星座だったか。しかし、九つある……どういう意味なんだろう）

「こちらは、迷宮国の象徴とされている図形です。私も詳しい意味は、聞かされていないのですが……」

「ギルドの上層部の人たちなら、知っている……ということはありますか？」

「はい、おそらくは。私も七番区の職員に昇格しましたが、まだ機密に触れられるほどの権限はありません。この七番区にある、ギルドが管轄する資料館の司書という役職を与えていただきましたが」

　そういえば、セラフィナさんが前に言っていた──奇数番号の区には、資料館があると。

「ルイーザさん、できればその資料館に一度行ってみたいんですが……」

「ええ、勿論大丈夫です。非番の時にということになりますが……今のところ受け持ちの冒険者さんも少ないですから、ご案内する時間は作れると思います。ナツメ様方はどうなさいますか？」

「よろしければ、ぜひ。私たちも、色々知りたいことがありますから」

「資料館の本は、個々人の職業専用のものもありますが、アトベ様の序列であればほぼ全て閲覧許可を出すことができます。秘匿資料の閲覧も可能ですよ」

　にっこりと笑って言うルイーザさん──しかし『秘匿資料』というと、『企業秘密』とか『社外秘』という言葉を思い出して緊張してしまう。

「では、お部屋の中へどうぞ。私はお茶をお持ちしますね」

　ルイーザさんは扉を開けて俺たちを中に招き入れる。俺とリョーコさんだけが残され、彼女はアンティークな風合いを感じさせるテーブルを見て目を輝かせつつ、どこに座るべきかと迷っているようだ。

「リョーコさん、こういう家具とかに興味があるんですか？」

「まあ……どうして分かったんですか？　そうなんです、私、古い家具が好きで。八番区のギルドで序列が一位になったときも、とても雰囲気のあるお部屋に通していただいて……いつか自分の家を持てたら、こんな家具が欲しいと思っていたんです」

「そうだったんですか……俺はこういうのには疎うといですが、確かに格調高いですよね」

　軽く聞いてみた俺に、リョーコさんは饒じよう舌ぜつに答えてくれる。

　そう、彼女たちも七番区に上がったということは、八番区の序列一位を経験しているということだ。

　そんな実力者でも、七番区では苦戦をしている──いや、『同盟』によって道を阻まれている。彼女たちが長く足止めをされないうちに、合流できてよかった。

「あ、あの。一つ、聞いてもいいですか？　アトベさんは、この先……」

　リョーコさんが言いかけたとき、コンコンとドアがノックされる。俺が席を立って扉を開けると、ルイーザさんが入ってきて、テーブルの上にカップを置き、ティーポットからお茶を注ぐ。

「お待たせいたしました。では早速ですが、ご報告をお願いいたします。ライセンスを拝見させていただけますか？」

「はい、よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　ライセンスをテーブルの上に差し出す──そして、ルイーザさんはいかにも緊張しているという様子で、胸に手を当てて深く呼吸をしたあと、片眼鏡モノクルを使ってライセンスを覗のぞいた。





　◆今回の探索による成果◆




　・『牧羊神の寝床』１Ｆに侵入した　10ポイント

　・『マドカ』のレベルが３になった　20ポイント

　・『メリッサ』のレベルが４になった　40ポイント

　・『グランドモール』を１体討伐した　50ポイント

　・賞金首『★背反の甲蟲』を１体討伐した　１８００ポイント

　・サブパーティが『グランドモール』を２体討伐した　50ポイント

　・パーティメンバーの信頼度が上がった　１４０ポイント

　・サブパーティメンバーの信頼度が上がった　２００ポイント

　・合計13人で合同探索を行った　65ポイント

　　探索者貢献度　２３７５ポイント

　　七番区貢献度ランキング　２５５






「……あ、あの……また、報告の内容に『★』が見えるのですが……な、名前つきと、また遭遇されたのですか……？」

「は、はい。巨大な甲虫みたいな魔物が遠くを飛んでいて、最初は『フェイクビートル』かと思ったんですが……接近されるまで、名前つきとは俺たちも思いませんでした」

「ライセンスによって魔物が検知される範囲外から干渉した……ということですね。そんなことが可能だなんて……上の区にいる冒険者でも、なかなかできることではないと思います」

「すごいですよね……私たちも見ていてびっくりするばかりで。恥ずかしながら、ついていくのがやっとでした」

「ナツメ様のパーティは、主にグランドモールを二体倒されたのですね。『背反の甲蟲』との交戦を主に担当したのは、アトベ様方……そうなると、貢献度の配分はアトベ様方が大きくなりますね。メンバーの方々もそれぞれ序列が上がっていると思います。まずはアトベ様、早速二百位に手が届きそうですね……七番区に来てからここまで辿たどり着つけない方も多いと言うのに、あなたは本当に……」

　三十九ほど序列が上がっているので、またジャンプアップしたと言っていいのだろうか。しかし、序列一位をリーダーとする集団との間には、まだ多くの探索者がいることになる。

「ここから序列を上げていくには、一度の探索でどれくらい貢献度を稼げばいいんでしょうか。撤退するかどうかを決めるときの判断基準として知っておきたいです」

「そうですね……アトベ様方より上位の探索者の方も、定期的に探索をして貢献度を維持、あるいは上積みされていますから。千あれば序列はほぼ確実に上がると思います。五百だと、現状維持ということもあるでしょう」

　つまり、序列を下げず維持することすら、ほとんどのパーティにとって難しいということでもある。

「私たちのパーティは、二千五百四十八位から四人並んでいましたが、今回ご一緒させていただいたことで、名前つきを倒した分も九百ほど貢献度が入りました。そのおかげで、序列も千九百八十三位まで上がっています」

「おめでとうございます。一度の探索で千というのは、七番区でもとても優秀な成績です」

　スタンピードの際は五千百という数値が稼げたが、あれは非常時なので多くの魔物を倒せたということが大きい。普通はそこまで魔物が密集していることはないので、ルイーザさんが言うように貢献度千でも稼ぐのは大変だということだろう。

（グランドモール一体で五十……信頼度ボーナスがなければ、レベルアップによる加算なんかを加味して二十匹弱倒す必要がある。それじゃ、相当苦労するな）

　そして雑ざ魚こを倒しまくって貢献度を稼ぐことも、今の魔物の生息密度ではできない。美お味いしい狩場には人が集まるし、独占しようとする輩やからも出てきて奪い合いになる。

　かといって過疎状態の狩場には、敬遠される理由がある。この七番区でも、敬遠されている迷宮が多いと考えられる──八番区から昇格した人たちの多くが足止めを食らうのだから、俺たちのまだ知らないリスクがあると考えられる。

「……ルイーザさん、今の七番区の序列一位は、『同盟』というものを作って、狩場を独占していると聞いたんですが。ギルドとしては、その状況はどう見られてるんでしょうか」

「アトベ様もお聞きになりましたか。一階ロビーでの勧誘については、ギルドの規則に反してはおりませんが、勧誘が長引く場合は守備兵が監視する場合もあります。特に女性の多いパーティに対して、グレイという探索者の方が強く参加を呼び掛けることがあり、ギルドに苦情が寄せられたこともあります」

　グレイ──灰色の髪の、『フォーシーズンズ』を勧誘していた男。その名前が出て、リョーコさんの表情が明らかに曇る。

「……あの人たちが七番区の一位グループなんですよね。昇格したら、全員抜けていくんでしょうか」

「あまり他のパーティの情報を明かすことはできないのですが、彼らの活動は一位を目指す探索者の方全てに影響してきますので、差し障りのない範囲で説明させていただきます。まず彼らの同盟の名前ですが、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』と言います。団長は『ロランド・ヴォルン』、副団長は『ダニエラ・ヴォルン』という方です」

「ヴォルン……同じ名字ってことは、その二人は家族なんですか？」

「はい、ご結婚されています。ロランド氏は『空挺師団エアトループ』、ダニエラ氏は『医師ドクター』のジョブについています」

　迷宮国入りしたときの職業は、何を書いても受理されるわけではない。つまり二人とも、前世で経験したか、適性のある職ということになる──元空挺師団というなら、初めからその肉体は鍛え上げられていただろう。

　そして医師──まだ治癒師ヒーラーの先生以外には看護師ナースの人を見たことがあるくらいだったが、やはり迷宮国には、あらゆる経歴を持つ人が来ていると確認させられる。

「ロランド氏は八番区を短期間で抜けられましたが、七番区の序列一位になった時点で病気を患い、しばらく療養していました。奥様の治療もあって回復したのですが、二年の療養期間のうちに序列は最下位まで落ちてしまい、今は再び一位に復帰したところです。ブランクがあったとはいえ、現在もレベル７を維持していて、七番区では最高クラスの実力を持っています」

「それほどタフな人物でも、六番区に上がるのは容易なことじゃないんですね……」

「はい。昇格試験は、運も関わってきますので……七番区の迷宮でレベル６以上の『名前つき』を三体倒すこと、一ヶ月間でリーダーの貢献度が二万を超えることが昇格の条件なのです。七番区は迷宮の数が多く、『名前つき』の発生数も多いため、そのように設定されています」

（貢献度はともかくとして……レベル６？）

　俺と同時にリョーコさんも気づいたようで、戸惑ったようにこちらを見てくる。そして、彼女が代わりにルイーザさんに言ってくれた。

「ルイーザさん、今日遭遇した『名前つき』は、レベルが６だったんですが……私たちのパーティはあまり貢献できていませんが、昇格条件に数えても良いんでしょうか？」

「ええ、勿もち論ろんです。おめでとうございます、あと二体で……いえ、簡単に言ってはいけませんね。名前つきと遭遇すること、そして倒すことの難しさを考えると……でも、アトベ様がたであれば、という気持ちでもおります」

　俺たちの身を案じながら、ルイーザさんは不安な様子を見せまいということか、気丈な振る舞いをしてみせる。

　六番区に上がるために急いだり、無理をしたりするつもりはない。しかし、ロランドという人物が『名前つき』に遭遇できずに焦っているとしたら──それは、少し気がかりではある。

「なるほど……そのロランドという人が貢献度を二万稼げるように皆でサポートしているってことですね」

「そのように考えられます。ロランド氏のパーティのみが六番区に上がったあと、貢献度を集中させるパーティを交代して、一パーティずつ上げていくということでしょう。そういったやり方は、よく行われていることではあります」

「勉強になりました。俺たちも、それに近いやり方をすることになると思います」

「っ……アトベさん、いいんですか？　私たち、まだ会ったばかりで、協力して探索していただけるだけでもとても助かっているのに、そこまでご迷惑をかけるわけには……」

　リョーコさんが恐縮しきって、両手を振って遠慮する。その拍子にボアコートの前が開いて、下にある競泳水着姿が──と、改めて見るととても冷静になれない格好だ。

「あっ……す、すみません。こちらではファスナーがないので、ボタンだけで留めているんですが……留めていると煩わしいので、外していることが多くて……はしたなかったかしら」

「い、いや、そんなことは。こちらこそすみません」

　コートを留める、動物の角のような素材でできたボタンは全開にされている。町中を歩くときは前を留めていたが、室内ですかさず外すとは──何というか、意外に大胆だ。

「アトベ様は、そういった水着がお好き……困ったわ、こういうのって町のお店で手に入るのかしら……」

　ルイーザさんが手帳にメモを取っているが、俺はどう言えばいいのだろうか。水着に反応するたび、周囲の女性に勘違いをされている気がする。

　そのうち何か大変なことにならないだろうかと案じるが、俺のために皆が水着を装備して見せてくれるなどと、そんなことはないだろう。日々探索、その中に水遊びをする余地など入りそうにない。『落陽の浜辺』などという、いかにも水着が適していそうな名前の迷宮もあるが。

「そうなると、俺も水着を用意すべきですかね……」

「っ……ア、アトベ様、聞こえてしまいましたか。すみません、私ったら……」

「アトベさん、水泳の経験はおありですか？　その、私で良ければ、コーチングでしたら嗜たしなんでいますので……」

　とても魅力的な提案だが、迷宮の中で水場があったとして、泳いでいるヒマなどあるのだろうか。

　──安全に泳げる場所があれば泳ぐのかと言われれば、否定はできない。ひたすらストイックに迷宮に潜るだけでなく、息抜きも確かに必要だ。

　しかし、ルイーザさん、リョーコさん──そして五十嵐さんという、普通に服を着ていても視線の向けどころに困る人が水着で揃そろったら、俺は落ち着いていられるだろうか。

「アトベ様……どうされましたか？　そうですよね、ギルド職員の私が、プライベートのご用事でご一緒するというのは問題が……」

「い、いや……それは全く問題ないですが。機会があれば、ぜひご一緒したいです。俺も転生する前、仕事の合間の息抜きに、ジムのプールを借りて泳いでいたので」

「それでしたら、基礎はもう身についていそうですね……じゃあ、私は応用編を教えてあげます。ビート板の代わりになるものも探さなきゃ……ふふっ」

　ただ楽しそうにしているだけなのに、何か妙に色気があるのはなぜなのか。ルイーザさんとリョーコさんは、最初の対立ムードはどこに行ってしまったのか、今は和やかに笑いあっていた。確かに話せば仲良くなれるだろうと楽観視していたが、これほどに打ち解けるのが早いとは。

「では……もしよろしければ、機会のあるときにご一緒させていただけましたら嬉うれしいです」

「は、はい。ところでルイーザさん、水中に入ることが必ひつ須すの迷宮ってあったりするんでしょうか？」

「はい、ございます。しかし水中に入れる探索者の方はとても少ないので、まだ手付かずの迷宮が多いのが現状です。そういったところを専門で探索される方もいらっしゃいますが」

『潜水士』なんていう職業の人もいるんだろうか。いつか沖縄でダイビングをすることが夢だった俺としては、水中に入る準備さえできれば興味を惹ひかれるところだ。





◆◇◆






　ルイーザさんは仕事を終えてから食事の席に合流するとのことで、いったん別れるときに七番区の『箱屋』について教えてもらった。

　赤い箱が三つ、木製の箱が二つ。八番区で入手したものも楽しみではあるが、新しい区の箱はさらに期待が高まる──『背反の甲蟲』の手て強ごわさから考えても、魔法の装備の一つ二つは入っていそうだ。

「私たちは、箱を開ける機会がほとんどなくて……それも普通の箱だったので、どんな箱屋さんでも開けられると言われました」

「箱にも開ける難度の違いがありますからね。八番区では、凄すご腕うでの箱屋さんにお願いしていたんですが」

「そうなんですね、今までも箱を見つけて……本当に凄すごいです。私達、一度見つけたときは飛び上がって喜んで……中から出てきたのは、ほとんどお金だったんですが。魔石が一つ出てきて、それでカエデちゃんの靴を強化できたんです」

「へえ、靴をですか……なるほど。あの強烈な速度の踏み込みは、靴につけた魔石の力でもあったわけですね」

　そんなことを話しながら、ライセンスの表示を確認して、皆の待っている場所に向かう──すると。

　仲間たちの現在地は『緑の館』から少し歩いたところにある、店の並んだ通りの一角。そこにある『ブティック・コルレオーネ』と表示されていた。シオンは店内に入れないようで、お座りをして留守番をしている──俺の姿を見ると一度だけ小さく吠ほえ、尻しつ尾ぽをパタパタと振るので、頭を撫なでてやる。

「ブティックってことは、みんな中で買い物してるんですかね」

「あ……すみません、アトベさん。私も買いたいものがあるので、少し行ってきますね。あの子たちを見つけたら、手早く買い物をして戻ります」

「はい、行ってらっしゃい……ん？」

　店の前で待っているつもりだったが、奥のカウンターの中にいた店員らしき中性的な人物──化粧をしているが、たぶん男性だ──が出てきて、俺に話しかけてきた。

「あら、いらっしゃい。メンズも置いてるけど、見ていく？　アタシがどこに出しても恥ずかしくないようにコーディネイトしてあげるわよ」

「い、いえ……あの、こちらの店員さんですか？」

「ええ、店主のコルレオーネよ。心配しなくても、あのコたちには女性店員をお世話につけてあるから。アタシは男を着飾らせることにしか興味がないの」

「は、ははは……俺はまあ、あまり格好には気を使わないので……うわっ！」

　いきなりガシッと肩を摑つかまれる。ごく短く髪を切っており、体格が完全に男なので、コルレオーネさんに迫られるとかなり怖いものがある。

「……知らぬは本人ばかりなり、ね。あのコたちも大変だわ」

「え……な、何のことですか？」

「なんでもないわ。お金、持ってるんでしょ？　今のと近い型のスーツを売ってあげる。着てくれる人が見つかってよかったわ、迷宮国じゃ無骨な鎧よろいなんかを着てる人ばかりだしね。できる男はスーツよ、そう思わない？」

　濃い人物だが、ずっと着替えがなく、一枚でやってきていたスーツのスペアを作ってくれる店と、思いがけず巡り合うことができた。みんなも必要な服を買い揃えているのだろうから、俺もお言葉に甘えて、スーツを新調させてもらうとしよう。

「えっ……キョ、キョウカさん、なんですかそれ、頭にかぶれちゃうじゃないですか」

「っ……あ、あんまり大きい声出さないの。イブキちゃんとはあまり変わらないでしょう？」

「そ、そんなことないですよ、キョウカさんには敵わないです、あはは……」

「気が散るから、そういう話は控えめにして。落ち着いて選べないわ」

「エリーさんのように、できるだけ動きを阻害しないものを使用すべきです。カエデ、あまり派手なものは選ぶべきではありません」

「わっ……う、うち、別に派手なのなんか見てへんよ。そんな、誰に見せるわけでもあらへんし……ほ、ほんまやからね？」

「……別に阻害しないものを選んでるつもりじゃないけど。アンナ、あまり私を観察しないでね」

　スーツの試着室に入ると、店の中の会話がどこからか聞こえてきてしまう。耳を澄まさなくても、さらに他のメンバーの会話まで聞こえてきた。

「うーん、可愛かわいいのがあんまり……あ、これいいかも。スズちゃんはどう？」

「私はどうしてか分からないけど、普通の下着はつけられないから……あっ、ちゃんと私が使えるものも売ってる。良かった……」

「テレジアさんは……つけない？　だめよ、型崩れしちゃうでしょう。でも、このスーツがぴったりしてるから大丈夫かしら……」

「…………」

　職業によって装備できるものに差が──と想像しかけて、俺は頭を振る。そして試着室から出たときに皆と鉢合わせしないように祈りながら、新しいネクタイを締めた。





三　七番区の箱屋






　コルレオーネさんはイタリア出身で、転生前はアパレルブランドで働いていたという。転生した経緯については色々と話しづらい事情があるようで、俺も深くは聞かなかった。

　彼は吸うと肺機能を改善する効果があるという『息い吹ぶきの煙草たばこ』というものを吸っていて、俺にも一本勧めてくれたが、俺はタバコを吸わないので丁重に辞退した。彼は肩をすくめると、煙草に火をつけ、薄い煙をくゆらせる。

「もう五年になるかしらね、アタシがここに来てから。最初は探索者としてやっていたけど、仲間が結婚して支援者に回ることになってね。この区の雑多な町並みや、住んでる人間の息遣いが好きだったから、ここで生計を立てて生きていくことにしたのよ。幸い、手に職はあったからね」

「『仕立て屋』っていうのは、迷宮国では貴重な職業なんですか？」

「服飾系の職業を選ぶ人自体が、そう多くはないわね。迷宮探索をすることを前提にして、戦えそうな職業を書く人も多いでしょうし。銃社会なら『ガンナー』を選択できる可能性も高いけれどね、そこには落とし穴があるのよ」

「落とし穴……というと？」

「迷宮国では銃が少し前まで手に入らなくて、今も公には存在しない扱いになってるっていうことよ。『ガンスミス』という職の人が出てきて、やっと少しだけ生産されるようになったの。元から隠して使ってる人もいて、それが迷宮で魔物の箱に入ったり……なんてこともあるわね」

　使える武器が見つからない職を選んでしまうと、かなり苦労しそうだ──ギルドでは、そういう職を選ぼうとすると忠告されたりするのだろうか。

「あなたが使ってるのは、狩猟用のスリングショットね。見ただけで分かるわ、ただの武器じゃないっていうことは」

「色々、改造をしてもらいまして。当面はこれでやっていこうと思ってます」

「背中にもカタナみたいなのを背負ってるけど、それも使えるの？　あなた、『武器士オールウエポン』なのかしら」

「そういう職ではないんですが、刀も一応振れます。普段はスリングを使ってますが」

「ふうん……面白い職ね。でもそういうことなら……」

　コルレオーネさんはカウンターに置かれた灰皿に煙草を押し付けて火を消すと、店の奥に入り、銀色に光る金属でできたケースを持って帰ってきた。

「コルレオーネさん、それは……」

「アタシが現役だったときに使ってた、魔法銃っていうものよ。『名前つき』が出した箱から出てきてね、アタシが使わせてもらってたの。銃は多くの職業で使える汎はん用よう武器だから、存在を知ってる人には人気があるのよ」

　それを俺に見せてくれるということは──と考えたところで、コルレオーネさんは指を一本立てた。

「あなたに買ってもらったスーツは、アタシが作れる最上質のものではないわ。アタシが使いたくなるような、上質な繊維を持ってきてスーツをオーダーしてくれたら、この銃コをあげる。もちろん、誰が装備しても構わないわ」

「それは……いいんですか？　コルレオーネさんにとっても大事なものなんじゃ……」

「いいのよ、道楽で作っている高いスーツを買ってもらったんだもの。あなたたちに使ってもらえれば、この銃コも喜ぶと思うわ」

「……分かりました。上質な繊維ですね」

「ええ。ありきたりな素材には飽きてるから、いいものを持ってきてちょうだいね……そういえばあなた、名前は？」

「申し遅れました、俺はアリヒト＝アトベと言います。改めてよろしくお願いします」

「そう……じゃあ、店の名前じゃなくて、アタシも本名で呼んでもらおうかしらね」

　最後の最後に、彼は『コルレオーネ』が店の名前であって、彼自身の名前ではないと教えてくれた──よく勘違いされるので、最後までそれで通すことも多いらしい。

「アタシはルカ＝ベルナルディ。服のことならなんでも言ってちょうだい。魔女と違って、素材がなければ魔法のドレスは作れないけどね」

「ルカさんの要望に応えられそうな素材を、頑張って探してみます。今日はありがとうございました」

　ルカさんはひらひらと手を振って見送ってくれる。外に出ると、先に買い物を終えて待っていた皆が、倉庫の鍵かぎを使って服を転送しているところだった。

「アリヒトお兄さん、お疲れ様です。わあ、スーツを新しくされたんですね」

「なかなか品揃えが良いお店で良かったわ。後部くんは洗い替え用のスーツは買った？　ずっと同じのを着てると、傷むのも早くなっちゃうから気をつけないと」

「同じことを店長さんに言われて、二着買いました。金の使いすぎは良くないですが、今のところは余り気味ですしね」

　みんなも金貨百枚は自由に使っていいと言ってあるが、限りのある小遣いという感覚なのか、だいたい金貨十枚前後で済ませてきて、領収書のデータが俺のライセンスに表示される。すると、五十嵐さんだけ少し出費が多めになっていた。

　これはおそらく、先ほど下着選びに苦労していた影響ではないか──と思いかけるが、単に買いたいものが個々人で違うだけかもしれない。

「普段の装備は強くなったときしか新調できないですけどねー、それ以外の出費が地味に大きいですよね。アリヒトお兄ちゃん、お小遣いちょうだい？」

「上目遣いで見られてもだな……得意のギャンブルで増やしてみたらどうだ」

「私の技能で上う手まいことやっちゃって、それがばれたらどうなるか……お兄ちゃんは私がひどい目にあってもいいんですか？　このヒトデアリ！」

「ヒトデナシの対義語は別にヒトデアリじゃないが……ミサキ、買い物してテンションでも上がってるのか」

「それはもう、キョウカお姉さんと買い物してると驚きと感動の連続ですよ。お兄ちゃんの手前、何に感動したかは言えないんですけどね」

　彼女たちの話を聞いていたということは、五十嵐さんに決して気づかれてはいけない。

「後部くんが来る前で良かったわ、ミサキちゃんは思いついたことをすぐ口に出しちゃうから」

「えー、そんなことないですよ？　私だって色々ふかーく考えてるんですから。ね、スズちゃん」

「えっ……う、うん。そうかな……？」

「そうだよ？」

「無理やりスズナを味方にしようとするのはやめなさい」

　エリーティアに突っ込まれて、ようやくミサキのテンションが落ち着いた。この三人はなんだかんだで、バランスが取れた関係だ。

「……とても賑にぎやか」

「メリッサも買いたいものは揃そろったか？」

　聞いてみると、メリッサは猫のように大きな瞳ひとみをこちらに向け、小さく頷うなずいた。

「なかなか良い店。デニムのツナギが売っている店は、貴重だから」

「私もターバンが売っていてよかったです。あの、お兄さん、テレジアさんの服は買わなくても大丈夫なんでしょうか？　いちおう、私たちで必要そうなものは買いましたが」

「上から着ることはできるが、そういう装備は好みじゃないみたいなんだ。リザードマン固有の装備は外せないし、暑いのは苦手なんだと思う」

　そう言っても全部が外れないわけではなく、エリマキトカゲのような愛あい嬌きようのある帽子は外せないが、風ふ呂ろに入るときは、あの肌に張り付くようなレザーの装備がワンタッチで外れる──そう考えると、下着も必要なのではないかと思うのだが、本人が必要そうな素振りを見せない。あの装備があれば問題ないということだ。

「……ああそうだ、メリッサ。前に、『迷めい彩さい石せき』を使って防具を作ってもらうように頼んだけど、あれはどうなった？」

「試作品を作ったけど、上手くいかなかった。『迷彩石』の力で『光こう学がく迷めい彩さい』を発動させるときに問題が生じる」

「問題……？」

「その問題を解決したら、実用化できる。『空から来る死』の表皮を使って作った、『迷彩石』の機能を持ったスーツ」

　まだ手をつけられていなかった素材を使って、メリッサがそこまで考えてくれていたとは。俺もここぞというときまで保留とばかり言っていないで、有効に素材を利用することを考えなくては。

「名前をつけるなら、『ステルススーツ』。表側はできたけど、『裏地』を作るためにまた特殊な素材が必要」

「そうか……分かった。『裏地』があれば、そのスーツが完成するんだな」

　テレジアが取得した『アサルトヒット』は、敵に気づかれずに攻撃すると打撃が二倍になるというものだが、『隠れる』という技能を取っていないのでまだ有効に使えていない。

　しかし『迷彩石』を装着したスーツで『アクティブステルス』を発動できれば、『隠れる』を取得する必要がなくなり、スキルポイントの節約になる。

　自分の名前が出たからか、テレジアがぺたぺたとこちらにやってくる。彼女は一応買ってもらった服を持っている──それを見て、俺は我がことのように嬉うれしくなる。

「良かったな、テレジア。着るかどうかは別として、服は……ん？」

　テレジアはブティックでもらった布の袋の中から、何かを取り出す──それを見て、俺は思わず目をそらしてしまった。

「だ、だめよテレジアさん。それは表で見せちゃいけないのよ、宿舎に行ってからにしないと」

「…………」

　五十嵐さんが慌てて止めるのも無理はない。テレジアが出したのは、縞しま柄がらの水着だった──よりによって、なぜ水着を購入したのかなどと、考えるまでもない。

「これ一つしか在庫がなくて……テレジアはサイズが合うみたいだから、まず優先的に持っていてもらうことにしたの」

「アリヒトさんも、その方が落ち着きますよね。その、一緒に入られることが多いですから……」

「は、入るってのは……風呂のことか？」

　つまり、水着ならテレジアに背中を流してもらっても恥ずかしくないということだ。そこまで気を遣われていると思うと、顔に熱さを覚えずにいられない。

「…………」

「男の人ってこういうの好きですよねー、水色系のしましまとか。でも私、まだ水着を着る心の準備ができてないですよっていう話をしててですねー」

「……な、なに？　私も必要があれば着るけど、今は要らないでしょう」

「いえ、まだ何も言ってませんが……うわっ、な、何でにらむんですか」

「さあ、なんででしょうね。次は『箱屋』に行くわよ、真ま面じ目めな真面目な後部くん」

「い、五十嵐さん、何を怒って……」

「今は何も言わない方がいいですよ、早起きは三文の得って言いますしねー」

「あ、あの……今の場合だと、『沈黙は金』じゃないかなと思います、ミサキさん」

　マドカの控えめな指摘に、ミサキはぺろっと舌を出した。おそらく『てへぺろ』というやつだが、何とも愛嬌がある仕草で、俺もマドカも思わず笑ってしまった。





◆◇◆






　七番区の箱屋は、服屋のある通りから裏路地に入り、進んでいった先にあった。

『七しち夢む庵あん』と漢字で書かれた看板があり、箱のマークが描かれている。店主をしているのは日本人ということだろうか。

「ごめんください、どなたかいらっしゃいますか」

　ドアベルを鳴らしてから呼びかけてみると、しばらくして扉が開いた──そして中から出てきた人の姿を見て、俺たちは言葉を失う。

（亜人……それも、この姿は……）

　兜かぶと虫むしを模したような兜かぶとを被り、全身が金属質の甲殻で覆われている。その背格好から男性か女性かは分からないが──亜人ということは、店主は別にいる。

　甲虫の亜人はそのまま扉を開けると、俺たちを中に迎え入れた。内装も和風で、雪洞ぼんぼりのような照明器具が間接照明となり、幻想的な光景を作り出している。

　その雪洞ぼんぼりに囲まれた六畳ほどの畳の上で、店主らしき女性が煙管キセルを手に持ち、着物姿で座っていた。

「いらっしゃい、お客さん。ごめんなさいね、こんな格好で。今日はもう、お客さんが来ないものだと思ってたから」

「いえ、こちらこそ対応していただいてありがとうございます」

「あ、あの……すみません、一つお伺いしてもいいでしょうか。そちらの方は……」

　何も言わず、女性店主を護衛するように立っている甲虫の亜人──仲間たちも緊張するほど、その姿は今まで会った亜人と比べて異質なものだった。

「こんな姿ではあるけど、私の弟よ。名前はタクマ……タクマ＝アサクラ。私はシオリ＝アサクラと言います」

「そうだったんですか……」

「昔の話だから、あまり気にすることはないわ。こうして姉きよう弟だい、今でも暮らせているのだから、それで十分……私たちのことよりも、仕事の話をしましょう」

　着物の袂たもとを引き寄せ、シオリさんが立ち上がる。迷宮国でこういった装備を選ぶということは、この服装は彼女にとっての美学なのだろう。

「私の職業は『質屋』……こういう服を着ているのは、ただお着物が好きだから。貴方もスーツを着ているけど、それと同じようなものね。こだわりがないと、人生はつまらないでしょう」

「着物……スシとテンプラがあるくらいだから、着物の職人も探せば見つかるのね……」

「スズちゃんの巫女みこ服も、そういう人が作ってるんじゃない？」

「もしそうなら、私の装備も、新しく作ってもらうことができるんでしょうか？」

「今の装備を強化するだけじゃ足りなくなるときが、いずれ来るだろうからな。箱から出てくるってこともあると思うが」

　箱から出てくる装備は、迷宮の中で探索者が落としたものだ。つまりスズナの他にも『巫女』がいれば、箱から巫女服が出てくる可能性はある。

　──そう考えて、俺は気がつく。

　もし、この甲虫の亜人──タクマが、『背反の甲蟲』に襲われたあとで亜人になったのだとしたら。彼の所持品が、赤い箱の中に入っている可能性がある。

「すみませんシオリさん、一つ、大事なことを聞かせてください。タクマさんは迷宮の中で魔物に倒されて、それで今の姿になったんですよね」

「ええ……そうだと思うわ。私は一緒に探索に入っていないから、タクマたちを襲った魔物のことは見ていないけど」

「っ……後部くん、まさか……」

　五十嵐さんも、俺と同じことに思い当たったようだった。皆も気がつき、何も言わずに立っているタクマを見やる。

　俺は倉庫から持ち出してきた赤い箱──『背反の甲蟲』から手に入れたものだと分かるように目印をつけてあるそれを、シオリさんに見せた。

　タクマが、こちらを向く。赤い箱を見ている──その様子を見て、推測は確信に変わった。

「この箱は、タクマさんが遭遇した魔物が落としたものかもしれません。中にもしタクマさんの所持品が入っていたら、その時はお返しします。それが一番良いと思いますから」

「……そんな……そんな、ことが……」

　まだ、確定した事実ではない──だが、誰にも触れられない上空を飛び、向こうから襲ってきた時だけ戦える魔物が、他の探索者を襲っていた可能性は否定できない。

「……いつか復ふく讐しゆうしてやりたいと思っていた。その力は私にはないと諦あきらめて……そんな私のところに、この『箱』が持ち込まれるなんてね。弟が私を叱っているのね、きっと……」

「それは……俺には、分かりませんが。亜人は、もう二度と話せないわけじゃない。そのことに希望を持って、俺たちは探索を続けています」

「リザードマン……そう、貴女も……」

　テレジアの姿を見て、シオリさんが何を思ったのかは分からない。だが、俺の拙い説得でも、自分を責めることはそれ以上しないでいてくれた。

「『質屋』は、お客様の質草を箱に入れて管理する。その関係で、私は箱を開ける技能を持っているわ。『黒い箱』を開けるのは難しいけれど、赤なら安定して開けられる。料金は、貴方たちなら無料で……」

「いえ、そこは払わせてください。俺たちがタクマさんの仇かたき討うちをしてきたのかどうかは、箱の中身を見ないと分かりませんし」

「……私も弟をずっと見ていたから、分かるのよ。この箱と弟に、何かの因縁があることが」

　そう言ったシオリさんは、俺たちが持ち込んだ赤い箱三つ、木箱二つをタクマさんに命じて運ばせる。そして、天井からぶら下がっている紐ひもを引くと、壁にかけられた掛け軸が巻き上がり、その後ろに隠し階段が現れた。そこが、箱を開けるための部屋に転移する扉に通じているのだろう。

「さあお客様、こちらへどうぞ。これより朝倉屋初代・朝あさ倉くら汐しお里りの、五連箱開けをご覧に入れます」

　──箱屋にも、色々ある。俺はファルマさん以上に個性的な箱屋はそうそういないと思っていたが、どうやらその認識は甘かったようだ。





四　宝ほう閃せん華か






　ファルマさんの箱屋でもそうだったように、転移扉は地下に作られるのがセオリーらしく、掛け軸の向こうに現れた隠し階段を降りていく。

　転移扉には青い宝石がついていて、シオリさんが手を当てると、二十七という数字が浮かび上がった。それを見ると、シオリさんは着物の右袖そでから扇子を取り出し、それを広げて口元を隠しつつ、俺の方を見てくる。

「……うちの歳としとは違いますえ？」

「い、いや、そんなことは全く考えてませんが……急に京言葉っぽくなりましたね」

「ふふっ、ごめんなさい。本当は常にそうしようかと思っているんだけどね。何事も形から入ることが大事だと思わない？」

「あー、それは分かる気もしますねー。私もギャンブラーになってから、とりあえずそれらしい格好をしようかなと考えましたから」

『後衛』らしい格好とは何だろう。とりあえず着慣れたスーツをベースにして上から防具をつけているが、サラリーマン気質が抜けない探索者として噂うわさが広まったりしないだろうか。まあ『後衛』であることを広めたくはないので、それでも問題ないのだが。

　扉を開けて中に入ると、そこは前に入った部屋と同じ規模の、天井が見えないほどに高く、だだっ広い空間だった。

　シオリさんが大きめの風ふ呂ろ敷しきを広げると、その上にタクマが箱を並べていく。赤い箱が三つ、木箱が二つ。シオリさんはそれらの後ろに立つと、扇子で箱を指し示した。

「大変お忙しいかと思いますが、少しお話しさせていただければと存じます。みなさんは、箱を開けるという行為をどのように捉とらえておられますか？」

「宝を手に入れるための関門というか……勝って兜の緒を締めよ、というわけじゃないですが、気をつけなければいけないステップですね」

「そう、『箱』を開けるためには危険が伴います。しかし、無事に開けることができればどうなるか……そう、難しい箱であるほど、多くの宝が得られます。そのさまは、まるで『花火』のようだと思いませんか？」

　黒い箱を開けた瞬間の光景を思い出す──気がつけば辺りが、魔法の武具や無数の貨幣で埋め尽くされていた。

　箱から宝が溢あふれる光景、それを彼女は『花火』と呼ぶ。

　なぜそんな話をしたのかは、彼女がどうやって箱を開けるのかを見れば分かった。

「『質屋』は他の箱屋とは質が異なり、『箱』を利用して敵を攻撃する技能などを持っています。何の変哲もない箱であっても、媒介にして爆発させるなども……そういった技能の系列で、宝を無事に取り出すものが存在します」

　そう言ってシオリさんは、もう片方の袖からも扇子を取り出す。この扇子にも、技能の成功率を上げる補助効果があったりするのだろうか。

「それでは皆々様方、お目汚しではございますが、当店の十八番おはこをご笑覧ください」





　◆現在の状況◆




　・『シオリ』が『目利き３』を発動

　・『赤い箱Ａ』の罠わな鑑定　→成功　罠：魔物召喚　罠レベル３

　・『赤い箱Ｂ』の罠鑑定　→成功　罠：眠りの霧　罠レベル２

　・『赤い箱Ｃ』の罠鑑定　→成功　罠：爆弾　罠レベル２

　・『木の箱Ａ』の罠鑑定　→成功　罠：毒矢　罠レベル１

　・『木の箱Ｂ』の罠鑑定　→成功　罠：なし






　ライセンスに一気に表示される多様な罠──どれも危険だろうが、特に『爆弾』はまともに喰くらっては命がないように思える。それが罠レベル２だというのだから、魔物召喚はどれくらい危険な罠なのだろう。

　しかし黒い箱を開けることに失敗した過去の事例では町の一角が消失したなんて話をファルマさんもしていたので、これらの罠はまだ可愛かわいいものだとも言える。

　その罠をどう解除するのかと見ていると、シオリさんは扇子を二枚同時に広げ、腕を交差させる。その瞬間、左端の赤い箱から順に、それぞれ違う鮮やかな色の光に包まれて──そして。





　◆現在の状況◆




　・『シオリ』が『宝閃華』を発動

　・範囲内の箱に仕掛けられたレベル３以下の罠を解除






　箱の表面に光る紋様のようなものが浮かび上がり、それがシオリさんの舞うような動きとともに箱から剝はがれて、空中に浮かび上がる。

「……綺き麗れい……」

　五十嵐さんの声が聞こえる。まるで夜空を彩る花火のように、紋様は赤、青、黄色といった色とりどりの光を放って、一つずつシオリさんの扇子に吸い込まれていく。

　そして、罠を外された箱を前に、シオリさんが頭を下げる。もう開けても大丈夫ということらしい。

「こういうときって、まずおひねりを投げるんじゃなかったですか？」

「いや、投げるんじゃなくて普通に手渡しするだろ……じゃなくて、芸げい妓ぎさんじゃないんだから」

「どうやって渡してもらっても構わないけれど、ここに差し込む場合は別料金をお願いするわね」

「っ……い、いや、大人の芸者遊びは俺には身に余るというかですね……」

「ええ、私も言ってみただけよ。久しぶりに、こんなに喜んでくれるお客さんたちに会えたから」

　他の客は箱の中身が気になって、舞を鑑賞するどころではないのだろうか。それなら、随分ともったいないことをしていると思う。




「お座敷で見せてもらえるような、素敵な舞だったわね。質屋さんって、技能も和風のものが揃そろってるのかしら」

「キョウカは見たことがあるの？　これが日本のゲイシャ……写真や映画でしか見たことがなかったけど、本物を見られるなんて」

　エリーティアは思いがけないところで、日本舞踊のような所作を見せてもらって感激しているようだ。俺も見入ってしまったので、おひねりというか心ばかりのチップを渡したくなる。

「アリヒトお兄ちゃん、スズちゃんも巫女なので、お宮の行事で踊ったりしてましたよ。鈴を持って、シャンシャンって鳴らしながら」

「へえ、それは凄すごいな……神楽かぐら舞っていうやつか？」

「はい、年に何度か舞の奉納をさせてもらっていました。シオリさんのように華やかなものではなくて、ゆっくりとした動きですが」

「あら……まさかと思っていたけど、本当のお巫女さんなのね。私も神楽は興味があるから、もしそういった技能を覚えたら見せて欲しいわ」

「は、はい……そういった技能が、覚えられるかはまだ分からないですが。もし出てきたら、お伝えしますね」

　シオリさんは和風好みなのか、スズナの巫女姿を改めて見て興味深そうにする。箱屋と探索者というだけの関係でなく、友好的な関係を築けるのはいいことだ。

「では、そろそろ箱の中身をご覧くださいませ。鑑定の巻物が必要でしたら、どうぞお申し付けください」

「ありがとうございます。じゃあ、まずこの赤い箱を……手に入れてから、開けるまで随分経たったな」

「今後は、こまめに開けないといけないわね。この最初に手に入った箱は……確か、ミサキちゃんが見つけて、取られそうになったって言っていたもの？」

「はー、今思い出しても生きた心ここ地ちがしませんけどね……あれ？　私、罠に引っかかって転移したあと、箱の近くにちょっとお金が散らばってたので、それが中身かなと思ってたんですけど」

　言われてみれば、そんなことを言っていた。そして、ミサキが宝を入れたという袋はエリーティアが回収に向かったはずだが──だとしたら、この一つ目の箱はどこで手に入ったのだろう。

「箱開けをしてきた経験から言うと……宝箱に仕掛けられた罠は、引っかかっても外れないことがあるわ。けれど引っかかるたびに、中身の一部が外に出てくることがあるのよ」

「あー、そういうことだったんですね。じゃあこの赤い箱は、あの大きいオークと一緒に回収してもらえてたってことになるんですか？」

「だとしたら、随分律儀な仕事をしてくれたと思うが……エリーティア、どうした？」

「ううん……言われてみればそうね、見落としていたと思って。昔いたパーティでは箱を見つけても、開けるところにはあまり立ち会えていなかったから……」

　箱と罠というものについて、まだエリーティアも知らないことが多い。それは別に問題ないし、俺のパーティに入ってくれた以上は、一緒に学んでいければいいと思う。

「むしろ、知らないこともあるって方が安心する。エリーティアが何でも知ってると、今よりもっと依存しそうだからな」

「い、依存なんて……私の方が、教えられることは多いから……」

　エリーティアは金色のおさげに触れて落ち着かなさそうにする。それを見てミサキは茶化したくて仕方なさそうだが、話が進まなくなるので自重しているようだ。

「あ……お兄さん、『ジャガーノート』という魔物を運んだ運び屋さんの記録を見ていたら、箱のことも書いてありました。取得者がミサキさんだったので、お兄さんのパーティの倉庫に送られたということです」

「なるほど、そういうことか。じゃあ『曙あけぼのの野原』で出た箱っていうことだな……」

「ワタダマとドクヤリバチを一緒に倒したら出てきたのよ。名前つきでもない魔物が落とすなんてそうそうないことだから、本当に驚いたわ」

　出処が分かったところで、いよいよ箱の中身を確認する。まず、ミサキが入手した箱を開けてみると──。





　◆箱の開封◆

　赤い箱Ａ：『ドクヤリバチ』から取得




　・？アンクレット

　・ポイズンハニー

　・跳ちよう飛ひ石せき

　・エルミナ鉄

　・綿の塊×10






「おおー……あっ、えっと、お金が少し入ってたんですけど、そういえばまだ袋に入ったままです、はい。ちゃんと返しますよ？」

「なるほどな、貨幣が入ってないのは、罠を外すのに失敗した時に漏れたわけか」

「箱ってまるで生きてるみたいね……残念賞でお金をくれたっていうことよね」

「転移の罠も危ないですけど、他の……爆弾や、毒矢などで無かったのは良かったです。ミサキちゃんの身に何かあったら、ご家族に顔向けができません」

「ごめんねスズちゃん、心配かけて。でも大丈夫、これからは石橋を叩たたいて壊すくらいの勢いだから」

　危なっかしさには何の変わりもないのだが、くれぐれも気をつけてもらいたい。俺も目の前で転移させてしまった経験があるので、二度と同じ事態は繰り返すまいと思う。

「……ポイズンハニー。ドクヤリバチの蜜みつを瓶にためたもの。武器に塗ったりして使う」

　メリッサは解体屋で多く素材を見ているからか、魔物の素材には詳しいようだ。紫がかった蜜はそれほど毒々しい色合いでもないのだが、毒であることに変わりはないらしい。

「毒消しを使って調理した『ポイズンハニーパンケーキ』は人気があるのよ。私も八番区にいるときに、一度食べたきりだけれどね」

「まさに珍味ってやつですね……シオリさんの度胸は凄いな」

「そう？　慣れれば徐々に毒の耐性がつくから、毒の魔物が多いところに挑戦する探索者は、『医師』『薬剤師』といった職業の人に管理してもらいながら、毒に慣れる訓練をしたりもするらしいけど……中には、怪獣みたいな魔物を殺す毒でも耐えてしまう人がいるらしいわよ」

　装備品だけでなく、食事でも状態異常に耐性がつく。それは勉強になったが、『ポイズン』と言われるとやはり口にするのは覚悟が必要だ。可能なら、今まで通り装備品などで耐性を備えたい。

　未鑑定品は後でまとめて鑑定することにして、他に気になるものは『跳ちよう飛ひ石せき』だ。魔石のようだが、一体どんな効果があるのだろう。マドカに頼むと、商人あきんどのみが使用できるライセンス機能の『カタログ』で調べてくれた。

「『跳ちよう飛ひ石せき』は、投射武器につけると、壁などに当たって跳ねる攻撃ができるようになるそうです。防具の場合、例えば靴につけると、高くジャンプができたりするみたいですね」

「跳ねる攻撃……跳弾みたいなものか。それはちょっと、試してみたくはあるな。使う局面が限られてきそうだが」

「そんな、少年みたいに目を輝かせちゃって……後部くんって、時々意外なことを喜んだりするのよね」

「純真……という言い方をしたら、アリヒトさんに失礼でしょうか」

「弾が跳ねるのってカッコイイですよねー、私のダイスだと魔石がはまらないですけど」

　ミサキも興味があったようだが、確かに彼女の武器で魔石が嵌はめられるものはない。攻撃役ではないので、今すぐに必ひつ須すというわけでもないが。

「よし、じゃあ次だ。これは、『空から来る死』から手に入った箱だな」

　箱に手をかけ、開ける。すると、『黒い箱』のときよりは弱いものの、強烈な光が溢れ、一瞬視界が完全に奪われ──そして、俺の周囲に宝が出現していた。

　やはり、ドクヤリバチから取得した一つ目の赤い箱に比べると、明らかに出現した宝の量も多く、質も高かった。





　◆箱の開封◆

　赤い箱Ｂ：『★空から来る死』から取得




　・？ブーツ

　・★フォビドゥーン・サイス

　・火ひ柘榴ざくろ石いし

　・？チャーム

　・？細長い布

　・金貨×１３８

　・銀貨×６５５

　・銅貨×１３０

　・使用できない貨幣×35






　さすが、『名前つき』から手に入れた箱──装備品がいくつも入っているし、貨幣の量もかなり多い。黒箱を開けた時の宝の量を経験すると、それでも少なめだと感じてしまうが。

「これって……大鎌？　何だか、いかにも死神が持っているっていう感じだけど……」

　五十嵐さんが見ているのは、箱から出てきた中でも特に目立つ、『フォビドゥーン・サイス』という武器だった。

　名前に『★』がついているということは、特殊な武器のようだ。武器にも『名前つき』が存在すると考えていいのだろうか。

「待って、触れるのは鑑定してからにした方がいいわ。呪いの武器だったら、手放せなくなる可能性があるから」

　エリーティアの警告に従い、五十嵐さんが大鎌から離れる。まずマドカの技能『鑑定術１』で調べてみたが、一部の情報しか鑑定できなかったので、シオリさんから金貨四枚で『中級鑑定の巻物』を購入させてもらった。

「すみません、お兄さん。私、こういう時にお役に立たないといけないのに……」

「いや、マドカには巻物や、箱開けの値引きで世話になってるからな。『価格交渉』のおかげで、いつも助けられてるよ」

「中級鑑定の巻物の相場は金貨五枚だけど、この子に頼まれると断れないわね。いい商人さんになるわよ」

「あ、ありがとうございます……」

「さっきの服屋さんでも、マドカちゃんが居るだけで値引きしてくれましたもんね。私が頑張っても絶対ムリですよ」

　俺もコルレオーネさんが自分からサービスしてくれたという体ではあったが、おそらくマドカの技能の恩恵を受けて割り引きしてもらえたようだ。そして物を売る時も最低一割増しで売れるというが、これで『価格交渉１』なので、２以上になるとマドカ無しでの買い物は全く考えられなくなってしまう。

「アリヒトさん、では鑑定してみます」

　スズナが俺の代わりに、巻物を広げて読む──すると、ライセンスに鑑定成功の旨が表示された。





　◆★フォビドゥーン・サイス◆




　・攻撃時に、敵の体力を少し吸収する。

　・クリティカル時に、一撃で敵を倒すことがある。

　・両手で持たなくてはならない。

　・壊れやすい。

　・一つしか存在しない。






「これは……『クリティカル』ってやつの確率次第では、すごく良い武器だが。一個しか存在しないのに壊れやすいって、何か対策があるといいんだけどな」

「装備できる人は、今のところアリヒトさんとメリッサさんしかいないみたいですね」

「……興味はあるけど、『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』には部位破壊をしやすくする能力があるから、今のところ持ち替えなくていいと思う」

「じゃあ、使う場面が出てくるまでは倉庫に入れておくか」

「見るからに禍まが々まがしくてかっこいいですけどねー。私が使えたら使ってましたよ」

　重量があるというのがネックで、持ち歩いて性能を試すのも容易ではない。数回攻撃しただけで壊れてしまったら勿もつ体たい無いというのもあるが。

　考えながら、俺は革製らしきブーツを拾い上げる──この金属光沢は見たことがある。

　セレスさんの工房で、『エルミナ鉄』をスズナとミサキの防具の強化に使ってもらった。彼女たちの防具の外観を損なわないよう、内側を薄い鋼板で補強するという方法にしてもらったのだが、このブーツも同じような加工がされている。

「マドカ、このブーツなら『鑑定術１』でも大丈夫そうかな」

「は、はい、やってみます……！」

　マドカにブーツを渡して鑑定してもらう。すると見事に成功した──嬉うれしそうにブーツを差し出してくる彼女を見て、俺も笑う。

　見た目からしてサイズが合いそうなので今の装備と交換できるとありがたい、というくらいに考えていたのだが。ブーツの情報を見た俺は、思わず声を出さずにはいられなかった。





　◆エルミネイト・マウント・ブーツ＋２◆




　・敵の状態異常攻撃をまれに無効化する。

　・物理攻撃を少し軽減する。

　・味方を強化する技能の性能が、少し向上する。






「これは……」

「アリヒト、そんなに良いものだったの？」

「ああ、皆を強化する技能の性能が上がる装備だ。この系統を集めたいと思っててな」

「男の人向けのデザインだし、後部くんによく似合ってると思うわ」

「あ、ありがとうございます。前は、あまりこういうのは履かなかったんですが」

　どういった経緯で製作され、こういった能力が付加されたのかは分からないが、俺のように男性の支援職が使っていたものだろうかと思う。

　他には『火ひ柘榴ざくろ石いし』があり、これは『ヒート』系列の属性攻撃が可能になるらしい。『チャーム』というのはお守りみたいなもので、『細長い布』はどう見てもリボンだが、ライセンスは未鑑定として表示している。

　貨幣については、衣料品などで使った分を補ほ塡てんしてもお釣りがくるので有り難い。皆と一緒に散らばった貨幣を集め、袋にまとめたあと、最後の箱を開けようとして、その前にシオリさんと、傍らに立っている甲虫の亜人──タクマを見やる。

「……お願いします、お客様」

『背反の甲蟲』に、タクマが倒されたとしたら──この箱の中身に、それを示す物が入っているのかもしれない。

　皆が見守る中で、俺は箱を開ける──そして。





　◆箱の開封◆

　赤い箱Ｃ：『★背反の甲蟲』から取得




　・★アンビバレンツ

　・★早業のガントレット

　・？網状のぼろきれ

　・？リング

　・？リング






　現れたものは、両側に刃がついている、特殊な形状の槍やりのような武器。それと小手らしき防具──その他には。

　俺は無言で、落ちている小さな金属の輪を拾い上げた。もう一つ、同じようなものを、テレジアが拾っている。

　鑑定するまでもなかった。俺たちが拾ったものは、指輪──その内側には、迷宮国の文字が刻まれていた。

　シオリさんにそれを渡す。彼女は手のひらの上にそれを載せて、愛おしむようにもう片方の手で撫なでると、涙をこぼした。

「そんなこと、一言も言っていなかったのにね……こうやって亜人になって帰ってきてから、弟には婚約者がいたと聞かされて……」

　刻まれている文字は、おそらくタクマか、彼の婚約者の名前ということだろう。二人の所属していたパーティは『背反の甲蟲』に襲われ、所持品が箱に入っていたのだ。

「この指輪は、弟さんにお返しさせてください」

「……ありがとう。私は本当に、弟たちに何もしてやれなかった……」

　迷宮で命を落としても、亜人として帰ってくることができる──しかし、全ての場合でそうなるわけではない。

　俺はどこかで、諦あきらめなければパーティメンバーを失うことは決してないと思っていた。その考えが甘いものだという現実をこうして見せられて、少なからず足元が揺らぐ思いを味わう。

　なぜ、七番区の探索者たちの多くが探索を停滞させているのか。

　死ぬことが恐ろしいから。それで進むことを諦めたとしても、誰にも咎とがめることはできない。

「アリヒト……」

　皆に心配をかけてはならないと思うのに、エリーティアに不安な顔をさせてしまっている。気力を振り絞って自分に命じる──何でもいいから、暗い顔だけはするなと。

　しかし、そう決めたときに。歩いてきたタクマが、俺の横に立つ。

　彼は無言で手を差し出す。テレジアからも指輪を受け取ったシオリさんが、二つともをタクマの手に載せると、彼はただ指輪を見つめ続ける。

　何もかける言葉が見つからなかった。タクマは亜人となって戻り、パーティを組んでいた婚約者は戻らなかった。

　それが、どれだけ無念なことか。どんな慰めの言葉も、今は何の力も持たない。

「……箱から出てきたものは倉庫に送っておいて、また後で確認させてもらいます。シオリさん、タクマさん、本当にありがとうございました」

「お礼を言わなくてはいけないのは、こちらの方……なのに……ごめんなさい、今は……弟と、二人にしておいてください……」

　シオリさんは気丈に言うが、そこまでで限界だった。

　泣き崩れそうになった彼女を、五十嵐さんが前に出て抱きしめる。

「私には、何が起きたのか、想像することしかできません……だけど、今はこうさせてください。何もせずにこのまま出ていくなんて、できないから」

　今は、二人をそっとしておいてあげたい。俺は五十嵐さん以外の仲間たちとともに、シオリさんの気持ちを汲くんで外に出るための転移扉へと向かう。

　最後に扉をくぐる前に振り返ると、タクマは指輪を握りしめ、何もない宙空を見上げていた。失った人に対して、祈りを捧ささげるように。





◆◇◆






　箱から得られた収穫は素晴らしいものだったが、同時に覚悟を問われる機会にもなった。

　シオリさんが少し落ち着いたあとで、五十嵐さんも出てきたのだが──フォーシーズンズと約束している中華料理店に向かう途中で、最後尾を歩く俺の横に、五十嵐さんが並ぶ。

　テレジアが、逆側の隣にいて、ひたひたと歩いている。彼女も先ほどのことがあってから、何か俺を心配するような素振りを見せていた。

「……大事な人がいなくなってしまったら、迷宮を探索することに目的を見いだせなくなってしまう。それはきっと、どんな人でも同じなんでしょうね」

『北極星ポーラスター』のゲオルグも言っていた。ソフィが居なくなったら、彼らのパーティはそれで終わりなのだと。

　前を歩いているミサキとマドカが、何事かを話して談笑している。メリッサはシオンと一緒に少し先行し、スズナとエリーティアが時々言葉を交わしながら歩いている。

　みんな、少なからず思うところはあるはずだ。迷いだってあるだろう──だからこそ。

「こんなことを言うのは、青くさいかもしれませんが。俺が、みんなを守ります」

　それは絶対に言わなければいけないことだと思った。誰かが脱落する状況を生むことを、俺は俺に対して決して許すことができない。

　それが難しいことだというのも分かっている。準備をしても予想を裏切られ、良かれと思って取った行動が窮地を生む──それが迷宮だと分かっていても、誰も死なせたくない。

「シオリさんたちも、何かできることがあれば協力するって言ってくれたわ。大人数で狩り場を独占したり、他の人達を無理やり勧誘するのはよくないと思うけど、たくさんの人と力を合わせること自体は、きっと必要なことだと思う」

「そうですね……俺もそう思います。五十嵐さんは、やっぱり頼りになりますね」

「な、何言ってるのよ……もう、弱気になっちゃって。今までの、何があってもやたらと落ち着いてる後部くんはどこに行ったの？」

　五十嵐さんが励ましてくれている。そのおかげで、深みにはまりかけていた気持ちが徐々に浮上してくる。

「みんなを守ります……って言ってくれるのは嬉しいけど。いざとなったら、私は後部くんのことを身体からだを張って守るつもりだから。もしそうなっても、あまり落ち込んだりすることないのよ。私は、そうしたくてあなたを守るんだから」

　あの五十嵐さんが俺の身代わりになってくれるなんて──と、大げさに驚くこともなく、今は自然に受け入れられる。

　行き違いがあっただけで、彼女は本気で俺を迫害したいわけでも何でもなかった。守ってくれるというなら、それは今の彼女にとって本音なのだろう──そう思うこと自体が、未だに恐れ多いという思いもあるのだが。

「……私がいなくなっても悲しまないで、とか。五十嵐さんには絶対言わせられないですね」

「そ、それは……まあ、もしそうなっちゃったら、後部くんは無事ってことで、私はそれで満足なんでしょうけど……」

　何を言ってるんですか、と怒りたくもなる。同時に、感謝もする──今になってこう思うのもなんだが、俺にとって五十嵐さんの部下だったことは、誇っても良い記憶なのではないだろうか。今となっては、ということではあるのだが。

「…………」

「……テレジアさんのためにも、やっぱり後部くんは無茶しちゃだめよ。さっき魔物にやられたところは大丈夫？」

「ええ、大丈夫です。そうですね……窮地に陥らないよう、あるいは陥っても脱出できるよう、可能な限り備えをしていきますか」

「それがいいわね。できれば、あまりみんなの心臓に悪いことはしないで」

　心配をかけてしまっていたことを反省したところで、前を歩いている皆がこちらを振り返って様子を見ている。バッチリ話は聞かれていたようだ──そして俺は、『心配かけてすまなかった』と手を上げる。

　みんなが笑ってくれたところで、目的の店が見えてくる。フォーシーズンズの面々はまだ店に入らず、マドカが予約しておいてくれた時間まで、外で俺たちを待ってくれていた。








第四章　賑にぎやかな長い夜










一　涼りよう天てん楼ろう食堂






　七番区上位ギルド周辺の食堂の中でも幾つか人気の店があるようだが、中華料理店は見たところ一つしかなく、予約無しで入れない人々の列ができていた。

『涼天楼食堂』。それがこの店の名前らしい。立て看板の近くで待っていたフォーシーズンズの面々が、俺たちを見るなりこちらに歩いてくる。

「あ、アリヒト先生！　良かった、予約の時間までもう少しですよ」

　一度宿舎に戻っていたのか、フォーシーズンズの面々は四人とも着替えてきている。イブキはデニムのショートパンツに、漢字の柄が入った変なシャツを着ていた──そのことに気づいたミサキが、ツボにはまったのか後ろを向いて肩を震わせている。

「ほら、やっぱり笑われたやんか……見てるうちの方が恥ずかしいわ」

「そ、そんなこと無いよ、先生が笑ったりするわけないし。そう言うカエデだって、今日はおめかしに時間がかかってなかった？」

「な、何言うてんの、ご飯食べるためだけでおめかしとか、これくらい普通やんか」

「……リョーコも慌ただしかった気がしますが、それは言わないでおきましょう」

　リョーコさんはさっきまで水着だったので、着替えも他のメンバーより急ぐ必要があったのだろう。水着の上にボアコートという服装では、さすがに目立ちすぎてしまう。

　キャミソールにカーディガン、スカートというオーソドックスなコーディネートだが、迷宮国ではそういった服装をして歩いている人は少なく、逆に新鮮に映る。どちらかといえば、普通に武装して歩いている人の方が多い。

「リョーコさんたちも、買ってきた服を早速着てきたんですね。いいですよね、あのお店の服」

「ええ、このあたりでは特に人気のあるお店ですから。八番区のお店と比べると服の種類が多くて、最初に行ったときはみんなで感激してたんです」

「え、えっと……そのイブキちゃんの『真心』って入ったＴシャツは売ってなかったですけど、どこで買ったか参考までに聞いてもいいです？」

　ミサキが切り込んでいく──ちなみにアンナは『素直』と入ったＴシャツを着ている。とりあえず漢字の見た目が格好いいのでデザインしてみたというような、そういう服屋もあるということだろうか。それを買うイブキとアンナもなかなか良い趣味をしている──俺はというと、変わったＴシャツは嫌いではない。寝間着として着るくらいなら、仲間たちも微妙な顔はしないだろう。

「中級ギルドの近くに、服の露天商があるんです。可愛かわいかったので、アンナと一緒に買っちゃいました。ミサキさんも買います？」

「え、えーと、そういうトラディショナルなコーデもいいと思うんだけど、この季節のモードは私的にはシンプルなカジュアルがいいと思ってて」

「そんな服が売ってたら、私も買いたいくらいだけど……」

「材料さえあればオーダー通りの洋服を作ってもらえるから、ミサキちゃんの言ってるようなコーディネートもできるでしょうね」

　エリーティアも五十嵐さんも、服装には自分なりのこだわりがあるようだ。俺はあまり服装には頓とん着ちやくしないが、皆の心情を考えると、気に入った服が着られると嬉うれしいだろうとは思う。

「カエデはこういうラフなのは好きじゃなくて、ふわふわしたのが好きなんですよ。戦ってるときは勇ましいのに、意外に乙女なんですよね」

「っ……お、乙女とか言わんといて、これくらい普通やんか。別に、アリヒト兄さんがおるからいつもと違うとかやないからね？」

「すみませんアトベさん、かしましい子たちで……立ち話も何ですから、そろそろお店に入りましょうか。お先にどうぞ」

「はい、それじゃお言葉に甘えて失礼します」

　仲間たちがフォーシーズンズの面々に挨あい拶さつしつつ、店に入っていく。店の前にも席が幾つか出ていて、その間を抜けて店舗に入る──すると。

「あーあ、またあいつらだよ。『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』なんて、気取りやがって」

「大部屋貸し切りだろ？　幹部は女性メンバーばかり集めた部へ屋やで飲んでるっていうが、全くいいご身分だな」

　順番待ちをしている客の一人、戦士系らしい職業の青年が、仲間と一緒に悪態をついている。

　どうやら、グレイたちの『同盟』と店がかち合ってしまったらしい──カルマのことを考えると因縁を付けられたりすることは無いだろうが、やはり多少は身構えてしまう。

「リーダーのロランドも、昔はああじゃなかったのにな。一回序列が落ちてから、えらく人が変わっちまったもんだ」

「一回落ちたからこそだろ、あれだけ貪どん欲よくになってるのは。奴らがこの調子でメンバーを増やし続けたら、七番区全員が長いこと頭を抑えられちまうぜ」

「ダニエラさんに迷宮の中で治療してもらったことがあるから、あたしはあまり悪く言いたくないんだけどねえ」

「おいおい、カーシャ……『同盟』の幹部からの誘い、やっぱりまんざらでもないと思ってるんじゃ……」

「バカ言うんじゃないよ、あんな軟派男の誘いになんて、天地がひっくり返っても乗るもんか。カルマさえ上がらなけりゃ、殴ってるところだよ」

　グレイがどんなふうにカーシャという女性を勧誘したのか──勧誘を経験しているフォーシーズンズの面々が苦い顔をしている。

　そうこうしているうちに、俺たちが新しく入ってきたことに気づいた店員さんが、申し訳なさそうにこちらにやってきた。

「お客様、現在満席となっておりまして、一時間ほどお待ちいただくことになるのですが……」

「あ、すみません……護ご衛えい犬けんも入れる部屋で、予約をしていたアトベと言う者ですが」

「失礼いたしました、十三名でペット可のお部屋をご予約のアトベ様方ですね。ご案内いたします」

　雰囲気を出すためなのか、チャイナドレスを想起させる制服を着た店員さんが個室まで案内してくれる。大きな丸テーブルが一つ置かれた部屋に通され、俺たちは順に席に座った。

「それでは、初めにお飲み物のオーダーを頂いてもよろしいでしょうか」

「はい。あの、隣の部屋がかなり賑やかみたいですが……」

「そうですね、大勢のお客様で、二部屋ほど貸し切りにしていらっしゃいます」

　よりによって隣の部屋とは──俺たちも大勢なので、大部屋同士で隣になってしまうというのは無理もないが。

「フォーシーズンズの皆は、この店で大丈夫ですか？」

「アトベさん、ご心配いただいてありがとうございます……でも、私たちなら大丈夫ですので」

「せやな、せっかくいいお店に来たんやから、あの人らのことを気にして帰るなんて勿もつ体たい無いわ。個室貸し切りにしてくれてありがとう、マドカちゃん」

「十人より多いと、このお部屋になるみたいです。アリヒトさんが早めに予約するようにって言ってくれたので、滑り込みで間に合いました」

「後部くん、忙しいのに会社の飲み会の幹事までしてくれてたものね……」

「……アリヒトって、意外に社交的なのね。私はそういう予約とか、今まで一度もしたことがなくて……」

「いや、俺は大したことはしてないよ。マドカのライセンスを使えば、商人組合に入ってる店にはいつでも連絡できるからな」

　そう言っても、なぜか飲み会の幹事をした経験があることの方が皆に感心されていた。そういうのは役回りとして、部内の偉い人から声をかけられやすい社員が担当する傾向にあり──それはまさに、五十嵐さんの補佐をしていた俺のポジションというだけなのだが。

「アリヒトお兄ちゃん、『涼天楼特製ラオチュウ』っていうのがありますよ。ロックと水割りがあるみたいです。ロックってなんですか？」

「酒好きな人は良いが、それは喉のどが燃えるようなやつだろ……俺は烏ウー龍ロン茶ちやでいいよ」

「麦酒っていうのはビールのことよね。『涼風ビール』って、そういう銘柄なのかしら」

「風属性の攻撃に一定時間少し耐性がつきます、と書いてあります。だから普通のビールよりちょっとだけ高いみたいですね」

　スズナの指摘で気づいたが、メニューの下部に但し書きがあり、幾つかの飲食物には付加効果があると書かれていた。ただ、飲んだだけで大きく探索に影響するということではなく、あくまでおまけ程度のようだ。

「お兄ちゃん、お酒飲まなくてもいいんですか？　私たちのことは気にしないで、飲んじゃっても大丈夫ですよー」

　ミサキの提案に、五十嵐さんとリョーコさんがそわそわしている。お酒が飲みたいということだろうか。

「二人とも遠慮しなくていいですよ、俺は皆を送っていくために、お茶にしてるだけなので……ああ、でも一杯くらいは飲んでも大丈夫ですかね。それじゃ、この『涼風ビール』を頼んでみます」

「ご、ごめんなさい……何だか催促しちゃったみたいで。私も同じものにしてもいい？」

「じゃあ、私も『涼風ビール』にします。一度飲んだことがありますが、清々しい喉越しで、探索から帰ってきた後に飲むとたまらないんですよね……」

　リョーコさんはお酒が結構好きなようで、頰に手を当ててうっとりとしている。俺はビールが特別好きというわけでもないのだが、仕事終わりにたまに飲む一杯はいいものだ。

　他に『トレントのアップルジュース』などのメニューがあり、それぞれ思い思いの飲み物を選んだ。シオンには『アーマーゴートのミルク』というものを頼む──ゴートといえば山や羊ぎなので、山羊の魔物なのだろうか。

　オーダーしたあと、しばらく談笑していると、廊下から騒がしい声が聞こえてくる。『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』とは友好関係に無いとはいえ、あまり目くじらを立てても仕方がないのだが。

「すみません、遅くなってしまいまして」

「お疲れ様です、ルイーザさん。今からでも間に合うと思うので、飲み物をオーダーしましょうか」

「後部くんが一杯は飲むって言ってくれたから、私たち三人はお酒にしたわ。ルイーザさんもそうする？」

「では、お言葉に甘えて……こちらのメニューにさせていただきますね」

　ルイーザさんが店員さんを呼んでオーダーしたメニューを聞いて、俺も五十嵐さんも目を丸くする──彼女が迷いなく頼んだのは、『涼天楼特製ラオチュウ』のロックだった。





◆◇◆






　乾杯の音頭を取らせてもらい、しばらく飲みながら談笑しつつ、食べ物のオーダーを選ぶ。

「おっ……『業ごう火か灼しやく熱ねつ辣ラー麵メン』って、どう見ても危険なやつがあるな」

「……辛いものは好きだから頼んでみる」

「だ、大丈夫ですか、メリッサさん。この『柔やわ乳ちち牛ぎゆう肉にく麵めん』にしておいた方が……」

「マドカちゃんもそれを頼むの？　メニューの文字だけ見ても、何だか美お味いしそうよね」

　五十嵐さんが『柔乳牛肉麵』を頼む──いや、だからどうということはないのだが。ルイーザさんとリョーコさんが頼んでも同じ反応をしていたら、俺はどうしようもない奴やつだと思われてしまう。

「この『柔乳』っていうのは、身体を柔らかくするミルクって書いてありますね」

「な、なるほどな……柔軟性か。まあ、そういうことかなと思ってはいたが」

「後部くん、何か顔が赤くなってるけど熱いの？　もうお酒が回ってきちゃったとか、そんなことないわよね。お水でも飲んだら？」

「す、すみません。いつもはそんなに酔わないんですが」

「体調によってお酒の回り方も変わるっていうし、気をつけるに越したことはないわ」

　実際に酔ってはいないのだが、エリーティアに勧められて水を飲む。何かハーブの清々しい味がして、口の中がさっぱりした。レモングラス的なものでも入っているのだろうか。

「……な、なに？　カエデちゃん、イブキちゃんも、そんなにじっと見て」

「え、えっと……なんか、いい雰囲気やと思ってしまって……キョウカさんは、アリヒト兄さんへのお気遣いが自然ですよね」

「アリヒト先生は、キョウカさんとその、えっと、やっぱりお付き合いとか……」

「えっ……ち、違うのよ、そうじゃなくて、転生する前に同じ会社に勤めてて、それなりに付き合いが長いというか……」

「転生する前から、会社で良い信頼関係を築いていたのですね」

「うっ……そ、それはその……私もあまり、褒められた上司じゃなかったから……」

　アンナが言うと、五十嵐さんは弱りきってしまう。ここで俺が助け舟を出すと、やはり仲を疑われてしまって無限ループだ。ということで、ここは話題を切り替えていく。

「みんなはもう注文するものは決まったのか？」

「あっ、はい、私はこの『海ハチドリの巣のスープ』にします。それと、『ドランクマッドシュリンプ』……酔っぱらい海老？　これも食べてみたいです」

「うちもそれにしようかな。それと、この『昇竜宝』……これ、しょうろんぽうって読むんかな？」

「お肉とゼラチンスープの入ったお饅まん頭じゆうって書いてあるから、きっとそうでしょうね。私はそれと……」

　フォーシーズンズの面々がオーダーを決めていく。エリーティアも『昇竜宝』が気になったようで、スズナ、ミサキとシェアしようかと話している。

　俺は隣に座っているテレジアにメニューを見せて、好きなものを選んでもらった──すると。

「…………」

「俺と同じものにするのか？　テレジアはそれだけじゃ足りなそうだから、もう二つくらい頼んでおいた方がいいんじゃないか」

　テレジアはこくりと頷うなずくと、『六菜とバラ肉の塩あんかけ焼きそば』『スイートバードの丸焼き』を選ぶ。後者についてはどうやら北京ダックのように食べるものらしく、どんな料理かの絵がメニューに描かれていた。

　ご飯系のメニューもあり、全員のリクエストに応じてメニューを選ぶことができた。あとはどんな味付けなのかというのが気になるところだ。





◆◇◆






　迷宮国には元々醬しよう油ゆや、俺達の知っている調味料のほとんどが存在しなかったそうだが、先人の研究開発によってある程度普及していた。ある程度というのは、再現度の問題だ。

　七番区では俺たちがイメージする醬油と厳密に同じ味を再現することはできておらず、何か違う種類の旨味や香りではあったが、存分に料理を楽しんだ──メリッサはどう見ても激辛の麵をけろっとして食べており、俺もみんなも呆あつ気けに取られてしまった。味見をしたミサキが悶もん絶ぜつしていたので、実は辛くないということもない。

　俺が頼んだのは『五目炒チヤー飯ハン』、そして『麻辣マーラー力リキ湯タン麵メン』というラーメンに似た料理だった。

『力湯』とは豚骨に似ているスープだが、魔物の骨ガラや肉から取ったダシの効能によって筋力をわずかに上げる効果があるという。

　隣でテレジアが黙々と食べていて、相変わらずの食欲に微笑ましくなる。時折口を拭ふき、飲み物を飲みつつ、今はフードファイターのように他のメンバーが食べきれなかった分まで口に運んでいる。

「……んっ……」

　人の食べるところを見ていてはいけないと思うのだが、食事の時くらいしかテレジアの声らしい声を聞けないので、つい気にしてしまう。

「テレジアさん、こんなに食べるのにスタイル抜群なんですよねー……」

「全部エネルギーに変わってるのね、きっと。すごく代謝がいいのよ」

「羨うらやましいです、若いって本当にいいですよね……うちの子たちも育ち盛りなので、いつもスイーツまで食べちゃうんですよ」

「リョーコ姉、そんなこと言われたら頼みにくいやんか……」

「カエデは頼まなくていいの？　『揚げ胡ご麻ま餅もちの二色餡あん入り』っていうのがあるけど」

「私はもう入りません……ぽんぽんいっぱいです」

「えっ……アンナちゃん、今なんて？　ぽんぽん？」

「……お腹いっぱいです」

　俺も確かに聞こえたのだが、アンナはクールに見えて実はお茶目なところもあったりするのだろうか。しかし言っておいて恥ずかしかったのか、顔をほんのり赤くしている。

　いや、顔が赤いのはアンナだけではない。メリッサ以外は、この場の空気に当てられている──何というか、控えめに言ってもお酒の匂いがする。料理酒としても使われているからではあるが、勿もち論ろんそれだけではない。

「……アトベ様、すみません、もう一杯らけお願いひてもよろひいれひょうか」

「ル、ルイーザさん……大丈夫ですか？　これはかなり回ってるんじゃ……」

「全然へーきれす、私、お酒らいしゅきなのれ、じぇーんじぇん酔ったりしないれすよ」

　これを人はべろんべろんに酔っ払っているというのだが、ルイーザさんはお酒が好きで強い方だとはいえ、やはり度数がきつすぎたのだろうか。

「……あつい……暑くないれすか？　このお部屋……」

「っ……だ、だめ、ルイーザさん落ち着いて、お店の中で脱いじゃ……っ、後部くん、ちょっとだけ外に出てて、大丈夫になったら呼ぶからっ」

「は、はいっ……！」

　酒の席ではこういうこともたまに──いや、転生前はさすがに一度も無かった。ルイーザさんには今後、酒量は適度にセーブしてもらった方がよさそうだ。





二　同盟の内情






　酒は飲んでも飲まれるなと誰かが言っていたが、それはもっともな格言だと思う。ルイーザさんの大きな胸が辛うじて収まっている服からすると、少し脱ごうとしただけで大変なことになってしまうので、五十嵐さんがフォローしてくれたことについてはファインプレーとしておきたい。

　そう、決して残念だと思ってはいない。しかし急に賑にぎやかな席から離れると、何か寂しく感じもする──俺もすっかり、今の環境に馴な染じんでしまったようだ。

（飲み会は嫌いじゃないが、気を遣うことの方が多かったからな……今も気配りは必要だが、それよりはまだ気楽なほうだ）

　扉の外で待ち構えているのも何なので、俺は一いつ旦たん外の風にでも当たってこようかと、廊下を歩いていく──すると、この店には中庭の景け色しきを見ながら食事ができる席もあるようで、庭への出入り口を見つけた。

　何となく近づいて、すぐに気がつく。庭に出てすぐのところで、誰かが話をしている。どうやら、二人の男性が話しているようだ。

「ロランドは、あとどれだけで昇格試験を受けられるんだ？」

「次の探索で、あの人の累計貢献度は目標値をクリアするって言ってたろ。『蟹かに狩り』だけでこれだけ貯めた探索者は他にいないな」

　立ち聞きをするのは良いことではないが、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』の内情を知る貴重な機会だ──俺はいつでもその場を離れられるように周囲に気を配りつつ、できるだけ物音を立てないようにして息をひそめる。

「まあ、方法としちゃありなんだろうけどな……複数の『蟹』が湧いても、三パーティで見張ってれば、どこに出現しても安全に狩れる」

「それにしても、ロランドのパーティが六番区に上がった後も、俺たち全員を引き上げてくれるのかよ？　六番区で探索した方が効率が良いんだろうに」

「もともとはロランドとダニエラ夫婦だけのパーティだったんだ、どうなるかはあの二人次第ってことになる。しかし、あいつが方針に口出ししそうなのは気に食わないな」

「ああ、グレイか……全く、そういう『職』なのかってくらい、他人に取り入るのが上う手まいやつだぜ。第一パーティにいつの間にか移ってたが、俺たちには何の説明も無しだぜ。どうなってやがる」

　野太い声の男と、いかにも荒くれ者という雰囲気の、スキンヘッドに肩に入れ墨を入れた男。話を聞く限りでは、彼らは『同盟』を構成する複数のパーティのうち、二番手以下に所属しているということになる。

「まあ、世渡りの上手いやつはどこにでもいるもんだ。しかしあいつの場合、ある程度腕も立つ……か」

「『黒服』ってのは、そういう奴がのし上がる職業なんだろうからな。腕っぷしもある程度必要ってことだろうよ」

　黒服──俺が想像するのはスーツ姿の強こわ面もての男性だが、迷宮国でも受理される職業だということか。

「それにしてもあいつに話しかけられた女のメンバーの態度が軟化するのは、一体何なんだ？　今日も同じ卓に女ばかり集めてるが、誰も異論を唱えやしねえ」

「そういう職だ、で済ませるわけにもいかねえな……男の嫉しつ妬とだなんて思われたらたまったもんじゃねえ。グレイの行動は注意して見ておくしかねえが……」

　グレイがそういう技能を持っているのか、話術が巧みというだけなのか分からないが、もし技能で女性を口説く時にプラスになるなんて効果があったりしては問題だ。彼らの話を聞いていると、その線も否定できない──うちのメンバーを引き抜かれるような事態にさせるつもりはないが、向こうからの接触に対して警戒は必要だ。

　それはさておき、この機会に彼らの現況について聞いておきたい。『同盟』が狩り場を独占している『落陽の浜辺』は星三つの迷宮なので、俺たちが入れるようになるにはまだ貢献度が足りないが、いずれは侵入可能になるので情報が欲しいところだ。

「まあ、泣いても笑っても、最短で明後日あさつてには目標達成だ。ロランドの累計貢献度は二万になる……あとは、規定数の『名前つき』を狩れば、めでたく六番区入りだ」

「慎重すぎるほど安全にやってきたとはいえ、『蟹』一匹で貢献度60のところを、ずいぶん時間がかかったもんだな」

「『蟹』を五十匹狩ると、また湧いてくるまで少し日数が空く。『魚』もいるとはいえ、俺たちが居座るようになってからは砂浜に近づかなくなったからな……この作戦の良し悪しってやつだ」

「『蟹』でも油断すれば指の一つは切り落としてくるからな……『蜘蛛クモ』や『蟷螂カマキリ』なんてもっと相手にしてられねえ。モグラと甲虫ですら、油断したら医療所送りで全治十日コースだぜ」

　地面に潜るモグラ、空を飛ぶ甲虫。俺たちは遭遇した魔物を協力して撃破したが、確かに一度戦闘するごとに少なからず消耗させられた。

『フォーシーズンズ』のみんなも言っていたが、『蜘蛛』と『蟷螂』は相当に厄介な魔物らしい。倒すことでメリットがあるのならば挑む価値はあるが、『蟹』が狩りやすいと聞くと、まずそちらと戦ってみたいとも思ってしまう。

　しかし、一つ引っかかっていることがある。俺が見てきた迷宮は、こんな方法が通用するような生易しい場所だっただろうか。そんな考えは、彼らの中にも無いわけではないようだった。

「だが……昇格条件の『名前つき』を確実に倒せる保証はあるのか？」

「そんなもんはねえよ。だが七番区の数ある迷宮のどこかで、運良く倒せるような名前つきに遭遇することはある。それを運か、実力で摑つかんだ連中だけが上に行けるんだ。俺たちもその場に居合わせるだけで、『名前つき』の討伐数にはカウントされる。ここで逃げたら何にもならねえ」

「そいつはそうだが……ああ、分かったよ。そんな顔するな、俺だってここで降りるつもりはない。自分たちのパーティの独力だけじゃ、六番区なんて一生上がれない。おこぼれの貢献度でも、随分稼がせて……ん？」

「そろそろ締めの時間か。グレイの奴、バーゼルを使い走りにしやがって……」

（っ……まずい、このままだと前後から挟まれる……！）

　中庭から廊下に入ってくる男二人、そして『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』が食事をしている部屋から、バーゼルという人物が彼らを呼びに来る。俺は話を聞くことに集中しすぎていたので、咄とつ嗟さに隠れる場所を見つけられない。

　──偶然居合わせたという顔ですれ違うか。そう考えたとき、思いもよらないことが起こった。





　◆現在の状況◆




　・『メリッサ』が『猫ねこ撫なで声ごえ』を発動　→『ロドニー』『チェン』の行動をキャンセル






「みゃーん」

「ん……なんだ、猫？」

「護衛のペット可の店だからな。他のパーティが連れてきてるんじゃないか？」

　中庭から廊下に入ってこようとした二人の注意がそらされる──俺はライセンスで近くにメリッサが来ていることを確認すると、緊急脱出に使える技能があることに思い当たった。

（『猫撫で声』って一体……いや、そんなことを言ってる場合じゃないっ……！）





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『メリッサ』






　一瞬の意識の欠落の後に、色素の薄い髪をした少女の背中が視界に飛び込んでくる。どうやら『バックスタンド』は成功したようだ。

「っ……びっくりした。いきなり後ろに出るから」

　メリッサは振り返りつつ、小声で言う──どうやら彼女はアンナと一緒に俺のことを探しに来てくれたようだが、どうやって俺がピンチだと分かったのだろう。

「私は先ほどレベルが上がって、『戦局眼』という技能を取得しました。それで、アリヒトさんが窮状にあることを察することができました」
















「そういうことか……『テニス選手』だから、試合の流れを読むような技能ってことかな」

　アンナはこくりと頷うなずく。そして、『同盟』のメンバーが合流するところを遠目に見つつ、俺たちは自分たちの個室に引っ込んだ。

「後部くん、待たせちゃってごめんなさい……どうしたの、汗をかいてるみたいだけど」

「何と言いますか、ちょっと深追いしてしまったというか……『同盟』のメンバーが立ち話をしてたので、可能なら情報を得たいと思いまして」

「…………」

　すっかりテーブルの上の料理を平らげたテレジアが、ぺたぺたと歩いてきて俺の汗を拭いてくれる。安堵しつつも、俺には諜ちよう報ほう活動のようなことは向いていないと実感する。

「…………」

「ん……どうした？　テレジア」

「……遠慮しないで、って言ってる。どこでも、私を連れていってって」

「そ、そうなのか……？」

　メリッサはテレジアの考えていることが、他の皆よりも感じ取れる──それは、メリッサが亜人であるお母さんの血を引いているからだろうか。

「……いつも一緒だと、ボディガードでもさせてるみたいだからな。そういう遠慮こそ、しなくていいって言われそうだけど」

　テレジアはこくりと頷く。そのはっきりとした答えを見て、みんなも笑っていた。

「アトベ様は……もっと、皆さんに甘えられてもいいのでは、ないでしょうか……私がそう言うのも、おせっかいかもしれませんが……見ていて、歯がゆいこともあるといいましゅか……ひっく」

「ルイーザさん、もう少しお水を飲んで……だいぶ落ち着いてきたけど、さっきは服をとにかく脱ごうとして大変だったのよ」

「そろそろお開きにして、休ませてあげた方が良さそうですね。ルイーザさんは、ギルド職員の寮に入っているんですか？」

「……いいえ……私は、アトベ様方の、専属担当なので……ご一緒の宿舎に住まわせていただくことに、なっております……」

「同じ宿舎に、ルイーザさんの部屋も用意されてるってことですよね。すみません、まだお酒が回っててきついとは思いますが、ライセンスに地図を表示するので、宿舎の位置だけ教えておいてもらえますか」

　ルイーザさんは丸椅子に座ったまま、隣の席に座っている五十嵐さんに上半身を預けて休んでいたが、俺がライセンスを持っていくと、なんとか操作して場所を示してくれた。

「……こちらの番地になります……アトベ様方は、七番区に来られた時点で、七番区内の序列が、二百九十四位でしたので……宿舎は、スイートテラスになっております……」

「スイートテラス？」

「テラスハウス的なやつじゃないですか？　行ってみないと分からないですけど」

　ミサキの言うとおりだとすると、敷地を壁で区切られて、同じ形の家が並んでいるタイプの物件ということになる。

「八番区で『オレルス夫人邸』を経験すると、七番区の宿舎は少し手狭に感じるかもしれませんが、スイートテラスでしたらかなり広々と使えますよ」

「ええなあ、うちらはマンションタイプで、二人部屋を二つ使わせてもらってるんやけど。スイートテラスやったらみんなで一緒に住めるやんな」

「私たちも頑張って、もう一つ上の宿舎に行けるようにしなきゃ。アリヒト先生たちと協力できて、先に進めるようになったから」

「……時間のあるときに、一度お伺いしてみたいです」

　フォーシーズンズの面々は、上位ギルドを利用しているとはいえ宿舎は俺たちと同等のものではないようだ。パーティメンバーが俺とテレジア、そして五十嵐さんだけだった頃のことを思い出す。あの当時も、部屋は十分すぎるほど広かったが。

「それで……後部くん、戻ってきてもらったばかりで、申し訳ないんだけど……」

「うーん……ら～いじょうぶれすよぉ……歩けますからぁ……」

　さっきまで何とかろれつが回っていたルイーザさんだが、やはり駄目なようだ。

「じゃあ、俺が運ばせてもらいます。ルイーザさん、いいですか？」

「……は～い……」

「お兄ちゃんにおんぶしてもらえるとか、もしかしてルイーザさん、こうなることを見越してたりしないです？」

「ルイーザさんがそんなこと考えるわけ……ありませんよね？」

「わ、私に聞かれても……この様子を見る限りだと、ほんとに潰つぶれちゃってるみたいだし。思ったより、お酒が濃かったんじゃないかしら」

　スズナに聞かれて五十嵐さんが困っている──当のルイーザさんはすっかり脱力していて、むにゃむにゃと何か言っているがよく聞こえない。見たところ、普通に酔いつぶれているように見える。

「よっと……ああ、これなら大丈夫そうですね」

「……恐れ入ります……うーん……」

　何か皆が羨せん望ぼうの視線を注いでくる中、俺はルイーザさんを背負う──そんなに重くはないが、太ももの裏に回した腕や、何よりも背中に、思わず動きを止めてしまいそうなほどの質感が伝わってくる。

「……あんなに密着して、やっぱり計算が入っているような」

「リョ、リョーコ姉……思ってても言ったらあかんよ、そういうことは」

「アリヒト先生、やっぱり男の人なんですね……軽々と持ち上げちゃってますし」

「頼りがいがあります。カエデが『兄さん』と呼ぶ気持ちが分かりました」

「みんなも準備はできたか？　忘れ物とかしないようにな……マドカ、済まないが代わりに精算を頼めるかな」

「はい、アリヒトお兄さん」

　俺はルイーザさんをしっかりと担ぎ、店を後にする。『同盟』も締めにすると言っていたが、延長になったのか、まだ賑にぎやかな声が聞こえていた──鉢合わせにならずに済んだのは、幸いと言っておくべきところだろう。





三　スイートテラス






『涼天楼食堂』を出たあと、『フォーシーズンズ』は自分たちの宿舎に戻っていった。明日は迷宮入り口に集合し、探索に向かおうと約束を取り付けたので、明日の目的地も『牧羊神の寝床』だ。

　上位ギルド『緑の館』からさらに西に向かうと、だんだんと上り坂になっている。八番区の時と同じように、外周は土地を広く使えるからか、庭付きの屋敷のようなタイプの建物が増えてくる──最も大きく、警備までついている豪華な一戸建てには、おそらくロランドという人が住んでいるのだろう。

　そういった建物よりは落ちるが、俺たちの泊まる『スイートテラス』というタイプの宿舎は、同じ形の、二階建ての家が塀で仕切られて並んでいるような外観だった。一応前庭もあり、護衛獣用の小屋もついているので、シオンにはそこを使ってもらうことにする。

「シオンちゃんなら、室内で飼ってもいいと思うんだけど……ごめんね、寂しくなったら中に入ってきていいのよ」

「バウッ」

「キョウカさん、すっかりシオンちゃんと仲良くなったんですね。まるで姉妹みたいです」

「っ……そ、そう？　スズナちゃんはいつも、人が喜ぶことを言ってくれるわね……ちょっとキュンとしちゃった」

「駄目ですよー、お兄ちゃんがヤキモチ妬やいちゃいますからね。それに、スズちゃんは私のなので。ねー」

　最初は自や棄けになっていたとはいえ、スズナを置いていってなかったかという野暮は言わないでおく。俺だって、社畜だった頃のしがらみを気にして、最初は五十嵐さんと組もうとしなかった。

「まあ、みんな仲が良いのが一番だ。マドカとメリッサも、打ち解けてきたみたいで良かったよ」

「はい、皆さんに良くしていただいて……私、お兄さんに誘ってもらって本当に良かったなって、今日は十回くらい考えちゃいました」

「……私も。また『名前つき』を解体できるし、部位破壊もできてレベルが上がった。探索に行かないと、新しいことができないから」

　メリッサの表情の変化は少ないが、言葉通りに喜んでくれていると思っていいだろう。

　──しかし、こうして見て思ったが、メリッサの仕草はどこか猫を思わせるところがある。俺はみんなが宿舎に入っていく中で、残ったメリッサに聞いてみることにした。

「メリッサ、さっき俺を助けてくれたときに、変わった技能を使ってたけど……」

「……今日のうちに、技能の取り方を相談するつもりだった。その前に、話しておく。私のお母さんは、『ワーキャット』という亜人」

「ワーキャット……猫の能力があるってことだな」

「そう。でも、お母さんの技能をそのまま使えるわけじゃない。ほんの一部だけ」

　メリッサの細腕に見合わない、巨大な包丁を振り回す膂りよ力りよくは、亜人の血の力によるものもあるのだろうか。テレジアもそうだが、同年代の少女と比べると明らかに身体能力が高い──エリーティアは彼女たち以上に敏びん捷しよう性が高いので、レベルの上昇によっても身体能力が上がると考えられる。

　俺も迷宮国に来たばかりのときよりは動けるようになったが、やはり『後衛』ということなのか、条件が揃そろった時以外は常人離れしたことはできない。『殿でん軍ぐんの将しよう』が最大の効果を発揮したときは、それこそ自分の身体からだでないような動きができるのだが。

「さっきは本当に助かったよ。本物の猫の声みたいだったな」

「本当は、相手を油断させる技能らしい。成功すると、相手は猫がどこかにいると思って気をそらす。聴覚がある魔物には通じるけど、魔物のレベルが高いと失敗しやすい」

「上手く成功してくれて良かった。もしメリッサが来なかったら、しらばっくれるしか無かったからな」

「……アリヒトは、そういうのは苦手そう。噓うそをつけない、つかない性格」

「ははは……まあ、バカ正直と言われることはあったな」

　昔から顔に出やすかったというのもある。ミサキの職業で覚えられるような『ポーカーフェイス』に、憧あこがれたこともあったものだ。

「お兄ちゃん、お家の中はなかなかいい感じですよー。早く来ないと勝手に部屋割りを決めちゃいますよー」

「……アトベ様……おへや……私、どうしましょう……」

「す、すみませんルイーザさん、立ち話しちゃって。えーと、ルイーザさんも俺たちと同じ家で住むってことでいいんですか？」

「……別のお家に行った方がいいなんて、言わないでくらさいよぉ……慣れなくて、さみしいんですからぁ……」

「っ……わ、分かりました。部屋割りについては皆とも相談しますので……っ」

「……良かったぁ……」

　酔ったルイーザさんは何をするか分からない──おんぶしたまま、抱きしめる力が強くなってきて焦ってしまった。

　家の中に入ると内装の雰囲気はカントリー調で、木床の上に絨じゆう毯たんが敷かれており、今まで通り土足のままで入るスタイルだった。廊下が建物の奥へと伸びており、手前右手にリビングルームがあって、そこから皆の声が聞こえてくる。

　リビングにはカウンター式のキッチンがあり、メニュー表が置いてあって、頼んでおくとこの台所で食事を作ってくれるという訪問サービスもある。もちろん自分でも料理をすることはできるが、基本的には外食を利用することになりそうだ。

「後部くん、お疲れ様。ひとまず、ソファに寝かせてあげて」

「分かりました。ルイーザさん、お風ふ呂ろはどうします？」

「後で酔いが覚めたらでいいと思うわ。明日の朝でもいいしね」

　ルイーザさんを下ろしてソファで寝かせると、五十嵐さんは持ってきた毛布をかける。これはしばらく起きなさそうだ──今のところ気分が悪いということはないようなので、このまま休んでもらっても大丈夫だろう。

「ルイーザさん、こんなにお酒を過ごしちゃうなんて、新しい区で私たちと同じように緊張してたのかしら」

「これから一緒に区を移っていくなら、ルイーザのこともパーティの一員として考えた方がいいんじゃないかしら……アリヒトはどう思う？」

「確かに……彼女が新しい区で緊張してたのなら、それを和らげられるといいな。俺たちといるときは、最大限リラックスできるといい」

　みんなもルイーザさんのことを心配していたようで、全員が同意してくれる。勿もち論ろん、みんなも新しい区での一日目から色々とあり、くたくたに疲れているだろう──今夜はゆっくりと休んでもらいたい。

「アリヒトお兄さん、二階に寝室が三つありました。ベッドの数は全部で十個あります」

「予備の分もあるのか、パーティのサブメンバー分まであるってことかな。どんなふうに分かれてる？」

「ベッドが四つのお部屋が一つと、三つのお部屋が二つです」

　そうすると、ルイーザさんを入れて九人いるので、三人ずつに分かれるのが良いのだろうか。男が俺一人ということで、一人用の狭い寝室があればベストなのだが、そうそう思い通りにはいかない。

「今回もあみだで決めます？　それともくじにします？」

「そういうことになると、途端に元気になるな……何かたくらんでないか？」

「そんなことないですよー、部屋割りでいかさまなんてしないですよ。私、そういうことには正々堂々としたいので」

「そ、そうか……すまない、疑って悪かった。じゃあ、あみだの方で頼む」

「はーい。何か書くもの取ってきますね」

　ミサキが紙とペンを探してきて、あみだくじの準備をする。すると、俺はルイーザさんとテレジアの二人と同室になった。

「…………」

「すー……」

「よろしく、二人とも。テレジア、後でルイーザさんを部屋に運んであげよう」

「ああっ、お兄ちゃんがルイーザさんを、二人がかりで寝室に運ぼうとしてますよー」

「変な言い方しないの、後部くんは純粋にルイーザさんを休ませてあげたいだけなんだから」

「あ、あのっ……キョウカお姉さん、よろしくお願いします」

「……よろしく」

　五十嵐さんはマドカとメリッサの二人と一緒で、もう一部屋はミサキ・スズナ・エリーティアの三人となった。

「そういえば、マドカとメリッサはレベルが上がってたな」

「はい、あの、どの技能を取ればいいか相談させていただいても……」

「そうさせてくれると俺も有り難い。二人の技能をまだ把握してないからな」

「……分かった。アリヒトが取るべきと思う技能があったら、それを取る」

　他のメンバーが先に入浴しているうちに、マドカとメリッサの技能について相談する時間を設けることになった。

　箱を開けて入手したものが倉庫に入っているので、マドカに頼んで明日の探索に必要なものを持ち出す必要もある。やるべきことが全て終わるまでは、俺の一日はまだまだ終わらなさそうだ。





四　戦闘技能と職人技能






　風呂は『魔力釜がま』というもので沸かす方式になっていて、お湯を沸かすために一定の魔力を釜のエネルギー源である魔石にチャージしなくてはならない。一晩休めば一定値は回復するからということで、全員で少しずつ負担することにした。

　俺の場合、『アシストチャージ』とアリアドネの『エナジーシンク』を組み合わせれば無限に魔力を回復できるのだが、『霊れい媒ばい』をするスズナに時間をとらせてしまうことになるので、今回はその方法は取らなかった。

「……後部くん、これから先に入らせてもらうんだけど、テレジアさんにはちゃんと水着を着るように言ってあげてね」

「ま、まあ、テレジアも急に一人で入りたくなることもあると思うんですが」

「…………」

　テレジアは即座に首を振る。予想してはいても、そのブレなさには苦笑するほかない。

「やっぱりアリヒトと一緒がいいのね……フォーシーズンズの人たちにこの現状を相談したら、どうなるのかしら」

「エリーティア、告げ口は勘弁してくれ……テレジアはただ、何ていうか……えーと、何でなんだろうな？」

「テレジアさんは、アリヒトさんにいつも感謝しているんだと思います。私もそうですから……ミサキちゃんも」

「え、ええ～……スズちゃん、私も巻き込んでるけど、私はお兄ちゃんとお風呂はさすがに水着着てないと無理無理かたつむりですよー」

　茶化してはいるが本当に恥ずかしいらしく、ミサキは赤らんだ頰を押さえている。水着を着ていれば構わないというのも、かなり信頼されていると思わなくもないが。

「とにかく、水着は着用ね。今はテレジアさんの分しかないけど、他の皆の分も揃ったら……ええと、テレジアさんと後部くんの様子を見る人は、水着で入ること。私もそうさせてもらうから」

「い、いや、五十嵐さん、それはちょっと……」

「あ、あの……お、お兄さんには、いつ、いつもお世話にっ、なってますのでっ……」

「……お風呂は苦手。入るけど、すぐに済ませたい」

　マドカとメリッサも、水着が手に入ったら俺と一緒に入っても良いと言わんばかりだ。きっぱり断ってもいいというか、それが普通のはずなのだが。

「二人とも、無理はしなくていいからな。場合によっては何人かでまとめて入った方が早いだろうけど、俺は基本的に最後に一人で入るべきと思ってはいて……ま、待てテレジア。入りたくないと言ってるわけじゃなくてだな……」

「毎回一緒だと私も恥ずかしいから、他の誰かがアリヒトたちと一緒に入ってくれるといいわね」

「エリーさんって、お兄ちゃんにちょっと過保護だったりします？　キョウカお姉さんよりお姉さんみたいなこと言ってますよ」

「っ……そ、そんな、過保護とかそういうわけじゃなくて。男の人が一人だから、あまり変なことにならないように、見ていた方がいいんじゃないかって……ア、アリヒトを信頼してないわけじゃないの、ただ、一般的な男性は、そうそう落ち着いていられるものじゃないとは思うから……」

　だからといって、皆が持ち回りで一緒に入るというのも違うと思うのだが──エリーティアの言い分に皆が納得顔をしている。

「……湯ゆ浴あみ着は、改めて考えると少しね。水着が手に入ったら、私も……せ、背中くらいは……後部くん、いつも頑張ってくれてるし……」

「い、五十嵐さん、労いをいただけるのは嬉うれしいんですが、風呂以外でも大丈夫ですから」

「えっ……ま、まあ、それはそうだけど……」

　五十嵐さんの気持ちは嬉しいのだが、ただでさえ縦セーターで際立っていた大きな起伏を、問題なくカバーできる水着があるのだろうか。

　水着は希少な商品のようなので、入荷を待つか、探して買うか、作るかしなければならない。自分から収集するわけにもいかないので、流れに任せて入手するしかない──あくまで、探索を前に進めながら。そうなると、かなり気長な話になってきそうだ。

「リョーコさんに相談してみたら、水着がどこで売ってるかも教えてくれそうですけどねー。お兄ちゃん、競泳水着ってどう思います？」

「ど、どうと言われても……その話は今のところは保留にして、先に風呂に入ってきてくれるか」

「えー、それくらい教えてくれてもいいのに。スズちゃんも興味津々ですよ？」

「……アリヒトさん、リョーコさんが着ていたような水着がお好きなんですか？」

「ま、まあ好きか嫌いかと言えば……って、答えさせないでくれ」

　そんな答え方では競泳水着も悪くないと言っているようなものだが──案の定、みんな思うところのある顔をしていた。とても言えはしないが、それぞれ似合う水着を調達できればそれが一番だと思う。





◆◇◆






　五十嵐さんはいったん自室に戻り、最初にスズナたちの部屋のメンバーが風呂に入ることになった。

「アリヒトお兄さん、ご指導よろしくお願いしますっ」

「ああ、こちらこそよろしく。早速、技能の取得画面を見せてくれるかな」

　マドカがライセンスを操作して見せてくれる──毎回そうだが、人の技能を見せてもらう瞬間は、期待と緊張が入り混じる。





　◆習得した技能◆




　インベントリー１：運搬道具の容量を50個に拡張する。




　価格交渉１：購入時の価格を少し下げ、売却時の価格を少し上げる。




　鑑定術１：未識別の道具を鑑定する。一部の道具しか鑑定できない。




　品出し：所持品、あるいは倉庫内から道具を選択して取り出す。

　隠れる：気配を消して隠れ、敵の標的にならなくする。







　◆取得可能な技能◆




　棚卸し：倉庫内の物品について把握し、管理する。

　算そろ盤ばん術：『算盤』を装備しているとき、計算処理を高速で行う。




　書類作成１：紙などに必要な書類情報を念写する。




　販売術１：相手との商談が成立しやすくなる。




　買収１：相手に所持金か物品を渡し、提示した条件を受諾させる。







　残りスキルポイント：２






「技能が五つ……マドカはスキルポイントを、これまで７取得したのか？」

「一部の職業は、最初から一つ技能を与えてもらえるそうです。私は『商人』を選んだときに、スキルポイントなしで『インベントリー１』を習得できました」

「なるほど、そういうことか。教えてくれてありがとう。それでマドカ、どの技能に興味がある？　相談して決めようか」

「あっ……『棚卸し』はずっと欲しかった技能です。商人組合の人が、これは必ひつ須すになるから取っておくようにっておっしゃっていたので」

「凄すごい技能だな……これがあるのとないのとでは、倉庫の価値が全然変わってくる。中に入ってるものが把握できるって、かなり重要なことだからな」

「良かった……お兄さんにそう言ってもらえて。せっかくパーティに入れていただいたのに、お役に立てなかったら寂しいですから」

　マドカはほっと胸を撫なで下おろす。『商人』という職はどちらかというと『支援者』向きなのだとは思うが、パーティにいてくれるとかなり助かることは間違いない。

「じゃあ、『棚卸し』を取っておくか。他の技能も全部いいところがあるな……」

『書類作成１』も使いでがある技能だと思うが、その辺りはどうだろう──と思って聞いてみると、彼女は首を振った。

「書類は自分で書いても間に合っていますから、便利な技能だとは思いますけど、別のものがいいと思います」

　そうすると、『算盤術』などもすぐに必要というわけではないし、『買収１』が必要になる局面が来るかもまだ分からないので、スキルポイントを温存しておいたほうがよさそうだ。

「よし、それじゃ『棚卸し』を取っておいて、残りの１ポイントは残しておこうか」

「はいっ……久しぶりです、技能を取るのは。すごく嬉しいです」

　マドカの技能は優れたものが多いが、『荷運び』がいいと思った。最後に決め手となるのは、やはり本人の気持ちだ。

「……おめでとう」

「ありがとうございます、メリッサさん」

　マドカが技能を取得すると、順番待ちをしていたメリッサがこちらにやってきた。俺の隣の席に座ると、ライセンスを操作してテーブルに置く。

「……見て」

「よし、分かった……なるほど、こんな感じなのか」





　◆習得した技能◆




　包丁捌さばき：刃のついた武器の攻撃力を向上させる。




　兜かぶと割り：敵の頭部を狙って攻撃する。部位破壊が発生しやすい。




　切り落とし：成功時に角や尻しつ尾ぽなどの部位を切り落とす。

　解体技術１：対象を解体し、各部位に切り分ける。




　魔道具作成１：魔石を装備品などに装着する加工を行う。




　猫ねこ撫なで声ごえ：相手を油断させる声を出す。成功時に対象の行動をキャンセルする。




　貯蔵庫：魔物の素材を、貯蔵庫として指定した場所に転送する。




　活け締め：魔物を倒してすぐに解体したとき、通常より長く鮮度を保つ。







　◆取得可能な技能◆

　スキルレベル２




　鱗うろこ剝はぎ：対象を攻撃したとき、敵の防御力を低下させることがある。必要技能：切り落とし




　吊つるし切り：対象を吊るし上げて攻撃する。部位破壊が発生しやすい。必要技能：解体技術１




　乱れひっかき：格闘攻撃を最大８回連続で行い、『出血』を付与する。必要技能：ひっかき

　魔道具作成２：２つ以上の種類の異なる魔石を使って、『合成』加工を行う。必要技能：魔道具作成１







　スキルレベル１




　目利き１：魔物素材の品質を見極める。




　調理１：料理を行うと、付加効果が追加される。




　ひっかき：格闘攻撃を２回連続で行い、『出血』を付与する。

　待ち伏せ：敵に気づかれずに奇襲する。クリティカルになりやすい。

　回転着地：高所から飛び降りても怪け我がをしない。




　毛づくろい：身体からだに付着する系統の状態異常を回復する。







　残りスキルポイント：４






　メリッサもレベルに対して、すでに取得しているスキルが多い──彼女が支援者をしていたこと、亜人の母を持つことが起因しているのだろうか。

（戦闘、魔物の解体、そして魔石を装備品につけるための技能……レベル４で、スキルレベル２を取れるようになってる。そして、『ワーキャット』の固有技能か）

「……どう？」

「戦闘も、『解体屋』としての専門的な技能も、どれも興味深いものばかりだ。かなり厳選して取ってきたみたいだな」

「……スキルポイントは振り直しができないと思った方がいいと言われたから、使いたいもの、必要なものを選んだ。包丁の扱いはもっと得意になりたい」

　現時点でも『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』の性能を十分に引き出す技能が揃そろっているが、さらに強力そうな戦闘技能が出てきている。

　しかし、『魔道具作成２』という技能の内容はかなり気になる。２つ以上の魔石を合成できるというので、そのうち余った魔石が多くなったり、合成のレシピが分かったりしたら、強力な魔石を作れそうだ。

「……ん？　この調理って技能は……」

「家の食事を作る手伝いをしてたから、元からある程度はできる」

　迷宮探索において一つ課題となるのは、長い迷宮を探索する際の食事だ。どうしても携帯食料などは味気なく、店で食べる時のように付加効果もつかない。

「……料理は好きだから、『調理１』を取ってみたい」

「そうなると、『目利き１』もあった方が良さそうかな。魔物の肉が食べられるかどうかっていうのも、『品質』に入ると思うし」

「素材の品質が分かるようになるのは、『解体屋』として大事なこと」

　それは、ライカートンさんの教えなのだろうか──メリッサは何かを考えているようだったが、改めて俺の方を見ると、小さく頷うなずいた。

「その二つと……『乱れひっかき』は強力だと思うが、メリッサには今後も、武器を使った部位破壊を狙ってもらった方が良さそうか」

「そうしたい。でも、できれば『魔道具作成２』を取っておきたい。父さんが取って欲しいと言っていたから」

「ああ、分かった。戦闘技能は基本的に控えめにしておこうか。スキルポイントが余ったときに取得するかもしれないが」

　メリッサはライセンスを操作し、『魔道具作成２』『目利き１』『調理１』を取得する──しかし、少しだけ逡しゆん巡じゆんしていた。

　彼女の視線の先にあるのは『毛づくろい』。『ワーキャット』固有のものだろうその技能が気になっているというか、できれば取りたいようだった。

「……自分がお風ふ呂ろに入るのは、嫌いだけど。この技能があったら、シオンの毛づくろいができる。『トリマー』みたいに」

「なるほど、そういうことか……悩むところだな」

「次にレベルが上がったときでいい。私とマドカは、いつも一緒に行動するわけじゃないから、少し先になりそうだけど。アリヒトのパーティなら、いつかレベル５になれる」

　そう言われてみて、改めて思う──『支援者』の役割を担っていた面々も、やはり新たな技能を求める気持ちはあるのだと。

　技能を確認し、どれを取るか選ぶ。レベルを上げることが難しいからこそ、その瞬間の喜びはひとしおで、取得する本人ではない俺でさえ、見ているだけで胸が躍る。

「メリッサも、それにマドカも、レベルが離れすぎないようにしていこうか。戦闘向きの技能がなくたって、そこを補う方法は沢山あるはずだ」

「お兄さん……」

「……マドカの『毛づくろい』もしたい。人間にも使えると思うから」

「えっ……あ、あの、私、そんなにもふもふしてませんからっ……その、少しくせっ毛ではありますけど……」

　それでターバンを好んで被っているのか、と少し納得する──くせっ毛と言っても、少し髪が跳ねやすいというだけに見えるのだが。

「攻略や、パーティのためだけに技能を選ぶのが全てじゃない。とか言いながら、そのうち土下座してでも何かの技能を取ってくれ、ってお願いするかもしれないけどな。その時は笑って許してくれるか」

「ふふっ……お兄さんがそんなことしたら、私はもっと低い姿勢をとりますっ」

「……私も。伏せるのは得意」

『ワーキャット』であり、猫の力を身体に宿したメリッサは、おそらくかなりの柔軟性を持っている。伏せの姿勢から獲物に飛びかかる猫の姿を想像すると、頼もしい限りだ。

『フォビドゥーン・サイス』を装備してもらい、戦闘要員として『待ち伏せ』からのクリティカルを狙う──『一撃で敵を倒すことがある』ということは十割ではないのだが、ミサキの士気解放と組み合わせれば必殺のコンボになりうる。

　次にレベルアップしたときには『待ち伏せ』、『毛づくろい』を取得したい。そのためには、やはり待機組ではなく、同行してもらった方がいいだろう──待機してもできることがあるメリッサなので、何とも贅ぜい沢たくな悩みだ。

「さて……そろそろみんな風呂から上がる頃だから、次は二人で入ってきてくれ」

「はい。ありがとうございました、お兄さん」

「……ありがとう」

　二人は礼を言って、自室に着替えを取りに戻っていく。俺も一いつ旦たん、寝ているルイーザさんと、彼女の傍についてくれているテレジアの様子を見に行くことにした。





五　受付嬢の前歴






　寝室のドアをノックするとテレジアが中から開けてくれた。先ほどルイーザさんを運んできたときに確かめてはいたが、三つのベッドの間にチェストを置くくらいの余裕はあり、室内は魔力で点くカンテラの暖色の明かりに照らされている。

　しかし、今後もルイーザさんが一緒に寝泊まりするということでいいのだろうか。同じ形のスイートテラスを一人で使うことは考えにくいし、他のギルド職員と一緒に共用するというような話も聞いていない。

　いつもしっかりしているルイーザさんが完全に潰つぶれてしまっているのは、やはり気疲れもあるのだろうか。そう思うと、ゆっくり寝かせてあげたいところだが──。

「…………」

　テレジアは既に入浴の準備を終えている。彼女のベッドの上には、身体を拭ふくための大きめのタオルと、布の袋がある。おそらく、その袋の中身が水着だろう。

「いっそ俺も水着を用意してれば、問題はなくなるか……え？」

　彼女はふるふると首を振る。それが意図するところを考え、俺は何とはなしに類推する。

「……水着を着て入るとさっぱりできないから、着ない方がいいとか？」

「…………」

「そ、それはテレジアも同じなんじゃ……やっぱり申し訳ないぞ、それは。いいかテレジア、普通は俺みたいないい年の男と風呂に入っちゃだめなんだぞ。これまではその、特例としてだな……」

　俺の説得もむなしく、彼女は全く聞く耳を持たずに、俺の分のタオルを渡してきた。そして俺の後ろに回ると、控えめに押してくる──浴室に誘導しようというのか。

「わ、分かった。ルイーザさんはまだ寝てるみたいだしな……起きてたら、テレジアと一緒に入ってもらったんだけど」

「…………」

「あっ……ご、ごめんテレジア。一緒に入りたくないわけじゃないんだ、いい年して情けないこと言ってるとは思うんだが……」

　テレジアが押す力がだんだん強まってくる──何だかんだでリザードマンなので、小柄なのに力が強く、まったく抵抗できない。『後衛』の弱みをこんなところで改めて実感することになろうとは。

「うーん……」

「っ……テ、テレジア。ちょっと待ってくれるか、ルイーザさんが寝苦しそうだから」

　テレジアは押すのをやめて待っていてくれる。俺は感謝しつつ、ベッドで寝ているルイーザさんに近づきかけて、彼女の寝姿を目の当たりにした。

「……うぅ……」

　顔が真っ赤になっているルイーザさん──そんなにキツい酒だったのだろうか。同じものを二杯もお代わりしていたのだが、ルイーザさんは酒に相当強いから大丈夫だろうと思って、彼女のペースに任せてしまった。

　しかしそれよりも、大きな問題は──仰向けになって毛布を跳ね除けたルイーザさんの姿が極めて無防備だということだった。

（お、思ってはいたけど……この服、もっと胸元をしっかりカバーしないと、ふとした拍子に危険なことになるんじゃ……）

　今まさに危険な状態なのだが、心を無にして毛布をかけようとする。しかしルイーザさんは暑いらしく、自分で再び剝はいでしまった。

　そして、もぞもぞと俺に背を向けてしまった。背中が全然カバーできていないが、また毛布をかけようとしても自分で剝いでしまうだろう。しかしこのまま放置すると、寝冷えして風邪を引いてしまうかもしれない。

　ポーション全般が上位の区で多く消費され、高値で取り引きされるので、酔い覚ましの薬なども簡単には手に入らない。治癒師ヒーラーに治療してもらうにも、この時間に家まで来てもらうのは現実的ではないだろう──ならば。

「テレジア、少し待っててくれるか。ルイーザさんをこのままにしておくと心配だから」

「…………」

　こくりと頷いて、テレジアは自分のベッドに座る。そして、俺が何をしようとしているのかと見守っていた。

　今のように、意識が不明めい瞭りようになるほど泥酔するというのも、身体に少なからずダメージがあると考えられる。俺の『支援』で酩めい酊ていを回復することはできないが、体力を回復することで、ルイーザさんの酔い覚ましの助けにならないだろうか。

　パーティメンバーではないルイーザさんも、今の俺は支援技能の対象とすることができる──そう、『アザーアシスト』で。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

　・『アリヒト』が『支援回復１』を発動　→対象：『ルイーザ』






　三十秒に一回なので、技能を発動させてしばらく待つ──体力が満タンならば、回復されたという表示は出ない。酩酊状態で体力が減っているということはあるのか、これで検証することができる。

　──そして、ちょうど三十秒が経過したときだった。俺に背中を向けて眠っているルイーザさんの身体が、淡い緑色の光に覆われる。





　◆現在の状況◆




　・『ルイーザ』の体力が回復






（……５ポイント回復するはずなのに、全回復じゃない？　そ、そんなにまずい状態だったのか……？）

「……すー……すー……」

　目に見えて寝息が穏やかになる。俺も入社したての時、酒の飲み比べに参加させられて一度だけ大変なことになったことがあるが、急な飲み過ぎは命に関わると再確認させられた。

「……ルイーザさん、次からはゆっくり、きつくない酒を飲みましょう」

　話しかけても返事はないと分かっているが、俺は彼女の体力が全回復するまでテレジアに待ってもらい、『支援回復』を発動させ続けた。時間こそかかるが、魔力の消耗が少ないのが俺の回復技能の良いところだ。





◆◇◆






　先に風呂に入っていた皆の感想も上々だったが、やはりテレジアがついてくる件についてはみんな顔を赤らめていた。俺も恥ずかしいが、当のテレジアはなぜか、こんな時だけは全く赤くならない。

　テレジアには一旦脱衣所の外で待っていてもらい、俺が先に入ることにした。あまり意識しすぎても何なので、まず湯加減を確かめるため、木き桶おけに湯を汲くんでみる。

「……少しぬるいが、ちょうどいいか」

　テレジアがのぼせる事態だけは避けなくてはいけないので、湯の温度には気を配る。俺は熱くてもぬるくてもあまり気にしないので、テレジアに合わせることに問題はない。

（リザードマンって、水辺とか湿地にいそうなイメージだしな……）

　俺たちはテレジアが戦った蜥蜴トカゲの魔物とは遭遇していない。足を踏み入れなかった迷宮に生息していたのだろうか、と思いはする。

　テレジアの所持品を持っている魔物がいて、まだ倒されずに生きていたら──と思うが、かつて自分の命を奪った魔物と相対したときのテレジアの気持ちを思うと、遭遇しなかったことは逆に幸いだったのかもしれない。

　それとも、テレジアは自分を倒した魔物を自らの手で倒したいと考えていたりするのだろうか。彼女の気持ちをある程度理解できるようになったと思いはしても、全てを悟ることは到底できない。

『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』と戦った時に見た、いわば精神体のテレジアにさえ、蜥蜴トカゲの尾が生えていた。亜人となれば、精神までが魔物の影響を受けてしまう──それを目にして、なおさら急がなくてはと思うようになった。

　その時、浴室の扉が開いた。思わず顔が険しくなっていたと自覚し、俺は頰を叩たたく。

「テレジア、ちゃんと水着は自分で着られて……」

「…………」

　言葉が途切れたのは、テレジアの姿を見て思考が止まったからだった。

　蜥蜴トカゲの着ぐるみのようなフードで顔はやはり見えないが、前世でも滅多に見なかったような縞しま柄がらの三角形の水着を身につけ、テレジアがこちらに歩いてくる。

　彼女の身体には蜥蜴トカゲの鱗うろこに覆われている部分はあるのだが、白い肌の面積が予想以上に大きく、ビキニを着ているといっても目の遣り場に困ってしまう。最初は何も着ないで入ってきたのだから、偉大な進歩ではあるのだが。

「…………」

「ん？　あ、ああ……背中を流してくれるのか。毎回すまないな」

　テレジアは俺からタオルを受け取ると、石せつ鹼けんを泡立てて背中を流してくれる。何も言わなくても力加減をしてくれていて、任せていて何も問題はなかった。

　背中と腕だけはテレジアに流してもらったので、そこからは自分でやることにする。テレジアもそれは分かってくれて、自分の身体を洗い始める──彼女はなぜか椅子に座らず、床に膝ひざをついているが、どうやら膝が鱗に覆われているので痛くないらしい。

　あまり見ていてはいけないので、俺は自分の頭を洗い始める。順番がいつもとは逆だが、絶対に決まったルーティーンを守らなくてはいけないわけではない──と考えたところで。

「……ん？　テレジア、今ドアが……」

　開かなかったか、と言う前に、俺は理解する。俺とテレジア以外に、もう一人が入ってきたのだということを。

「……アトベ様。先ほどは、お見苦しいところをお見せして申し訳ありません」

「──!?」

　頭の中にあった語ご彙いが全て吹き飛ぶ。テレジアが入りたがるのは分かる、だが彼女とはまだ、風ふ呂ろに一緒に入る関係性では──いや、そこまで進展するには普通は万里の道のりが必要であり、それでも一生混浴しないのが普通のはずだ。

「その……皆さん、お風呂からもう上がっていらして、お部屋に戻られたようでしたので……できるなら、アトベ様とテレジア様の他に、もう一人一緒に入浴した方が、というお話もございましたし……」

　説明をされているうちに、事情は何となく理解した。すなわち、五十嵐さんとエリーティアが『気になるから』と、俺を監視するための行動を取ったことと同じというわけだ。

（い、いや、それでもこんな行動に出るものなのか……？）

「……お二人の方がよろしかったですか？　それでしたら、私……」

「い、いや、今から戻るのは……その、何というかですね……ル、ルイーザさんが元気になってくれて、本当に良かったと思ってはいて……」

「はい。アトベ様が看病をしてくださったからだと思います……自分でも情けないですが、思ったより悪酔いしてしまって。ですが、先ほどアトベ様が優しく声をかけてくださったのを覚えています。目が覚めてからは、身体が元気になっていて……」

　そう言われて、俺はやっと理解する──彼女がこんな大胆な行動に踏み切った理由として、俺のしたことが関係していることに。

（寝ている間に『支援回復』したから……なのか？　全回復するまでの、たった一分くらいのことなのに……）

「あっ……わ、私ったら……ごめんなさい、髪を洗っている途中で……」

「い、いや、大丈夫です。逆に目を開けられない状態の方が、今は多分良さそうというか……」

　テレジアも一緒にいるというのに、狼狽うろたえてばかりいるわけにはいかない。同室になったからということで、今日のところはルイーザさんに視線を向けないよう厳格に注意しつつ、混浴という状況を自分に許可することに──と、割り切ろうとしたところで。

　ルイーザさんの気配が徐々に近づいてきて、背後まで移動してくる。この流れには抗えないと、俺は白旗を上げるほかなかった。

「アトベ様、少しよろしいですか？　先ほどのことが、本当に嬉うれしかったので……」

　ルイーザさんが途中から引き継いで頭を洗ってくれる。しかし、そこで思ってもみなかったことが起きた。

　指を立てて頭皮マッサージのようにされた瞬間、みるみるうちに緊張がほぐれ、体中の筋疲労までもが回復の兆しを見せる。

「ルイーザさん、これは……」

「はい……『指圧』です。自分の疲れを取るために使っていたのですが……いかがですか？」

「……あまりに心ここ地ち良くて、しょ、正直……寝そうというか……」

　くすっとルイーザさんの笑う気配がする。転生する前、テレビでバリ島のヘッドスパを受けているところを見たことがあったが、こんな感じだったのだろうかと思うほど、ルイーザさんの技能──『指圧』は卓越したものだった。

「あ、あの……つかぬことをうかがいますが、ルイーザさんの職業って……」

「今は引退した身ですから、まだ秘密にしておきます。『マッサージ師』などではないですよ」

　楽しそうに囁ささやくような声すら心地良く、座ったままだと言うのに意識が飛びそうになる──もとい、飛んでしまう。

　おそらく風呂から上がった時には、俺はすっかりリフレッシュしていることだろう。夢うつつの中でテレジアも近づいてきているのが見えたが、何故か俺と二人の時には大丈夫だったのに、いつの間にか彼女の蜥蜴トカゲマスクが真っ赤になっていた。





六　純真な商人　倉庫部べ屋や






　ギルドの『受付嬢』になる前に、ルイーザさんの本職は別にあった。

　彼女の『指圧』はパーティメンバーの自己回復を早めたり、身体からだの状態を改善して寝つきを良くするという効果がある。『不安』といった状態だけでなく『麻ま痺ひ』を治療できるので、探索中の応急処置として行うこともあったが、基本的には拠点に戻って休む時に役立てていたそうだ。

　──という話を、『指圧』を受けている間にした記憶がかすかにあるのだが。マッサージをされている時に寝る人が多いように、俺も意識が保っていられず、気がつくと風呂から出て居間に行くところまで意識が飛んでいた。

　そして居間の入り口で、ルイーザさんがバスローブ姿で俺に頭を下げ続けている。お風ふ呂ろ上あがりはいつもそうしているのか、束ねた髪をシュシュでまとめている──女性のそういう姿はとても新鮮に映るが、ドギマギしている場合でもない。

「ほ、本当に申し訳ありません……っ、私、ふと目が覚めたときもまだ少し酔いが残っていたみたいで、気が大きくなってしまって……同室だからといって、アトベ様と一緒にお風呂に入っていいなんて、そんなことは決して許可されていないのに、あまつさえ、お、お風呂でのマッサージまで……っ」

「ル、ルイーザさん、頭を上げてください。何も悪いことはしてないですし、むしろ俺は感謝したいくらいの気持ちで……」

　俺は自分の技能で自分を回復することができないので、『バックスタンド』で消耗した分がまだ回復しきっていなかったのだが、ルイーザさんのおかげで回復が早まり、すっかり気力が充実していた。

　しかしルイーザさんは途中でだんだん我に返ったらしく、風呂を出てからはひたすら平謝りをする。俺としては、彼女の浴室内でのガードは鉄壁だった記憶があるので、むしろ安心しているのだが──もし彼女が湯ゆ浴あみ着を着用していなかったらと思うと、また気が遠くなってしまいそうだ。

（まあ、湯浴み着も濡ぬれると……というのは言わないお約束か。俺も意識が遠かったということで許してもらうしかないな……）

「…………」

　そしてテレジアもまた、風呂から上がった後はまだ真っ赤になっている。推察するに、どうやらルイーザさんから『指圧』を受けている俺を見て照れたというか、そんな雰囲気だ。

「……私はいつもアトベ様に、将来が有望だとか、そういうことで感激して失言などを繰り返して……打算的な女だと思われても仕方がないですよね、こんなことでは……」

「い、いや……俺も、ルイーザさんに専属で担当してもらえるのはありがたいとか、こうやって宿舎で回復してもらえるのは嬉しいと思ってますから。持ちつ持たれつということで、あまり気にしないでください。将来有望と思ってもらうのも、転生前だとあまり無かったことなので、素直に嬉しいです。さ、顔を上げてください」

　ルイーザさんに頭を下げさせて自分は座っているというのも何なので、俺は席を立ち、ルイーザさんに顔を上げてもらうように促した。

　八番区とはまた違うハーブを使っているのだろうか、石鹼のいい匂いがする。全員が同じものを使っているといえばそうなのだが。

　それほどの近い距離で、ルイーザさんが顔を上げてこちらを見る。いつもできる女性というふうの彼女がすっかり弱気になっているのを見ると、年上の俺がもっと気を回してあげなくてはと思う。

「……アトベ様……」

　そして気がつく──この距離、そして雰囲気。これは世間的に言う、『チャンス』というやつではないのかと。

　湯上がりの熱が残っているだけではない。ルイーザさんの目は潤んでいて、その唇が次の言葉を紡ごうとする前に、俺はこちらに向けられている幾つかの視線に気がついた。

「っ……だ、だから言ったじゃない、こういうのは趣味が悪いわよ、ミサキ」

「またまた～、エリーさんじゃないですか、気になるから見に行こうって言い出したのは」

「はあ……な、何が気になるのかと思ったら。ルイーザさんと後部くんに何かあるわけないじゃない、みんな心配性なんだから」

「み、皆様……いつからご覧になっていたんですか？」

　どうやらエリーティア、ミサキ、五十嵐さんの三人が俺たちの様子を観察していたらしい──慌てて離れるのも逆に怪しいので、俺は咳せき払ばらいをしつつ、ルイーザさんから適切な距離を置く。

「な、何ていうかだな……ルイーザさんも同室だから、節度を持って一緒に入れば大丈夫ということで、そんな感じだったんだ」

「は、はい……アトベ様のおっしゃる通りです。今までは専属というわけでは無かったので、私の持つ技能を使うことはできなかったのですが、今日からは使わせていただきたいと思いまして。皆さんも『指圧』を受けられますか？」

「えっ……お風呂の中でそんなこと……ああ後部くん、本当に大丈夫だった？」

「わー、キョウカお姉さんがこんなに慌ててるの初めて見ました。スズちゃんも最近、お兄ちゃん子になってきてますからね～、三人だけで良かったと思って欲しいですよね」

　ミサキはひたすら面白がっているだけで、あまりかき回すんじゃないと言いたくなるが、なかなか俺の性格上、妹のような歳としの女性には怒れないというのがある。

　俺が社会に出るまで世話になった施設では、後輩というか『下の子』と呼んでいた子たちがいたので、彼らからは『兄ちゃん』『お兄』と呼ばれていた。思い出すと胸が詰まるような気持ちにはなるが、忘れることのない記憶だ。

「……何よ、悟りを開いたみたいな顔しちゃって。そんな顔されたら、信用するしかなくなるじゃない」

「悟りというか、昔のことを思い出してました。まあ、ルイーザさんも湯浴み着を着てたので、そこまで際どいことにはなってないですよ」

「す、すみません……そういったことを考えるくらいの判断力は残っていて、幸いだったと言いますか……湯浴み着でも十分恥ずかしいですが……」

　紅潮した頰を押さえるルイーザさん。そしてテレジアも赤いままで、やはり何かあったのでは、と無限ループしてしまいそうな空気を、二階からマドカが降りてきて打破してくれた。

「あ、あの……お兄さん、どうしてテレジアお姉さんと、ルイーザお姉さんは真っ赤なんですか？　あっ、お風呂が熱かったとか……お湯加減を調整するのが難しいですよね、迷宮国のお風呂って」

　風呂上がりだからというだけではなかなか説明がつかないところだが、マドカはそれで納得してくれた。年齢的に考えると、男女のことで想像を巡らすには早いということで、彼女には純粋なまま大人になってほしいところだ。





◆◇◆






　就寝前だがまだみんな体力が残っていたので、宿舎のある区域に一つずつ設けられている転移扉を利用し、倉庫に行って獲得した装備品の割り振りをすることになった。

　転移扉の設けられた小屋には、少し距離を置いてはいるが、監視をしている守備隊がいた。これは、他人の倉庫に侵入したりしないようにとの措置だとエリーティアが教えてくれた。

「カルマが上がらないように、他人に道具を譲渡させることもできなくはないから……ミサキなら、分かるでしょうけど」

「はぁっ……お、思い出させないでください、今でもあの時のことを思い出すと、寝られなくなっちゃうんですから」

　迷宮の魔物だけでなく、同じ探索者にも注意しなくてはならないというのは世知辛い話だが、仲間を守るためには最低限の用心はすべきだろう。

「アリヒトお兄さん、これが先ほど箱から手に入ったものを置いてあるところです」

　倉庫部屋は、箱を開けるための部屋と比べると狭いが、今の時点で入手したアイテムを入れておくには十分なスペースがあった。たとえるなら、学校の教室一つ分くらいの広さがあり、天井までの高さは三メートルほどあるだろうか。

　マドカが入れたものか、棚が壁に沿って配置されており、手に入れたものが保管してある。まず、『ドクヤリバチ』から入手した赤い箱の中身から見ていくことにした。

　まず一つ目、アンクレットを鑑定する。マドカの技能による鑑定で、問題なく詳細が判明した。





　◆虫除けのアンクレット＋１◆




　・昆虫系の魔物に対して効果がある。

　・『毒１』までの毒を防ぐ。






「なるほど……昆虫系への『効果』っていうのが何なのか分からないが、毒は馬鹿にできないくらい強力だから、防げるのは良いな」

「『毒１』でも、体力が減っているときは命に関わるわ。『毒２』からは、数時間以内に治療するか、回復しながら延命しないといけない……毒対策は、早めにできるといいんだけど」

　エリーティアのアドバイスからすると、毒対策が必ひつ須すになる迷宮も出てくるということか──彼女は『黒スグリのチャーム』というものを持っていて、それは携帯しているだけで装備品のように効果を発揮し、『毒２』までは防いでくれるという。

「これは、攻撃を受けてしまう可能性が高いメンバーが装備した方がいいでしょうね」

「シオンちゃんの足につけてあげるっていうのは？　装備できるものが少ないし」

「ああ、そうですね。『カバーリング』を発動することもありますし……できればノーダメージで済ませたいですが、今後はそう甘くないでしょうから」

　他のメンバーの意見も聞き、シオンにアンクレットを装備してもらうことになった。倉庫までは連れてきていないが、ルイーザさんと一緒に宿舎の留守番をしてくれている──二人とも寂しそうだったので、早めに帰ってあげなくては。

「このポイズンハニーは……その都度使うことになるが、毒矢が作れそうだな」

「できると思う。刷毛はけで武器の刃に塗ればいい。一瓶で、矢なら五本分にはなると思う」

「分かりました、私が持っておきます」

　ポイズンハニーの小瓶をスズナがポーチに入れる。テレジアの投とう擲てき用の短刀ダークにも塗れると思うが、とっさに毒を塗って投げるというのは難しいので、事前に準備ができる戦闘において使うことが想定される。

「あとは、『跳ちよう飛ひ石せき』か。飛び道具に装着するか、跳躍力を上げるために使うか……」

「後部くんの武器に使うのがいいんじゃない？　一番弾が飛び跳ねるところを想像しやすいし」

「かなりトリッキーな使い方になりそうですが……テレジアの盾につけたら、敵の飛び道具を弾きやすくなったりもしそうですね」

「今のところ、用途がはっきり想定できてないから、武器につけて試すのがいいと思うわ。武器に魔石をつけた時の特殊攻撃は、自分の意志で発動できるし。使えそうになければ、持ち帰って他の使い方を考えればいいわ」

　その頼りになる解説を聞いていると、エリーティア先生の授業を一通り受けてから探索を進めるべきではないかと今さらに思えてくる──みんなの感心の視線を受けていることに気づいて、エリーティアは恥ずかしそうに頰を赤らめた。

「そ、そんなふうに見られても……私の意見は、参考程度にしてくれればいいわ」

「本当に勉強になる。技能の取り方も、エリーティアの意見を参考にしたいな」

「それはリーダーの仕事よ。私は前衛であって、あなたを守って切り込むことが役目だから……戦術を実戦で使えるようにするためには、指揮をしてくれる人が必要でしょう。アリヒトはそれをやってきているし、その能力があると思うわ」

「そうか……分かった。そうだな、俺が一番後ろにいるわけだから、司令塔としての動きをもっと意識すべきだな」

「お兄ちゃん、頻繁に前に出ちゃいますけどね。土壇場の勇気が凄すごいですよ。私がお兄ちゃんの技能を持ってても絶対使えませんし」

「後部くんはある程度勝算があってやってるのよ。一緒に仕事をしてるときも、間に合わない時は絶対間に合わないって言ってくれてたし、ギリギリのときは『何とかやってみます』って言ってくれて……」

　ある程度仕事をしていれば、自分のキャパシティが見えてくる。しかし魔物をあと一撃で倒せそうなときに詰めの一撃を入れようとするのは、もはや計算などではなく、そうするしかない状況だからだ。

　このギリギリの選択が、いつか命取りになりはしないか──『バックスタンド』も、切り札としてリスクがあることを忘れてはならない。

「『跳ちよう飛ひ石せき』は、俺の装備につけてもらうことにします。メリッサ、『毒晶石』を外してつけられるか？」

「寝る前に二、三個なら加工できる。四つ以上は、効率が落ちるかもしれない」

　パーティメンバーに加工を頼めるというだけで、頼もしい限りだ。あと、優先して試したい魔石は「陽よう炎えん石せき」「爆ばく裂れつ石せき」「土ど竜りゆう石せき」「火ひ柘榴ざくろ石いし」となる。

「……すごい数。こんなにつけずにしまっておくパーティは珍しい。みんな飛びついて、すぐ何かにつけようとする」

「そうですね、たまに魔石つきの武器が入荷すると、すぐに売れてしまっていました」

「今後は入手したものは、できるだけ早く実戦で活かせるようにしていくつもりだ。できることが一つ増えるごとに、対応できる局面も増えるから」

　皆が頷うなずく──こうして何でも話し合うことで、パーティ全体の意識が高まり、練度も上がっていくように感じる。

　残りの魔石の用途については話し合いの結果、敵を幻惑する『ミラージュ』系列の技が使えるようになる『陽よう炎えん石せき』をテレジアの盾に装着し、『ブラスト』系列の範囲攻撃ができるようになる『爆ばく裂れつ石せき』を、スズナの弓に装着した。





七　切り札とリスク






『土ど竜りゆう石せき』はマドカに用途を調べてもらい、検討した結果、ミサキの防具につけることにした。

「ふぇぇ、私もつけてもらっちゃっていいんですか……？」

「ミサキは現状、パーティに必須だからな。どうしても危険なときに隠れられそうだから、有効に使ってくれ」

『土ど竜りゆう石せき』は武器につけると、装甲の厚い敵に特攻のある『ドリル』系列の攻撃ができるというが、それよりも防具につけたときの『マッドギリー』という特殊効果が、ミサキの緊急回避に使えるのではと判断した。

「お兄ちゃんがそう言うなら、頑張って有効に活用させていただきまーす。ところでこの『マッドギリー』って、どういう意味なんですか？」

「使ってみれば分かるわ。使用できる場面は限られているけど、使えるときはすごく効果的だと思う」

「私は『混こん乱らん石せき』を防具につけて、耐性をつけるのね。『火ひ柘榴ざくろ石いし』は、シオンちゃんが属性攻撃をできるように、アンクレットにつけてあげて……」

「爪や牙きばが効かない敵が出てきたときも、打撃が与えられた方がいいですからね。じゃあ、次に行きましょう」

『空から来る死』の箱から出てきた未鑑定のチャーム──迷宮国のものらしい文字の描かれたお札のようなものと、そして細長い布をマドカに鑑定してもらう。





　◆死霊除けのグランドチャーム＋１◆




　・エナジードレインを防ぐ。

　・霊体系の敵に打撃を与えられるようになる。







　◆ユニコーン・リボン＋１◆




　・魔法による打撃を軽減する。

　・クリティカルヒット時に、打撃の一部が敵の防御を貫通する。

　・条件を満たした女性しか装備できない。






「エリーティア、エナジードレインっていうと、迷宮国ではどういうものなんだろう」

「生命力を吸ってくる攻撃よ。霊体系の魔物が、よく使ってくることがあるの。『コールドハンド』とか、そういう技ね。中には、同時に経験値を吸ってくるものもあるというけど……」

「……わ、私は霊とかそういうのは別に怖くないわよ。もしものときは『ブレイブミスト』があるしね」

　何も聞かなくても強がりを言うあたり、五十嵐さんは幽霊の類には弱いようだ。怖がりというのは、彼女が隠しても十分すぎるほど分かってしまっているが。

　そういうことなら、霊体系に対抗できそうな職のスズナに持っていてもらうのがいいだろうか。彼女を見やると頷きを返してくれて、お札を受け取ってくれた。

「リボンはエリーさんがいつもつけてるのに色が似てますね」

「ええ……それに、すごく良い効果がついてる。クリティカルは狙って出せるものじゃないけど、これを装備して『背反の甲蟲』と戦っていたら、もしかしたら有利に戦えたかもしれないわ。でも、条件があるから、着けられたらっていうことになるけど……」

「エリーさん、結んでみましょうか？」

　スズナが申し出て、エリーティアの髪にリボンを結ぶ。問題なく装備できたようだ──と考えて、『ユニコーン』の意味するところに思い当たる。

（もしかしなくても、処女じゃないと心を許さないっていうあれか……？　女性限定ということは……ま、まあ、装備できればそれでいいのか）

「お兄さん、すみません、次の装備は『鑑定１』では完全には鑑定できないみたいです」

「おっ、そうか……分かった、『中級鑑定の巻物』を使ってやってみてくれるかな」

「はい、やってみます……あっ、上う手まくいきました。やっぱり『鑑定２』が取れたらすごく便利になりそうですね」

　残りの装備は、『アンビバレンツ』『早業のガントレット』、そして『網状のぼろきれ』という未鑑定のものだ。しかしこのぼろきれというやつは、どこかで見たことがあるようにも思える。

　マドカはライセンスに表示された鑑定結果を見せてくれる──すると。





　◆スパイダー・ブラック・タイツ＋３◆




　・敏びん捷しよう性が上昇する。

　・魔力の上限値が上昇する。

　・敵からの打撃を軽減する。

　・組み合わせによって性能が上昇する。

　・破損していて性能が発揮できない。






「あっ……後部くん、こ、これはちょっと、誰かに装備させるのは教育上よくないっていうか……分かるでしょう、空気を読んでね？」

「わ、分かってますよ。そもそも、破れてるから装備はできないですし」

「でも、破れてても装備したいくらいにいい効果がついてるみたいですよ？　これは大人の女の人向けの装備ですよねー、キョウカお姉さんとか、ルイーザさんとか」

「っ……こ、こんなに伝線したタイツなんて穿はけるわけないでしょう。それに、この装備が出てきたのは『背反の甲蟲』の箱からだから、つまり……」

　誰かの装備品だったというのは確かだと思うが、それを言うと箱から出てきた装備は何も使えなくなってしまう。タクマのパーティの誰かの装備だったということなら、確認しておきたい気もするが──タイツを見せてこれに覚えはあるかと尋ねるのも、シュールというか倫理的に駄目だと感じる。

「……箱から出てくるものは、誰かの仇かたきを討ったあとに手に入るものと思えば、役立てるべきだと思う。そうでなければ、志半ばで倒れた人が浮かばれないわ」

　エリーティアの言葉に、皆が沈黙する。

　箱の中身は、志半ばで倒れた探索者のものである可能性が高い。全ての宝がそうではないのかもしれないが、あの指輪のように、明らかに遺品であることを示すものもある。

「そうなると、このタイツもやっぱり破れていても使わないとですよね……」

「いや、そうじゃなくてだな……修繕してから使わせてもらうのはありだと思うが、こんなのを五十嵐さんに穿かせられないしな」

「なっ……何をミサキちゃんの言うことを真に受けてるのよ、社会人だけがタイツを穿くわけじゃないんだから」

「タイツですから、修繕は難しいと思いますが……専門の方なら、素材があればできるんでしょうか」

　スズナは真ま面じ目めに破れたタイツを調べてくれている。そこで俺は、タイツの名称に含まれている『スパイダー』というのがヒントにならないかと考えた。

「『スパイダー』……蜘蛛糸が由来の素材でできたタイツってことだったりしないか？」

「……そうだと思う。ユニコーン・リボンも一角獣の素材で作られたものだから、装備名に魔物の名前が含まれているときは、魔物素材を使っていることが多い」

　そういえば俺の『ハードオックスメイル』も、湿地の水牛マーシユオツクスの素材でできた鎧よろいだ。つまり『スパイダー』は、すでに話に聞いた『蜘蛛』から得られる素材で作れることを意味していると考えられる。

「『羊』の素材でラケットと後部くんのスーツを作って、『蜘蛛』の素材でタイツを修繕する……後部くん、色々と先の目標マイルストーンができたわね」

「ええ、良い目標ですね。一個ずつクリアしていきましょう」

『牧羊神の寝床』をできるだけ深層まで攻略、貢献度を稼いでから『落陽の浜辺』に行く。この流れで必要な素材は全て手に入る。コルレオーネさんから魔法銃を貰もらうことができれば、さらに戦力の強化が見込めそうだ。

「残りはガントレットと……これは、槍やりにしては変わった形をしてますね」

『早業のガントレット』はマドカの鑑定で、『アンビバレンツ』は中級鑑定の巻物で鑑定を行う──恐ろしいことに、『アンビバレンツ』は中級鑑定ですら全ての詳細が判明しなかった。





　◆★早業のガントレット◆




　・通常攻撃、技能による攻撃の回数が敏捷性に合わせて増加する。

　・敵から受ける被害が少し大きくなる。

　・通常攻撃時に魔力をわずかに消耗する。







　◆★アンビバレンツ◆




　・この武器を用いて攻撃したときに自分も被害を受ける。

　・敵から受ける被害を軽減する。

　・自分の体力が低いほど、相手に与える被害が大きくなる。

　・秘められた力がある。






　どちらもリスクさえなければ、強力な装備だ──『アンビバレンツ』はあまりに賭かけの要素が強くて、実戦に用いるには厳しいものがあるが。

「少しリスクもあるが、このガントレットを最大に活かせるのはエリーティアだろうな。すでに良い小手を装備してると思うから、変えるかどうかは任せるよ」

「っ……い、いいの……？」

　自分の名前が出るとは思っていなかった、という反応をするエリーティア。その様子を見れば、この装備が彼女にとって魅力的だということが分かる。

「魔力がたくさんある人しか、有効に使うことは難しそうだものね。レベル９のエリーさんなら、攻撃回数が増えるメリットが、デメリットを上回ると思うわ」

「……スズナやテレジアも攻撃回数が増えると、パーティとしては強くなると思うけど……」

「レベルが上がって、みんなも魔力配分が余裕を持ってできるようになったら、そのときは装備する人を交代してもいいかもしれない。でも、現時点で一番頼りになるアタッカーはエリーティアだから。ブロッサムブレードの攻撃回数が増えたら、それで押し切れる場面もあると思う」

「……分かったわ。装備品は、皆を優先してもらいたいけど……今は、少しでも貢献できるように私が使わせてもらうわね」

　エリーティアは小手を大事そうに胸に抱きしめる──幸いサイズが大きすぎるということもなく、小柄な彼女でも身につけることができそうだ。

「この『アンビバレンツ』は、今の時点で使うのは危ないですね。倉庫に置いておいて、使えるときが来たら……」

「後部くん、良かったらそれは私が持っていてもいい？　槍の形をしてるし、当面は私しか装備できる人がいないと思うから」

「え……で、でも危ないですよ？　攻撃したとき、それがどれくらい返ってくるかも分からないですし」

「持ってるだけでも効果があるみたいだから、背負って運んでるだけでも『打撃の軽減』はできると思うし、『秘められた力』も気になるしね。心配しないで、もし使うときはちゃんと後部くんの指示を聞くから」

　こう言うと彼女は聞かないところがある──だが、しっかりパーティのことを考えて、あえてリスクを承知で持ち出すというのは、彼女らしいとも思う。

「……前みたいに、無茶をして俺たちを守ろうとか、そういうあれは無しですよ」

「ええ、もちろん。私だってあの時は死にそうなくらい痛かったし、頼まれたって無理はしないわ」

　そう言ってくれるのなら、俺は過保護に心配しすぎてもいけない。『アンビバレンツ』の重量はそれなりにあるが、五十嵐さんは気にならないらしく、試しに持ってみるとクロススピアより軽そうに取り回していた。

「軽いけど、敵を突つく時に威力が出るっていうことは何となく分かる……凄すごい槍だわ……」

「キョウカ、呪われてはいない武器だけど、気をつけてね。『秘められた力』は、必ずしもプラスの効果とは限らないから」

「ええ……ただ持っているだけなら、体力や魔力が減ってるわけでもないから。普段はクロススピアを使って、これは控えの武器として持っておくわね」

「はい、お願いします。さて、もう夜も遅いし、宿舎に戻って休むとしよう」

「「「はいっ」」」

　思ったより皆の返事が揃そろっていて、思わず笑ってしまい空気が和む。意外だったのは、メリッサも淡々としているとはいえ、普通に返事をしてくれたことだった──いつかテレジアの声も聞きたいと思うが、まず彼女には、俺を護衛するために立ったままで寝る件について、ちゃんとベッドに入るよう根気よく説得していきたい。








第五章　生と死の間で










一　朝の風景






　テレジアはやはり俺に眠っているところを見せず、寝落ちした後に目覚めると、彼女が俺を起こしてくれるところだった。

「アトベ様、おはようございます。すみません、今日はギルドの朝礼がありますので、早めに出させていただきますね」

「あ……お、おはようございます、ルイーザさん。二日ふつか酔よいとかは大丈夫ですか？」

「はい、おかげさまで……あ、あの、アトベ様。私は正式なパーティの一員ではありませんので、本来なら、別の宿舎で生活しなくてはいけないのですが……」

　ルイーザさんの言わんとするところを察して、寝ぼけた頭が一気に冴さえる。

　正直を言うと、俺は彼女の『指圧』が病みつきになってしまっている。デスクワークで凝り固まった身体からだを整体に通ってたまにほぐしてもらうことも、会社員時代の癒やしの一つだった──彼女の技術は、プロの整体師にも匹敵している。体力・魔力ともに充実していて、まだ慣れない寝床でも完全に回復できた。

　そんな理由で、彼女が同じ宿舎で生活してくれるとありがたい──というのは、あまりに都合が良すぎるだろうか。同室で就寝していたというだけでも、普通に考えて僥ぎよう倖こうと受け取るべき出来事なのだが。

「……やはり、ご迷惑になりますよね。昨夜は特別にお許しいただきましたが、別の宿舎に移れるように申請を……」

「いや、全然迷惑じゃないですよ。むしろ、今後もルイーザさんが担当してくれて、上の区に一緒に移っていくんだとしたら、ルイーザさんも一緒に……その、生活した方が、安心できると思いますし」

『一緒の宿舎で暮らそう』というようなニュアンスのことを言うのは、やはり勇気が必要だ。だが、彼女自身が希望している素振りを見せてくれているのに、遠慮していては誰も幸せにならない。

「宿舎については、良かったらこのままこの家を使ってください。ギルドから借りてる俺が言うことでもないですが……」

「い、いえ。この家の借り主として、アトベ様のお名前が登録されていますので……この家で生活するには、原則として主人の方の許可が必要となります」

「じゃあ……俺が、許可を出させてもらいます。ここに居てくれませんか、ルイーザさん」

「っ……は、はい……アトベ様……身に余る光栄です、そんなふうに言っていただけて……私、担当官としてもっとお役に立てるように頑張ります」

　胸に手を当て、ルイーザさんは目を潤ませて言う。最近彼女と話していると、こんなふうに良い雰囲気になることが多いのだが──テレジアがいることを忘れてはいけない。

「あ、あら……テレジアさん、どうしたんですか？　ベッドに潜り込んでしまって」

「…………」

　毛布からテレジアの尻しつ尾ぽだけが出ている──邪魔をしないように、ということなのだろうか。今のは確かに、俺が無神経すぎた。

「テレジア、そろそろ食事の準備が始まってるから下に行こう。着替えるまで待っててくれるか」

「…………」

　食事という言葉に反応して、尻尾が少し動く。そんなテレジアの姿を見て、ルイーザさんは微笑ましそうにしていた。

「アトベ様は、本当によくテレジアさんの気持ちがお分かりになるのですね」

「そうだといいな、とは思ってるんですが……テレジア、ちゃんと寝てたか？　俺が寝たあとは自分も寝ないと駄目だぞ」

「…………」

　テレジアは毛布の中でもぞもぞと向きを変えると、顔だけ出してこちらを見る。寝たのか寝てないのかは分からないが──その仕草には何とも言えず愛あい嬌きようがあって、野暮なことを言う気をなくしてしまった。

　そういえば、夜中のうちに誰かがベッドに入ってきたような気がする。しかしルイーザさんの酔いは覚めていたし、他の仲間たちがそんなことをするとは思えないので、やはり夢でも見ていたようだ。





◆◇◆






　ルイーザさんは明日は朝食を一緒に取ると約束すると、宣言通りに早めに出勤していった。

　俺たちの宿舎の近くにある通りでは、食料品の朝市が開かれている。『調理１』の技能を取ったメリッサを中心として、朝に強いメンバーが買い出しをしてきてくれたとのことで、俺がテレジアと一緒に降りていったときには、パンの焼ける香ばしい匂いがしていた。

「アリヒトさん、おはようございます」

「おはよう。焼きたてのパンがあったから買ってきた。アリヒトは三つくらい食べる？」

　エプロンを着けたスズナが、スープの入った鍋なべを食卓に運んでいく。キッチンにはメリッサがいて、俺を見るなりパンをトレイに載せてこちらに出てきた。

「おお……何か、いかにもって感じの丸パンだな」

「見た目は硬そうだけど、スライスして食べるから、中の白いところは柔らかい」

「メリッサさんは、パンを切るナイフを持ってきてくれていたんですよ」

　スズナは朝に強いらしく、かなり元気だ──というか、メリッサ、スズナ、マドカの三人は朝に強いが、ほかは軒並み弱めである。特に五十嵐さんは低血圧なので、朝はスイッチが入るまで時間がかかるそうだ。

「くんくん……香ばしいパンの匂いが……ふぁー！　スズちゃんがエプロン着けてる！」

「おはよう、ミサキちゃん」

「ああびっくりした、お兄ちゃんとエプロンのスズちゃんが一緒だと、スズちゃんの新妻感が引き出されちゃってまじ卍まんじっていうか」

「言いたいだけだろ、それ……どういう意味なんだ」

　ミサキは笑ってごまかすと、手伝おうとキッチンを覗のぞくが、何か悟ったような顔になって戻ってくると、自分の席についた。

「お兄ちゃん、立ってるとみんなの足を引っ張っちゃうから、私の隣に座りません？」

「家事は苦手なのか……まあ、イメージ通りだけど」

「お当番の日が来たら本気出しますよー。めっちゃ長いかつら剝むきとかしますし」

「ミサキちゃん、かつら剝きをするようなお野菜は朝市には売ってなかったよ？」

「そっかー、それじゃしょうがない。じゃあハンバーグの空気を抜く技を代わりに見せますね。なぜか焼くと爆発するんですけど」

　ミサキに料理はさせない方が良さそうだ、とはあえて言わずにおいた。家事はなるべく分担すべきなので、できないなら教えた方が良いからだ。

「俺と一緒に当番になったら、まず鍋を見守る仕事から始めてもらうぞ」

「お兄ちゃんと二人きりの調理実習……お兄ちゃんったら、スズちゃんのことも食べてしまいたい、なんて言っちゃったりして」

「っ……ア、アリヒトさんは、そんなこと……言わない……ですか？」

「ま、まあ……今のところは、俺が言わなさそうな台詞せりふではあるけどな」

　転生前だと、施設の子供たちを除けばこれほど歳としの離れた子たちと冗談を交えて話す機会など無かったので、ジョークの加減が分からない。

　俺がそんなこと言うわけないだろ、と一笑に付すことはできるが、年頃の女の子の場合、全否定も良くないような気がする。気にしすぎなのだろうか。

「お兄ちゃんならいつでもキメ顔で言っていいですよ。スズちゃんもそうですけど、キョウカお姉さんだって待ってると思いますし」

「俺にどういうキャラを求めてるんだ……ほら、遊んでないで配はい膳ぜんを手伝うぞ」

「はーい」

　何とか話を切り上げると、ミサキは素直に言うことを聞いてくれる。それだけで実は良い子なんだよなと思ってしまうあたり、感心させられる。

　俺も手伝いをしようと台所に入ると、メリッサがローストチキンらしきものを切り分けていた。マドカが鍋で作っている果実を使ったソースをかけて食べるようだ。

「パンで挟んでも美お味いしい。この『ローリィリーフ』と他の野菜も、お好みで挟めるように準備した」

「なるほどな……そのジュースは？」

「『アイスキャロット』をすりおろして、果物のジュースと混ぜました。スムージーみたいになって美味しいですよ」

　マドカに差し出されたジュースで喉のどを潤す──ライセンスを見てみると『氷結属性値』がわずかに上昇するようだと分かった。風邪で熱が出た時にも効きそうだ。

（『氷ひよう結けつ石せき』みたいなものもあるんだろうな。五十嵐さんの『エーテルアイス』にも関わる数値か……状態異常だけじゃなく、属性防御が大事になる局面も出てくるかな）

「あっ……お兄さん、『アイスキャロット』っていうのは魔物の名前なんですけど、大丈夫でしたか？」

「ん……そうか。味はキリッとした人にん参じんジュースって感じで、美味しいから問題ないな」

「アリヒトは好き嫌いが少ない。父さんは野菜が苦手だったから、見習わせたい」

「一応言っておくと、セロリだけは少し苦手だな。洋風のスープを作ったりとか、そういう時に香味野菜として使うのはいいんだが」

「アリヒトお兄さんはご自分でもお料理をされるんですか？　大人の男の人ってすごいです」

　社会人の一人暮らしの自炊率はどれくらいなのだろう。たまに料理をするくらいなら、だいたいの人は経験があるのではないだろうか。

　そんなことを考えていると、またライセンスに新たなメッセージが表示された──持っているだけで自然に分かるのだが、魔力の作用なのだろう。





　◆現在の状況◆




　・『メリッサ』が『調理１』を発動　→『アリヒト』の最大体力が一時的に上昇






「おお……凄すごいな。メリッサが料理を取り仕切ってくれるときは、一時的に能力が上がることがあるみたいだ」

「……分かった。料理は好きだから、なるべく毎日参加をする」

「ありがとう、メリッサ。基本的には当番通りでいいからな。マドカも今日は当番じゃないのに偉いな、手伝ってくれて」

「っ……い、いえっ、あの、その、私もメリッサさんと同じで、早起きが習慣だったので……戦いではお役に立てないので、その分お手伝いを頑張りたいなと思って……」

　分かってはいたことだが、マドカは健気すぎる。八番区で商人をしているときも随分と苦労したのだろうが、それでも彼女には世間擦れしてしまったりということが全くない。

「みんなが早起きして頑張ってる時に、寝起きが良くないとか言い訳してる場合じゃないわね……何とかしないと」

「おはようございます、五十嵐さん。でも、会社にいたころは朝から常に完かん璧ぺきでしたよね」

「ま、まあそれはね……社会人として恥ずかしいところは見せられないし。今のところエリーさんが一番良く寝られてるみたいね。ずっと寝不足だったみたいだから良かったわ」

　俺たちのパーティに加わったことで、エリーティアの心が和らいでいるのなら、嬉うれしいという以外の何物でもない。

　一番最後に起きてきたエリーティアは恥ずかしそうにしていたが、俺たちが笑うと釣られるようにして笑った。一度探索に出れば気を緩められないので、宿舎にいるときくらいは和やかに過ごしたいものだ。





二　飛び跳ねる弾丸






　朝食後少し休憩してから、『牧羊神の寝床』の入り口に向かう。

　その途中で、昨日きのう見た男たちとは違う『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のメンバーとすれ違った。同盟のリーダーが目標貢献度を達成するのは明日だと聞いていたが、今日も『落陽の浜辺』に潜るのだろうか。

「彼らは『同盟』の下部のメンバーみたいだな。看板で分かったが、向こうが『落陽の浜辺』の入り口……ちょっと気になるな」

「アリヒト、昨日席を外していたとき、敵情視察をしてたの？　凄い度胸ね……」

「なりゆきでそうなっただけで、盗み聞きは基本的には良くないことだけどな。彼らは、今日じゃなくて明日の探索で、目標達成って言ってたんだが。休み無しに毎日潜るのは、メンバーの負担も大きそうだ」

「私たちも毎日ですけど、お兄ちゃんが一番疲れ気味でしたよ。でも今日はお肌がツヤツヤしてるような……はっ！」

「ルイーザさんに『指圧』をしてもらったんだ。同じ宿舎に住むことになったから、皆も希望があったら頼んでみるといい」

　朝鏡を見た時にも思ったが、やはり俺の顔色はいいらしい。五十嵐さんが何か言いたそうにしていたが、やはり『どういう状況で指圧をされたか』が引っかかったのだろうか。

「ま、まあ、疲れが取れたみたいで良かったけど。ルイーザさんも機嫌が良かったし、同室でも大丈夫だったみたいね」

「テレジアさんもいますから大丈夫ですよー。テレジアさんは私たちのパーティの良心ですから」

　当のテレジアは自分のことを言われていると気づかず、ひたひたと俺の左前を歩いている。彼女なら俺と同室でも問題ないという信頼感が、徐々に仲間たちの中で浸透してきたようだ。逆に、テレジアが俺の監督役になっているとも言えるが。

「キョウカお姉さんは肩こりがひどそうですから、今日お願いしてみたらどうです？」

「言われると思ったけど、こっちに来てからそんなでもないのよ。やっぱり、座りっぱなしで仕事をするのが一番健康に良くないのよね。槍やりを振ってると健康になるみたい」

「魔物との戦いで、普段使わない筋肉を動かしまくってる感がありますしね。俺もかなり身体が軽いというか、動かしやすくなりました」

「アリヒトさんは初めて見た時より、顔色がすごく良くなったと思います。魂から疲れている感じがしていましたから」

　その疲れたサラリーマンとパーティを組むなどと、この内の何人が想像していただろう──一番今の状況を想像出来なかったのは、俺自身だが。

「魂から疲れてるなんて……今はもう大丈夫なのよね？」

「はい、随分元気になられました。私たちの中で一番元気なくらいです」

　そう言われると何か気恥ずかしいが、元気なのは確かだ。皆を引っ張っていく──というより後ろからついていくわけだが、リーダーとしては誰よりもモチベーションは高くあるべきだと思う。

「あ、アリヒト兄さん、おはようございます！」

「アリヒト先生、今日は簡易キャンプの準備をしておきませんか？　二層で『羊』を探すんですけど、どれくらい時間がかかるか分からないみたいなので」

　カエデとイブキもよく寝られたようで元気そうだ。アンナは口に手を当てて欠伸あくびをしており、リョーコさんはまだぼーっとしている。

「……あっ。すみません、早起きしてお弁当を作っていたので、少しぼーっとしていて」

「リョーコは私たちのお母さんです」

「お、お母さんっていう歳じゃ……ほら、アトベさんに笑われちゃったでしょう」

「携帯食料だと味気ないですから、弁当を作るパーティって意外に多いんですかね」

「うちらは屋台でも買ったりするけど、なるべく朝とお昼は自分たちで用意してます。そのかわり、探索から帰ってきたときはほぼ外食やけど」

　昼の弁当は良いとして、キャンプをするとしたら日持ちのする食料も必要となる。迷宮の中でも時間の経過があるとのことで、夜に備えて燃料も買っておいた──マドカの『荷運び』が最大限に発揮され、増えた荷物も負担にならずに運ぶことができる。

　迷宮の内部に入ると、一層は変わらず牧歌的な光景が広がっていた。昨日魔物を倒したところは素通りして、空を飛ぶフェイクビートルの視界に入らないように移動し、戦闘を避けて二層の入り口までたどり着けた。

　パーティ編成については、今回はマドカをフォーシーズンズに入れてもらうことにする。

　別パーティになっても五十嵐さんとシオンに『支援攻撃』を使う機会は多くなるので、『アザーアシスト』を連発するよりも魔力の消費が少なくなる。前回の探索で分かったことだが、要所で別パーティを支援すべき場面が出てくるので、『アザーアシスト』を連発するとおそらく魔力切れを招くことになる。

　しばらく起伏のある草原を進んでいくと、丘の上に二つの石柱が並んでいた。その間をくぐると、二層に転移する──心なしか雲の流れが早く、風景こそあまり変わらないが、何か入った瞬間から緊張感を覚える。

「……と、早速何か出てきたな。あれは……」

「っ……ミスター・アリヒト、あれが『羊』の仲間です！」

　アンナが興奮気味に声を上げる。二層に入って、いきなりの遭遇──ワタダマに似た姿をした、一回り大きな綿毛の塊。違うのは、角らしきものが生えていることだ。





　◆遭遇した魔物◆




　・ストレイシープＡ：レベル１　警戒　ドロップ：？？？

　・ストレイシープＢ：レベル１　警戒　ドロップ：？？？

　・ストレイシープＣ：レベル１　警戒　ドロップ：？？？






（ストレイシープ……迷える羊ストレイシープ？　レベル１って一体……）

「アリヒト、向こうにも……っ」

「ちょ、ちょっと戦いにくくないですか？　何か、見るからにかわいいんですけど」

「う、うん……私も、あの子を弓で撃ったりするのは……」

　ミサキとスズナは戦うことをためらっている──だがフォーシーズンズは、アンナの武器を強化するため、羊の素材を求めている。

　ここにきてレベル１というのがどうにも引っかかる。ワタダマは凶悪な顔をしていたが、今回のストレイシープは『鷹たかの眼め』で観察してみても、目がつぶらでぬいぐるみのように可愛かわいらしい。

「アンナ、あれがラケットの素材になるっていう『羊』なのか？」

「いえ、『ストレイシープ』はすぐに逃げてしまいます。もっとレベルの高い、同じ系統の魔物がいるという話なんですが……捕まえる方法を調べて、そのうちひとつを用意してきました」

「あ……逃げていってしもた。あの子らは無害なんですけど、狙った魔物が出てくるまで、別の魔物が出てきて大変なんです」

「ストレイシープは、他の魔物に食べられちゃってるみたいで……かわいそうですけど、それで迷宮の生態系ができてるっていうことでもあるんですよね、きっと」

　イブキも可愛かわいいものには弱いらしく、勇ましい空手家の顔とは違う表情を見せている。五十嵐さんはモフモフ好きなので、戦うことにならなくて胸むねを撫なで下おろしていた。

　レベルが低い魔物ということは倒しても得られる貢献度は低いと考えられるし、狙って罠わなにかけられないのなら狩る効率も低いということだ。

　しかし、それを差し引いても『羊』系の魔物は狙う価値があるのか、他のパーティの姿が遠くに見える。

　そうすると、他のパーティと被らないように罠を仕掛けるところを探さなくてはいけない。場所探しに集中したいが、どうやら簡単にはいかないようだ。

　テレジアの索敵範囲に別の魔物が現れる。いかにも羊を狙いそうな、狼型の魔物──一番前に出ているシオンが威嚇するように喉を鳴らす。





　◆遭遇した魔物◆




　・エアロウルフＡ：レベル５　戦闘中　ドロップ：？？？

　・エアロウルフＢ：レベル５　戦闘中　ドロップ：？？？

　・エアロウルフＣ：レベル５　戦闘中　ドロップ：？？？






「羊も狼も、群れの魔物ってことか……」

「私たちの視線を引きつけているのは一体だけど、丘の向こう側から迂う回かいしてこちらに近づいてきている狼が二体いる。私たちが二匹の方を請け負いましょう」

　エリーティアの提案に従い、二つのパーティで敵を迎え撃つ。俺たちが迂回してくる狼に備えている間に、遠とお吠ぼえを上げた狼が、フォーシーズンズの前衛を務めるカエデに向けて突進してきた。

「──シオン、『カバーリング』を頼む！」

「ワォォーンッ！」

　エアロウルフが駆け出すと同時に、シオンは疾走していた──五十嵐さんとシオンが俺のパーティに入ったままフォーシーズンズに加勢し、戦力的にバランスを取る。そうすると何がいいかと言えば、『アザーアシスト』で魔力を消耗することなく、シオンに『支援防御』をかけることができる。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援防御１』を発動　→対象：『シオン』

　・『シオン』が『カバーリング』を発動　→対象：『カエデ』

　・『エアロウルフＡ』が『エアロチャージ』を発動　→対象：『シオン』　ノーダメージ






「シオンちゃんっ、ありがとう……！」

「ワォンッ！」

　シオンの前に生じた防御壁が、完全にダメージをゼロにする。庇かばわれたカエデ、そしてシオンに追従していた五十嵐さんが、反撃に出るシオンと攻撃のタイミングを合わせた。

「──シオン！　『火ひ柘榴ざくろ石いし』の力を使ってみてくれ！」

「カエデちゃん、シオンちゃんに合わせて行くわよ！」

「了解っ！」

　俺の発動した『鷹の眼』が、ひるんだエアロウルフの周囲を風が取り巻くところを捉とらえる──それを見て、シオンにも同じように属性攻撃ができるようになったことを思い出し、すかさず指示を出す。

　シオンの前足につけられたアンクレットが赤い輝きを放つ。そして繰り出された爪の一撃が、赤い残像を残す。

「──グルルァァァッ!!」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『シオン』が『ヒートクロー』を発動　→『エアロウルフＡ』の『エアロシールド』を相殺　支援ダメージ12

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

　・『エアロウルフＡ』に一段目が命中　支援ダメージ12

　・『エアロウルフＡ』に二段目が命中　支援ダメージ12






『エルミネイト・マウント・ブーツ』を装備したために、支援効果が少し大きくなっている──しかし、シオンと五十嵐さんの連撃に強化された支援ダメージを三段重ねても倒し切るところまではいかなかった。

「もうひと押しっ……！」

「──カエデ、まだっ……！」

　カエデの後ろからイブキが警告する──連撃を受けたエアロウルフは倒れることなく、その目が飢えた獣の輝きを宿す。

　だが、カエデはそうなることを読んでいたかのように、最後の反撃を試みるエアロウルフと交錯する。

「──はぁぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』『支援攻撃１』を発動

　・『エアロウルフＡ』が『道連れの牙きば』を発動

　・『カエデ』が『切り返し』を発動　→『エアロウルフＡ』にカウンター　支援ダメージ12

　・『エアロウルフ』を１体討伐






　狼が攻撃を繰り出したあと、それを受ける前に返すことができるカウンター。瞬きをすれば見逃してしまいそうなほどの速さだ──見事と言うほかない。

　挟撃の試みをあっけなく崩されたエアロウルフ二体は、それでも逃げることなくこちらに向かってくる。

　だが──彼らにとって絶対外すことのできないはずの一撃は、あえて自分から前に出ているテレジアに向けて繰り出され、思いきり空を切った。





　◆現在の状況◆




　・『テレジア』が『蜃しん気き楼ろう』を発動

　・『エアロウルフＢ』の攻撃が失敗

　・『エアロウルフＣ』の攻撃が失敗

　・『テレジア』の『蜃気楼』が解除






『陽よう炎えん石せき』をはめ込んだ円盾タージエによって、テレジアは敵の目をくらます蜃気楼を発生させていた──二度攻撃を受けただけで消えてしまったが、攻撃をすかされたエアロウルフたちが戸惑った一瞬を、エリーティアは決して見逃さない。

　そして俺は、彼女の攻撃に『支援攻撃２』を乗せる──試すのは、装着したばかりの魔石を使った攻撃だ。

（『跳ちよう飛ひ石せき』の効果を発動した魔力弾……どんな弾道で飛ぶのか、一度見ておきたい……！）

「──幻と踊り、果てなさい」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・バウンス』

　・『エリーティア』が『ブレードロンド』を発動

　・『エアロウルフＢ』に二段命中

　・『エアロウルフＣ』に二段命中

　・『支援攻撃２』の効果により『フォースシュート』が跳弾

　・『エアロウルフＢ』『エアロウルフＣ』の間で『フォースシュート』が３回バウンド

　・『エアロウルフ』を２体討伐






「ギャウゥンッ……！」

　エリーティアの繰り出した剣舞が、飛びかかるエアロウルフを弾き飛ばす──そして、その二体に命中した魔力弾が跳ねて、二体の間で何度か反射する。

　吹き飛んだエアロウルフ二体を見て、みんな目を丸くしていた。俺とエリーティアも含めてだ。

「っ……こ、こんな……アリヒト、一体何をしたの……？」

「ほぁぁ……な、何だか凄すごいことになってましたよ？　怖い感じだった狼が、ビシバシやられて飛んでっちゃいましたけど」

　ミサキにはそう見えたようだが、俺自身は何が起こったのか、辛うじて把握することはできた──エリーティアの攻撃回数が『早業のガントレット』によって上昇し、攻撃回数が増えた分だけ俺の魔力弾が支援攻撃として重ねられ、それが近い位置にいた二体の魔物の間で跳弾し、連続でダメージを与えたのだ。

「っ……『バウンス』は、思った以上に消耗が大きいな……」

「アリヒトさんっ……大丈夫ですか。凄い技でしたが、初めての技を使うときは、気をつけた方がよさそうですね」

　ふらついた俺を、近くにいたスズナが支えてくれる。何とか気を取り直すが、確かにスズナの言う通り、新しい魔石のリスクをもう少し考えるべきだった。

「アリヒトお兄さん、何かポーションをお出ししますっ……！」

「貴重なものだから、節約したいところだが……すまない、魔力のポーションをもらえるかな」

『隠れる』を解除して駆け寄ってきたマドカが、背負っているバックパックからポーションを取り出して渡してくれる。二口ほど飲むだけでかなり回復したので、マドカに瓶を預かってもらう。

「……あっ、そうか。ごめん、俺だけ回復して。みんなも消耗してるのに」

「それはいいんだけど……一度栓を開けたポーションは、劣化が早くなるから。飲み残しは、できるだけしないほうがいいわ」

　エリーティアの言葉が何を意味するか──俺が飲んだポーションを、今の戦闘で消耗した皆も飲むということで。

「ど、どうぞっ……エリーティアさん」

「わ、私は別に催促したわけじゃないんだけど……キョウカ、お先にどうぞ」

「え、ええと、ダブルアタックはそこまで消耗が大きくないから、一番強力な技を使ったエリーさんからがいいと思うわ」

「まあまあ、遠慮せずに。せっかくだから飲んじゃった方がいいですよ、まだ魔物はやってきそうですし」

「……うちも貰もらってもいいですか？　ポーションってなかなか売ってへんから、どういう味か確かめてみたくて」

　みんなかしましく順番決めをしたあと、一口ずつポーションを飲む。回復のために回し飲みは必要なことなのだと分かっているが、見ていると落ち着かない。

「最後はシオンちゃんに……ふふっ、可愛い」

　五十嵐さんは手にポーションの液体を載せて、シオンに舐なめさせる。それで一瓶がちょうど空になったが、瓶は貴重なので持って帰って再利用するそうだ。

「さて、お兄ちゃんの初々しい反応も観察できたので、キャンプするところを探しません？　ここをキャンプ地とする！　って一度言ってみたかったんですよねー」

「何を見てるんだ、何を……アンナ、罠を仕掛けたあと、それをキャンプして見張るとかそういうことか？」

「はい。何箇所か罠の設置場所を探して、手分けをして監視したいのですが……ご協力をお願いしても良いですか？」

「この迷宮がまだ全部攻略されてないのなら、あの『ストレイシープ』を捕まえれば、攻略に必要なことが何か分かるかもしれない……なんて、ちょっと考えすぎかしら」

　五十嵐さんは謙けん遜そんするが、その可能性は大いにある。そうなると、エアロウルフが罠にかかって時間を無駄にするということは避けたい。

　だが、どこに罠を設置すれば、目的の羊系の魔物が引っかかるのか。ひとまず二層全体を探索するしかないかと考えたとき、テレジアが歩き出した。

「…………」

「……テレジア、どうした？」

　テレジアは答えず、俺たちがついてくるのを待っている。俺たちには分からない彼女の感覚で、罠を仕掛けるべき場所を察知しているのだろうか。

　先導するテレジアの後についていくと、丘を登った向こうに、泉のようなものが見えた──今まで樹木はほとんど生えていなかったが、その泉の近くだけは青々とした葉をつけた木が生えている。

　確かに、あの水場には何かありそうだ。泉の近くを跳ねていたストレイシープたちは、俺たちに気付くなり姿を消してしまう──相変わらず愛らしい容姿だが、だからといって油断はできない。

　この迷宮に、なぜレベル１の魔物がいるのか。その謎を解くとき何が起こるのか──俺は理由のない戦せん慄りつを覚え、思わず身を震わせる。武者震いだと自分に言い聞かせながら。





三　弱肉強食






　遠くから見えた泉が結構大きいことは分かっていたが、すぐ近くまで行ってみると、普通に人が泳げそうなくらいの広さがあった。だいたい五十メートルプールくらいの大きさで、ダイビングプール並みの深さがありそうだ。

　泉の向こうは急な勾こう配ばいの坂──というより、切り立った崖がけになっている。左右から回り込めば崖の上に行けそうなので、後で魔物が居ないか確かめておいた方がいいかもしれない。

「この泉、すごく透き通ってるわね……水の魔物がいるかと思ったけど、生き物自体がいないみたい」

「そうですね……泳げるようなら、私が中に入って詳しく調べてみましょうか」

　五十嵐さんとリョーコさんの二人が相談しながら泉に近づいていく。先ほどまでは泉の近くに三、四体のストレイシープがいたが、逃げてしまったのか出てこない。

　泉のほとりには小さな林があり、テレジアとシオンが近づいていくが、やはり何もいないようだった。

　泉の周囲は白い砂地で、透き通る青い水もあいまって、写真の中でだけ見たことのある世界のどこかのリゾートのようだった。草原ばかりだと思っていたこの迷宮でこんな光景を見られるとは思わず、少々気が緩んでしまう。

「アリヒト、気を抜かない方がいいと思ったんだけど……これじゃ無理もないわね」

　周囲を警戒していたエリーティアも、現状は安全だと判断したのか、緊張を緩める。隣にいたスズナもそれを見て嬉うれしそうに笑った。

「こんなに綺き麗れいな風景を見られる迷宮もあるんですね。大人になってから、お金を貯めて旅行をしないと見られないと思っていました」

「ああ、そうだな。あまり綺き麗れいすぎると、何か仕掛けがあるんじゃないかと思うところだが……今のところは大丈夫そうか」

「今のところはって、可愛い羊がいるだけじゃないですか。あ、狼さんも狙ってますけどね」

　エアロウルフは油断しなければ問題ない敵で、他の魔物は姿が見られない。狼と羊しかいない階層があるというのも、この迷宮の特色ということだろうか。

　しかしストレイシープの上位種はどこにいるのだろう。数が少ないのか、視界が開けているにもかかわらず、一向に見当たらない。

「アンナ、罠わなを仕掛ける場所はこの辺りでいいのか？」

「事前に情報屋さんから教わった情報では、この泉の近くに仕掛けておくと、夜のうちに『サンダーヘッド』という魔物がかかることがあるそうです」

「名前を聞くからに、雷を起こすやつやんか……」

「攻撃されたら、パーマになっちゃいそう……せ、先生、雷ってどうしたら対策できるんですか？」

　カエデとイブキは戦闘になったときのことを想像したのか、かなり腰が引けている。五十嵐さんも雷を使うが、敵に使われるとなるとどれくらいの威力かが気にかかるところだ。

「電気を帯びる装備を外しておく……いや、それより良い方法があるか。避雷針を仕掛けて、そこに電流を流させればいい。アンナ、罠を見せてくれるか？」

　アンナがバックパックから罠を一つ取り出す。それは、カゴの中に餌を仕掛けて、手を出したら挟まれるというシンプルなものだった。

「本来は、ストレイシープを捕るために作られたそうです。そこに他の魔物が引っかかることがあって、『サンダーヘッド』の存在が確認されたそうです」

「なるほどな……」

　罠師のファルマさんも、こういったものを作ることができたりするのだろうか。罠を仕掛けないと姿を見られない魔物がいるというのは、今まで考えたこともなかった──こうした経験ができるのはありがたい。

「私が『サンダーボルト』を使ったら、回復されちゃったりするのかしら」

「可能性はありますね。敵の得意そうな属性は、あえて使わない方が得策でしょう」

「あの、ちょっといいです？　アリヒトお兄ちゃん」

「ん……どうした？」

　ミサキが内緒の話があるようなので、みんなに一度断ってその場を離れ、聞いてみることにする。

「珍しく、真ま面じ目めな話みたいだな……」

「失敬な、私だって真面目なことくらい考えますよ。ちょっとフォーシーズンズの皆さんには申し訳ないですけど、私の『士気解放』のことって、あんまり広まっちゃいけない気がするので、二人で相談したいなと思いまして」

　とは言っても、あまり内緒話が長くなるとみんなも訝いぶかしむので、俺は何でもない話だというように、みんなの方を振り返って手を上げてみせた。何事かとこちらを見ていた彼女たちも、表情を明るくして応じてくれる。

「えーと、罠を仕掛けるって確実に成功するか分からないじゃないですか。でも、私の『フォーチュンロール』があれば、ほぼほぼいけると思うんですよ」

「そうか、その手があったか。確かにそれはいいアイデアだ」

「えへへ、お褒めのお言葉ありがとうございまーす。私も存在感が薄くならないようにって気にしてるんですよー、最近ひな壇で相あい槌づちをする係の人みたいになってますから」

「ミサキがひな壇にいたら、かなりの頻度で話を振られそうだけどな。いつもムードメーカーを務めてくれて助かってるよ」

「嬉うれしみー！　これからもいつトークを振られてもいいように構えてます！」

　ミサキは思った以上に喜んでいる──これは多分、口数が多いことを気にしていたからだろう。

「まあ、話がすぐ脱線しそうになるのは気をつけないとな……しかし罠を絶対に成功させられるっていうのは、『フォーシーズンズ』の皆にも言っておいた方が良さそうだな。確実にかかるとなれば心構えも変わってくる」

「その判断はお兄ちゃんに任せます。お兄ちゃんが内緒って言ったことは絶対言わないですし、みんなともそういうお話はしてますから」

「え……そ、そうなのか？　いつの間にそんな話を……」

　ミサキは人差し指を立てて、『内緒です』というようなポーズを取る。そうされると、何も聞けなくなってしまう──気になることこの上ないのだが。

　そうこうしているうちに、シオンと共に索敵を続けてくれていたテレジアが、戻ってきていた。彼女は崖の上を指で示しており、シオンもお座りをしてそちらを見ている。

「魔物がいるってことか？　倒しておいた方がよさそうか」

「…………」

「この辺りにキャンプを張るのなら、倒しておいた方がいいでしょうね。それと……後部くん、ちょっといい？」

「どうしました？」

　五十嵐さんに呼ばれて振り返ると、泉の近くにいるメンバーが、水に足を踏み入れようとしているリョーコさんを見ていた。

「……あっ。ご、ごめんなさい、アトベさん。綺麗な水ですが、泳いだりするのは危険ですよね。迷宮の中なので、何があるか分かりませんし」

「そ、そうですね……水質さえ問題なければ、少しは泳いでも構わないとは思うんですが」

　泳ぐのが好きで水泳のインストラクターになったのなら、この泉は魅力的に映るのかもしれない。

　安全さえ確保できれば、絶対に止めなくてはいけないわけでもない。水中の調査をしたら、新たな発見も──と考えるが。フォーシーズンズの精神的支柱といえる、いつも冷静なリョーコさんにしては、少し大胆な行動にも思えた。

（……ライセンスを見せてもらったら、何か彼女の気分が昂こう揚ようするようなことが起きてたり……いや、それは心配しすぎか）

「水質調査でしたら、こういう方法が使えると思います」

　リョーコさんはボアコートの内側に手を差し入れ、すっと小さな瓶を取り出す。飲み水を運ぶためのもののようだが、それをパーティのメンバーで飲んで空にすると、泉の浅瀬にかがみ込み、水を汲くんだ。





　◆？瓶◆




　・『牧羊神の寝床』で採取された水が入った瓶。






「なるほど……水もこうすれば、『鑑定の巻物』を使える対象になるってことですか」

「はい、そうなんです。手で水を汲んで鑑定することもできなくはないんですが、これなら間違いありませんから」

「あの、私に鑑定させていただいてもいいですか？　技能で鑑定できたら、巻物を使わずにすみます」

「ええ、良かったらお願いするわ。アトベさん、お願いしてもいいですか？」

「はい。マドカ、気をつけてな」

　マドカは瓶を受け取ると、みんなに注目される中で少し緊張した様子を見せつつ、『鑑定術１』の技能を発動させた。





　◆清潔な水の入った瓶◆




　・『牧羊神の寝床』で採取された清潔な水。

　・健康状態に影響を与えない。






「えっと、泳いだりしても大丈夫です。飲み水にも使えますね」

「じゃあ、うちもちょっとだけ飲んでみよかな。イブキも飲む？」

「瓶の水を飲んだばかりだから、たぷんたぷんにならないくらいなら……あ、美お味いしい……」

　まるでピクニックにでも来たかのようだが、さらに俺たちはこれからここでキャンプをするのである。

（子供の頃にやったきりで、社会人になってからはなかなかできなかったな……まあ、キャンプに付き合ってくれるようなアウトドアな友人もいなかったが）

「後部くん、アンナちゃんが罠を仕掛ける場所を吟味したいって。ライセンスに描いてもらった地図を送ってもらうわね」

「ええ、俺も見せてもらいます。夜までかなり待つのかと思いましたが、どうもこの階層に来てから時間の流れの感覚が違うみたいですね」

「すぐに夕方になりそうですね……テントを建てるのなら、暗くなる前の方がいいと思います」

　スズナは流れる雲を見ながら言う。迷宮によっては時間の流れが早い──ということでなく、朝と夜の入れ替わりが早いということだと思うが、確かに暗くなってから行動するのは危険だ。

　夜間の敵襲に警戒しつつ、罠を見張る。幾つかのテントに分かれることになるので、俺が他のメンバーの後方に位置取っておかなくてはいけない。

　俺はライセンスを取り出し、泉と、周囲の地形が書き込まれたアンナの手書き地図を見る。俺の考えでは、泉の西側にある林の付近に罠を一つ、泉の南方に一つ、そして泉の東側に一つといったところだろうか。それを見張るため、テントを張る位置も考えなくてはならない。

（後で、デミハーピィを呼んで空からも偵察してもらうか……一応、他のパーティの動向も確認しておかないとな）

　この階層にいる他のパーティは少ないが、俺達が泉の近くにいるのを見て、興味を示している様子はある──まあ敵対しているわけではないのだが、肝心の獲物が競合してしまうような事態は避けたい。罠にかかったのなら、こちらに優先権があるとは思うが。

「ミスター・アリヒト、あなたの意見を聞かせてください。どこがいいでしょうか」

「泉の近くの林にまず一つ仕掛けて、あとはアンナがここだと思う場所と、俺たちがここだと思う場所を選んでみようか」

「はい。私は、泉の付近を見渡せる正面がいいと思います。キャンプがあることを悟られると警戒されるかもしれないので、設営する場所が難しいですが……」

「西側の林が遮しや蔽へい物になってるから、それを利用すれば……ああ、東側にも起伏があって、テントを罠の位置から見えないように隠すことくらいはできそうだな」

「高い位置からだと広く見渡せるし、崖がけの上からも見張った方がいいでしょうね」

　意見はまとまった──フォーシーズンズは泉の東側、五十嵐さんとシオン、スズナ、ミサキ、メリッサが林の近くに、俺とテレジア、エリーティアとマドカが崖の上に陣取ることになった。

　崖の上のメンバーに主力のエリーティアがいるのは、俺の護衛という意味合いが強い。マドカのことも考えると、エリーティアに居てもらうと安心できる──一撃が命取りになりかねないのだから、先手で敵を殲せん滅めつできた方がいい。

「みんな、もし戦闘になったら、できれば崖に背を向けてくれるかな。そうすれば、俺の技能で支援できる」

「「「はいっ！」」」

「ワォン！」

　異口同音ではあったが、全員が一斉に返事をする──シオンも意味が分かっているようで、タイミングが遅れたものの、返事をするように吠ほえる。

「アンナ、罠を仕掛けるのは少し待ってもらえるか。仕掛け方のレクチャーをしてもらってもいいかな」

「…………」

「テレジア、できるのか？」

　テレジアはこくりと頷うなずく──どうやら、罠は仕掛けられるらしい。念のためにアンナの説明を受けているが、問題はなさそうだ。

「『ローグ』って、罠わなの扱いも少しできる職業なのかしら」

「罠を外す種類の技能があったので、レベルが上がると仕掛ける方も覚えられるのかもしれないですね。技能が無くても、他の職より得意なんだと思います」

　そのうちに、罠の設置についてのレクチャーは、鉄のカゴを組み立てたあと、中に餌となるものを入れるところまで進んだ。

「ここに、お肉を入れます。罠を仕掛けたあと、魔物がこのお肉を取ろうとすると、バネの力が働いて、『脱力』の毒が塗られた歯と一緒に、檻おりが閉まります」

「…………」

「……？　テレジアさん、どうされましたか？」

　仕掛けるための骨付き肉を見て、テレジアが動きを止めている──俺は何が起きているのかに気づき、携帯食料を取り出して、テレジアに差し出した。

「俺から見ても美味そうな肉だが、罠に使うものだからな。今は味気ないものですまないが、後でテントを作った後にちゃんとした食事を作ろう」

　テレジアはやはり肉に未練があるようだったが、俺から携帯食料を受け取ると、包みを開けて食べ始めた。

「……んっ……」

「調味した干し肉を野菜や木の実と一緒に固めたものですから、その携帯食バーも悪くはありませんが。罠に使うお肉も、魔物を引き寄せるために上質なものが使われています。食べたくなる気持ちも理解できます」

　肉を入れると罠の設置が完了してしまうらしく、アンナは罠をいったん撤去する。なるほど、彼女自身はすでに何度か使ったことがあるようで、手慣れたものだ。

「アンナ、その肉は『サンダーヘッド』の好物なのか？」

「そう聞いています。『サンダーヘッド』は獰どう猛もうな性質をしていて、肉食です。襲ってきた肉食獣を、返り討ちにして食べてしまうこともあるそうです」

「ひぇっ……ひ、羊さんって大人しいものだと思ってましたけど、そんな過激な……」

「……『エアロウルフ』も食べるの？　それなら、さっき捕まえた三体を解体して肉を置いておいた方が、簡単に引っかかるかもしれない」

　メリッサが提案するが、もし肉を食べても逃げてしまったらと考えると、罠にかけて時間を稼ぐというのが有効に思える。

　エアロウルフ三体を倒した収穫は、エアロウルフそのものの素材と、三体のうち一体の額についていた魔石だった。鑑定してみたところ、『旋せん風ぷう石せき』というものだった──石英のような形をした薄緑色の結晶で、おそらくはエアロウルフの使っていた技を使用できるようになると考えられる。肉は確かに用途がないので、釣り餌として使えなくもない。

「しかしまあ、肉を野ざらしにしておくのはマナーに反する気がするな。罠にかからなかったら、その後の方策として考えることにしよう」

「分かった。キョウカもすごい顔をしてるから、今回は解体しないでおく。帰ってから毛皮は剝はぐかもしれない」

「だ、大丈夫……ちょっとね、狼おおかみって言っても犬に似てるから、解体はどうかなと思っちゃっただけ。やっつけておいて、そんなこと言うべきじゃないわよね」

　魔物の見た目は魔物魔物していてくれた方が、気分的にはありがたいのかもしれない──と言っていると、恐ろしすぎる姿の魔物が出てきたりしかねないが。ワタダマも顔は怖かったが、あれくらいなら迷宮国の魔物全体からすると可愛かわいい方だ。

「エアロウルフをいっぱい餌付けしたら、狼さん大軍団とか作れちゃいません？」

「魔物を服従させるのは条件が難しいからな。今のところは、デミハーピィだけで……」

　ミサキにそう答えて思い出す。『蔓つる草くさの傀く儡ぐつ師し』の本体であるところの種子──牧場に足を運んで契約しておかなくては。厄介な能力を持つ魔物だからこそ、敵にその能力を使ったときの有用性も大きいだろう。

「とにかく、エアロウルフを獲物にするような魔物なら、しっかり心構えをしておかないと。みんな、『気を引き締めていこう』」





　◆現在の状況◆




　・アリヒトが『支援高揚１』を発動　→パーティの士気が12上昇

　・アリヒトが『支援回復１』を発動　→パーティの体力が全快






（おっと……ここまでの探索で少し疲労してたか。長丁場になるから、定期的に支援回復を発動させていかないとな）

　これまでも何度か『支援高揚』を使っていたので、士気解放まで必要な士気の数値はあと40ほど。俺は夜に備えてみんなでキャンプの準備をしつつ、再使用できるようになるたびに『支援高揚１』を使い、ミサキの『フォーチュンロール』を発動できるように準備をした。





四　誘う牧神の使い






　夕闇が迫る中で、俺たちは三つのポイントにテントを張り終えた。

　過去に『キャンパー』という職を選択した物好きな人がいたらしく、迷宮で野営を行うために野営具を開発して売り出し、それが今でも普及している。ワタダマの毛は綿と材質が似ていて、テントの材質として適しており、それもワタダマの売値が一定以下に落ちない理由だそうだ。

　テントを張っている間に周囲を警戒してもらっていたメンバーが、エアロウルフを六体撃破してくれた。『後衛』は距離が離れていても後ろにいればいいので、作業をしながら仲間の援護ができた──テント設営を手伝ってくれていたイブキには、俺が時折立ち上がっては仲間がいる方向に向き直るので、『座りっぱなしだと腰が痛いですよね』と心配されてしまったが。

　こっちに来てから運動不足とは無縁なので、座り過ぎで関節が痛くなったり、腰にきたりということは全くない。キャンプを張るのも楽しくて仕方がない──昔施設のみんなと一緒に行った野外活動でキャンプをして以来で、手順を覚えているかは怪しいところだったが、幸い説明書がついていたので徐々にやり方を思い出し、手間取ることはなかった。

「アリヒト先生って、本当に先生みたいですね……私、テントなんて作ったことないので、できるかなって心配だったんですけど」

「俺も久しぶりだったから、できるか心配だったけどな。便利な野営道具が売ってるもんだ」

「イブキは力があるので、テント張りに貢献できていますが……私は、あまりお役に立てていません」

　しゅんとするアンナだが、遠距離攻撃のできる彼女には周囲に敵が近づいていないか見ていてもらうという役目があったので、そちらを果たしてくれたことでかなり助かった。

「アンナはさっき敵をサーブで牽けん制せいしてくれたから、かなり助かったよ。エアロウルフとはもう戦い慣れたとはいえ、距離を詰められると危ないからな」

「私も遠くの敵は攻撃できないし、作業をしてると気づけないから助かったよ。ありがとう、アンナ」

「……そ、そんなに気を使ってほしいわけでもないのですが。ミスター・アリヒトも、イブキも優しすぎます」

　照れるアンナを見てイブキは楽しそうに笑う。仲がいいのは何よりだ。

「さて、次は罠だが……アンナ、一つは俺たちが設置させてもらってもいいか？　わけあって、ほぼ確実に成功させられると思うんだが」

「それは……罠を仕掛ける技能が高い方が、パーティにいるのですか？」

「いや、テレジアは適性があると思うが、専門職じゃない。技能の組み合わせで、一回だけ罠の成功率を上げられるんだ」

「そ、それってコンボっていうやつですか？　いいですよね、コンボ……私もみんなと一緒にコンボが決まると、恥ずかしいんですけど、アドレナリンが出ちゃうんですよね」

　格闘技をやっていただけあって、イブキは戦闘では熱くなるほうらしい。しかし『コンボ』という言い方からすると、結構格闘ゲームなども嗜たしなんでいたのだろうか。

「カエデの先制攻撃を起点にしたコンボが、私たちの戦いにおける基本です」

「俺たちも、エリーティアが居てくれて助かってるな。受けに回ってから反撃を狙うっていう戦法も、メンバー次第ではありだと思うが」

「受けなら私が担当してます……あっ、そういう『受け』じゃなくて、格闘技にもカウンターがあるので、そっちの方です」

　なるほど、イブキは『受け』か──と、十歳以上も離れた女の子に対してあるまじきことは言うべきではない。しかし彼女がそういった分野にも関心があるというのは、少々察せられなくもないというか何と言うか。

「ふぅ……イブキはたまにぽろりとそういうことを言うので、私の心臓に悪いです」

「ぽ、ぽろりとか言わないでよ、アリヒト先生の前で恥ずかしいから」

「ああいや、まあ俺も後ろから援護する専門だから、『受け』かもしれないな」

「……あ、あの、実は攻めの方だったりしませんか？　先生みたいなちょっと影のある男の人って、そういうイメージがあって……」

　フォローしたら逆に食いつかれてしまった──アンナが自分のことのように赤面して照れているが、俺はどう答えればいいのだろう。

「イブキ、アリヒト兄さんが困ってるやろ。そういうのはこっそり妄想しとかなあかんで」

「あっ、カ、カエデ、お疲れ様……」

「うちもテント張りの方が良かったなあ、アリヒト兄さんの趣味とか聞きたかったわ。テント張るの、めっちゃてきぱきしてはったし」

「お疲れ様です、アトベさん。すみません、私たちのテントまで張っていただいて」

「いえ、役割分担できてこっちも助かりました。ちょうど四人揃そろいましたし、試しに入ってみてもらえますか。何か問題があったら、調整しますので」

　設営の仕方が間違っていたりしては困ると思ったのだが、みんな中に入ってしばらく出てこない。中ではかしましく話しているようなので、どうやら問題なさそうだ。

「はぁ～、居い心ごこ地ちいい……せっかくやから、アリヒト兄さんにも入ってもらわへん？　建ててくれた兄さんにも確かめてもらった方がいいやんか」

「ちょっ……カエデ、この中に先生が入ったら、ぎゅうぎゅうにならない？」

「それもまた一興です。寒い夜は温め合うしかありませんから」

「そ、それはちょっと……私、着替えが薄着なのよ。アトベさんにはとても見せられないわ、いくらテントの中でも」

「リョーコ姉さん、夜やなくて今、ちょっとだけやから。でも兄さん恥ずかしがりそうやなぁ、凄すごい真ま面じ目めそうやから」

　自分の話をされていると落ち着かないので、俺はほかのメンバーがどうしているかに意識を向ける。別に真面目というつもりはないが、誘われるままにあのテントに入るのも、レジャー気分になりすぎていていけない。

「アリヒトさん、お疲れ様です。遠くからなのに、助けてくれてありがとうございました」

「アリヒトの技能は、届く範囲が本当に広いわね……『後ろ』にいればいいのなら、距離が無制限だったりするのかしら」

「視界に入る範囲なら、問題なく効果が発揮できるみたいだな」

『鷹たかの眼め』を習得したおかげで、俺の視界はかなり広くなっている──さすがに迷宮の端まで見通せるほどではないが。

『後衛』という職の技能は、一般的な後衛職とは違い、『後ろにいる』という概念そのものに関わるものだといえる。『バックスタンド』は対象の後ろに回るもので、それは『後ろ』に位置を取るための技能ということだ。

「こうやって別れて動いているときでも、いつも後部くんの技能の恩恵を受けられるっていうのは安心感があるわね」

「ほんとですよねー、落ち着くっていうか。常に後ろにお兄ちゃんがいる感じがするんですよね、背後霊とかそういうのじゃなくて」

「バウッ」

　シオンにも支援効果がかかっているので、信頼度が徐々に上がってきており、何も言わなくても俺の前にお座りをして尻しつ尾ぽをパタパタと振っている──あごの下を撫なでてやると、シオンは気持ちよさそうに目を細めた。

「……いいな、シオンちゃん」

「マドカもしてもらいたいのなら、アリヒトに頼めばいい。きっとやってくれる」

「っ……ち、違うんです、その、シオンちゃんが眠たそうにしてるくらいなので、お兄さんの撫で方が上手なんだなと思って……わ、私も、そんなふうに上手になりたいなって……」

「マドカも撫でてみるか？　……って、おい……懐いてるっていうのか、これは」

　シオンは俺の靴の匂いを嗅かいだり、甘あま嚙がみしたりしてくる。懐かれるのは悪い気はしないが、そろそろ五十嵐さんからの羨うらやましげな視線が気になる。

「アリヒト、そろそろ罠わなを仕掛けましょう。真っ暗になると手元が見えにくくなるから」

「ああ、分かった。じゃあ、泉の正面に一つ仕掛けるか」

　テントの中にいる四人に呼びかけ、出てきてくれたアンナから罠を一つ受け取る。泉の正面にある草むらの中に隠すように、テレジアに頼んで仕掛けてもらう──と、その前に。

「私の貴重な見せ場、見逃さないでくださいね……士気解放、『フォーチュンロール』……！」

　ミサキは声のトーンを抑えて『士気解放』を発動させる──みんなが固かた唾ずを飲のんで見守る中、テレジアは罠の鉄籠かごを設置していく。

「…………」





　◆現在の状況◆




　・『ミサキ』が『フォーチュンロール』を発動　→次の行動が確実に成功

　・『テレジア』が『ボックストラップ』を設置　→成功






　テレジアが罠の設置を終えた瞬間、彼女の身体からだが淡く輝いたように見えた──設置した罠自体も。

「これって……テレジアさん、何か変わった感じはしました？」

　ミサキに聞かれて、テレジアはわずかに首を傾かしげる。彼女は普通に仕掛けただけなのだろうが、俺たちからはそうではないように見えた。

「……期待できそうではあるわね。普通に罠を仕掛けただけでは、今のようにはならないはずよ」

「あ、あの、お兄さん、今ミサキお姉さんは何を……」

「『士気解放』っていうやつだ。今なら、メリッサも使えるようになってると思う。マドカも士気を上げればできるようになるんだけどな。二人の『士気解放』が戦闘に使えるかどうかは分からないが、切り札になるかもしれないから、今のところは温存しておいてくれ」

「分かった。迷宮を出る前にまだ使っていなかったら、そのとき試すのは……」

「もちろんＯＫだ。どんな効果が出るのか楽しみだな」

　シオンも『士気解放』ができるとしたら、一度は効果を確かめておきたい──できるなら『アザーアシスト』を使って『フォーシーズンズ』の士気も高めるべきだが、魔力のポーションも無尽蔵にあるわけではないので、今回は見送ることにする。

　ポーションなしでは、魔力の回復はかなり遅い──『アシストチャージ』と『エナジーシンク』を利用すれば幾らでも回復できるのだが、あれはいつでもできるものでもない。

「さて……夕食の準備をしましょうか。キャンプ道具の中に、料理道具も入ってたけど、あれを使うの？」

「はい。せっかくですから、野営でどれくらいのものが食べられるのか試しておきたいですね」

「お兄さん、どこでお料理をするんですか？」

　火を使うので、安全な場所を選ばなくてはならない──泉のほとりの白い砂地でやると風情があっていいだろうが、あまり人間の気配をさせすぎても、罠を仕掛けている意味が薄れる気がする。

「あの林の向こう側にするか。罠の近くだと、魔物が警戒して寄ってこなくなると困るしな」

　今回の作戦は、初めてのことばかりだ──野営をして、罠で魔物を捕獲する。この経験が今後活かされることもあるだろうし、何とか成功をおさめたいものだ。





◆◇◆






　迷宮で取れた鉱石を使い、鍛冶かじ師が作っているという『焚たき火び台』は、なんと折り畳み式になっており、設置は簡単だった。

　迷宮国の町並みは異国の中世を思わせるが、生活の利便性は魔石や魔道具、そして転生者のもたらした技術によって、意外に発展している分野もある。野営道具については探索者のほぼ全てが必要とするため、特に発達したということらしい。

　燃料はといえば、なんと固形の燃料が売られていた。知識があれば製造は難しくなく、迷宮で産出された材料を使って作ることもできるそうだ。

「はー、この感じ、懐かしいですね。一人に一つ小さいコンロが出てきて、小さい鍋なべでお肉をぐつぐつしたりして」

「こちらの世界にも、飯はん盒ごうがあるんですね……それに、お米も」

　ミサキとスズナは出来上がりを待ちながら、楽しそうに話している。すっかり辺りが暗くなってしまったので、俺はスリングを持って周囲を警戒しつつ、夕食の出来上がりを待っていた。

　索敵範囲の広いシオンとテレジアも、一緒に見張りをしてくれている。たまにエアロウルフが遠くに姿を見せるのだが、こちらに近づいてくる気配はない──それでも油断は大敵だ。

（敵の襲撃を気にせず、安全に野営できる方法があれば、もっと野営を楽しむこともできそうだが。現状はそういうわけにもいかないな）

「…………」

「ああ、そろそろ食事ができそうだから、警戒は一時中断だ。おいで、テレジア」

　テレジアがこちらを窺ったので、俺は手招きをする──彼女はこちらにやってきて、俺はどうするのかというように見てくる。

「俺が警戒にあたるから、食事が終わったら交代してくれるかな」

「…………」

　テレジアは首を振りかけるが、きゅるる、と小さな音が聞こえてくる──どうやらかなりの空腹のようだ。

「遠慮しなくていい。俺はジャーキーで空腹をしのいでるから。テレジアにも渡しておけば良かったな……あ、ああ、持ってたのか」

「…………」

　テレジアはあろうことか、ボディスーツの内側にジャーキーを収納していた。胸からお腹なかにかけて開いたスリットに手を入れるので、思わず動揺してしまう。

　そして、取り出したジャーキーを俺に差し出してくる。常に腹ペコなイメージのある彼女が食べ物をくれるというのは、何ともほろりとしてしまう──というのは大げさか。

「いいのか？　後のためにとっておいても……」

「…………」

「わ、分かった。ありがとう、もらっておくよ」

　やはり彼女の表情は変わらない。マスクで見えている口元は、ほとんど真一文字のままだ。

　だから、みんなの所に向かうテレジアの足取りが軽いというのも俺の気のせいなのだろう。

（しかし……このジャーキー、ちょっと温かいんだが……）

　食べずに取っておこうかとも考えたが、ふと見やるとテレジアが振り返ってこちらを見ていた──無言の催促をされた気がして、包みを破り、ジャーキーをかじる。

　嚙かみごたえのある肉だが、温められて心なしか食べやすかった。戻ってきたシオンも食べたそうにしているので、俺が元から持っていた分を与えることにする。テレジアの希望通りなのかは正直分からないが、彼女から貰もらった分は自分で食べておきたい。

「クゥーン……」

「どうした？　シオン」

　日が沈んでから、徐々に雲行きが怪しくなってきている──空は薄曇りになり、焚き火台の近くに設けられたカンテラの明かりだけが頼りという状態だ。

（『サンダーヘッド』……雷の羊。雷雲と共に現れる、なんてことだとかなり危険だな）

　まだ稲光が見えたりはしないが、これだけ黒い雲に覆われていると雨も心配になる。今のところ、雨粒が落ちてきたりはしていないので、このまま踏みとどまってもらいたい。

「……バウッ！」

　俺のブーツに顔を寄せていたシオンが、急に振り返って一声吠ほえる。何事かと思って見やる──夜の闇に潜むように、こちらの様子を見ていた数人が、「気づかれた！」「おい、どうする！」などと慌てる声が聞こえた。

　他人が仕掛けた罠に引っかかった獲物を狙う、おこぼれを期待するような探索者──七番区まで来たのなら、そんなことをしなくてもやっていけそうなものだが。そのまま放置しておくこともできないので、シオンを連れて偵察に向かう。

　泉から少し離れた丘の起伏に向かうと、ゆっくりと接近したからか、草むらに潜んでいた三人の探索者が自分から姿を現した。全身に草を貼り付けた、地形に同化する目的のスーツ──ギリースーツというやつだろうか。

　中肉中背の、二十代半ばから三十代くらいの三人の男性。彼らは落ち着かなさそうにしているが、逃げたりはしなかった。

「えーと……あなたたちは、一体何をしてるんですか？」

「あー……まあ、言ってもいいか。いいよな？　俺たち、命令されて来ただけだし……」

　三人の中ではリーダー格らしい、ヒゲを蓄えた男性が、仲間たちに確認を取る。持っている武器は山刀マチエツトのような武器、ボウガン、おそらく投とう擲てき用らしい細い槍やり──いかにも魔物を狩猟しに来たといわんばかりだ。

「俺たちは『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のメンバーだ。俺たちは、あんたらをマークしている」

「ちょっ……ま、待てよ。それ言っちゃっていいのかよ、グレイの奴やつにバレたら……」

「偶然『罠にかかった魔物』を見つけて、それを俺たちが偶然狩ってしまう……などというのを、横取りと思わない奴はいない。どのみち、このままじゃ俺たちは悪人だ。カルマが上がるくらいなら、そうならないように交渉した方がいいだろう」

　ヒゲの筋肉質な人、双眼鏡を手にした瘦やせぎみの人、そしてやたらと落ち着いている迷彩色のヘルメットのような兜をかぶった人。三人の中ではヘルメットの人が参謀役というか、そういう雰囲気だ。

「俺たちの罠に便乗しようっていうんですか？　できれば邪魔はしないでもらいたいんだが」

「ぐう……そう言われると心苦しい。だが俺たちも末端でな、上が決めたことだと言われれば、指示に従わざるを得ない」

「君たちの獲物がどんな魔物かだけは、見させてもらえないだろうか。情報の漏ろう洩えいは、探索者にとって最も避けたいことだとは分かっているが……」

「そ、そんな頼み、聞いてもらえるわけ……都合良すぎんだろ……なあ、あんたもそう思うよなあ？」

　瘦せぎみの人は担いだボウガンを使ってこちらを脅すということもなく、彼らから敵意は感じられない。だが、確かにグレイに情報が伝わるのは避けたいところではある。

　しかしこの階層に彼らが居合わせることについては、禁止することはできない。追い出そうとして『他の探索者に危害を加えた』と判定されると、俺のカルマが上がってしまう可能性がある。

「グルル……」

「ほ、ほらっ、このでっかい犬も怒ってっ……」

「いや、シオンは俺の言うことを聞くから怖がらなくて大丈夫。まあ、事情は分かりました……俺たちが何をするのかを見てるっていうなら、それを止めることもできない」

「そ、そうか……どうしても出て行けっていうなら、それも仕方ないと思っていたんだが。そう言ってもらえると……」

　ヒゲの人が安心したように言うが、俺は一つ念を押しておくことにする。

「できれば、『あいつらは上う手まくいかなかった』と報告してもらえるか。必ずしも、正確な情報を伝える必要はないんだろう？」

「……分かった。俺たちも、あんたたちのことをバカ正直に報告するのは悪いと思っている。見逃してもらって感謝する」

「な、なんだ……結構話せば分かる人だな。あんた、いい人だな。目を見れば分かる」

「おいおい……済まない、調子のいいやつなんだ。あんたたちの邪魔は決してしない、破ったときは『契約の破棄』を理由に攻撃してくれていい。捕まるのは俺たちだ」

　ヒゲの人が、自分のライセンスを操作する──すると、そこにはこんなメッセージが表示されていた。





　◆他パーティとの盟約◆




　・『アリヒトのパーティ』の行動に介入しない。

　・『フォーシーズンズ』の行動に介入しない。






「ん？　あんたら、まだパーティの名前をつけてないのか……俺たちは一応『トリケラトプス』って名前で活動してる」

「そのうちつけようと思ってはいます。トリケラトプスって名前は、三人組だからですか？」

「四人以上に増えたらどうするんだって話ではあるがな。アリヒトさん、俺たちが言うのもなんだが、『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』のグレイには気をつけてくれ。俺たちがこう言ってたことは内緒だぞ」

『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』の一員である彼らだが、必ずしも同盟のメンバー全員が一枚岩というわけではないらしい。

「……ああ、そうだ。俺たちのパーティは女性が多いので、その双眼鏡は預からせてもらってもいいですか」

「うぇっ？　な、なな何言ってんだよ！　覗のぞきなんてしねえよ！」

「まあ、アリヒトさんの心配ももっともだ。約束の証あかしとして、預かっておいてもらうことにしよう」

「ま、まあそいつは一理あるか……貴重な道具なんだから壊さないでくれよ」





　◆★フクロウのスコープ◆




　・視界が大きく広がる。

　・射撃武器が命中しやすくなる。

　・暗闇でも見ることができる。

　・熱源を感知することができる。






（これはサーモスコープみたいなものか……？　どんな見え方をするんだろう）

　スコープにはスタンドがついていて、地面に立てて使うことができる──これなら地面に匍ほ匐ふくする必要はあるが、両手で射撃武器を扱いながら狙いをつけることもできそうだ。

「俺たちは何が起きるのかを見させてもらえれば、それだけで十分だ。気をつけてな」

「こう言うのも、何か不思議な気分ですが……そちらこそ気をつけて」

『トリケラトプス』の人たちは、同盟の中での上下関係で苦労しているようだ。かといって完全に警戒を解くわけにいかないが、『鷹たかの眼』の技能と今預かった『フクロウのスコープ』があれば、彼らの動きを見逃すこともないだろう。




　キャンプの近くに戻ってくると、みんなが料理を取り皿に分けており、良い匂いがしていた。

「ふぉぉ……飯盒で炊いたごはん！　見てくださいお兄ちゃん、この湯気！　加湿器いらずですよ！」

「炊飯の蒸気に、スチーム効果があるとは思えないが……それはそれとして、美お味いしそうだな」

　メリッサが、焚き火台に置かれた鍋をかき混ぜている。その中には、ごろごろと具の入ったシチュー──いや、これは、俺も良く知っているあの食べ物だ。

「……今け朝さ買った肉と野菜で、カレー……？を作った」

　七番区の市場にはスパイスミックスが売られていて、カレーに限りなく近い食べ物が作れるそうだ。入っているスパイスは迷宮で取れるものに限られるため、懐かしいカレーという感じではないが、香りは近いものがある。

「メリッサさんはカレーのことをお父さんから聞いて、一度作りたかったんですって」

「私たちがお家で作っていたカレーとは違いますけど、本格的な味で美味しいです。アリヒトさん、どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　スズナが取り皿にカレーを盛って出してくれる──こんな様子を双眼鏡で見られていたら、さぞ『トリケラトプス』の人々には申し訳ないことになっていただろう。

　林の木がいくつか倒されて、座りやすい切り株があったため、そこに座ってカレーを口に運ぶ。肉と野菜の旨味が溶け出したカレーは、食べているうちに辛みが立ってきて食欲を刺激し、病みつきになりそうな味だった。

　水を持ってきてくれたマドカが、一心に食べる俺を見て笑う。彼女はもう自分の分を食べ終わったようだ。

「メリッサさんのカレー、凄すごく美味しいですよね。私も夢中になって食べちゃいました」

「こんなに本格的なものが食べられるとはな。マドカが道具を運んでくれて助かったよ」

「そ、そんな……私にできることって、これくらいなので……」

　マドカはパーティに貢献しなくてはと思っているようだが、十分すぎるほど頑張っていると思うので、それはその都度伝えるべきだろう。言葉にするのは照れるものだが、言わなければ伝わらないことは多い。

「パーティに入ってくれて、今も凄く助かってる。これからも頑張っていこう」

「っ……は、はいっ……！」

　妹というにも歳としが離れているが、ギリギリ娘という感じでもないか。いずれにせよ、俺が名目上リーダーを務めてはいるが、年齢差があってもパーティメンバーはあくまで対等であるべきだ。

「…………」

「おっ……テ、テレジア。足音がしないから気づかなかったぞ」

「テレジアさん、カレーが凄く気に入ったみたいですけど……あぁっ、物もの凄すごく赤くなってきてしまってます……っ！」

　スパイシーなカレーで体温が上がる──それでも食べたいというテレジアを止めるわけにはいかず、俺はせっかく飲水がいくらでもある場所なので、水を汲くんでくることにした。





◆◇◆






　食事を終えたあと、俺たちは予あらかじめ決めていた通り、三つのテントに分かれた。

　俺はマドカを一時的にこちらのパーティに加え、『支援高揚１』で士気を上昇させつつ、テントの外で、崖がけの上から『フクロウのスコープ』を覗いて泉の正面にある罠わなを監視する──だが、魔物がかかる気配はない。

（捕まえても、逃げられたら意味がないからな……しかし、カレーのおかげか、眠気はそう感じないな）

　ライセンスの表示は見ていなかったが、メリッサは『調理１』の技能を持っているので、カレーを食べることで何か付加効果がついたはずだ。

　身体が微妙に熱くなっているのも気になるが、意識が冴さえているのはいいことだ。俺はスコープを向ける先を、泉の東に設置した罠に移してみる。

「な……っ!?」

　そこに見えたのは、ありえないとしか言いようのない光景だった。泉の東側、罠からは見えない場所にテントを張り、その付近にいるはずのリョーコさんが、一人で泉に向かって歩いている。

　しかも、明らかに足取りがおかしい。ふらふらと、引き寄せられるように──彼女の視線の先には、ぴょんぴょんと跳ねるストレイシープの姿がある。

「アリヒト、そろそろ見張りを交代して……」

「エリーティア、リョーコさんの様子がおかしい！」

「なんですって……！」

　エリーティアは剣を携え、崖の端に立つ──彼女にもリョーコさんの姿が見えたようだが、即座に行動を決めることはできず、切羽詰まった顔で俺の指示を仰ぐ。

「俺があの『ストレイシープ』を撃って足止めする！　エリーティアとテレジアは様子を見て、崖がけ下したに降りてきてくれ！　マドカは『隠れる』の技能を使って、安全になるまで待ってるんだ！」

「ええ、分かったわ！」

「……っ！」

「は、はいっ……！」

　戦闘要員ではないマドカをパーティから外し、七人と一匹の編成にしたあと、黒こく檀たんのスリング──『黒き魔弾を放つもの』を手に取り、俺は地面に立ててある『フクロウのスコープ』を覗き込んで、狙い澄ました。

「当たれっ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『フォースシュート』を発動

　・『ストレイシープＨ』に命中

　・『ストレイシープＨ』が『シグナルフレア』を発動

　・『ストレイシープＨ』を１体討伐






「ピギィッ……！」

　渾こん身しんの力を込めて放った魔力弾は、『ストレイシープ』に命中する──しかし、その瞬間だった。

　鳴き声と共に、『ストレイシープ』の全身から光が放たれる。その閃せん光こうに目が眩くらむが、『フクロウのスコープ』の中には、未だに泉に向かって歩き続けるリョーコさんの熱源反応が見えていた。

　彼女が何を目指しているのか、俺はようやく気がつく。リョーコさんは『自分から罠にかかろうとしている』のだ。

（『フォーチュンロール』の効果は無かった……いや、違う。何か、想定外の出来事が起こっているんだ……！）

　何としても、リョーコさんが罠に手を出す前に止めなくてはならない──狙撃で止めるなんてことはできない、ならば方法は一つだ。

「──間に合えっ！」





　◆現在の状況◆




　・アリヒトが『バックスタンド』を発動　→対象：『リョーコ』






　まだ閃光がやまない中で、俺はリョーコさんのすぐ後ろに転移し、彼女に後ろから組み付く。

「リョーコさん、しっかりしてください！」

「っ……わ、私……一体何を……」

　ギリギリで、リョーコさんを止められた──そして、彼女は我に返る。さっきまで、操られるように歩いていたときの危うさはもうない。

　だが、全く状況は好転していない。それどころか、ストレイシープが断末魔のように放った閃光に呼応するように、空に稲光が閃ひらめき、雷鳴が轟とどろく。





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が出現

　・『サンダーヘッド』が２体出現






「うぉぉっ……！」

「きゃぁぁっ……！」

　空から走ったのは、三つの稲妻──そのうち二つは、泉の西と東に仕掛けた罠の近くに落ちる。そう、避雷針を仕掛けていた場所だ。

　そして一つの稲妻は、真正面。泉に向かって落ち、水面に雷のエネルギーが走ったあと、訪れたのは一瞬の静寂。

　地面が揺れ始める。今まで何の姿も見えなかった泉の中に、何かが現れ、その巨大な体たい軀くの半分を浮かび上がらせる。

「うぁぁぁぁっ……な、何だ、あの怪物は……っ！」

　監視を続けていたらしい『トリケラトプス』のリーダーが叫ぶ──俺も混乱しているが、その声を聞いて逆に冷静になることができた。

　俺たちが『サンダーヘッド』を倒して逃げるだけで終われば、またいつか同じように羊を狩ろうとした人が、この魔物に遭遇する可能性がある。しかし必ずしも、俺達に『狩る義務』はない。リスクを取る必要はない、だが『名前つき』から得られる収穫は大きく、他には得難いものがある。

「ア、アトベさん……あの魔物、前の『甲蟲』よりもレベルが高いです。『名前つき』は、レベルが１違うだけで、物凄く強さが変わるって……」

「確かに……『名前つき』は同じレベルの普通の魔物とは、強さの次元が違います。逃げるなら最初から逃げに徹するべきですが……ここまで来た以上、やれるだけのことはやっておきたい」

「……そう、ですね。ここで逃げていたら、もっと強敵が出てきたときにも逃げるしかなくなります。それではいつか、行き詰まってしまうでしょうから」

「リョーコさんは水属性の魔法が使えるんでしたね。効果があるかもしれませんが、感電にだけは気をつけてください」

　リョーコさんは頷うなずくと、心配そうにテントから出てきた仲間たちを見やる──だが三人とも、位置取りを意識して、俺の支援を受けられるように動いていた。

　五十嵐さんたちも、すでに戦闘態勢を整えている。西に現れた『サンダーヘッド』のところには五十嵐さんたちが、東には『フォーシーズンズ』の残り三人が──そしてエリーティアとテレジアの二人も、俺たちのところに辿たどり着ついた。

「一体ずつ仕留めていくのが得策でしょうけど……どうやら、そうもいかないみたいね」

　草原に身を潜めていた無数の『ストレイシープ』が、水中から現れた魔物の元に集まっていく──そう、『ストレイシープ』は、あの魔物が餌をおびき寄せるために、この階層に放っていた分体のようなものか、あるいは幼体だったのだ。

『ストレイシープ』の綿毛で身体からだを覆ったその姿は、羊の頭をした悪魔のようで──見上げるほどの巨体を持つ。『鷲わし頭あたまの巨人兵』と同じくらいの大きさではあるが、全身から放たれる殺気は尋常ではない。





　◆遭遇した魔物◆




　・★誘う牧神の使い：レベル７　敵対　ドロップ：？？？

　・サンダーヘッドＡ：レベル５　敵対　ドロップ：？？？

　・サンダーヘッドＢ：レベル５　敵対　ドロップ：？？？

　・ストレイシープの群れ






「……オォォ……ォォォ……」

　およそ生物とは思えない、声ともつかない音を発しながら、魔物は泉から上がろうと一歩ずつ動き始める。

「エリーティア、全体攻撃がみんなに飛ばないように、まず引きつけながら様子を見る……できるか？」

「ええ、任せておいて。テレジアと一緒に遊撃するわ」

「……」

　テレジアが盾を構え、投とう擲てき用の短刀ダークを準備する。仲間たちが交戦を始めると同時に、エリーティアが剣を抜いて先陣を切った。

「──朽ち果てろ……！」

　戦闘においての鬼気迫る鋭さでは、エリーティアも『牧神の使い』に負けてはいない。

「エリーティア、『支援』するっ！」

「……オォォ……ォォ……ッ！」

『牧神の使い』が、羊の綿をまとった太い腕を持ち上げる──その腕が稲光を放ち、一気に黒に染まった。

「──エリーティア、まだ深く踏み込むなっ！」

「っ……!!」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『★誘う牧神の使い』が『黒き雷の拳こぶし』を発動

　・『エリーティア』が『ライジングザッパー』を発動

　・『ストレイシープＤ』に一段目が命中　支援ダメージ12

　・『ストレイシープＥ』に二段目が命中　支援ダメージ12

　・『ストレイシープ』を２体討伐






　エリーティアが砂地を蹴けって飛び上がりながら、切り上げを放つ──だがその一撃で削れたのは、『牧神の使い』の表面に張り付いている『ストレイシープ』二体だけだった。

　本体に打撃を与えられず、怯ひるみもしない。そして黒く染まった雷をまとう拳が、エリーティアに向けて放たれる──だが。

「くっ……！」

「……！」

「エリーティアさんっ……！」

　テレジアが短刀を投げ放つ──そこに、リョーコさんも泉の水で形成されたイルカを撃ち出す。





　◆現在の状況◆




　・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動　スモールダークを２本投擲

　・『ストレイシープＲ』に一段目が命中　支援ダメージ12

　・『ストレイシープＮ』に二段目が命中　支援ダメージ12

　・『ストレイシープ』を２体討伐

　・『リョーコ』が『アクアドルフィン』を発動

　・『★誘う牧神の使い』に命中






「──ォォォォッ……！」

　テレジアの短刀は『牧神の使い』本体には届かず、表面の『ストレイシープ』が剝はがれ落ちる。リョーコさんの魔法攻撃には支援ダメージが乗らなかったが、僅わずかに効いたようには見えた。

　だが、『牧神の使い』の拳は止まらない。エリーティアを執念深く狙って、その一撃がついに振り抜かれる──だが、その一瞬前に。

「──止まれぇぇぇっ！」





　◆現在の状況




　・『アリヒト』が『フォースシュート・スタン』を発動　→『★誘う牧神の使い』に命中

　・『エリーティア』が『エアレイド』を発動

　・『エリーティア』が『黒き雷の拳』を回避　エリーティアに範囲ダメージ






「ォォォ……!!」

「──きゃぁぁっ！」

　敵の顔面に俺の放った魔力の弾丸が着弾し、わずかに繰り出された拳の狙いが逸れる。その瞬間、エリーティアは空中で技能を発動し、拳を避けきった。

　しかし雷を纏まとった拳は、拳そのものを回避しても周囲にまで被害をもたらすのか、エリーティアが苦痛の声を上げる。

「大丈夫……これくらいなら、まだ……っ！」

　エリーティアはそう言うが、ライセンスを見て俺の心臓が跳ねる──体力バーの減少は、四分の一近くまで達していた。

「敵の本体にさえ当たれば、攻撃は通る……可能な限り『ストレイシープ』を削るわよ、アリヒト！」

「っ……分かった……！」

　エリーティアは戦意を失ってはいない。彼女の言う通り、『ストレイシープ』がいかに数が多いといっても、限度がある。

　──そんな俺たちの期待をあざ笑うかのように。ずっと表情の無かった『誘う牧神の使い』の口の端に、明らかな笑みが浮かんだ。





五　キョウカの視点






　後部くんたちが、泉から出てきた大きな魔物と対たい峙じしている。そして、泉の西側にテントを張っていた私たちは、監視していた罠わなの近くに設置した避雷針に、雷が落ちてきて──それが魔物だと悟ると、すぐに戦いの準備を整えた。

「ガルルル……」

「待って、シオンちゃん……まだ攻撃しちゃだめ。近づくと感電するかもしれないわ」

　モコモコの体毛をまとい、くるんと巻いた角を持つ、『ストレイシープ』が大きく成長したような姿をした魔物──ワタダマみたいに顔が怖いということはないけれど、その黒い瞳ひとみには、確かにこちらへの敵意が込められている。

「……ギィ……」

『サンダーヘッド』は綺き麗れいに並んだ歯を見せて笑う──その歯はきっと草を食はむためのものじゃない。私たちを食べようとしている、肉食の獣みたいな顔。

「ふぇぇっ……と、遠くからサイコロ投げるくらいならできますけど……っ」

「キョウカさん、アリヒトさんの位置が私達の後ろに来るように回り込みましょう」

「ええ、そうね……敵が後部くんの方に行かないように、慎重に……」

　まだ『サンダーヘッド』は、バリバリと全身に雷を纏まとってはいるけど、こちらの動きを牽けん制せいしたりはしてこない。私たちは警戒しながら、スズナちゃんの意見に従って移動する──その途中で。

「きゃぁぁっ……！」

「──エリーさんっ……！」

『サンダーヘッド』から目を離してはいけないと思いながら、私はスズナちゃんの声で何があったのかを感じ取る。大きな魔物の攻撃を、エリーさんが受けてしまった──でも、彼女は。

「大丈夫……これくらいなら、まだ……っ！」

　エリーさんの声が聞こえる──ダメージを受けているのに大きな声を出したのは、私たちを心配させないためでもあるのだろう。

「私たちも早く目の前の魔物を倒して、後部くんたちに加勢するわよ！」

「はい……っ、いきますっ！　アリヒトさん、『お願いしますっ！』」

　スズナちゃんは後ろにいる後部くんを信頼して、凛りんとした声で言う。次の瞬間、私は後部くんがスズナちゃんのすぐ後ろにいて、一緒に攻撃してくれているような、そんな感覚を覚えた。





　◆現在の状況◆




　・『スズナ』が『皆かい中ちゆう』を発動　→２本連続で必中

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『ヒュプノスシュート』

　・『スズナ』が『サンダーヘッドＡ』を攻撃　→命中

　・『支援攻撃２』が発生　→『サンダーヘッドＡ』が混乱

　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　→支援内容：『フォースシュート・スタン』

　・『スズナ』が『サンダーヘッドＡ』を攻撃　→命中

　・『支援攻撃２』が発生　→『サンダーヘッドＡ』がスタン

　・『サンダーヘッドＡ』が放電　→『サンダーヘッドＡ』の充電レベルが０に低下






「ピギィッ……！」

　スズナちゃんの一本目の矢も、二本目の矢も命中する──二本目が当たったとき、『サンダーヘッド」が身体にまとっていた電気も消えた。

（凄すごい……スズナちゃんが攻撃するタイミングに合わせて、後部くんはその都度使う魔石を変えてる……！）

　けれどこちらを支援すると同時に、後部くんは大きな魔物に果敢に斬り込んでいくエリーティアさんを、そしてテレジアさんを支援しないといけない。

　彼は会社にいた頃から、幾つもの案件を同時に処理することが上う手まかった。どのプロジェクトのことを聞いても把握していて、正確に答えてくれるので、私もつい彼を頼ってしまった──と、今思い出しても申し訳ない。
















　今の私にできること、するべきことは、後部くんのパーティの一員として役割を果たすこと。皆と一緒に、前に進むために──無心で戦うこと。

「シオンちゃん、一緒に仕掛けるわよ！」

「ワォォーンッ！」

　私はクロススピアを構えて、『サンダーヘッド』に向かっていく。スズナちゃんの弓が当たったとき、羊が纏う雷が弾けるようにして消えたところを見逃さずに。

『群ぐん狼ろうの構かまえ』を覚えてから、シオンちゃんとパーティを組んでいるだけで、私は今までの自分とは思えないくらい、速く走れるようになっていた。

「──やぁぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

　・『サンダーヘッドＡ』に二段命中　支援ダメージ24

　・『シオン』が『ヒートクロー』を発動

　・『サンダーヘッドＡ』が『サーマルパワー』を発動　→『サンダーヘッドＡ』の充電レベルが１に上昇

　・『サンダーヘッドＡ』の体力が回復






「──ピギャァァァァッ!!」

　私の槍やりの攻撃は、確かに通じた──でも、シオンちゃんが熱風と共に爪を繰り出したとき、『サンダーヘッド』はひるみもせず、全身にバチバチと稲光をまとう。

（っ……今のは……一体、何が起きたの……!?）

「──五十嵐さんっ！　すみません、シオンに通常攻撃をするように指示してください！　そいつはおそらく、『熱を電気に変換する』性質があります！」

　後部くんの声が聞こえてくる──彼が何をしているのかは範囲外で、ライセンスには表示されない。でも彼はしっかりと見ていて、状況を把握している。

「──ギィィッ……!!」

『サンダーヘッド』の頭から生えた二本の角の間に、稲妻が走る──けれど、それを攻撃には使ってこない。考えられる可能性は、『１段階充電』では、まだ攻撃には電気を使えないということ──けれど槍で攻撃すれば、感電させられてしまう恐れがある。

　私の『サンダーボルト』は、きっと逆効果だから使えない。新しく手に入れた槍『アンビバレンツ』で一気に勝負をかけたら──攻撃したときにダメージが返ってきてしまって、さらに感電してしまったら、耐えられるのか分からない。

「キョウカさん、私がもう一度、アリヒトさんの援護を待って矢を射掛けます！」

「わ、私もっ……その前に、当たらぬも八はつ卦けですけど、『ラッキーセブン』いきますっ！」





　◆現在の状況◆




　・『ミサキ』が『ラッキーセブン１』を発動

　・『サンダーヘッドＡ』の状態異常耐性が少し低下






「はわぁっ、気休めにもならない感じのが出ちゃった……私、もしかして厄日ですかっ!?」

「そんなことないわ、今の状況なら……後部くん、もう一度スズナちゃんに『スタン』の支援をお願い！　敵の電気を散らしてくれるはずよ！」

「──キョウカさん、危ないっ！」

　突破口を見つけたと安心した、その一瞬に、私は思いがけない光景を見ていた。

「──ッ！」

「メリッサさん……っ!?」

『サンダーヘッドＡ』の出方をうかがっていたメリッサさんが、突然大きな包丁を振りかざして私に斬りかかってくる──完全に意表を突つかれたけれど、私にはこんなときに使える切り札、『ブリンクステップ』がある。

　技能を発動させて回避したあと、ぶん、と風切り音が通り過ぎて、叩たたき下ろされた包丁で土がえぐられる──メリッサさんが理由もなくそんなことをするはずがない。

（待って……さっきから、何か音が聞こえてる。あの大きな魔物が、何か……歌ってる……？）

「みんな、耳を塞ふさいでくれっ！　あの音を聞いちゃ駄目だっ……！」

　後部くんが必死に叫んでいる──けれど私は瞬時に反応することができずに、聞こえてくる音を少なからず耳に入れてしまった。

　ライセンスの表示をさかのぼると、何が起きていたのかが分かる──メリッサさんが、私に攻撃をしてきた理由も。





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が『享楽の角笛』を発動　→女性に対して『魅了』状態を付与

　・『メリッサ』『リョーコ』『カエデ』『アンナ』が魅了　士気が低下

　・『メリッサ』が『★誘う牧神の使い』の命令で行動　→『キョウカ』に攻撃

　・『キョウカ』が『ブリンクステップ』を発動　→攻撃を回避






（『享楽の角笛』……あの魔物、もしかして女性探索者の天敵みたいなものなの……？　でも、どうして一部の人たちだけが……絶対成功するわけじゃない……？）

「な、なんだかいい気分になる音なんですけど……っ、メリッサさん、これでやられちゃったとか……？」

「メリッサさん、しっかりしてくださいっ……『祓はらいたまえ、清めたまえ』っ！」





　◆現在の状況◆




　・『スズナ』が『お清め』を発動　→『メリッサ』の魅了状態が解除






「っ……私……今、いったい……」

「スズちゃん、ぐっじょぶ！　良かったー、私、同士討ちなんて絶対嫌だから！」

「ごめんなさい……何か私、迷惑を……」

「今は気にしないで、それより良くわからないけど、私たちにあの音が効かなかったから、敵が戸惑ってるみたい……今がチャンスよ！」

「バウッ！」

『サンダーヘッド』は、『誘う牧神の使い』が出す音は、きっと必殺の力を持っていると思っていた──でもそれが私たちに効かなくて、次の手を打てないでいる。

「ピギッ……ピギギィッ……」

「声だけなら、ちょっと可愛かわいい声だけど……ごめんなさい。あなたを狩って、リーダーの加勢をしなくちゃ」

「──ピギィィィッ……！」

『サンダーヘッド』が、頭に集めた電気で攻撃しようとする──でもそのときには、スズナちゃんがすでに、二回目の『皆中』を発動させて、弓に矢を番つがえていた。





六　アリヒトの視点






『牧神の使い』がニヤリと笑ったあと、辺りに音が響いた──音が頭の中に沁しみ込んでくるような、何とも言えない不快感がある。

「何、この……音……甘ったるい……不愉快な……」

「…………」

　俺とエリーティア、そしてテレジアは、『牧神の使い』が発する音を聞いても、多少の違和感こそあれ何ともなかった──だが。

　ライセンスの表示を確認して、またも戦せん慄りつを味わう。

（この能力……そうか、今まで姿を現さなかったのは……！）

　──この音こそが、リョーコさんが引き寄せられていた原因だったのだと、俺は今さらに気が付いた。最初から、リョーコさんを誘うためだけにこの音は使われていたのだ。彼女がぼんやりと泉の方向を見つめていたときに。





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が『享楽の角笛』を発動　→女性に対して『魅了』状態を付与

　・『メリッサ』『リョーコ』『カエデ』『アンナ』が魅了　士気が低下






「っ……」

　びくっ、と近くにいたリョーコさんの身体からだが不自然に跳ねる──そしてこちらを向いた彼女は、生気を失った表情のままで、俺に向けて何かの技能を発動しようとする。

「リョーコさんっ……！」

「アリヒト、テレジアに任せて！　リョーコの動きをまずは止めなさい！」

（止めるったって……気付け薬の類は持ち歩いてない。『スタン』させる……いや、仲間を攻撃するのは他に手段がない場合だけだ。それならどうする、考えろ……考え……）

「──うぉぉぉぉっ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『バックスタンド』を発動　→対象：『リョーコ』

　・『リョーコ』の『アクアドルフィン』がキャンセル






　リョーコさんの後ろに回り、組みつく──さっきも同じことをしたが、二度もこの方法に頼ることになるとは。

「っ……」

「すみませんっ……今はこうするしか……っ！」

『バックスタンド』の連発で、魔力の消耗をはっきりと感じる。しかし俺は、気付けの手段として、これ以外の方法を今は思いつかなかった。

「──リョーコさん、『気合を入れます』！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アザーアシスト』を発動

　・『アリヒト』が『支援高揚１』を発動　→『リョーコ』の士気が12上昇






「くっ……うぅ……!!」

　リョーコさんは普段の淑やかな振る舞いから想像できないほどの力で、俺の拘束から逃れようとする──他の『魅了』にかかったメンバーも、仲間に攻撃してしまっていることは間違いない。

（誰一人……やらせるかよ……！）

　一瞬だけ、リョーコさんの動きが緩む──いかに日頃から鍛えていても、長く暴れ続けることはできない。その好機を逃さず、俺は彼女に全力で呼びかけた。

「──気をしっかり持ってください！　貴女はそんなに弱い人じゃない！」





　◆現在の状況◆




　・『リョーコ』が士気を消費して『士気技能：緊急回復』を発動　→『リョーコ』の魅了状態が解除






　士気を消費することで、回復可能な状態異常がある──その中に『魅了』が含まれているかは賭かけだったが、思惑通りにいったようだ。

「っ……はぁっ、はぁっ……アトベさん、たびたび申し訳ありません……っ」

「いえ、気にしないでください……っ、それより、他の『魅了』されたメンバーが危ない……！」

『魅了』についてリョーコさんに説明する間もない。ライセンスを確認すると、士気を消費しなくてもスズナの『お清め』があれば、安全に『魅了』状態を解除できることがわかった。

「──オォ……オォォ……！」

「アリヒト、流れ弾に気を付けて！　何か撃ってくるわよ！」

『享楽の角笛』を発動したあと、しばらく次の動きを見せなかった『牧神の使い』だが、思うよりも魅了された人数が少なかったのか、その顔にはもう笑みは浮かんでいない。

「なんだ……あれは……」

「『ストレイシープ』が、大きな魔物の雷にやられて……いえ、違う……あれが、あの魔物の攻撃……っ」

　その身体の表面を覆った黒い雷が、『牧神の使い』の表面を覆っている『ストレイシープ』のいくつかをコーティングし、黒い雷の球体がいくつも発生する──そして。

「──オォォォォォォ……！」





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が『ストレイシープ』４体を『ダークネスブリッツ』に変換






（武器として使うのか……レベル１の『ストレイシープ』を……！）

　考えるより先に、脊せき髄ずいで理解する──この四つの黒い雷弾は、俺たち四人を残らず掃討するために放たれるものだと。

　草原を跳ねていた『ストレイシープ』は、今は禍まが々まがしい黒い雷を纏まとい、『牧神の使い』の意志に従って俺たちに狙いをつけている。回避は困難だ──『ダークネスブリッツ』に変化しても、生き物として意志を持っているのなら。

（『支援防御１』で受けきれるか──いや、賭けはできない。俺たちのパーティには、今はセラフィナさんのような絶対の防御はない……だが……！）

（──アリアドネ、頼む！）

『我が名はアリアドネ。信仰者とその盟友に、加護を与える！』





　◆現在の状況◆




　・『アリアドネ』が『ガードアーム』を発動

　・『ダークネスブリッツＡ』が『ガードアーム』に命中

　・『ダークネスブリッツＢ』が『ガードアーム』に命中

　・『ダークネスブリッツＣ』が『ガードアーム』に命中

　・『ダークネスブリッツＤ』が『ガードアーム』に命中

　・『ガードアーム』がショート






「なっ……!?」

　想像していた通りに、『牧神の使い』は『ダークネスブリッツ』をまるで誘導弾のように撃ち出してきた──そのことごとくを俺たちに命中する前に受け止めた『ガードアーム』が、火花を散らしてショートする。

『魔力の雷……対策をしていない機神では、回路の保全ができない。自動修復後に再使用できるまで45秒』

「いや、助かった……後は俺たちでやる。30秒持たせたあと、もう一度力を借りるかもしれないが……」

『……ムラクモの……自己防衛機構は、窮地に陥らなければ起動しない……しかし、強く必要とすれば……契約者に、呼応し……』

　アリアドネの声が遠のく──切り札として頼ってきた『ガードアーム』が再使用できるまでは、何としても凌しのがなくてはならない。

「エリーティア、テレジア、頼む！　少しでも時間を稼いでくれ」

「了解っ……はぁぁぁっ！」

「っ……！」

　テレジアが『陽よう炎えん石せき』の力で『蜃しん気き楼ろう』を発動し、『牧神の使い』の攻撃を引きつける──そして回避したところで、エリーティアはがら空きになった『牧神の使い』の頭部に斬撃を浴びせようとする。

「──オォォォォッ！」

「削そぎ落としてやる……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『エリーティア』が『ブレードロンド』を発動　→『ストレイシープ』13体に命中

　・『エリーティア』の追加攻撃が発動　→『ストレイシープ』９体に命中

　・『ストレイシープ』を22体討伐






「やったの……!?」

『早業のガントレット』の、攻撃回数を増やす効果は絶大だった──『牧神の使い』の頭を毛皮のようにして覆っているストレイシープが、まさに刈り取られるようにして吹き飛ぶ。

「ォォオ……ォォォォォォ……!!」





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が『羊飼いの角笛』を発動　→『ストレイシープ』の群れを召喚






『牧神の使い』が、前とは違う音を発する──その音が辺りの空間を歪ゆがませ、無数のストレイシープが現れて、再び『牧神の使い』の表面を覆ってしまう。

「……無傷だっていうの……？」

（こんな理不尽なことが……いや、今までだって十分に理不尽だった。かならず活路はある……必ず……！）

「そっちがその気なら、何度でも削ぎ落として……っ」

「……っ！」

　エリーティアとテレジアが再び連携し、『牧神の使い』に挑んでいく──だが。

　まだその腕が届かないはずの距離で、羊頭の悪魔が両手を上げる。それはまるで、天から来るものを呼び寄せるかのようで──。

　目の前に突然、現実とは違う光景が広がる。

　地に倒れ伏した仲間たち──そして、悠然と近づいてくる魔物たち。そんな光景が、何の前触れもなく俺の意識に差し込まれる。

（なんだ……死ぬ……俺たちが……？）

　敵の行動、その意味を理解するのが一瞬遅れるだけで死を招く。ただ俺が選んだのは──叫ぶことと、もう一つ。

「──デミハーピィ、来いっ!!」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『アスカ』『ヒミコ』『ヤヨイ』を召喚






「アリヒト、何を……っ」

「デミハーピィたち、三人を空に逃がしてくれっ！　早く！」

「──アトベさんっ、駄目！　駄目ですっ、駄目ぇぇっ！」

「──!!」

　エリーティア、テレジア、リョーコさんをデミハーピィが抱え、高く舞い上がる。少しでも高く、そう願いながら、俺は一人で『牧神の使い』と対たい峙じする。

　西と東にいた二頭の『サンダーヘッド』。なぜ、二頭を引き連れていたのか──そんなことは決まっている。

　三体でなくてはならない理由がある。魔物の本能に従い、探索者を喰くらうために。

「──後部くんっ……！」

「アリヒト先生ぇっ……！」

　分かっていたはずだ。三体の連携を『完全に』絶たなければ、





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』と『サンダーヘッド』２体が連携

　・『★誘う牧神の使い』たちが『怒れる牧神の雷槌シルウアヌス・ハンマー』を発動

　・『アリヒト』が『支　防　１』を






「うぐぁぁぁあああああっ……!!」

「……オォォォォ……ォォォ……！」

『誘う牧神の使い』が両腕に黒い雷を纏い、『サンダーヘッド』二体からの放電を受け止めて力を増したあと、地面に拳こぶしとともに雷撃を叩たたき込こむ。黒い雷は、周辺の敵全てに被害をもたらす──しかしエリーティアたち三人を狙った雷は彼女たちには届かない。

（念のために、支援防御を……使ったが……これじゃ、効果も何も分からない……）

　黒い雷のもたらす激痛は想像を絶するものだった。足から瞬時に全身に伝わり、内側から破壊しつくされる──まるで血液を沸騰させられるかのような感覚。

　それでも俺は、生きていた。『後衛』であるがために、敵からの距離が遠かった──それが幸いしたのかは分からない。

　だが、膝ひざを突つくしかない。俺は倒れる前に、他の二つのパーティを見やる──俺にとどめを刺そうと狙ってくる『サンダーヘッド』を、彼女たちが止めてくれていた。

「嫌やっ……アリヒト兄さんっ、死んだらあかんっ！　絶対嫌やっ……！」

「この羊……もう許さない……っ、喰らえぇぇぇっ！」

「──貴方が倒れるまで、私は……あまりにも、不ふ甲が斐いなさすぎます……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』『アンナ』の魅了状態が解除

　・『イブキ』が『天てん鷲しゆう脚きやく』を発動　→『サンダーヘッドＢ』に二段命中

　・『アンナ』が『スピンスマッシュ』を発動　→『サンダーヘッドＢ』に命中

　・『カエデ』が『逆一文字』を発動　→『サンダーヘッドＢ』に命中






「なんでや……っ、なんで全然倒れへんの……っ！」

「カエデ、諦あきらめないでください！　もう一度……っ」

「──アンナっ、危ない……くぅっ……！」

『サンダーヘッド』が暴れ、角を振り回す──イブキは避けきれず、苦痛に声を上げる。

「アリヒトッ……アリヒト、しっかりして……立って、立って逃げてっ……！」

「……っ!!」

　エリーティアが叫び、そしてテレジアが声なき声を上げている。

　──逃げろ、と叫ぶべきだ。今全滅の危険を冒してまで、戦い続けるべきじゃない。

『──けれど、一番諦めていないのは我がマスター。あなただと私は考える』

　声が聞こえる。ムラクモ──俺が背負っている剣が呼びかけている。

　気が付けば、俺は真っ暗で広い空間の中にいた。膝をついたままで、正面にいる、実体化したムラクモと向き合っている。

「……生物は死の直前に、思考速度や身体能力が瞬間的に上昇することがあるという。その思考の加速を利用し、会話を行っている」

「俺は……死ぬのか？　さっきのは、死ぬほどの攻撃だったのか……？」

「マスターが最もよく分かっているはず。迷宮の魔物は、いずれも探索者にとって危険な存在。ましてレベル７の特殊個体であれば、今の実力では全滅する可能性が高い」

　それでも確実に進むことができるから、今まで『名前つき』に負けたことがないからと、俺は戦うことを選んだ。

　その結果が、これだ──こちらの攻撃が通らず、敵の強力な攻撃をみすみす撃たせて、簡単に窮地に追い込まれた。

「私はマスターの生存を第一に考える。私の力を使うのならば、敵の弱点を突くことは可能であると、戦闘中に分析した」

「あの技を使えば、可能かもしれない。だが……」

「『サンダーヘッド』を掃討しない限り、全滅の危険は続く……ならば。他のメンバーを、マスターが今までより強力に支援すればよい」

「今までより……そんなことができるのか……？」

　ムラクモは頷うなずく。そして俺に近づいてきて屈かがみこむと、間近で顔を覗のぞき込んでくる。

「な、なんだ……？」

「……マスター、そして多くの下級探索者は、『士気』の詳細を知らない。死線を幾つもくぐった者たちは、自然に士気についての知識を得る」

「死線……それって……」

「命を懸けても勝ちたいと思うこと。そして……勝つために仲間を鼓舞すること。マスターの技能で士気が上昇する量は確かにとても大きい。しかし、『マスター自身の』士気が、迷宮探索を通して全く上がっていないということはない。むしろ……」

　命を懸けたなんてつもりはない。『後衛』はパーティの一番後ろにいても、仲間を護まもることを最優先にするというだけだ。

　──だが、ムラクモの言う通りに。こうして死の際にまで追い込まれて、見えたものがある。

「まだ諦める必要はないってことか。だが、まず俺が立ち上がれるかどうかが問題だな」

「問題ない。私がマスターを支える。そして……『マスターを回復する手段』は、幾つもある。そのうちの一つは、すでに実行されている」

　支えるというのは、そのままの意味だった──星せい機き剣けんの化身であり、刀を操る存在であるムラクモが実体化し、俺の背後に現れたのだ。

「ずっと実体化していなかったので、五分ほどは維持できる。もし撤退すると言うならば、早めに決定したほうが良い。一度標的を定めた『名前つき』は、対象が階層を出るまで執しつ拗ように追跡してくる」

「そいつは恐ろしいな……だが、もう追い回されるのは、前回でしばらくは遠慮したいところだ……」

　支えを受けながら立ち上がる──仲間たちの声が聞こえる。だが俺は文字通り死にかけで、遠くまで声を張ることができない。

　窮地であることは変わらないはずだった──だが。まさに神の加護とでも言えばいいのか、希望は意外なところに残されていた。

「──士気解放、『エフェクトアイテム』……っ！」

　マドカの声が聞こえる──『商人』の士気解放。その効力は、読んで字のごとくのものだった。

　目の前に光の玉が現れる。それはいくつもの光のきらめきに分かれて、俺の身体からだに吸いこまれていく──すると。





　◆現在の状況◆




　・『マドカ』が『エフェクトアイテム』を発動　→対象：パーティメンバー、共闘パーティメンバー

　・『アリヒト』に『中級複合回復薬』の効果が発現

　・『エリーティア』に『中級体力回復薬』の効果が発現

　・『テレジア』に『中級マナポーション』の効果が発現





















　戦闘中に、パーティメンバーに選択したアイテムの効果を発現させる──それが『商人』の士気解放だった。

　パーティメンバーごとに、使用するアイテムを変更することができるうえに、ポーションの類でも飲む必要がない。戦闘中には実用性が低いと考えられていたポーションの欠点を補うことができるのだから、これはまさに切り札だ。

　五十嵐さんたちにもポーションの効果が発現している。

「ふぁぁっ、すご……これ、回復魔法みたいじゃないですか？　マドカちゃんってもしかしなくても、物もの凄すごい子だったんじゃ……」

「これなら……っ、アリヒトさんっ、私たち、まだ戦えますっ！」

「後部くん、必ず加勢するから！　もう少しだけ持ちこたえて！」

　全員が活気付く──エリーティアたちも回復して、デミハーピィたちを降下させて地上に降り立つ。

「…………」

「アリヒト、こんな時に言うのもなんだけど……テレジアが、ムラクモに居場所を取られたって顔をしてるわよ」

「……っ」

「い、いや、テレジアもそんなふうに言われると困ると思うが……と、今はその話は保留にさせてくれ……！」

　俺はスリングショットに魔力を込めて、弾丸を放つ──マドカの存在に気づいて狙おうとする『牧神の使い』の注意をそらすためだ。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『フォースシュート・ヒュプノス』を発動

　・『ストレイシープＡ２』に命中

　・『ストレイシープ』を１体討伐

　・『マドカ』が『隠れる』を発動　→『マドカ』の気配が消失






（やはり効かないか……いや、本体に当たってないだけだ。『ストレイシープ』に攻撃を阻まれないようにするには……）

「アリヒト、あいつを見ていて気付いたことがあるわ。防御をするとき、そこに『ストレイシープ』を集中させて、他の場所の防御が緩んでる……ように見える」

　エリーティアが言いきらないのは、それほどに『ストレイシープ』を集中させる動きは速く、滑らかだということだ。しかし彼女の目と直感の鋭さは、無条件で信頼を置くに値する。

「つまり、多方向から同時に攻撃しろっていうことだな」

「そう。けれど敵も、多くの相手を一網打尽にする攻撃を幾つも持っている……『相手に隙を作ること』、『全員で攻撃すること』。それさえできれば、必ず……」

「……アトベさん……っ、本当に良かった……私、アトベさんに何かあったら、どうしたらって……」

　泣いている場合じゃない、そう言う代わりに、俺はリョーコさんに笑いかけた。まだ形勢逆転したわけでもなく、上う手まく笑える自信は無かったが。

「マドカのおかげで、何とか手前で踏ん張れました。生きてるって、いいもんですね」

「……あなたって言う人は……笑って言うことじゃないですから、それは……っ」

「肝が据わってるというか、達観しすぎてるのよ。だから私たちが見ていてあげないと……って、テレジアも思ってるはずよ」

「…………」

　テレジアの視線が痛い──お叱りを受けるのも仕方がない話だ。マドカに助けられていなければ、今も瀕ひん死しのままで窮地が続いていただろう。

　全員が死力を尽くしている。俺の『死力』が、この事態を確実に打破できるものなのかは分からない──だが、マドカが一か八かに賭かけてくれたように。

「これで好機が生まれなければ……また、全力で逃げよう。殿しんがりは俺に任せてくれ」

「バカ……そう何度も格好つけさせるわけないでしょう。みんな放っておかないわ」

　そうならないように、この一手が、あの羊頭の悪魔を倒す銀の弾丸になればと願う。

「大丈夫だ……俺たちには幸運の女神がついてる。アリアドネっていう名前のな」

「ミサキが聞いたら私じゃないんですかって言いそうだけど……何か打つ手を思いついたのね？」

「ああ。何が起こるかは分からないが、やってみる価値はある。行くぞ……！」

　死線をくぐった者だけに見える世界がある。幾つもそれをくぐり抜けて、俺たちはどこに向かうのか。

　決まっている。テレジアを人の姿に戻し、エリーティアの友人を助ける。その先に続く道を切り開くために、俺は──いや。

　俺たちは、もっと強くならなければならない。互いの力を共鳴させることで。

「士気解放……『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』を発動　制限時間１２０秒

　・『アリヒト』のパーティと共闘パーティの支援効果範囲が強化

　・パーティメンバーと共闘パーティメンバー個人の強化技能が全員に拡張

　・パーティ全体が『群狼の構え』により強化

　・パーティ全体が『剣の極意２』により強化

　・パーティ全体が『包丁捌さばき』により強化

　・パーティ全体が『ドロップ率上昇』により強化

　・パーティ全体が『幸運の小人』により強化

　・パーティ全体が『居合いの極意１』により強化

　・パーティ全体が『打撃の極意１』により強化

　・パーティ全体が『フットワーク』により強化

　・パーティ全体が『ルーティーン』により強化






（これが俺の士気解放……『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』……！）

　他のメンバーの『士気解放』がいずれも強力だったことから、期待はしていた。

　後方支援職である『後衛』。後衛から前衛へと一方通行だった支援を、逆方向にも可能にする。俺の職が抱えた難点である、『自分が支援を受けることはできない』というリスクを、限定的な条件下とはいえ完全に解決できる──それだけではない。

『相互』の言葉通り、パーティの個人が持つ支援効果が、全員に拡張される。制限時間は長くはないが、今の状況を打破するにはそれでも十分だと思えた。

（身体に力がみなぎる……『群狼の構え』の効果でこんなに変わるのか。『フットワーク』はアンナの、『ルーティーン』はリョーコさんの……今なら、普段は出せない力が出せる。集中力も格段に上がっている……！）

　そして、まだ終わりではない。

　これらの常時働く強化効果に加えて、俺の支援──そして、五十嵐さんとテレジアの士気解放をさらに乗せられる。

「……ォォォ……オォ……！」

「「──ピギャァァァッ!!」」

　何かが起きたのだと、敵も悟っていた──『サンダーヘッド』が好戦的な鳴き声を上げ、二つのパーティに攻撃を仕掛ける──しかし。

「これなら……すぐにでも、後部くんのところに行ける……！」

「ワォンッ！」

「はいっ……ミサキちゃん、メリッサさんっ！」

「え、えっとっ……サイコロでもよければっ……えぇーいっ！」

「獲とる……その角……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『支援攻撃２』を発動　支援内容：『フォースシュート・スタン』

　・『ミサキ』が『サンダーヘッドＡ』を攻撃　→『サンダーヘッドＡ』がスタン

　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動

　・『シオン』が『ウルフズラッシュ』を発動

　・『サンダーヘッドＡ』に合計６段命中　支援ダメージ72

　・『スズナ』の攻撃が『サンダーヘッドＡ』に命中　支援ダメージ12

　・『メリッサ』が『切り落とし』を発動　→『サンダーヘッドＡ』が素材をドロップ

　・『サンダーヘッド』を１体討伐






「よし……っ！」

　一撃目のスタンで動きを止め、全員で攻撃する──『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』で強化された素の攻撃の威力も高まっていて、見事に『サンダーヘッド』を仕留められた。二撃目から『支援攻撃１』を選択したのは、魔力の消費がほとんどないこと、12ダメージが現在でも十分有効であることが理由だ。

「はぁぁっ……！」

　カエデ、イブキ、アンナの三人も『サンダーヘッド』を倒し切る──手数が五十嵐さんたちより少なかったので、アスリート系の職業である彼女たちは、自身の攻撃力もかなり高いのだと分かる。

「やった……私たちも先生のところに……！」

「ええ……少しでも、ミスター・アリヒトの力に……っ！」

「アリヒト兄さんっ、うちらはどうしたらいい!?」

　三人が風のような速さで駆けてくる──彼女たちは魅了が効いているうちに同士討ちをしてしまったのか、『エフェクトアイテム』で傷は回復しているが、防具が破損してしまっている。それでも戦う意志はこれ以上なくみなぎっている。

「リョーコさん、総攻撃には参加できますか？」

「はい、勿もち論ろんです。ここで逃げたりしたら、あの子たちに顔向けできないですから」

『トリケラトプス』の面々も、すでに逃げてしまっていてもおかしくはなかったが、戦闘範囲外で動けずにいる。さっきの黒雷を浴びなかったのは僥ぎよう倖こうと言えるが、俺たちが負ければ彼らにも危険が及ぶだろう。

「アリヒト……いえ。リーダー、指示をお願い。アリヒトの『士気解放』での強化が続いているうちに」

　強力な効果だけに、エリーティアは制限時間があることを察している──攻撃の機会は限られている。

「──波状攻撃で畳み掛ける！　まず、『ストレイシープ』を瞬間的に剝はがす……スズナ、『爆ばく裂れつ石せき』の力を使ってくれ！　他の遠隔攻撃ができるメンバーも一斉に、『戦せん霊れい』と一緒に攻撃を撃ち込む！　近接武器のメンバーは、その後に順に畳み掛けるんだ……まず、エリーティアから頼む！」

「「「はいっ！」」」

　スズナが矢を番え、ミサキがサイコロを握り、テレジアは短刀を摑つかむ──そしてリョーコさんは水のイルカを呼び、アンナはラケットを構える。

「士気解放、『ソウルブリンク』！」

「……っ！」

「──『当たって』！」

「──オォォォォ……オォォ……!!」





　◆現在の状況◆




　・『キョウカ』が『ソウルブリンク』を発動　→パーティメンバー、共闘パーティメンバーに『戦霊』が付加

　・『テレジア』が『トリプルスティール』を発動　→パーティメンバー、共闘パーティメンバーに『三さん奪だつ』効果が付加

　・『アリヒト』が『支援攻撃１』を発動

　・『スズナ』が『皆中』を発動　→２本連続で必中

　・『スズナ』と戦霊が『ブラストアロー』を発動　→『ストレイシープ』合計16体に命中　合計支援ダメージ１９２

　・『ストレイシープ』を16体討伐

　・『ミサキ』の攻撃が『★誘う牧神の使い』に命中　戦霊の付加攻撃　支援ダメージ24

　・『スズナ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取成功

　・『ミサキ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取成功






「グォォ……ォォ……！」

（通った……だが、まだっ……！）

「ほぁぁっ、す、すごっ……スズちゃんの矢が爆発してる……っ！」

「──次です、皆さんっ！」

『爆ばく裂れつ石せき』の力によって矢が着弾した瞬間に爆風が生じ、ストレイシープが焼け焦げながら弾け飛ぶ──それでもまだ無限に湧き出てくるのだから、一度たりとも召喚させるわけにはいかない。

「テレジア、敵の守りが薄くなった部分を狙うんだ！」

「……っ！」

『アクセルダッシュ』で踏み込んでいたテレジアは、強化された身体能力を駆使して敵の頭の正面に飛んでいた──そして、回転するようにして短刀を二本投げ放つ。そこに、アンナとリョーコさんの放った攻撃も追従する。戦霊の手数も加わり、まるで攻撃の雨が降り注いでいるかのようだ。





　◆現在の状況◆




　・『テレジア』が『ダブルスロー』を発動　スモールダークを２本投とう擲てき　戦霊の付加攻撃

　・『★誘う牧神の使い』に二段命中　支援ダメージ48

　・『リョーコ』と戦霊が『アクアドルフィン』を発動　→『★誘う牧神の使い』に二段命中　防御力低下

　・『アンナ』と戦霊が『スピンサーブ』を発動　→『★誘う牧神の使い』に二段命中　脳震盪を付加　支援ダメージ24

　・『テレジア』『リョーコ』『アンナ』の体力、魔力が回復






「グォォォッ……!!」

「──テレジア、『蜃しん気き楼ろう』で反撃を外させるぞ！」

「……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『テレジア』と戦霊が『蜃気楼』『アクセルダッシュ』を発動

　・『★誘う牧神の使い』が『地じ均ならしの拳こぶし』を発動　→４回失敗






　連撃を受け続けた『牧神の使い』は、がむしゃらに反撃をしようとする──しかし地面を耕すように叩たたきつけられた拳は、間近にいるテレジアを標的にしても、一撃も命中することはなかった。

（『蜃気楼』で敵の命中率を下げるだけじゃない……テレジアは戦霊と合わせて『アクセルダッシュ』で動き続けて、回避できるように攻撃を誘導してる……！）

「──せやぁぁぁっ！」

「はぁぁぁっ！」





　◆現在の状況◆




　・『カエデ』と戦霊が『草そう攻こう剣けん』を発動　→『★誘う牧神の使い』に二段命中　支援ダメージ24　連撃の威力が上昇

　・『イブキ』と戦霊が『波動突き』を発動　→『ストレイシープ』２体に命中　支援ダメージ24

　・『ストレイシープ』を２体討伐

　・『カエデ』『イブキ』の体力、魔力が回復　ドロップ奪取成功






「しまった……っ！」

「──ガァァァァァァァッ！」

　カエデに続いたイブキだが、その攻撃を脅威に感じたのか、『牧神の使い』は腕を振るってイブキの攻撃を受け止める──輝くエネルギーをまとって繰り出された拳の一撃は『ストレイシープ』に当たってしまい、本体には惜しくも届かない。

　だがその反撃が隙を生み、向かって右側に『牧神の使い』の意識が引きつけられたところで、五十嵐さんが臆おくせずに踏み込み、シオンとメリッサを先導して攻めかかった。

「──絶対に……みんなで倒してみせる……っ！」

　五十嵐さんの手にあるのは──クロススピアではない。切り札として彼女が持ちたがった、双頭の槍やり──『アンビバレンツ』だった。

「やぁぁぁぁっ！」

「──五十嵐さんっ！」

「キョウカ、待って！　その武器は……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『キョウカ』が『ダブルアタック』を発動　→『★誘う牧神の使い』に二段命中　支援ダメージ24

　・『キョウカ』にダメージが逆流　防具が破損

　・『キョウカ』の体力、魔力が回復






「グォォォォァァ……ッ!!」

「くぅっ……！」

　五十嵐さんの体力が大きく減る──『アンビバレンツ』の威力は凄すさまじく、『ストレイシープ』の守りが薄い敵の腕に突つき立つ。これまでどれだけの打撃を受けても、ここまで明らかな被害を与えることはできなかった。

　しかし逆流したダメージもまた、とても見ていられるようなものではなかった。五十嵐さんの身につけていたレディアーマーの装甲が弾け飛ぶ──白い肌が露わになっても、彼女は全く怯ひるんだりはしない。

「──今よ！　私の分身……シオンちゃん、メリッサさんと一緒に、思いきりやりなさいっ！」

「ワォーンッ！」

「……ふたつとも、獲る……っ！」





　◆現在の状況◆




　・『アンビバレンツ』の特殊効果により、『キョウカ』と戦霊の攻撃力が上昇

　・『キョウカ』の戦霊が『ダブルアタック』を発動　→『★誘う牧神の使い』に二段命中　支援ダメージ24

　・『メリッサ』と戦霊が『シオン』と戦霊に騎乗して『ライドオンウルフ』を使用

　・『メリッサ』と戦霊が『切り落とし』を発動　→『★誘う牧神の使い』が素材を２つドロップ






「ゴォォッォァァァァ……アァァァァッ……！」

　メリッサと戦霊は十字に交錯するようにして『肉斬り包丁ブツチヤーズナイフ』を振るい、『牧神の使い』の角を切り落とす──五十嵐さんの戦霊が繰り出した槍は、彼女がダメージを受けた分だけ威力を増し、『牧神の使い』の左側頭部に命中して、額にまで届く大きなキズをつけた。

（額に何か見える……あれは、弱点？　『鷹たかの眼め』では特定できないが……）

　これは──五十嵐さんが立てた作戦だったのか。あえて『アンビバレンツ』を使うことで逆流するダメージを受け、『アンビバレンツ』の真価を引き出したあとで戦霊に攻撃させる。さらにメリッサと戦霊を、シオンとその戦霊に乗せ、同時に『切り落とし』を入れることで、『牧神の使い』の角を二本同時に切り落とす──これで、魅了や召喚を使われて逆転される可能性は消えた。

　──だが。五十嵐さんの一撃が強力だったために、一つの誤算が生じてしまう。

「……私は……乗り越える……血を見た、くらいで……」

「エリーティア、しっかりしろ！　『ベルセルク』が発動したとしても、俺たちがついてる！　決して恐れたりはしない！」

「っ……アリヒト……」

「エリーさん、大丈夫です！　何があっても私がきっと、あなたを引き戻しますから……！」

　俺とスズナの声が届き、エリーティアが頭を振る。その後には、彼女はすでにそこにいなかった──『ベルセルク』、そして仲間たちの支援で強化された身体能力で、さらに『ソニックレイド』を発動したのだ。

「──花のように散れ。『ブロッサムブレード』……！」

　金色の髪を持つ少女剣士と、彼女と同じ速度で追従する戦霊が、戦場に刃の花弁を散らす──狂い咲くように。





　◆現在の状況◆




　・『エリーティア』と戦霊が『ブロッサムブレード』を発動

　・『ストレイシープ』７体に命中　『★誘う牧神の使い』に二十五段命中　支援ダメージ３８４






　降り注ぐ斬撃の雨を受けながら、それでも『牧神の使い』は立ち続ける──だが、ついに押し切られて片かた膝ひざを突く。

　計三十二段の斬撃──しかしそれで終わりではない。降り注いだ刃の雨が、反転する──エリーティアの切り返しによって。

「──舞い上がれ！」





　◆現在の状況◆




　・『エリーティア』と戦霊の追加攻撃が発動　→『★誘う牧神の使い』に二十四段命中　支援ダメージ２８８

　・『エリーティア』の体力、魔力が回復






「グォォォッ……ォォォ……!!」

　支援によって強化された斬撃自体のダメージ、そして支援ダメージ──それでも敵はまだ沈まない。しかしエリーティアは、『ベルセルク』が発動している状態でも深追いはしなかった。

「私は……私はっ……アリヒトのパーティの一員……もう、仲間を傷つけたりはしない……！」

『──マスターの剣として、その言葉を誇りに思う。後は私たちに委任し、下がるがいい』

　ムラクモが俺の肩に手を置く──『彼女』の戦いが今からもう一度見られるのだと理解し、同時に自分がどう動くべきかを頭に思い浮かべる。

（ムラクモの読み通りになるか……今は、それに従うのみだ。奴やつを倒し切る……！）

　追い詰められた『牧神の使い』が、身体からだに張り付いた残りの『ストレイシープ』全てに黒い雷をまとわせる──守りを捨て、最後の反撃を試みようとしているのだ。

　──これより、『自動戦闘機構オートブレードシステム』を起動する──





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』が『ストレイシープ』15体を『ダークネスブリッツ』に変換

　・『ムラクモ』が『籠かご之の鳥とり』を発動






　リン、とどこからか鈴の音が響いた──刀の姿が八つに分かれて、敵の周囲を回転し始める。

『マスター、私の分身だけでは敵の標的を引きつけるには足りない……私に向かって、弾丸を……！』

「ああ、分かった……っ、デミハーピィの皆も一緒に仕掛けるぞ！」

　俺はスリングに魔力を込めながら、上空を旋回していたデミハーピィに指示する──『ダークネスブリッツ』に変わっても、生き物としての性質を備えているのならば、彼女たちの得意技が通じる可能性はある。

「──喰くらえっ！」





　◆現在の状況◆




　・『ヒミコ』が『眠りの歌』を発動

　・『アスカ』が『輪唱』を発動

　・『ダークネスブリッツ』が３体睡眠

　・『アリヒト』と戦霊が『フォースシュート・バウンス』を発動

　・『ムラクモ』と『★誘う牧神の使い』の間で『フォースシュート』が跳弾

　・『ダークネスブリッツ』４体に命中　『★誘う牧神の使い』に六段命中






　ムラクモが言った通りだった──『籠之鳥』で分裂しているように見える剣すべてに質量があり、俺の弾を跳ね返しながら、『牧神の使い』の周囲を回転する。

　もはや『牧神の使い』は声を上げなかった。ただ執念に瞳ひとみを輝かせ、反撃を試みようとする──しかし。

『正しい答えを選ばなければ、籠の鳥は外には出られない──』





　◆現在の状況◆




　・『ダークネスブリッツ』８体が『アリヒト』のパーティを攻撃

　・『ムラクモ』が『流星突き』を発動　→『★誘う牧神の使い』に命中　『ダークネスブリッツ』８体の行動がキャンセル

　・『★誘う牧神の使い』が『デーモンズブラッド』を発動

　・『★誘う牧神の使い』の充電レベルが最大に上昇






『籠之鳥』で分身したムラクモを『ダークネスブリッツ』を無差別に撃ち出して薙なぎ払はらおうとした『牧神の使い』は、背後で実体化した少女の姿のムラクモによって、刀による致命の一撃を受けた──しかし青い血しぶきが上がると同時に、羊頭の悪魔は全身を青く発熱させながら黒い雷を纏まとう。

　狙うのは俺──だが。敵の正面にいるのは、『もう一人の俺』だ。

「うぉぉぉぉぉっ……！」

　歌に加わらなかった最後のデミハーピィ──『ヤヨイ』の足につかまっていた俺は、意を決して飛び降り、角を失った『牧神の使い』の額を目掛けて突っ込んでいく。

（五十嵐さんの攻撃が頭に当たったときに、額にまで傷がついた……間違いない。『ストレイシープ』で本当に覆いたかったのは、ここだったんだ……！）

「──来い、ムラクモ！」

　攻撃を終えた後のムラクモは、『ガードアーム』を呼んだときと同じように、俺の求めに応じて任意の場所に現れる──振り上げた手の中に。





　◆現在の状況◆




　・『アリヒト』が『天地刃』を発動　→『★誘う牧神の使い』に命中　急所攻撃






　俺がムラクモを使って繰り出せる技は、一度見たことがあるものだけ──振り落とされた刀は額の中央に突き立つ。

「……ォ……ォォ……」

　浅瀬に『牧神の使い』の巨体が両りよう膝ひざを突く。俺は強化された身体能力を頼もしく思いながら、三メートルほどの高さがある敵の頭上から飛び降りた。

　泉に大きな波が生じる──その波に足を取られないように耐え、改めて敵の姿を見やる。膝ひざを突き、動かなくなったその姿は、奇しくも数分前の俺自身と同じだった。





　◆現在の状況◆




　・『★誘う牧神の使い』を１体討伐

　・『ダークネスブリッツ』が全て消滅

　・『アリヒト』による『全体相互支援オールラウンド・レインフオース』が解除

　・『エリーティア』のレベルが10にアップ

　・『アリヒト』のレベルが６にアップ

　・『テレジア』のレベルが６にアップ

　・『キョウカ』のレベルが５にアップ

　・『スズナ』のレベルが５にアップ

　・『ミサキ』のレベルが５にアップ

　・『メリッサ』のレベルが５にアップ

　・『シオン』のレベルが５にアップ

　・戦闘終了により『エリーティア』の『ベルセルク』が解除

　・『緋の帝剣スカーレツトエンペラー』の斬ざん獲かく数すうが１０００に到達　『カースブレード』の固有技能が解放






　パーティ全員のレベルが上がる──それほどの苦戦であったことは間違いない。マドカと『フォーシーズンズ』のメンバーも、レベルが上がっているといいのだが。

　しかし、『緋の帝剣』に関して不穏でもあり、収穫とも言える表示がライセンスに出ている──エリーティアはまだ『ベルセルク』が解除されたばかりだからか、荒く肩で息をしており、ライセンスの表示には気づいていない。

「しかし今は、ひとまず……うわっ……！」

　みんなと勝利を喜ぼうと振り返ったとき、いきなり胸に誰かが飛び込んできた──勝った安心感で、大胆な行動に出てしまったのだろうか。

　だが俺の胸にすがりつくようにして、目を潤ませて見つめているのは──無謀とも言える戦術を実行に移して、勇猛果敢な姿を見せてくれたばかりの五十嵐さんだった。

「……後部くん……良かった……良かったぁ……っ」

「い、五十嵐さん……あ、あの、ご心配をおかけしたことは大変申し訳なく思っていてですね、でもちょっと今はその、何というか事態がまだ切迫しておりまして……っ」

「なに……？　あんな無茶しておいて、逃げようとしてもそうはいかないわよ。後部くんが死んじゃうんじゃないかって、本気で思ったんだから……」

　鎧よろいが壊れて、上半身の半分くらいが露わになっている──こんな壊れ方をする鎧もどうかと思うが、そうなってしまったものは仕方がない。

　しかしこの距離では、浴室のような必然の事情もなく、見てはいけない姿を見てしまいかねないうえに──俺の胸に、大きすぎるワタダマのような何かが当たっている。
















（ワ、ワタダマは失礼だよな……しかし他にたとえが……スライムとも違うし、俺は一体どうすれば……！）

「キョ、キョウカさん……っ、アトベさんが心配なのは痛いほど分かりますが、それはちょっと大胆すぎますっ」

「え……きゃぁっ！」

　二十五歳元女上司が、現役女子大生でも通用しそうな可愛かわいらしい悲鳴を上げ、俺から離れる──その瞬間、リョーコさんが自分のボアコートを脱いで、五十嵐さんにかけてくれた。

「……見えてなかったわよね？　見えてたら私……私、僧そう侶りよに転職しなきゃ……」

「えっ……な、なぜ僧侶に……？」

「だ、だって……悟りでも開かないと、パーティにいられそうにないから……あぁっ、どうしてこんな壊れ方……」

　つまり、戦闘中は鎧が壊れているという自覚がなかったのだ。俺もこんなことになるとは思っていなかったので、『アンビバレンツ』は色々な意味で危険な武器だと言わざるを得ない。威力もリスクも絶大なものがある。

「アリヒト兄さんっ……ああ、ほんまにどうなることかと思った……兄さんが倒れはったとき、うち、頭をがつんってされたみたいに目が覚めて……」

「……私もです。もっと早く正気に返っていたら、イブキに迷惑をかけずに済んだのですが」

「あはは……びっくりしたけど、いろんな魔物がいるからね。でも、あたしにはどうして効かなかったのかな？」

　魅了された仲間と戦うことになっても、すでに気にしていないイブキの豪胆さにも感心するが、確かに『享楽の角笛』が効いたメンバーと、そうでないメンバーがいたことが少し気になる。

　ライセンスの表示は、ある程度遡さかのぼることができる。俺は『享楽の角笛』を使われた後のあたりで、何があったのかを見てみた──すると。

（……そ、そういうことか……！）





　◆状況記録◆




　・『テレジア』『キョウカ』の信頼度ボーナス　→『魅了４』までを完全防御

　・『スズナ』の信頼度ボーナス　→『魅了３』までを完全防御

　・『ミサキ』『エリーティア』『マドカ』の信頼度ボーナス　→『魅了２』までを完全防御

　・『イブキ』『シオン』の信頼度ボーナス　→『魅了１』までを完全防御






『支援』をするたびに、信頼度が上昇する──その特性が、こんなところで効いてくるとは。

　しかし、まだ会ったばかりのイブキの信頼度の高さが、『先生』という呼び方に表れていたのだろうか。信頼度＝好感度でもないのだろうが、何か照れるものがある──と、十歳以上も離れた女の子なので、単純に有り難いことだと思うべきだろう。二十九歳でおっさんと言われることも往々にしてある世の中だ。

（しかし……四段階に分かれてるけど。テレジアと五十嵐さんの信頼度が同じくらいなのか……最初期からパーティを組んでるからな）

　いずれにせよ、信頼関係が強いほど『魅了』耐性が強くなるということだ。リョーコさんには初対面と比べるとかなり見直してもらったような気がしていたが、信頼は一日にしてならずということだろう。メリッサはパーティメンバーで唯一耐性がないので、これから努力して信頼を得ていきたい。

「アリヒトお兄さんっ……！」

「おおっ……マ、マドカもか。俺は大丈夫だ、マドカが回復薬を使ってくれたおかげだよ」

「良かった……私、そんな効果があるって分からなくて……それでもお兄さんのために、何かしたくてっ……」

　ぽろぽろと大粒の涙をこぼすマドカ──これだけ優しい子を、過酷な戦闘にいつも連れて行くのは、やはり忍びないと思える。

　だが、今は感謝しかない。マドカが勇気を出してくれたおかげで、俺は生き延びられた──大きな収穫が得られるからといって、リーダーの俺が深入りしすぎる傾向にあるというのは、大きな反省点といえるだろう。

「慎重に、でも大胆に……やね。アリヒト兄さんのこと、うちはまだ全然分かってへんかったみたいや」

「みなさんを守るための、とっさの判断……ハラハラします。ですが、正直を言うとこうも思ってしまいました。頼りがいのある男性とは、貴方のことを言うのだと」

「い、いや……頼りがいがあるどころか、死にかけてたわけだけど……」

「もう……またそんなふうに。凄すごいことをしたんですから、もっとどっしり構えていてください。それと……」

　リョーコさんは何か、俺の姉さんみたいな空気を出している──俺の方が年上なのだが。

　彼女はまだ何か言いたそうだったが、俺の顔を見ているうちに、ふっと表情を和らげた。

「……ありがとうございます。アトベさんがいなかったら、私は取り返しのつかないことをするところでした」

「いえ……色々と、魔物も考えてるみたいですから。もし困ることがあったら、互いにサポートしながらやっていきましょう」

　苦戦はしたが、『フォーシーズンズ』との共闘作戦は成功を収めた。六番区に上がるまでは、協力体制を築いてやっていきたい。『自由を目指す同盟ビヨンド・リバテイ』に対抗するために組んだのだから、まだその目的は達していない。

「アンナが目的としてた素材は、『サンダーヘッド』のものでしたよね。『牧神の使い』の方からも、いい素材が取れそうですが」

「いえ、『サンダーヘッド』がガットの素材に良いとだけ聞いているので、そちらだけおすそ分けをいただければ。この『名前つき』は、ギルドに報告したら大変なことになると思います……納品するか、解体屋に持ち込むか、皆さんでじっくりご検討ください」

「ああ、そうさせてもらうよ。じゃあ『サンダーヘッド』一体は、そちらで持っていってもらえるかな。メリッサに解体してもらうこともできるけど、どうする？」

「ラケットを作っている工房で解体もお願いできるそうなので、そちらに持ち込みます。メリッサさんも、大物の解体でかかりきりになるでしょうし……」

　メリッサは戦闘に使った巨大包丁を持ったまま、『牧神の使い』の巨体を見つめている──恍こう惚こつとした表情で。

「……青い血を流す魔物は、斬っても青いと思う？」

「え、えーと……まあ、それが自然なんじゃないかと……メリッサ、貯蔵庫には転送できそうか？」

「なんとか入れられる。解体するために少し人手が必要だから、可能なら父さんを呼ぶ」

　ライカートンさんなら、娘のために上の区まで来てくれるということはありそうだ──探索者を引退して支援者となれば、ある程度区の間の移動は融通が効くということか。

「お兄ちゃん、みんなの運が良くなってたからかどうなのかわかりませんけど、浅瀬のところに例のあれが落ちてますよー」

「もう、恒例になってしまいましたけど……本当は物もの凄すごく貴重なものなんですよね」

「これほどの魔物が落とした箱だと、罠わなには気をつけた方が良さそうね。確実に開けられるファルマさんの店に頼みましょうか」

「ああ、それがいいな。マドカ、倉庫にいったん仕舞っておいてくれ。落ちてる素材もみんなで集めよう……凄いストレイシープの数だな」

　何体か回収してみて分かったことがある──『ストレイシープ』と『ダークネスブリッツ』は、なんと違う個体になっているということだ。『ストレイシープ』もワタダマよりは小さいものの、マドカがやっと抱えられるくらいの大きさなので、かなりの羊毛が取れそうではある──白と黒、どんな性質があるのか楽しみだ。『サンダーヘッド』は発光していたのでわからなかったが、羊毛は黄色みを帯びている。

「バウッ、バウッ」

　素材回収をしているとシオンがやってきて小さく吠ほえるので、何事かと確認する──すると、『トリケラトプス』の面々が、遠巻きにこちらを見ている。

　みんなに少しだけ外すと言い置いてから、俺はシオンを連れて『トリケラトプス』の三人が潜んでいるところまで向かった──すると、彼らは相変わらずギリースーツで草むらに一体化していたが、三人とも立ち上がらずそのままでいる。

「……もしかして、腰が抜けてしまったりとか……？」

「……情けない限りだ。というより、あんたは俺たちが思った以上にキレてる」

　ヒゲの人が顔だけを上げて言う。顔色が悪かったりはしないのだが、何か夢でも見ていたかのような、そんな現実味のなさそうな顔をしていた。

「キレてる……危険だっていうことですか？」

「ち、ちげぇよ……あんた、自覚ねえのかよ？」

「普通は思ってもできないだろう。仲間を守るために、自分だけデミハーピィの足に摑まらず、魔物の攻撃を受け止めて……そこから起死回生だ。最高にクールだった。久しぶりに胸が躍ったよ」

　ヘルメットの人は変わらず淡々とした口調だが、言っている内容は絶賛にも聞こえる──いや、疑うのも失礼だろう。

　キレているというのは、彼らにとっては『クールだ』という意味合いらしい。こちらは無我夢中で戦っていただけなので、そんな感想を抱かれるのかと意外に思いもするが、格好悪いと思われるよりはずっといい。

「ふう……ようやく落ち着いてきた。これは現実に起きた出来事なんだな……あんたたちがそういう星の下に生まれてきたんだとしたら、羨うらやましいようで恐ろしい気もする」

「で、でもよ……俺らだって、ここまでやってきたプライドはある。あんたらの戦いとその結果に、水を差す真ま似ねはしたくねえ」

「俺たちは何も見なかった。あの魔物のことは秘密にしておくし、グレイに対しても情報を漏らしたりはしない。あんたたちの心象を害することはしたくない……それくらいのものを見せてもらった」

「そうしてもらえると有り難いです。『同盟』がどうしてもというなら、俺たちと競う場面は出てくるかもしれない。その時は、堂々とぶつかりましょう」

　ぶつかるといっても、ただ序列を争うだけだ。俺たちも一位にならなければ、先に進むことができない──『同盟』がまごついているようなら追い抜いていく、それくらいの気持ちだ。

「あなたたちは約束を守ってくれると思います。この『フクロウのスコープ』、預かり物を使ってしまって申し訳ないんですが、凄く助かりました」

「い、いや。そいつが助けになったなら、あんたが使ってくれ。あんたたちが逃げなかったのは、万一にも『スタンピード』にならないようにってことだろ？　俺らも感謝したいっつーか、なんつーか……」

「俺たちならあの『名前つき』には絶対勝てない。やらなくても分かる、その感覚だけで生き延びてきたようなもんだ。だがあんたたちが勝ったことで、俺たちは希望をもらえた。情けないかもしれんが、今俺たちはかつてないくらいやる気なんだ」

　ヒゲの人の目が輝いている──俺たちに触発されたというのは本当のことのようだ。だが、こんな貴重品をそのまま貰もらうわけにはいかない。

「じゃあ……価値に見合う金額で買い取りたい。金貨千枚でどうだろう？」

「っ……ゲホッ、ゲホッ。金貨千枚、確かに俺たちも稼げなくはないが、その額をポンと出すのか？」

「どれだけ危ない橋渡ってんだよ……もっとワタダマとか狩れよ。旨味が少ないとはいえ、七番区でもあれくらいの魔物が出るとこはあんだぜ」

「俺たちはグランドモール一体でもかなり苦戦していて、狩るにはかなり苦労する。あれが一体で良くて金貨五十枚といったところだから、千枚はかなり助かるよ」

「分かった、商談成立だな。これからも何か使えそうなものがあったら言ってくれ、店に売るより色をつけられるかもしれない」

　金貨についてはマドカのライセンスに備わった機能を使い、彼らに送金してもらうことにする。『トリケラトプス』の面々が手を振って立ち去ったあと、俺は再び素材の回収に戻った──もう少しで、帰途につくことができる。





◆◇◆






　テントを撤収し、俺たちは一度街に戻る──もし『黒い箱』から鍵かぎが見つかれば、この迷宮に戻ってくることもあるだろう。

　一行の一番後ろを歩きながら、やはり五十嵐さんの後ろ姿が気にかかる──『アンビバレンツ』を使ったこともそうだが、今回の彼女には驚かされっぱなしだ。

『マスターのために、貢献したいという思いはパーティの皆が同じ。私がそうであるように』

　背負ったムラクモが語りかけてくる──武器は武器であるべきで会話すべきじゃないと言っていたが、今回の戦いを通して少し饒じよう舌ぜつになったのだろうか。

『私がマスターの刃となるのは、機神アリアドネの一部パーツであるから当然のこと』

（今回は助かった。アリアドネもムラクモも、俺たちのパーティには不可欠の存在だ）

『……機神アリアドネにも聞こえているはず。私は彼女のパーツに過ぎない。返答については彼女に一任する』

　ムラクモは気を使ったのか、気配を薄れさせた──そして。

　あの『聖域』から俺たちを見守ってくれる、彼女の気配が蘇よみがえる。さっきは会話が途切れてしまっていたので、彼女が無事かどうか気になっていた。

（アリアドネ、本当に助かった。可能なら、ショートを防ぐ準備を……）

『……私が電撃に弱いばかりに、契約者である貴方を死なせるところだった』

　五十嵐さんや、みんなと同じ──アリアドネも、俺のことを案じてくれていた。

（心配かけてすまなかった。だが、俺の『士気解放』は、今のところああやって発動するしかないらしい……戦術には組み入れず、次回からはより安全策を……）

『……貴方が仲間たちを守るなら、私は貴方を守る。それでパーティの全員が守られる。機神の加護とは、それを理想とするべき。改めて学ばせてもらった』

　俺を心配して、過保護になるなんてことはない。彼女は前を見据えている──俺たちを、彼女なりに導こうとしてくれている。

『盾のアーマメントが、早いうちに見つかるとよい。『ガードアーム』の電撃に弱いという弱点を、『ガードヴァリアント』ならば克服できる』

（そればかりは、天の配剤ってやつだな。神様に言うことじゃないが）

『……私たちは全能ではなく、創造者ではない。人間の持つ可能性は、時に私たちの想定する未来を変動させる。強き生命を持つ者は、強い力で運命を引き寄せることができる』

『そこは運命を切り開く、と言ってもらいたい。星せい機き剣けんである私と、機神アリアドネの力で』

　アリアドネとムラクモは似たもの同士だが、どちらかといえばアリアドネの方が生き真ま面じ目めに感じる──それが悪いということではなく、彼女たちそれぞれの愛すべき個性だ。

『……愛……数値化することのできないもの。機神が理解しえない感情』

『私がマスターに感じているものは、愛ではなく、愛着といえる。武器としてどれだけマスターにフィットできるかを重視する。今回のマスターの自己評価を聞きたい』

（そうだな……二人は百二十点だ。俺自身は、まだまだだけどな）

　二人が沈黙する──やはり、百以上の点数はこの場合存在しないとか、そういう返答になるのだろうか。

『……私は貴方を、点数で評価できない。貴方以上の契約者に出会うことは無いと考えている』

『私は機神アリアドネの意思に従う。これからもマスターの剣となる』

　アリアドネの気配が遠のき、ムラクモも沈黙する──俺がどう答えていいのかと迷う間に。

「…………」

　少し前を行くテレジアが、俺を見ている。何を思っているのだろうか──俺がアリアドネたちと話していたことを察しているように見える。

　彼女は何も言わず、俺の横に並んだ。ただそれだけで、言葉は無くとも、テレジアが案じてくれていることは伝わってくる。

「心配かけてごめん。いつも頑張ってくれてありがとう、テレジア」

「…………」

　声をかけても、テレジアはこちらを向かない。しかし歩いているうちに、蜥蜴トカゲのマスクが徐々に少しずつ紅潮していた。




　──その時はまだ、俺たちは知らなかった。

　これから七番区の頂点を目指すまでに、俺たちの探索者としての意識を大きく揺るがす出来事が起こることを。








書き下ろし番外編　『後衛』と癒やしの時間









　ふとベッドの上で目を覚ましたとき、私はまだ頭がふらふらしていて、周りを見回して最低限の状況判断をすることしかできなかった。

「……アトベ様……私のこと、介抱してくださって……それで……」

　飲みすぎてしまったことは何となく覚えていて、少しの罪悪感はある。けれどふわふわと気が大きくなってしまっている──その理由は、お酒のせいだけじゃない。

「アトベ様……あんなに優しくしてくれるなんて……」

　彼が選んだ職業を見たときは、先のことをすごく心配したのを覚えている。私のアドバイスが適切でなかったから、ライセンスでも判断できない変わった職についてしまったのかもしれない──彼が他の人たちにばかにされてしまったら申し訳ない、そんなことを考えていた。

　彼の職業のことは、まだ私も詳しく聞かせてもらっていない。でも、彼が後ろにいてくれると感じるだけで温かくて、幸せな気持ちになって──これを、惹ひかれているというのかもしれない。

　迷宮国に来て、探索者になって、引退して支援者に回って。ずっと目まぐるしくて、男の人に関心を持つことなんて考えていなかった。私の送り出した探索者の人が怪け我がをしたり、上う手まくいかなくて落ち込んでいるところを見て、この人たちに支えてもらっているギルドの職員である私が、仕事以外のことを考えてはいけないと思っていた。

　でも今は、アトベ様たちの専属になれたこと、彼らと一緒に過ごせていることが楽しい。酔ってしまって介抱されたことも、嬉うれしくて仕方がなくて、少し申し訳なくて、でも嬉しい。
















　そういうこともあるのだと思う。お仕事で出会った人に、心をひかれる──彼のことを考えると、いろいろなことを頑張れて、何でも上手くいくような気がしてくる。

「……何でも……本当に……？」

　自分で考えておいて、分かっている。アトベ様のパーティの方々も、私と同じかそれ以上に彼のことを慕っていて、一緒に過ごす時間はずっと長くて、私はきっといつまでも、アトベ様にとっては『受付の人』にすぎない。

　仕事のことで信頼してもらうのはとても嬉しいこと。でも、それ以外で感謝を伝えても、きっと罰はあたらない──今テレジアさんとアトベ様がお風ふ呂ろにいるなら、三人なら、一緒に入っても大丈夫。本当に大丈夫なのかはわからないけど、今は大丈夫だという気がする。

「……アトベ様、待っていてください……私って、実は凄すごいんですよ……？」




　浴室に入るまでも、入ってからも、心臓の高鳴りがおさまらない。頭がくらくらして、でも落ち着いているように見せないといけないと思って、何とか筋の通ったことを言おうとする。

「アトベ様、少しよろしいですか？　先ほどのことが、本当に嬉しかったので……」

　介抱してもらったことのお礼。それを言うと、アトベ様は逃げずにいてくれる。

『エステティシャン』──それが、私の転生した時に選んだ職業。元から就いていた仕事を選ばなくてはいけないと思って書いたけれど、戦いではほとんど貢献できなくて、一緒にパーティを組んでくれていた女性の友人たちに喜んでもらうために施術をしていた。

「っ……ル、ルイーザさん……ここまでしてもらうのは、やっぱり……」

　頭皮マッサージをしてあげていると、アトベ様は心地よさそうなのに、そんなことを言う。私は悪戯心が疼うずいてしまって、両肩に手をかけてぐっと揉もみ込む──近づいた拍子に、彼の頭の後ろに、湯浴み着を着用してはいるけれど、私の胸が当たっている。

（これは、アトベ様に感謝を伝えるため……当たっても、それは施術のためだから仕方ないこと……ああ、でも……頭が熱くて、何も考えられない……）

　酔っていても、していいことと悪いことは分かっていて、けれどその境目が曖あい昧まいになる。

「あ、あの……っ、ルイーザさん、それは施術ですか……？」

「ええ……そうです。アトベ様の頭をお抱えすると、凄く落ち着きます……」

「や、やっぱり抱えてるだけなんじゃ……ヘッドマッサージですか……？」

　アトベ様の純粋な反応が、私をさらに嬉しくさせる。湯気でぼんやりした視界の中で、ふと見てみると、テレジアさんが真っ赤になっている──こんなに赤く見えるのは、きっと私が酔っているせいだと思う。

「テレジアさん、お手伝いをお願いできますか……？」

「…………」

「い、言うことを素直に聞きすぎだ……っ」

　慌てるアトベ様──けれどテレジアさんは可愛かわいらしい水着姿でぺたぺたと歩いてきて、私のお手伝いをしてくれる。彼女には、背中を流してもらうことにした。

　そして私は正面に回って──彼の鎖骨から胸板、お腹なかのあたりにかけて、疲労が取れるようにマッサージをしていく。久しぶりに、技能を発動しながら。





　◆現在の状況◆




　・『ルイーザ』が『温浴整体』を発動　→対象：『アリヒト』

　・『アリヒト』の体力、魔力が回復

　・『アリヒト』にリラクセーション効果が付加






　ライセンスに表示されるだろう情報を思い浮かべながら、私はあくまでこれは施術なのだからと言い聞かせて、アトベ様を見つめながら指圧とリンパの揉み出しをする──少しでも彼の疲労をとってあげられるように。

「……は、恥ずかしいといえばそうですが……くっ……かなり効きますね……」

「はい……これは必要なことです。これからもぜひ、定期的に……アトベ様の健康管理をするのも、私の仕事としてお任せいただいて……」

「…………」

「ふふっ……テレジアさんもご一緒されるのですね。これから、凄く楽しくなりそうです」




　このあと私は、施術をしばらく続けたあとで酔いが覚めてきて、アトベ様のご厚意で一人で湯船に浸つからせていただいたあと、お風ふ呂ろ上あがりに心からの謝罪をすることになる。

　でも、アトベ様がお嫌でないのなら──そのときは。パーティのみなさんと一緒に、これからも彼のことをどうすれば労うことができるのか、趣向をこらして考えていきたい。それはパーティの結束に繫つながる大切なことで──私の個人的な感情も、少しだけ入っているということにしておく。








あとがき









　初めまして、とーわと申します。前巻でも祈念しておりましたが、引き続きお目にかかる読者様には、ひたすら感謝を捧ささげる毎日でございます。五体投地が基本姿勢です。

　皆様お気づきかと思いますが、本作品は非常に登場人物が多いので、挿絵に登場する際には、どのキャラクターを登場させるかは非常に難しい判断となります。「この巻はこのキャラを推していく、敢えてね」という担当編集者様の采さい配はいによって選択されたシーンが、挿絵として描写されているのです。※担当編集様の口調は実を言うと今申し上げたような感じではございませんが、作品に対してどこまでも真しん摯しで、読者の皆様に妥協のないものをお届けすることに関しては（文字数）

　──と、何が言いたいのかと申しますと、私もできるだけ多くのキャラクターに絵がついたところを見たいのですが、登場人物がとても多いので、どのキャラクターがイラストで描写されるかを予想などしながら楽しんでいただければ、これ幸いに存じます。剣道少女カエデがちゃっかりいいところを持っていっている件について、読者様のお話を伺いたい気持ちでいっぱいです。作者は常にご意見ご感想をお待ちしています。

　紙幅もこれまでとなりましたので、イラスト担当の風かざ花ばな風ふう花か様、担当編集様、関係各位の皆様、何より読者の皆様に重ねて御礼申しあげます。力りき蔵ぞう先生によるコミカライズ版も、引き続き合わせてよろしくお願いいたします！　それでは、次巻でふたたびお会いできましたら光栄です。


とーわ


















　魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）
















　異世界転生したユキは、気付くとダンジョンの魔王になっていた。「今度は自由に生きる！」と決意した直後、覇龍と遭遇！

　戦闘……にはならず、何故かユキの出すお菓子の虜になりそのまま居候に!?　さらに、次々と人外娘を拾い……。

　チートな強さで人外娘達を助けたり、便利なカタログ通販（？）でダンジョンに凶悪な罠を仕掛けたり、日本の玩具で遊んでみたりとやりたい放題！

　自分の自由と人外娘達の平和のために、快適＆最凶ダンジョン造りを目指す!!








プロローグ　なんか翼が生えてる









「あー……」

　手鏡に映る自分の顔や姿を、色んな角度からまじまじと見詰める。

　黒髪黒眼の、今まで何度も見てきたその容よう貌ぼう。言う程特徴も無い普通の顔立ちで、若干眼めつきが鋭いのが特徴と言えばそうかもしれない。

　背丈も大して高くも無ければ低くも無く、身体からだ付きもゴツくも無ければヒョロくもない。

　まあ、ここまではいい。

　ここまでは。

　こんなじっくり自分を見ているのは、別に俺がナルシストだからという訳じゃない。とある確認を行っているのだ。

　俺は、手鏡の角度を変えて背中を確認する。

　そこに映っているのは──翼。

　俺の背中の肩甲骨辺りから、コウモリだかドラゴンだかわからない真っ黒い翼が生えている。

　慣れない感覚だったのでちょっと大変だったが、意識を集中させるとしっかりパタパタと動いたのを見るに、これはやはり俺の身体の一部ではあるらしい。

　そして──眼。

　黒眼と言ったが、実際は片方だけで、もう片方の眼は紅あかく染まっている。真っ赤っ赤である。

　どうやらこれは種族が持つ固有ユニークスキルの、いわゆる魔眼というものらしいんだが……これなんて中二よ。自分にも漏れなく訪れた黒歴史を思い出すようで、すげー恥ずかしいんだけども。

　しかも、そんなナリをしているくせに、今身に着けているのがジーパンとＴシャツというラフな恰かつ好こうをしているせいで、酷ひどくチグハグな印象を受ける。ヘタなコスプレのようだ。

　つかこれ……もしかして翼の付け根の部分のＴシャツ、破けてないか？　見えてないけど、絶対破けてるよな？

「………………ハァ、寝よ」

　もうなんか色々疲れてしまった俺は、そこで思考を放棄し、ＤＰ──ダンジョンポイントで布団を出現させ、それを玉座の間に敷いて、寝た。





◇　　　◇　　　◇






　──時間は、少々遡さかのぼる。

　何が起こったのかと言うと、話は簡単だ。

　輪りん廻ね転生である。

　何の面白みも無く事故死して、もう一度生まれ変わったらしい。

　それは、意識が戻った瞬間に理解した。自分が一度、確実に死んだ感触がまだ残っていたからだ。

　事故で撥はね飛とばされ、骨がバキバキになり、身体中が悲鳴を上げて潰つぶれていく感触。全身から力が抜け、自分の血がどんどん体内から外へと溢あふれ出していくのがわかるのに、痛みも何も感じず、目の前が徐々に真っ暗になっていく悍おぞましい感覚──。

　ぶるりと身震いし、大きく深呼吸して、嫌な記憶を頭の中から追いやる。

　とにかく、一度死んだはずが気が付くと俺はここ──『玉座の間』っぽい場所で倒れていた。

　品の良いシャンデリアに、柱と壁。窓は無く、奥行きはそこまで広くない。

　そして俺の背後に鎮座しているのは、飾りは少ないが荘厳さを十分に感じさせる、造りの良い玉座。そこから真っすぐレッドカーペットならぬブルーカーペットが対面の壁まで敷かれ、そちらにはこれまた装飾は少なめだが、一目見ただけで重厚さを感じさせる扉がある。

　何と言うか……あれだ。全体的に悪役っぽさの漂う趣の部屋だ。ゲームのラストダンジョンに出て来る魔王のいる玉座の間を、幾分と縮小した部屋、といった感じか。

　しばらく呆ほうけてから俺は、とりあえず現状を把握しようと立ち上がり──そして、目線が高くなったことにより、玉座の裏にソレがあることに気が付いた。

「何だ、これ……？」

　そこにあったのは、丸い、バスケットボールを一回り小さくしたぐらいの、虹にじ色いろに光る宝玉。

　俺は、何とはなしにそれに向かって手を伸ばし──。

「ッ!?　がああアああアアアッッ──!?」

　宝玉を触れた瞬間、突如襲い掛かる、強烈な頭痛。

　まるで脳みそを直接弄いじられるかのような、不快な感覚が全身を襲う。

　思わず膝ひざから崩れ落ち、床に両手を突く。

　眼の端から涙が滲にじみ、あまりの痛みから視界がぐらつき、吐き気がこみ上げる。

　そのまま俺は、絶叫を迸ほとばしらせ、床の上をのたうち回り続けた。




「──ハァ……ハァ……なるほどな……」

　その地獄のような頭痛が、やがて波が引くようにして消えていった後。

　荒く息を吐き出しながら、俺は──その語句を、唱えた。

「……メニュー」

　すると同時、目の前に透明なガラス板のような──要するにゲームのメニュー画面のようなものが、突如として目の前に出現する。

　これは、唱えた者が一番使いやすい形で現れる。

　例えばこの世界にもいるゴブリンなどの原始的な種族が『メニュー』を唱えると石版が出て来るし、他の人間に近い生態の種族の場合は、大抵が本の形で出現する。

　俺の場合は、ゲームをよくしていたせいか、この形が一番使いやすいと判断されたようだ。

　そんな知識が、まるで脳内に辞書があるかのように、俺の頭にポンと浮かぶ。

　……いや、本当に脳みそに直接知識を植え付けられたんだろうな。

　ふらつく頭を押さえながらメニューへと視線を向けると、そこに表示されているのは、上から順に『ステータス』、『ＤＰカタログ』、『ダンジョン』、『ガチャ』の四つの項目。

『ガチャ』の項目がすんげー気になるところだが……とりあえず上から見ていくことにして、スマートフォンを操作するのと同じような感覚で『ステータス』の項目をタッチしてみると、俺のステータスらしい数値が表示される。

「へぇ……って、種族がアークデーモンて」

　あの、いつの間にか俺、人間じゃなくなってるんすけど……。


名：ユキ

種族：アークデーモン　クラス：魔王　レベル：１

ＨＰ：２１００／２１００　ＭＰ：６７００／６７００

筋力：６５１　耐久：６８５　敏びん捷しよう：５５０　魔力：８９７　器用：１２５０　幸運：70

スキルポイント：５　固有ユニークスキル：魔力眼、言語翻訳

スキル：アイテムボックス、分析アナライズ[image: ]１

称号：異世界の魔王　ＤＰ：１０００



　つか、よく見たら俺、人間やめてる上に、クラスが『魔王』じゃねーか。字面が物騒だなオイ。

　……いや、どうやらここ──ダンジョンを管理するダンジョンマスターのことは、総じて魔王と呼ぶらしい。脳内ウィキ〇ディアに載ってた。

　名前も苗みよう字じが無くなり、カタカナでユキとなっている。自分でも女っぽい名前だと思っていたが、ますますそうなったな。

　ステータスは比較するものがないからよくわからんが、とりあえず幸運値の圧倒的低さよ。

　……まあ、事故死するぐらいだから、そんなもんなのかもしれんが。

　器用値が頭一つ抜けてるのはよくわからない。趣味が手芸とか、そんなことはないのだが。

　次に、表示されているスキルへと指を滑らすと、その詳細が表示される。

　分析アナライズやアイテムボックス、言語翻訳はよくある感じのヤツだ。分析アナライズは、スキルレベルの上昇に伴い表示される内容が増え、アイテムボックスは保有する魔力によって収納出来る量が増える。言語翻訳は言わずもがな。

　魔力眼は……どうやら種族特性のスキルらしい。相手の放つ魔力を可視化出来るようだが、有用性はまだようわからんな。

　スキルポイントは、スキルの横にある数字、スキルレベルを上げることが出来るようだ。スキルレベルの最大値は10で、それが上がるのに比例して必要ポイントが多くなっていく仕様らしい。

　スキルの下の称号はと言うと……。


異世界の魔王：異世界から現れた者。固有ユニークスキル『言語翻訳』を取得。



　あ、うん、やっぱり異世界なんすね、ここ。まあそうだろうとは思っていたけど。

　とりあえず一通り確認したステータス画面を閉じ、次にメニューの『ＤＰカタログ』を押す。

　どうやらこれはそのまま、ステータスに載っていたＤＰ──ダンジョンポイントで交換出来るものを表示する機能のようだ。

　剣や盾、防具、杖つえなどのファンタジー的なものから、歯ブラシやコップ、食料品、果ては必要ＤＰがクソ高いがテレビゲームなども交換出来るようだ。通販かよ。いや、便利でいいですけども。

　もしかするとこのＤＰカタログってのは、ダンジョン自体に元から備わっている物と、俺の認識によってゲット出来る物の二種類があるのかもしれない。そうでなければ、この異世界感ぶち壊しの品々はカタログに載らないだろう。

　ただ、地球産の品々はこの世界の品に比べて軒並み高い。入手するのはもう少し先になるか。

　気になっていた項目である『ガチャ』は、そのままガチャだ。一回１００ＤＰ、１０００ＤＰ、１００００ＤＰ、１０００００ＤＰの四つがある。何が出るかは回すまでわからない仕様らしい。

　残りの『ダンジョン』は、ここのダンジョンの階層を増やしたり、拡張したり、モンスターを召喚したりなど、ダンジョンを造る上での主要な機能が詰まっているようだ。

　まあ、細かい検証は、後ほど行うことにしよう。




　──ダンジョンとは、生物だ。




　この世界特有の、『魔素』のある場所で生まれる。

　生まれたばかりのダンジョンは、他の生まれたての生物同様に力が弱く、簡単に潰されてしまう。

　特に潰しに来るのは、人間らしい。ダンジョンの心臓であるダンジョンコア──先程の虹色の宝玉を狙いに、よく襲撃に来るらしい。

　確かに、見るからにレア度高そうだからな、アレ。

　また、この世界の野生生物である『魔物』なんかも、ダンジョンコアに込められた莫ばく大だいな魔力に吸い寄せられ襲いに来るようだ。

　──要するに、周り全てが敵なのだ。ダンジョンは。

　そこでダンジョンは、自身の身を守るために管理者を召喚し、自身の生存率の向上を試みることにした。共生することに、生き残る道を見出した訳だ。

　魔王とはそうして召喚された、ダンジョンを守護し、管理する存在である。

　大抵の場合は、近場に棲せい息そくする魔物を呼び込んで、魔王として生まれ変わらせるようだ。

　が、しかし。このダンジョンの生まれたのが魔素濃度の濃い場所だったため、他のダンジョンよりも力を持つことが可能だったらしく、その力の大半を用い、より魔王として適した存在を、と召喚した結果が、どういう訳か異世界で死んで魂だけになっていた俺だったと。

　俺、どうやら人より魔王に適しているらしい。非常に心外である。

　俺が人間からアークデーモンに転生したのも、ダンジョンの自己防衛機能の一つだ。人間に転生させるよりは、人外に転生させた方がより生存率が上がると判断されたのだ。

　ダンジョンに植え付けられた知識によると、これは適性のある魂でなければ出来ないことだそうだが……まあ、うん、あれかな。俺がメッチャやり込んでたゲームのキャラの種族が『上位魔族アークデーモン』だったから、ってのが反映されたのかもしれない。んな訳ねーか。

　……ただ、力があるのは悪くない。知識を植え付けられたから理解したが、こっちの世界は前世よりも大分物騒だ。魔物いっぱい戦乱いっぱい。おまけに知能の低いバカな魔王があちこちで人間とか殺しまくってるから、魔王に対するヘイトも高い。

　そんな世界に魔王として生まれてしまったからには、俺自身の生存率を上げるために、少しでも力があった方がいいだろう。

「…………」

　俺は、あの強烈な痛みを与えてくれたクソ忌々しい宝玉──ダンジョンコアを睨にらみ付ける。

　魔王の器生成にはダンジョンの力が多大に影響しており、ダンジョンが死ねば魔王は死ぬ。

　魔王にリソースの大部分を割いているため、魔王が死ねばダンジョンの力が大きく弱まり、結果的にダンジョンもまた滅ぶ。

　──つまり、一いち蓮れん托たく生しようなわけだ。

「……ったく、厄介な世界に呼びやがって」

　だが──コイツがいなければ、俺が意識を取り戻すことは二度と無かったことも、確かな事実だ。

　虹色の宝玉へそっと腕を伸ばし表面に触れる。もう、痛みを伝えて来ることはない。

　これは、俺のもう一つの心臓だ。

　……せっかく得ることになった、二度目の生だしな。

　今度こそ好きに生きられるように……コイツを守るのもまあ、悪くはないだろう。

　そんなことを考えながら、とりあえずアークデーモンとなってしまってからの自身の姿を確認してないなと思い、ＤＰカタログで一覧を開き手鏡を出現させた──。





◇　　　◇　　　◇






　翌日。

　とりあえず寝て頭をすっきりさせた俺は、布団一式をアイテムボックスにしまってから、ＤＰカタログを表示させ朝食となる食料品を探す。

　アイテムボックスは、発動すると虚空に亀裂が生まれ、そこに物を突っ込むという仕様だ。

　これ取り出す時どうすんの、と思ったら脳内にリストのようなものが浮かび、それを念じながら虚空の裂け目に手を入れると物を取り出せるようだ。便利だなオイ。

　ちなみに、何故窓が無い部屋で翌日とか朝食とか時間がわかるのかと言うと、メニュー画面の右上に現在時刻と日付が表示されているためだ。

　ゲームか！　とツッコミそうになったが、よく考えてみたら俺の知っているゲーム画面が元になっているんだった。

　そんなこんなで朝飯の食パンとベーコンを出現させた俺は、普通の椅子はなかったので玉座に腰を下ろし、もそもそとそれを食べ始める。

　ＤＰの確保も考えなきゃいけんな。初期ポイントらしく１０００ＤＰあるが、これは今の俺の生命線だ。消えていくばかりというのは少々心もとない。

　このＤＰの確保の方法には、

　・ダンジョン内に、自身が出現させた配下以外の魔物がいる状態（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で侵入者を殺す（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で魔物の死し骸がいや糧となる何かを吸収する（物により取得ＤＰ上昇）

　・自然回復（ダンジョンの範囲により取得ＤＰ上昇）

　の四つがある。

　これを見ればわかるように、ＤＰ収入はかなり侵入者頼りのところがある。

　侵入者に殺されないよう管理者を生むくせに、侵入者がいなければ飯の確保が出来ないとは、ままならないもんだ。

　まあ、それが弱肉強食か。ダンジョンも生物だしな。その頸くび木きを逃れることは出来ないのだろう。

　自然回復はあるものの、これは三時間で１ＤＰ回復とかなり微々たるものなので、今後どうなるかわからないが、今はまだあまり当てには出来ない。

　早急にダンジョンとして体裁を整える必要があるが、そのためにはダンジョンや魔王がどんな存在でどういう認識をされているのか。後は周辺の地理か。その辺りを早めに知らなければならない。

　あれだ、需要を知らなければ供給は生まれないとか、そんな感じ。前世のうろ覚え知識。

　というのも、ダンジョンに強制的に植え付けられた脳内ウィキ〇ディアさんの情報では、あくまでダンジョン側の視点としての侵入者の記述しかなかったので、よくわからなかったのである。

　曰いわく、「我々を殺しに来る悪魔のような者達」とのこと。

　まあ、うん、そうね。自分を殺しに来る存在は悪魔に見えるだろうね。

「さて、と……」

　朝飯を食い終わった俺は、ぱんぱんと手のパン屑くずを払い、視線をこの部屋唯一の扉へと向ける。

　とりあえず今、俺が喫緊でしなければならないことは、この先を確かめることだろう。

　何が広がっているのか確認するのは、興味半分恐ろしさ半分といったところだが……まずはここからやらないと、何も始まらない。

　少々ＤＰカタログで準備を整えてから立ち上がった俺は、部屋の対面へと向かうと、恐る恐るといった様子で美麗な扉を開いていき──。

「……洞どう窟くつ、か？」

　扉の外に広がっていたのは、一つのでっかい空洞。

　何年物なのか気になる水晶のような鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がり、そして洞窟天井部の小さな裂け目から差し込む光を反射して、周囲をほんのりと照らしている。

　少し窪くぼんだ場所には水が溜たまっており、不純物が少ないのかかなり透明で奥まで透き通っている。

　なかなか、幻想的な光景だ。

　どうやらこの扉は、洞窟の中に生成されたものだったようだ。

　まだダンジョン領域はあの玉座の間だけのはずなので、この洞窟はダンジョンによって造られたものではなく自然物なのだろう。

　周囲に別の生物がいないことを確認した俺は、少し先に見える洞窟の出口らしい──いや、入口らしい場所から差し込む陽の光を目指して歩を進める。

　カツン、カツンと反響する俺の足音。

　空気がひんやりとしていて、肌に心地良い。夏場は冷房いらずだ。

　やがて、入口まで辿たどり着ついた俺の視界は、一気に開け──。

　──澄み渡る、無限の蒼そう穹きゆう。

　一面を埋め尽くす緑の大森林。風が木々を揺らし、耳を澄ませば木の葉の擦れる音まで聞こえる。

　陽ひの光に照らされ、キラキラと輝くのは、長く長く続いている大河。

　どこまでも広がる地平線と、雲を突き抜け、見る者全てを圧倒する雄大な山脈。

　地平線の果てに見える広大な青は、海だろうか。

　また、彼方かなたの空には島のようなものが浮かんでおり、そこから流れている滝が空から大地へと降り注ぎ、虹にじが掛かっている。

「うおぉ……」

　あまりの景色の美しさに、思わず目頭が熱くなる。

　そこに広がっていたのは、俺の貧弱な語ご彙いでは決して表現がままならない、神秘的なまでに壮大な、世界の姿だった。

　……俺も、人間やめて翼生えてる訳だし、その内この空、飛べるようになったりしねーかな。さぞかし気持ちが良いことだろう。

　ちなみに、今俺の背中に翼は生えていない。

　寝る時になんか邪魔だったので、どうにか小さく出来ないかとか、もっと綺き麗れいに折り畳めないかとか色々やってたら、フッと消えた。

　この翼、どうやら俺のまだよくわかってない力、魔力で構成されているらしく、任意で出したり消したり出来るみたいだったので、それ以来消しっぱなしなのだ。便利な身体なこって。

　しばしそうして景色に魅入っていた俺は、ふと我に返り、本来の目的、周辺の地理確認に戻る。

　どうやらここは、山の中腹のようだ。中腹と言っても、こんな景色が見られるぐらいだから、標高はそこそこ高いのかもしれない。人里らしきものは……近くには無さそうだな。

　振り返った俺の視界に映るのは、切り立った崖がけ。

　今出て来た洞窟は、この崖に出来たものだったらしい。

　あー……こっちは進めなさそうだな。とりあえず、上に行ってみたいんだが。

　そう考えた俺は、どこか登れるような場所がないかと、山の中を歩き始めたのだった。













　この続きは現在配信中の『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』にてお楽しみください


(C)Ryuyu, Daburyu 2017










とーわ

TÔWA

「小説家になろう」で活動している関東在住のライトノベル作家です。今回は新たな区に入り、新しい迷宮の攻略が始まります。七番区は探索を進めて序列を少しでも上げようとする人、生き延びて安定を求める人、彼らを見守る支援者の入り交じる、混沌とした区となっています。他のパーティと共闘することで新たな発見をしていくアリヒトたちは、これまで通りの活躍を続けていけるのか。進展していく人間関係も併せて、楽しんでいただけましたら幸いです。



















カバー・口絵・本文イラスト　風花風花

装丁　伸童舎












世せ界かい最さい強きようの後こう衛えい ～迷めい宮きゆう国こくの新しん人じん探たん索さく者しや～ 3








とーわ





[image: ]





2018年8月10日　発行





(C)Tôwa, Huuka Kazabana 2018
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